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に
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る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
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（
岡
田
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

│
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
を
素
材
と
し
て

│

岡　
　

田　
　

俊　
　

幸

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
た
ば
こ
製
品
表
示
指
令
と
学
説
の
展
開

Ⅲ　

一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定

Ⅳ　

新
規
制
の
憲
法
適
合
性

Ⅴ　

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
消
極
的
表
現
の
自
由

Ⅵ　

結
語

九



Ⅰ　

は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
の
論
文
式
試
験
問
題
公
法
系
科
目
第
一
問
は
、
た
ば
こ
製
品
の

包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、「
本
問
に
お
け
る
核
心
的
な
問
題
」
の
一
つ

は
、「
他
者
の
意
見
を
記
載
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
（
消
極
的
表
現
の
自
由
＝
強
制
か
ら
の
自
由
）」
に
関
わ
る
憲
法
上
の
問
題
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る

（
1
）

が
、
出
来
の
良
い
答
案
は
必
ず
し
も
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
司
法
試
験
考
査
委
員
か
ら
は
、
出
題
者
と
し
て
は
、

「
消
極
的
表
現
の
自
由
」
と
は
、「
他
者
の
意
見
を
記
載
す
る
こ
と
を
『
強
制
さ
れ
な
い
自
由
』」
で
あ
り
、「
消
極
的
表
現
の
自
由
が
、
単

な
る
『
言
わ
な
い
自
由
』
や
『
沈
黙
の
自
由
』
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
論
述
す
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
い
た

（
2
）

が
、
受
験
生
は
、

「
自
分
の
意
見
で
な
い
他
者
の
意
見
を
自
分
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
の
問
題
性
」
＝
「
強
制
か
ら
の

自
由
を
巡
る
問
題
」
と
い
う
「
基
本
的
問
題
に
気
付
い
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た

（
3
）

。
ま
た
、「
消
極
的
表
現
の
自

由
に
は
触
れ
て
い
る
」
答
案
で
も
、「
そ
の
内
容
を
き
ち
ん
と
把
握
し
な
い
ま
ま
記
述
し
て
い
る
も
の
が
多
い
」
と
か
、「
た
ば
こ
に
対
す

る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
を
き
ち
ん
と
説
明
し
た
上
で
な
い
と
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
本
当
は
移
れ
な
い
は
ず
な
の
に
、
そ
こ
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
答
案
が
多
か
っ
た
」
な
ど
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
4
）

。
し
か

し
、「
教
科
書
・
概
説
書
で
は
、
一
般
に
、
表
現
の
自
由
の
中
で
消
極
的
自
由
と
い
う
概
念
は
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い

（
5
）

」
こ
と
、
さ
ら
に
、

出
題
さ
れ
た
「
問
題
に
直
接
か
か
わ
る
判
例
は
な
い

（
6
）

」
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
出
題
者
側
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
考
え
、
資
料
を
読
み
、
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
受
験
生
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

（
7
）

」

と
思
わ
れ
る
。

一
〇



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
一
〇
年
の
時
が
流
れ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
も
、
出
題
さ
れ
た
「
問
題
に
直
接

か
か
わ
る
判
例
は
な
い
」
し
、「
教
科
書
・
概
説
書
で
は
、
一
般
に
、
表
現
の
自
由
の
中
で
消
極
的
自
由
と
い
う
概
念
は
説
明
が
さ
れ
て

い
な
い
」
と
い
う
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い

（
8
）

が
、
こ
の
一
〇
年
の
間
に
、
二
〇
〇
六
年
（
新
）
司
法
試
験
論
述
式
試
験
問
題
公
法
系
科

目
第
一
問
（
以
下
、「
一
六
年
公
法
系
第
一
問
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
優
れ
た
解
説
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
消
極
的
表
現
の
自
由

の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
警
告
表
示
義
務
が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
、

た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
基
本
権
の
制
約
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
基
本
権
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
に

つ
い
て
も
、
立
ち
入
っ
た
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
最
近
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
素
材
と
し
て
、
上
記
の
問
題
点
に
つ

い
て
若
干
の
検
討
を
す
る
機
会
を
も
っ
た

（
9
）

の
で
あ
る
が
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
見
解

と
は
若
干
異
な
る
見
解
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
、
私
見
を
こ
こ
に
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、「
自
分
の
意
見
で
な
い
他
者
の
意
見
を
自
分
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
の
問
題
性
」
に
「
直
接
か
か
わ
る
判
例
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
健
康
に
対
す
る
喫
煙
の
危
険
性
の

警
告
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
基
本
権
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断
し
た
一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
ド
イ
ツ

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定

（
10
）

（
以
下
、「
九
七
年
決
定
」
と
い
う
。）
で
あ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
が
同
決
定
を
素
材
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り

（
11
）

、
九
七
年
決
定
は
、
司
法
試
験
受
験
生
に
も
広
く
知
ら
れ
た
判
例
と
し
て
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
例
の
中
で
も
独
特
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
九
七
年
決
定
に
関
す
る
文
献
は
意
外
に
少
な
く

（
12
）

、
九
七
年
決
定
に
つ

い
て
の
情
報
を
司
法
試
験
関
係
者
の
方
々

（
13
）

に
も
う
少
し
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る

（
14
）

。
ま
た
、
ド
イ
ツ

に
お
い
て
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
と
い
う
具
体
的
争
点
が
「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
を

一
一



め
ぐ
る
学
説
上
議
論
を
誘
発
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
上
記
決
定
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、「
教
科
書
・
概
説
書
」
で
も
「
消

極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
る
の
が
通
常
と
な
っ
て
お
り
、「
た
ば
こ
に
対
す
る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と

が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
」
等
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細
な
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
れ

故
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
関
連
し
て
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
論
を
構
築
す
る
に
当
た
っ

て
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
本
稿
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
論
を
本
格
的
に

展
開
す
る
た
め
の
準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
九
七
年
決
定
を
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
に

関
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
を
詳
し
く
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

以
下
、
ま
ず
、
九
七
年
決
定
を
検
討
す
る
前
提
作
業
と
し
て
、
同
決
定
以
前
に
お
け
る
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
及
び
た
ば
こ
製
品

の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
合
憲
性
に
関
す
る
学
説
の
状
況
を
紹
介
・
検
討
す
る
（
Ⅱ
）。
そ
し
て
、
九
七
年
決
定
を
詳
し
く
紹

介
し
、
同
決
定
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
（
Ⅲ
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
の
命
令
改
正
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
新
し
い
警
告
表

示
義
務
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
Ⅳ
）。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項

の
解
釈
論
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
お
き
た
い
（
Ⅴ
）。

Ⅱ　

一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
た
ば
こ
製
品
表
示
指
令
と
学
説
の
展
開

1　

一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
た
ば
こ
製
品
表
示
指
令

周
知
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
消
極
的
信
仰
の
自
由
、
消
極
的
結
社
の
自
由
、
さ
ら
に
消
極
的
団
結
の
自
由
は
、
古
典
的
な

一
二



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

テ
ー
マ
と
し
て
数
多
く
の
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

（
15
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て

も
、
必
ず
し
も
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
関
す
る
解
釈
論
に
理
論
的
展
開
の
き
っ
か

け
を
与
え
た
の
は
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
に
採
択
さ
れ
た
「
た
ば
こ
製
品
の
表
示
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
規
定
及
び
行
政
規
定
の

統
一
に
関
す
る
理
事
会
指
令
（
89
／

622
／

Ｅ
Ｗ
Ｇ（

16
））」（

以
下
、「
指
令
89
／

622
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け

る
警
告
表
示
義
務
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
指
令
89
／

622
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
警
告
表
示
義
務
を
定
め

た
。
た
ば
こ
製
品
の
す
べ
て
の
包
装
の
「
も
っ
と
も
目
に
付
き
や
す
い
面
」
に
「
喫
煙
／
た
ば
こ
は
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
」
と
い
う

「
一
般
警
告
表
示
」
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
条
一
項
）。
ま
た
、
他
の
面
に
「
特
別
警
告
表
示
」
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
四
条
二
項
）。
そ
の
際
、
各
加
盟
国
は
、
指
令
の
付
表
に
列
挙
さ
れ
た
特
別
警
告
文
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
独
自
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
こ
の
リ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
た
特
別
警
告
文
は
お
お
む
ね
同
じ
頻
度
に
な
る
よ
う
に
包
装
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
条
二

項
）。
上
記
の
付
表
に
お
い
て
は
、
各
加
盟
国
の
リ
ス
ト
に
必
ず
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
警
告
表
示
と
各
加
盟
国
が
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
警
告
表
示
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、「
喫
煙
は
癌
の
原
因
で
あ
る
」
及
び
「
喫
煙
は
心
臓
病
と
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
」

と
い
う
二
つ
の
文
で
あ
る
。
後
者
は
、「
喫
煙
は
致
命
的
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
。」、「
喫
煙
は
死
を
招
く
。」、「
喫
煙
は
死
に
至
る
お
そ

れ
が
あ
る
。」、「
喫
煙
は
す
で
に
妊
娠
中
か
ら
あ
な
た
の
子
ど
も
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
。」、「
子
ど
も
を
守
れ
：
あ
な
た
の
た
ば
こ
の

煙
を
子
ど
も
に
吸
わ
せ
る
な
。」、「
喫
煙
は
あ
な
た
の
周
り
の
人
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
。」、「
禁
煙
す
る
人
は
重
病
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
。」、「
喫
煙
は
、
癌
、
慢
性
気
管
支
炎
、
そ
の
他
の
肺
病
を
引
き
起
こ
す
。」、「
毎
年
、
…
（
国
名
）
で
は
、
…
人
以
上
の
人
が
肺
癌
で

死
ん
で
い
る
。」、「
毎
年
、
…
（
国
籍
保
有
者
の
表
示
）
は
交
通
事
故
で
命
を
失
っ
て
い
る
が
、
た
ば
こ
の
乱
用
は
…
を
そ
の
何
倍
も
殺
し

て
い
る
。」、「
毎
年
、
た
ば
こ
の
乱
用
は
、
道
路
交
通
よ
り
も
多
く
の
犠
牲
者
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。」、「
喫
煙
者
は
早
死
に
す
る
。」、

一
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「
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
は
、
よ
り
健
康
に
生
活
し
て
い
る
。」
及
び
「
所
得
を
増
し
な
さ
い
：
禁
煙
し
な
さ
い
。」
と
い
う
一
四
の
文
で

あ
る
。
各
加
盟
国
は
、
一
般
警
告
表
示
及
び
特
別
警
告
表
示
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
が
い
か
な
る
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

記
載
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
条
三
項
）。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
各
加
盟
国
は
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
（
例
え
ば
、
連
邦
厚
生
大
臣
）

を
付
記
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
般
警
告
表
示
及
び
特
別
警
告
表
示
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
の
少
な
く
と
も
四
％
を
占
め
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
信
者
名
義
の
記
載
は
、
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
上
記
の
割
合
は
、
公
用
語
が
二
つ
の
場
合
に
は
六
％
に
、
公
用

語
が
三
つ
の
場
合
に
は
八
％
に
上
昇
す
る
（
四
条
四
項
）。
当
時
の
学
説
に
お
い
て
、
指
令
89
／

622
を
国
内
法
に
置
換
し
た
場
合
を
想
定
し

て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
に
対
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
メ
ル
テ
ン

（D
etlef M

erten

）
の
一
九
九
〇
年
の
論
文
「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
つ
い
て

（
17
）

」
と
ク
レ
ッ
パ
ー
（M

ichael K
loepfer

）
の
一
九
九
一

年
の
著
書
『
憲
法
問
題
と
し
て
の
た
ば
こ
商
品
に
お
け
る
製
品
表
示
義
務

（
18
）

』
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
障
内
容
に
つ
い
て
も
、

ま
た
、
た
ば
こ
製
品
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
も
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
以
下
、

メ
ル
テ
ン
と
ク
レ
ッ
パ
ー
の
学
説
を
中
心
と
し
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
障
内
容
及
び
た
ば
こ
製
品
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務

の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
九
七
年
決
定
以
前
の
判
例
及
び
学
説
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

2　

消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

（
1
）　

基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
何
人
も
、「
言
語
、
文
書
及
び
図
画
に
よ
っ
て
自
己
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
流
布
さ
せ
る
権
利
」

を
有
す
る
と
定
め
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
文
言
」
に
着
目
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、「
自
己
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
流
布
さ
せ
る
」
と

い
う
積
極
的
行
為
＝
作
為
の
み
を
保
障
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
す
で
に
当
時
に
お
い
て
、
多
く
の
学
説
は
、
基
本
法
五
条
一
項

一
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一
文
は
、
自
己
の
意
見
を
表
明
し
な
い
、
又
は
流
布
さ
せ
な
い
と
い
う
消
極
的
行
為
＝
不
作
為
も
保
障
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る

（
19
）

。
連
邦

憲
法
裁
判
所
も
、
す
で
に
一
九
八
三
年
一
二
月
一
五
日
の
国
勢
調
査
判
決

（
20
）

に
お
い
て
、「
基
本
法
五
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
、

自
己
の
意
見
を
表
明
し
な
い
自
由
（
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
）」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
基
本
法

五
条
一
項
一
文
か
ら
意
見
を
表
明
し
な
い
、
又
は
流
布
さ
せ
な
い
と
い
う
消
極
的
自
由
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
解
釈
の
根
拠

を
ま
っ
た
く
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
メ
ル
テ
ン
は
、「
個
人
の
自
由
領
域
は
原
理
的
に
無
限
定
で
あ
り
、
国
家
の
権
限
は
原
理
的
に

限
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
「
市
民
的
・
自
由
主
義
的
法
治
国
家
の
配
分
原
理
」（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
を
起
点
と
す
る
自
由
主
義
的
（
市
民
的
・

法
治
国
家
的
）
基
本
権
理
論
に
立
脚
し
て
、
一
定
の
行
為
そ
れ
自
体
を
国
に
よ
る
侵
害
か
ら
保
護
す
る
基
本
権
で
あ
る
「
行
為
権

（H
andlungsrechte

）」
は
、（
積
極
的
）
行
為
の
み
な
ら
ず
、（
消
極
的
）
不
作
為
も
保
障
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、（
積
極
的
）
行
為
の
み
に
言

及
す
る
条
文
の
文
言
を
越
え
て
、「
行
態
保
障
（V

erhaltensgarantien

）」
で
あ
る
と
い
う
基
本
権
解
釈
上
の
一
般
命
題
を
定
立
し
た
上
で
、

基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
「
自
己
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
流
布
さ
せ
る
」
行
為
を
国
家
権
力
か
ら
保
護
す
る
も
の
で
、「
行
為
権
」
に

分
類
さ
れ
る
か
ら
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
も
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い
る

（
21
）

。
基
本
法
五
条
一
項

一
文
か
ら
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
導
き
出
す
解
釈
論
上
の
根
拠
は
、
基
本
権
理
論
と
も
密
接
に
関
連
す
る
極
め
て
重
要
な
論
点
で
あ

る
が
、
本
稿
は
こ
の
論
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い

（
22
）

。

（
2
）　

ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
は
、
自
己
の
意
見
を
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
他
人

の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
何
人
に
対
し
て
も
、
自
分
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
な

い
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、「
他
人
の
意
見
を
自

己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
自
由
」
は
、「
意
見
を
表
明
し
な
い
自
由
」
の
「
論
理
的
帰
結
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
国
は
、

一
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自
己
の
見
解
を
公
表
す
る
こ
と
を
市
民
に
強
制
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
の
意
見
を
公
示
す
る
こ
と
を
市
民
に
国

の
側
か
ら
押
し
付
け
る
こ
と
は
当
然
に
排
除
さ
れ
る
と
解
す
る
（
勿
論
解
釈
）。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、「
政
治
の
強
制
賛
美
」
や
「
強
制
的
自

己
批
判
」
な
ど
の
措
置
が
、
国
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
最
も
厳
し
い
制
約
で
あ
り
、
市
民
に
自
己
否
定

を
強
要
し
、
人
格
を
破
壊
す
る
可
能
性
を
生
み
出
す
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
市
民
は
自
己
の
意
見
を
開
示
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
国
が
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
を
市
民
に
強
制
す
る
こ
と
は
当
然
に
禁
止
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る

（
23
）

。
ま

た
、
メ
ル
テ
ン
は
、
意
見
は
個
人
の
人
格
の
表
出
で
あ
り
、
そ
の
表
明
に
よ
り
周
り
の
人
々
に
精
神
的
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
あ
る
人
が
、
自
分
が
支
持
す
る
つ
も
り
も
な
く
、
そ
れ
と
同
化
す
る
つ
も
り
も
な
い
立
場
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
、
知
的
自
己
実
現
を
著
し
く
損
な
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
あ
る
人
が
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
つ
ま
り
、
あ
る
人
が
言
わ
ば
他
人
の
意
見
を
自
分
が
言
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
、「
同
化
の
自
由

（Identifi zierungsfreiheit

）」
と
い
う
形
態
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
24
）

。

（
3
）　

さ
ら
に
、
メ
ル
テ
ン
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、「
意
見
の
押
し
付
け
」、
こ
れ
と
結
び
付
い
た
「
同
化
強

制
」
又
は
「
同
化
の
危
険
」
の
禁
止
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
は
、
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
意
見
の

媒
体
及
び
伝
達
器
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
│
た
と
え
こ
の
意
見
を
再
現
す
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
は
な
い
と
し
て
も
│
保
護
し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
消
極
的
自
由
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
枠
組
み
に
依
拠
す
る
と
、
消
極

的
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
積
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
の
「
裏
返
し
」
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
メ
ル
テ
ン
は
、「
積
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」

は
意
見
そ
れ
自
体
の
表
明
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
己
の
も
の
か
他
人
の
も
の
か
は
問
わ
な
い
と
す
る
解
釈

（
25
）

を
前
提
と
し

て
、「
積
極
的
権
利
」
か
ら
「
消
極
的
権
利
」
に
置
き
換
え
る
と
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
に
お
い
て
は
、
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
が

一
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保
護
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
自
己
の
も
の
か
他
人
の
も
の
か
は
問
わ
な
い
と
解
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
26
）

。
ま
た
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
基

本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
保
障
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ク
レ
ッ
パ
ー

は
、「
意
見
を
流
布
さ
せ
る
自
由
」
に
着
目
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
消
極
的
自
由
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
枠
組
み
に
依
拠
す

る
と
、
消
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
積
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
の
「
裏
返
し
」
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
の
解
釈
を
前
提
と
す
る
と
、
自

己
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
も
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
「
裏
返
し
」
と
し
て
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
こ
と
も
基
本
法
五
条
一
項

一
文
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
憲
法
が
自
己
の
意
見
を
流
布
さ
せ

る
こ
と
の
み
を
保
護
し
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
保
護
し
て
い
な
い
と
す
る
と
、
意
見
を
流
布
さ
せ
る
者
は
、
具
体
的
な
流

布
行
為
に
つ
い
て
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
否
定
さ
れ
な
い
た
め
に
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
流
布
さ
せ
た
意
見
が
自
己
の
意
見

で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
と
し
て
、
自

己
の
意
見
を
公
表
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保

護
範
囲
に
は
、「
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
」
も
含
ま
れ
る
、
と
。
そ
し
て
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護

範
囲
に
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、「
そ
の
意
思
に
反
し
て
他
人
の
意
見
の

頒
布
の
た
め
に
『
利
用
』
さ
れ
、
又
は
動
員
さ
れ
る
」
こ
と
か
ら
も
保
護
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
結
論
付
け
る

（
27
）

。

3　

た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性

（
1
）　

消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、「
意
見
」
を
表
明
し
な
い
こ
と
及
び
流
布
さ
せ
な
い
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の

一
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こ
と
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
認
め
た
一
九
八
三
年
一
二
月
一
五
日
の
国
勢
調
査
判
決
に
お
い
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同

判
決
は
、
一
九
八
二
年
三
月
二
五
日
の
人
口
、
職
業
、
住
宅
及
び
事
業
所
調
査
に
関
す
る
法
律
（
一
九
八
三
年
国
勢
調
査
法
）
に
直
接
向
け

ら
れ
た
憲
法
異
議
の
訴
え
に
対
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
憲
法
異
議
申
立
人
は
、「
基
本
法
五
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い

る
意
見
表
明
の
自
由
」
に
は
「
一
定
の
事
実
を
通
知
し
な
い
自
由
」
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
意
見
表
明
の
自
由
も
侵
害
さ
れ
て
い
る
と

主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
も
そ
も
統
計
調
査
の
た
め
に
一
定
の
事
実
を
申
告
す
る
こ
と
は
「
意
見
表
明
」

で
な
く
、
国
勢
調
査
法
二
条
な
い
し
四
条
で
列
挙
さ
れ
た
一
定
の
事
実
に
つ
い
て
の
回
答
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
（
消
極
的
）
意
見
表
明

の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。「
何
が
『
意
見
』
の
表
明
と
し
て

基
本
権
の
保
護
の
対
象
と
な
る
か
を
規
定
す
る
に
当
た
っ
て
構
成
的
な
こ
と
は
、
精
神
的
対
決
の
枠
内
に
お
け
る
態
度
決
定
、
判
断
、
主

張
の
要
素
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、「
事
実
の
通
知
に
は
こ
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
事
実
の
通
知
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
、『
意

見
』
の
表
明
で
は
な
い
。
事
実
の
通
知
は
、
そ
れ
が
、
基
本
法
五
条
一
項
が
総
体
と
し
て
保
障
し
て
い
る
意
見
形
成
の
前
提
条
件
で
あ
る

限
り
に
お
い
て
、
意
見
表
明
の
自
由
の
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
（
…
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
三
年
国
勢
調
査
法
の
枠
組
み

に
お
け
る
よ
う
な
統
計
的
調
査
の
枠
組
み
に
お
け
る
申
告
は
、
意
見
形
成
と
は
何
の
関
係
も
な
い
純
粋
な
事
実
通
知
に
す
ぎ
な
い

（
28
）

。」

そ
こ
で
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
言
え
る
た
め
に
は
、

警
告
表
示
が
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
「
意
見
」
の
表
明
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
勢
調
査
判
決
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
「
意
見
」
と
は
、
価
値
判
断
、
評
価
的
態
度
表
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
判
断
の

要
素
を
欠
く
単
な
る
「
事
実
」
の
主
張
は
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
、
事
実
の
主
張
で
あ
っ
て
も
、

「
意
見
形
成
の
前
提
条
件
で
あ
る
」
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
に
保
護
の
対
象
と
な
る
。
メ
ル
テ
ン
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お

一
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

け
る
警
告
表
示
を
「
事
実
の
通
知
」
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
見
る
。「
子
供
を
守
れ
…
」
及
び
「
所
得
を
増
や
せ
…
」
と
い
う

表
現
は
「
呼
び
か
け
の
性
格
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
警
告
文
が
「
主
観
的
・
評
価
的
で
、
さ
ら
に
は
十
把
一
か
ら
げ
で
論

争
的
な
内
容
」
を
有
し
て
い
る
。「
喫
煙
は
死
を
招
く
」
と
「
喫
煙
は
死
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
い
う
相
互
に
矛
盾
す
る
警
告
文
が

連
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
警
告
表
示
が
「
証
明
可
能
な
、
医
学
研
究
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
事
実
」
で
は
な
く
、「
一
つ
の
見
解
」
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
毎
年
、
…
（
国
名
）
で
は
、
…
人
以
上
の
人
が
肺
癌
で
死
ん
で
い
る
。」
と
い
う
文
は
、「
事
実
の
通
知
」

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
死
者
数
に
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
の
割
合
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
数
を
操
作
し
て
高
い
リ
ス
ク

を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
事
実
の
通
知
」
と
は
言
え
な
い
。
指
令
の
付
表
に
列
挙
さ
れ
た
警
告
表
示
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、

す
べ
て
「
評
価
的
内
容
」
を
有
し
て
い
る
、
と

（
29
）

。
ま
た
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
発
信
者
が
、
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
受
信
者
を
目

覚
め
さ
せ
る
（
と
と
も
に
、
そ
の
行
動
を
制
御
す
る
）
た
め
に
意
図
的
に
脅
か
す
誇
張
し
た
言
明
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、
明
ら
か
に
「
意

見
に
関
連
す
る
事
実
表
明
の
領
域
」（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
）
に
入
る
と
し
た
上
で
、
指
令
の
付
表
に
列
挙
さ
れ
た
警
告
文
の

大
部
分
は
こ
の
定
義
に
該
当
す
る
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、「
喫
煙
は
死
に
至
る
」、「
喫
煙
は
致
命
的
な
病
気
に
至
る
」
及
び
「
喫
煙
は

あ
な
た
の
周
り
の
人
の
健
康
を
危
険
に
さ
ら
す
」
と
い
う
警
告
文
は
、「
意
図
的
に
威
嚇
的
な
内
容
」
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
喫
煙
が

一
定
の
結
果
に
対
し
て
絶
対
的
な
因
果
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
、
実
際
に
は
複
数
の
原
因
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
か
、
又
は
危
険
性
が
あ
る

に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
示
唆
す
る
表
示
も
こ
の
類
型
に
属
す
る

（
30
）

。

他
方
、
指
令
89
／

622
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
に
タ
ー
ル
量
及
び
ニ
コ
チ
ン
量
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
三

条
）
が
、
タ
ー
ル
量
等
の
記
載
は
「
事
実
の
通
知
」
で
あ
っ
て
、「
意
見
」
の
表
明
で
は
な
い
か
ら
、
タ
ー
ル
量
等
の
記
載
を
義
務
付
け

る
こ
と
は
消
極
的
「
意
見
」
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
た
ば
こ
製
品
以
外
の
商
品
の
表
示
義
務
に
つ
い
て
触

一
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れ
て
お
く
と
、
医
薬
品
法
に
よ
り
、
医
薬
品
の
製
造
業
者
は
、
禁
忌
、
副
作
用
及
び
相
互
作
用
を
医
薬
品
の
添
付
文
書
及
び
包
装
に
記
載

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
こ
の
医
薬
品
は
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
道
路
交
通
に

能
動
的
に
関
与
す
る
能
力
又
は
機
械
を
操
作
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ
る
程
度
ま
で
対
応
能
力
が
変
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。」
と
い
っ
た

注
意
表
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
医
師
の
処
方
な
く
長
期
間
使
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
警
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
表
示
義
務
は
、
成
分
及
び
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
危
険
の
可
能
性
に
関
す
る
客
観
的
か
つ
中
立
的
な
表
示
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
表
示
は
、
価
値
判
断
の
要
素
も
な
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
意
見
形
成
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
「
事
実
の
通
知
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
情
報
の
記
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お

け
る
警
告
表
示
は
、「
意
見
」
の
表
明
に
該
当
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
事
実
の
通
知
」
を
義
務
付
け
る
に
と
ど
ま
る
他
の
製
品
に
お

け
る
表
示
義
務
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る

（
31
）

。

（
2
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
指
令
89
／

622
は
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
記
載
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
を
各
加
盟
国

に
委
ね
て
い
た
。
そ
れ
故
、
当
時
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
国
内
法
に
置
換
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
発
信
者

名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
も
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
メ
ル
テ
ン
は
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見

と
し
て
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
同
化
の
自
由
と
い
う
形
態
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
と
す
る

解
釈
論
を
前
提
と
し
て
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
が
著
者
を
付
記
せ
ず
に
警
告
表
示
を
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
場
合
、
立

法
者
は
「
許
容
さ
れ
な
い
同
一
化
強
制
」
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る

（
32
）

。
ま
た
、
メ
ル
テ
ン
は
、
か
り
に
警
告
表
示
義
務
が
消
極

的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
制
約
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
警
告
表

示
義
務
は
比
例
原
則
に
違
反
す
る
と
指
摘
す
る
。
メ
ル
テ
ン
に
よ
る
と
、
警
告
表
示
か
ら
効
果
が
生
じ
る
と
し
て
も
、
製
造
業
者
が
著
者

二
〇



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

と
し
て
現
れ
る
場
合
は
、
例
え
ば
、「
連
邦
厚
生
大
臣
」
と
い
っ
た
公
的
機
関
が
著
者
と
し
て
現
れ
る
場
合
と
比
較
し
て
、
警
告
表
示
か

ら
生
じ
る
効
果
は
強
い
も
の
で
は
な
く
、
著
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
必
要
性
の
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
他
人
の
警
告
を
自
己
の
警
告
と
し
て
伝
達
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
人
格
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
た
意
見
表
明
の
自
由
の
重
大

な
制
約
で
あ
り
、
狭
義
の
比
例
性
の
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
る

（
33
）

。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
発
信
者
名
義
が
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に

伝
送
さ
れ
る
言
明
が
製
造
業
者
に
も
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い

と
い
う
意
味
に
お
け
る
（
特
別
の
）
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
（
特
別
の
）
消
極
的
意
見

表
明
の
自
由
の
制
約
を
憲
法
上
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
視
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
（
特
別
の
）
消
極
的
意
見
表
明
の
自

由
の
制
約
は
つ
ね
に
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る

（
34
）

。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
指
令
89
／

622
は
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
記
載
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
を
各
加
盟
国
に
委
ね
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
規
定
を
受
け
て
、
警
告
表
示
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大

臣
」
と
発
信
者
を
明
示
す
る
道
を
選
ん
だ
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
九
七
年
決
定
の
憲
法
判
断
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
発
信
者
名
義
の

記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
の
義
務
付
け
を
定
め
る
法
規
制
で
あ
っ
て
、
同
決
定
は
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適

合
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
な
い
。

（
3
）　

つ
ぎ
に
、
発
信
者
名
義
の
記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
学
説
を
見
て
み
よ
う
。
メ
ル
テ
ン
は
、

基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
自
分
の
意
見
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
他
人
の
意
見
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
で
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
を
保
護

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
前
提
と
し
て
、
警
告
表
示
義
務
は
、
警
告
表
示
に
著
者
を
記
載
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
極
的
意
見
表
明
の

自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
意
見
表
明
の
自
由
を
制
限
す
る
た
め
に
は
「
一
般
的
法
律
」
の
要
求
を
充
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
メ
ル
テ
ン
は
、
喫
煙
の
影
響
に
関
し
て
指
令
89
／

622
の
定
め
る
内
容
の
警
告
表
示
の
記
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
「
こ
の

二
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意
見
と
対
立
す
る
意
見
」
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
お
り
、
警
告
表
示
義
務
を
定
め
る
指
令
及
び
こ
れ
を
置
換
す
る
国
内
法
を
「
一
般
的
法

律
」
に
該
当
す
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る

（
35
）

。
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、
健
康
保
護
の
観
点
か
ら
指
令
89
／

622
を
置
換
す
る
国

内
法
を
「
一
般
的
法
律
」
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
指
令
89
／

622
の
定
め
る
内
容
の
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
（
比
例
原
則
の
う

ち
適
合
性
の
要
件
及
び
必
要
性
の
要
件
は
充
足
す
る
と
し
て
も
）
狭
義
の
比
例
原
則
に
反
す
る
と
主
張
す
る
。
狭
義
の
比
例
原
則
は
、
制
約
の

重
大
性
と
そ
れ
を
正
当
化
す
る
根
拠
の
重
要
性
及
び
緊
急
性
と
の
比
較
衡
量
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
自
己
の
意
見
に
反
し
て
「
一
部

は
虚
偽
の
、
一
部
は
証
明
で
き
な
い
国
家
の
言
明
」
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
義
務
付
け
に
よ
っ
て
、
保
護
さ
れ
る
法
益
に
よ
っ
て
正
当
化

さ
れ
る
よ
り
も
強
度
に
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
「
虚
偽
の
情
報
を
使
用
し
た
」
場
合
は
、
狭
義
の
比
例
性
の

観
点
か
ら
し
て
、
目
的
と
手
段
と
の
間
の
著
し
い
不
均
衡
が
存
在
す
る
、
と

（
36
）

。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
に
就
任
し
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
同
裁
判
所
副
長
官
の
職
に
あ
る
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ

（F
erdinad K

irchhof

）
は
、
フ
リ
ッ
ク
（K

arl F
rick

）
と
の
共
著
の
論
文
に
お
い
て
、
メ
ル
テ
ン
の
論
文
を
引
用
し
つ
つ
、
消
極
的
意
見

表
明
の
自
由
は
他
人
の
意
見
の
流
布
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
も
防
禦
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義

が
記
載
さ
れ
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
読
者
に
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
製
造
業
者
が
自
己
の
製
品
に
お
い
て
他
人
の
意
見

を
表
明
し
流
布
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
意
見
表
明

の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
指
摘
し
た

（
37
）

上
で
、
こ
の
制
約
は
比
例
原
則
の
要
求
を
充
た
し
て
い
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／

フ
リ
ッ
ク
は
、
比
例
原
則
違
反
の
審
査
の
前
提
と
し
て
、
た
ば
こ
の
購
買
者
及
び
そ
の
消
費
に
対
す
る
警
告
表
示
の
効
果
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
科
学
的
裏
付
け
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
の
宣
伝
禁
止
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
宣
伝
禁
止
が
た
ば
こ
消
費
者
の
行
動

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
統
計
的
デ
ー
タ
は
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、

二
二



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

ま
ず
、
当
該
制
約
は
適
合
性
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
判
断
す
る
。
警
告
表
示
が
た
ば
こ
の
消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
に
適
合
的
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
少
数
の
消
費
者
が
あ
ら
ゆ
る
包
装
に
記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
の
「
連
続
集
中
砲
火
」
に
よ
っ
て
た
ば
こ
の
消
費

を
委
縮
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
も
平
均
的
な
消
費
者
も
喫
煙
の
健

康
上
の
問
題
を
す
で
に
知
っ
て
お
り
、
警
告
表
示
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
「
記
憶
喚
起
」
と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、
か
り
に
少

数
の
消
費
者
で
あ
っ
て
も
警
告
表
示
に
よ
っ
て
喫
煙
を
控
え
た
と
仮
定
す
る
と
、
立
法
者
の
追
求
す
る
目
的
は
少
な
く
と
も
促
進
さ
れ
て

お
り
、
当
該
措
置
は
適
合
的
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
つ
ぎ
に
、
必
要
性
の
要
件
で
あ
る
が
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク

は
、
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
消
費
者
に
た
ば
こ
消
費
を
回
避
す
る
動
機
付
け
を
与
え
る
こ
と
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
ば
こ

製
品
は
た
い
て
い
の
場
合
す
で
に
消
費
す
る
た
め
に
購
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
警
告
表
示
に
消
費
を
回
避
す
る
効
果
は
ほ
と
ん

ど
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
上
記
の
追
求
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
に
よ
っ
て
よ
り
も
、
国
の
予
算
に
よ
る
国
の
啓
蒙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
世
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
は
る
か
に
有
効
か
つ
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と

指
摘
し
、
国
は
同
じ
目
標
を
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
な
く
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
制
約
は

必
要
性
の
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、
狭
義
の
比
例
原
則
に
つ
い
て
、
た

ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
と
い
う
利
益
と
、
た
ば
こ
の
消
費
を
委
縮
さ
せ
る
効
果
が
対
置
さ
れ
る
が
、
警
告
表

示
が
た
ば
こ
の
消
費
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
期
待
に
科
学
的
裏
付
け
は
な
く
、
上
記
の
効
果
が
あ
る
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
非

常
に
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
効
果
は
、
警
告
表
示
が
た
ば
こ
の
消
費
を
抑
制
す
る
こ
と
の
適
合
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

利
益
衡
量
の
際
し
て
は
警
告
表
示
に
不
利
に
働
く
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、
当
該
警

告
表
示
の
義
務
付
け
は
基
本
権
制
限
に
際
し
て
の
「
客
観
性
の
要
請
」（
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
（S

achlichkeit

）
の
要
請
）
に
反
す
る

二
三



と
主
張
す
る
。「
喫
煙
は
癌
の
原
因
で
あ
る
」、「
喫
煙
は
死
を
招
く
。」
と
い
っ
た
警
告
表
示
は
、
喫
煙
は
必
然
的
に
癌
に
な
り
、
死
に
至

る
と
い
う
単
一
の
因
果
連
鎖
が
あ
る
と
い
う
命
題
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
要
因
に
基
づ
く
可
能
性
の
あ
る

文
明
病
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
科
学
的
に
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
「
劇
的
な
」
言
い
回
し
は
委
縮
的
効
果
を
最
大
化

す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
「
虚
偽
の
」
命
題
に
至
る
。
例
え
ば
、
喫
煙
は
健
康
被
害
の
多
く
の
要
因
の

中
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
必
然
的
に
死
に
至
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、「
喫
煙
は
死
を
招
く
。」
と
い
う
命
題
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
よ
う

な
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、「
客
観
性
要
請
（S

achlichkeitsgebot

）」
を
充
足
し
て
お
ら
ず
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
侵
害
し
て

い
る
、
と

（
38
）

。
Ⅲ　

一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定

1　

事
実
の
概
要

（
1
）　

九
七
年
決
定
は
、
た
ば
こ
製
造
・
販
売
会
社
四
社
及
び
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
所
在
の
た
ば
こ
工
場
の
支
社
が
一
九
九
一
年
一
〇
月

二
九
日
の
「
た
ば
こ
製
品
の
表
示
及
び
紙
巻
き
た
ば
こ
の
煙
に
お
け
る
タ
ー
ル
の
最
大
含
有
量
に
関
す
る
命
令
」（
以
下
、「
た
ば
こ
命
令
」

と
い
う
。）
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
の
無
効
宣
言
を
求
め
て
提
起
し
た
憲
法
異
議
の
訴
え
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
ば
こ
命
令
は
、

一
九
七
四
年
八
月
一
五
日
の
食
料
品
及
び
日
用
品
法
二
一
条
一
項
一
号
ｃ
、
ｄ
及
び
ｆ
に
基
づ
い
て
、
連
邦
厚
生
大
臣
が
連
邦
食
糧
農
林

大
臣
及
び
経
済
大
臣
の
同
意
を
得
て
制
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
の
た
ば
こ
命
令
は
、
一
九
九
四
年
七
月
五
日
の
命
令
に
よ
っ

て
改
正
さ
れ
、
従
来
は
紙
巻
た
ば
こ
に
の
み
適
用
さ
れ
て
い
た
三
条
一
項
の
規
制
が
手
巻
き
た
ば
こ
用
の
た
ば
こ
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
っ

二
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

た
。
一
九
九
四
年
た
ば
こ
命
令
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
三
条　

特
別
警
告
表
示

⑴　

紙
巻
き
た
ば
こ
及
び
手
巻
き
た
ば
こ
用
の
た
ば
こ
は
、
包
装
に
二
条
一
項
に
基
づ
く
一
般
警
告
文
に
加
え
て
次
の
特
別
警
告
文
の
一

つ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
包
装
し
て
営
業
上
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

1　

喫
煙
は
癌
の
原
因
で
あ
る
。

2　

喫
煙
は
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
た
ば
こ
命
令
三
条
四
項
（
一
九
九
一
年
た
ば
こ
命
令
三
条
二
項
）
は
、
特
別
警
告
文
の
前
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
文
言

を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
一
九
九
四
年
た
ば
こ
命
令
三
条
五
項
（
一
九
九
一
年
た
ば
こ
命
令
三
項
）
に
基
づ
き
、
製
造
業
者

は
、
上
記
の
二
つ
の
特
別
警
告
文
を
交
互
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
製
造
業
者
が
流
通
さ
せ
る
包
装
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
別
警
告
文
が
表
示
さ
れ
た
包
装
の
数
は
均
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
警
告
文
に
加
え
て
、
た
ば
こ
命
令
二
条
に
基
づ
い
て
、
包

装
に
「
喫
煙
は
健
康
を
危
う
く
す
る
。」
と
い
う
一
般
警
告
文
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
般
警
告
文
の
前
に
も
「
Ｅ
Ｃ
厚

生
大
臣
」
と
い
う
文
言
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
ば
こ
命
令
六
条
に
基
づ
い
て
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
に
お
い
て
、
二
条
に
基

づ
く
一
般
警
告
文
は
も
っ
と
も
目
に
つ
く
面
に
、
三
条
に
基
づ
く
特
別
警
告
文
は
包
装
の
他
の
面
に
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

般
警
告
文
及
び
特
別
警
告
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
少
な
く
と
も
印
刷
さ
れ
た
面
の
四
％
の
面
積
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
と
の
関
連
に
お
い
て
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
特
別
警
告

二
五



文
の
発
信
者
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
ば
こ
命
令
の
諸
規
定
は
、
一
九
八
九
年
一
一
月
一
三
日
の
た
ば
こ
包
装
表
示
指
令
四

条
及
び
同
指
令
を
改
正
す
る
一
九
九
二
年
五
月
一
五
日
の
指
令
を
置
換
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
指
令
は
、
各
加
盟
国
は
、
警
告
文
が
ど

の
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
か
を
警
告
文
に
記
載
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
」
と
定
め
て
お
り
、
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
規
定

を
受
け
て
、
警
告
表
示
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
を
明
示
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）　

異
議
申
立
人
は
、
た
ば
こ
命
令
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
は
基
本
法
五
条
、
一
二
条
、
一
四
条
及
び
二
条
に
基
づ
く
基
本
権
を

侵
害
す
る
、
と
主
張
し
た
。
こ
こ
で
は
、
異
議
申
立
人
の
主
張
の
う
ち
基
本
法
五
条
及
び
一
二
条
違
反
の
主
張
の
み
を
取
り
上
げ
る
。
異

議
申
立
人
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

基
本
法
五
条
一
項
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
定
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

な
い
自
由
を
保
障
し
て
い
る
が
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
製
造
業
者
は
、
命
令
に
よ
り
、
自
分
が
支
持
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
意
見
を
包
装

に
お
い
て
表
明
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
た
ば
こ
命
令
三
条
一
項
一
号
及
び
二
号
に
基
づ
く
特
別
警
告
表
示
は
、
基
本
法
五

条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
意
見
表
明
で
あ
る
。
特
別
警
告
表
示
は
、
意
図
的
に
威
嚇
的
な
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
の
行
動

に
と
く
に
持
続
的
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
般
警
告
表
示
及
び
特
別
警
告
表
示
の
前
に
そ
れ
ぞ
れ

「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
警
告
が
異
議
申
立
人
自
身
の
意
見
表
明
又
は
意
見
形
成
的
情

報
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
が
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
の
見
解
を
消
費
者
に
伝
達
す
る
た
め
に
媒
体
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
は
、
基
本
権
に
よ
っ
て
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
及
び
支
援
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
保
護
さ
れ
て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
の
か
な
り
の
部
分
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
告
表
示
を
紙
巻
き
た

二
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ば
こ
の
製
造
業
者
自
身
の
意
見
表
明
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
警
告
表
示
は
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
、
少

な
く
と
も
、
製
造
業
者
の
意
見
と
警
告
表
示
の
内
容
と
の
間
に
最
小
限
の
一
致
が
存
在
す
る
と
推
測
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
異

議
申
立
人
は
、
他
人
の
意
見
を
、
自
ら
は
そ
れ
を
客
観
的
に
正
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
見
解
と
し
て
表
明

す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。

攻
撃
さ
れ
て
い
る
警
告
表
示
は
、
法
治
国
家
の
諸
要
求
も
充
足
し
て
い
な
い
。
攻
撃
さ
れ
て
い
る
警
告
表
示
は
、
保
健
政
策
上
の
視
点

か
ら
も
啓
蒙
に
何
ら
貢
献
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
、
国
に
命
令
さ
れ
た
誤
導
、
す
な
わ
ち
、
実
際
上
存
在
せ
ず
、
学
問
的
に
も
主

張
し
得
な
い
単
一
原
因
性
が
存
在
す
る
と
い
う
言
明
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
多
数
の
消
費
者
は
、
警
告
表
示
を
単
一
の
因
果
連
鎖
が
あ

る
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
八
九
年
八
月
及
び
一
九
九
一
年
一
二
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

最
後
に
、
た
ば
こ
命
令
と
ほ
ぼ
同
時
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
危
険
物
命
令
は
、
発
癌
性
の
物
質
及
び
加
工
物
の
分
類
及
び
表
示
を
扱
っ

て
い
る
。
同
命
令
で
規
定
さ
れ
た
警
告
文
は
、「
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
（kann K

rebs erzeugen

）」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
警
告

文
は
、
発
癌
性
の
物
質
及
び
加
工
物
の
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
物
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
新
し
い
確
実
な
科
学
的
知
識
に
基
づ

い
て
発
癌
性
が
あ
る
も
の
と
分
類
さ
れ
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
者
は
、
発
癌
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、「
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
」
と
い
う
警
告
文
で
十
分
で
あ
る
と
見
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
真
実
で
は
な
く
、
学
問
的

に
も
主
張
で
き
な
い
言
明
の
使
用
は
、
手
段
と
目
的
と
の
極
端
な
不
均
衡
を
根
拠
付
け
、
期
待
可
能
性
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
法
一
二
条
に
も
同
じ
よ
う
に
違
反
し
て
い
る
。
警
告
表
示
は
、
誤
っ
て
お
り
、
か
つ
誤
導
的
で
あ
る
か
ら
、
比
例
原
則
に
反
す
る

職
業
遂
行
規
制
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
厚
生
省
（
当
時
）
は
、
た
し
か
に
異
議
申
立
人
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
は
攻
撃
さ
れ
て
い
る
規
制
に
よ
っ
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て
制
約
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
制
約
は
比
例
原
則
に
合
致
し
て
い
る
と
反
論
し
た
。
異
議
申
立
人
は
、
二
つ
の
警
告
表
示
に

よ
っ
て
必
然
的
な
単
一
因
果
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
喫
煙
が
癌
並
び
に
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
唯
一
の
原
因
で
あ
り
、

す
べ
て
の
喫
煙
者
が
遅
か
れ
早
か
れ
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
る
と
い
う
意
見
を
消
費
者
に
押
し
付
け
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ

の
見
解
は
、
警
告
表
示
の
意
味
内
容
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
し
、
提
出
さ
れ
たInfratest

の
鑑
定
書
に
よ
っ
て
も
根
拠
付

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
連
邦
政
府
は
、
喫
煙
に
は
健
康
上
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
喫
煙
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
を
強
い
調
子
で

か
つ
定
期
的
に
喫
煙
者
の
目
の
前
に
突
き
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
と
の
見
解
を
述
べ
た
。
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
に
こ
れ
に
対
応

す
る
内
容
の
記
載
を
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
警
告
表
示
が
す
べ
て
の
喫
煙
者
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

し
て
も
、
こ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
の
保
護
は
、
異
議
申
立
人
の
経
済
的
利
益
に
比
し
て
よ
り
高
次
の
法
益
で
あ

る
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
警
告
表
示
は
、
期
待
可
能
で
あ
る
。

異
議
申
立
人
の
主
張
と
国
側
の
反
論
の
概
要
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
両
者
の
間
で
、

た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
異
議
申
立
人
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
争
い

は
な
く
、
制
約
が
比
例
原
則
の
要
請
を
充
足
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
両
者
は
対
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
表
示
義
務
は
異
議
申
立
人
の
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
職
業

遂
行
の
自
由
を
制
約
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
た
上
で
、
本
件
表
示
義
務
に
よ
る
職
業
遂
行
の
制
約
は
許
容
さ
れ
る
と
の

判
断
を
示
し
た
。
以
下
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
憲
法
判
断
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
よ
う
。
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岡
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2　

決
定
の
内
容

（
1
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
警
告
表
示
義
務
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
説
示
し
た
。

ａ　
「
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
及
び
販
売
業
者
に
そ
の
商
品
の
販
売
に
際
し
て
影
響
を
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
意
見
表
明
及
び
意
見
流
布
の
過
程
へ
の
関
与
に
際
し
て
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
本
件
表
示
義
務
は
職
業
の
自

由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
）
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
異
議
申
立
人
は
、
私
法
人
と
し
て
基
本
法
一
二
条
一
項
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
…
）。
そ
の
製
品
の
広
告
を
含
む
職
業
上
の
対
外
表
現
は
、
職
業
に
関
連
す
る
活
動
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
領
域
は
基
本

法
一
二
条
一
項
一
文
が
保
護
し
て
い
る
（
…
）。
そ
の
際
に
職
業
活
動
を
す
る
者
を
制
限
す
る
国
の
措
置
は
、
職
業
遂
行
の
自
由
の
制
約

で
あ
る
。（
…
）」

ｂ　
「
営
利
広
告
に
つ
い
て
意
見
表
明
の
自
由
の
基
本
権
（
五
条
一
項
）
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
当

該
広
告
が
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
を
有
し
て
い
る
か
、
又
は
意
見
形
成
に
役
立
つ
記
載
事
項
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る

（
…
）。
本
件
は
こ
の
点
を
欠
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
が
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
国
に
よ
る
警
告
を
流

布
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
お
い
て
、
国
は
こ
の
包
装
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
広
告
を
そ
の
他
の
点
で
は
侵
害
す
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
企
業
の
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
の
職
業
遂

行
が
影
響
を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

か
り
に
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
の
表
明
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
製
品
の
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製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
の
こ
と
が
妥
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
り
に
基
本
権
の
権
利
主
体
が
他
人
の
意

見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）
が
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
広
告
の
名
宛
人
に
対
し
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
分
の
意
思
で
警
告
表
示
の
流
布
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
自

発
的
に
こ
の
言
明
を
流
布
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
与
え
る
場
合
、
意
見
を
流
布
さ
せ
る
自
由
が
審
査
基
準
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

に
認
識
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。」

ｃ　
「
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
、
憲
法
異
議
申
立
人
の
意
見
表
明
の
自
由
を
求
め
る
基
本
権
は
、
攻
撃
さ
れ
て
い
る
規
制
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。
警
告
表
示
を
記
載
す
る
義
務
は
、
他
人
の
意
見
の
流
布
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
紙
巻
き
た
ば
こ
を
営

業
と
し
て
流
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
企
業
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
が
自
発
的
に
こ
の
見
解
を
流
布
し
て
い
る
と
い
う
外

観
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で
は
な
い
。

警
告
表
示
は
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警
告
表
示
の
内
容
は
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
、
喫
煙
は

癌
並
び
に
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
を
主
張
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
警
告
表
示
は
、
た
ば
こ
命
令

三
条
の
一
般
的
義
務
に
基
づ
い
て
、
た
ん
に
個
別
の
企
業
に
よ
っ
て
の
み
流
布
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
紙

巻
き
た
ば
こ
包
装
の
外
見
の
一
部
と
な
る
。
こ
の
警
告
表
示
は
、
│
需
要
者
に
と
っ
て
明
ら
か
で
は
あ
る
が
│
個
別
の
企
業
に
帰
属
し
得

る
言
明
を
何
ら
含
む
も
の
で
は
な
く
、
紙
巻
き
た
ば
こ
及
び
類
似
の
た
ば
こ
製
品
の
あ
ら
ゆ
る
営
業
上
の
提
供
に
と
っ
て
の
条
件
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
、
そ
の
保
険
政
策
上
の
目
的
を
、
ま
さ
に
、
あ
ら
ゆ
る
購
入
及
び
消
費
の
決
定
に
際
し
て
有
害
性
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
異
議
申
立
人
は
、
た
ん
に
、
消
費
者
の
か
な
り
の
部
分
は
、
警
告

表
示
を
対
応
す
る
付
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
紙
巻
き
た
ば
こ
製
造
業
者
の
表
明
で
あ
る
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
製
造
業

者
の
見
解
と
警
告
表
示
の
内
容
と
の
間
に
最
小
限
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

異
議
申
立
人
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
警
告
の
こ
の
よ
う
な
効
果
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
九
一
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、『
大
多
数
の
喫
煙
者
│
依
然
と
し
て
約
九
〇
％
│
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
製
造
業
者
は

警
告
の
記
載
に
内
容
上
何
の
関
わ
り
も
な
い
と
の
見
解
を
有
し
て
い
る
。』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。」

（
2
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
異
議
申
立
人
の
意
見
表
明
の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
た
後
、「
営
業
を
行
う
者
に
対

し
て
警
告
表
示
の
記
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
故
、
基
本
法
一
二
条
一
項
の
保
護
範
囲
に
該
当
す
る
。」
と
し
て
、
本
件
警
告
表

示
義
務
が
異
議
申
立
人
の
職
業
の
自
由
を
侵
害
し
違
憲
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ａ　
「
職
業
遂
行
の
自
由
を
制
約
す
る
に
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
二
文
に
基
づ
い
て
、
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

基
本
権
を
制
約
す
る
法
律
に
対
す
る
憲
法
の
要
求
を
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
上
の
根
拠
が
基
本
法
一
二
条
一
項
に
合

致
す
る
た
め
に
は
、
公
共
の
福
祉
の
十
分
な
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
、
比
例
原
則
に
合
致
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
選

択
し
た
手
段
が
追
求
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
合
的
で
あ
り
、
か
つ
必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
制
約
の
重
大
性
と
正
当
化
さ

れ
る
理
由
の
重
要
性
と
の
間
の
全
体
的
衡
量
に
際
し
て
期
待
可
能
性
の
限
界
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
…
）。」

ｂ　
「
本
件
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。

た
ば
こ
表
示
命
令
は
、
そ
の
警
告
表
示
に
際
し
て
国
の
権
威
も
利
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
特
別
の
法
的
に
媒
介
さ
れ
る
信
頼
を
使
用
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
諸
高
権
の
こ
の
よ
う
な
行
使
に
憲
法
上
疑
問
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
警
告
の
内
容
は
自
然
科
学
の
知
見
に
合
致
し
て
お

三
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り
、
健
康
に
対
す
る
危
険
を
警
告
す
る
こ
と
は
高
権
の
任
務
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
加
え
て
、
当
該
措
置
は
、
職
業
遂
行
の

自
由
の
諸
要
求
を
充
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

命
令
の
法
律
上
の
根
拠
は
食
料
品
及
び
日
用
品
法
二
一
条
一
項
一
号
で
あ
り
、
具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
義
務
の
妥
当
根
拠
は
た
ば
こ
表

示
命
令
で
あ
る
。」

⒜　
「
警
告
表
示
は
、
健
康
に
対
す
る
喫
煙
の
危
険
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
喫
煙
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
は
、

一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
（
…
）。
喫
煙
者
で
あ
っ
て
も
非
喫
煙
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
危
険
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
者
は
存
在
し
な
い

（
…
）。
喫
煙
は
、
交
通
事
故
、
エ
イ
ズ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
違
法
な
薬
物
、
殺
人
及
び
自
殺
で
死
亡
し
た
者
を
合
わ
せ
た
数
以
上
の
人
間
を

殺
し
て
い
る
（
…
）。
紙
巻
き
た
ば
こ
の
喫
煙
は
、
先
進
工
業
国
に
お
い
て
は
、
最
も
頻
度
の
高
く
、
か
つ
学
問
的
に
最
も
明
確
に
証
明

さ
れ
た
、
癌
に
よ
る
死
亡
の
単
独
原
因
で
あ
る
（
…
）。

結
果
と
し
て
、
今
日
の
医
学
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
喫
煙
が
癌
並
び
に
心
臓
疾
患
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
致
命

的
な
疾
病
に
至
り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
々
の
健
康
も
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（
…
）。」

⒝　
「
健
康
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
危
険
性
を
警
告
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
正
当
な
任
務
に
属
す
る
。
国
の
保
健
政
策
は
、
少
な
く
と
も
、

医
学
的
に
実
証
さ
れ
た
重
大
な
喫
煙
の
危
険
性
を
警
告
し
、
能
動
的
喫
煙
は
喫
煙
者
に
、
受
動
的
喫
煙
は
他
人
に
も
害
を
与
え
る
こ
と
を

消
費
者
に
意
識
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
も
っ
ぱ
ら
言
語
に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
の
警
告
表
示
の
形
式
は
、
そ
の
名
宛
人
に
対
し

て
、
そ
の
購
入
決
定
を
健
康
に
対
す
る
危
険
性
を
考
慮
に
入
れ
て
も
う
一
度
よ
く
考
え
る
こ
と
を
忠
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
国

に
よ
る
こ
の
啓
発
は
、
健
康
に
対
す
る
危
険
か
ら
住
民
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」

⒞　
「
立
法
者
は
、
当
該
措
置
が
国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
適
合
的
で
あ
る
こ
と
も
前
提
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
適
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合
性
の
判
断
は
、
原
則
と
し
て
、
立
法
者
の
評
価
を
基
礎
と
す
る
（
…
）。
た
し
か
に
、
現
時
点
に
お
い
て
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
消
費
は
、

一
般
的
な
警
告
表
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
加
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
費
量
は
約
三
％
、
紙
巻
き
た

ば
こ
一
三
一
一
億
本
に
ま
で
上
昇
し
た
（
…
）。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
、
警
告
表
示
に
よ
っ
て
、
た
ば
こ
消
費
量
の
こ
れ
以
上

の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
法
律
上
の
評
価
に
憲
法
上
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
警
告
は
、
消
費
者
が
少
な
く

と
も
た
ば
こ
を
何
の
迷
い
も
な
く
消
費
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
に
は
適
し
て
い
る
。

警
告
表
示
の
具
体
的
な
内
容
形
成
も
適
合
性
の
諸
要
求
を
充
足
し
て
い
る
。
癌
、
そ
の
他
の
疾
病
及
び
第
三
者
の
健
康
の
危
険
の
原
因

と
な
る
場
合
に
お
け
る
喫
煙
の
因
果
関
係
に
関
す
る
言
明
は
、
自
然
科
学
研
究
の
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
喫
煙
が
唯
一
の
原

因
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、
他
方
で
、
非
喫
煙
者
は
あ
ら
ゆ
る
癌
及
び
そ
の
他
の
健
康
リ
ス
ク
か
ら
免
れ
て
い
る
と
も
表
現
し
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、
警
告
表
示
は
、『
原
因
で
あ
る
』
と
い
う
概
念
の
一
般
的
言
語
理
解
に
従
え
ば
、
喫
煙
と
健
康
被
害
の
典
型
的
か
つ

一
般
化
可
能
な
因
果
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
喫
煙
を
止
め
た
場
合
に
主
要
な
健
康
リ
ス
ク
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。」

⒟　
「
警
告
は
必
要
で
も
あ
る
。
喫
煙
か
ら
生
じ
る
危
険
に
対
し
て
保
護
す
る
よ
り
緩
や
か
な
可
能
性
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、
明

ら
か
で
も
な
い
。
こ
れ
は
、
と
く
に
、
危
険
物
命
令
の
諸
規
定
か
ら
判
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
危
険
物
命
令
（
…
）
に
よ
る
発
癌
性
の

物
質
及
び
加
工
物
に
関
す
る
表
示
義
務
は
、
六
条
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
記
載
に
よ
っ
て
危
険
な
物
質
及
び
加
工
物
が
表
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
命
令
の
意
味
に
お
け
る
発
癌
性
物
質
は
、
交
差
し
た
骨
の
付
い
た
ど
く
ろ
印

の
危
険
物
表
示
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
『
有
毒
』
と
い
う
危
険
物
表
示
に
よ
っ
て
（
…
）、『
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
。』
又
は
『
吸
い
込

む
と
癌
の
原
因
と
な
り
得
る
』
と
い
う
特
別
の
危
険
の
表
示
に
よ
っ
て
（
…
）、
さ
ら
に
、
例
え
ば
、『
施
錠
し
て
保
管
せ
よ
』、『
子
ど
も
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の
手
に
届
く
と
こ
ろ
に
置
く
な
』
又
は
『
換
気
の
良
い
場
所
で
使
用
せ
よ
』
と
い
っ
た
対
応
す
る
安
全
表
示
に
よ
っ
て
（
…
）
表
示
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
条
に
基
づ
く
こ
れ
ら
の
表
示
義
務
に
加
え
て
、
危
険
物
命
令
は
、
一
三
条
に
お
い
て
、
誰
で
も
入
手
可
能
で
あ

る
物
質
及
び
加
工
物
の
表
示
及
び
包
装
に
対
し
て
追
加
的
な
要
求
を
定
め
て
い
る
。

発
癌
性
の
物
質
又
は
加
工
物
の
表
示
及
び
包
装
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
警
告
措
置
及
び
保
護
措
置
の
規
模
及
び
明
確
性
の
点
に

お
い
て
、
た
ば
こ
命
令
三
条
の
表
示
義
務
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
た
ば
こ
製
品
は
嗜
好
品
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
用
法
に
則
っ

て
使
用
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
健
康
に
害
が
生
じ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
販
売
及
び
広
告
は
、
│
消
費
者
の
行
動
と
同
じ
よ
う

に
│
異
な
る
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
│
国
に
よ
る
健
康
の
啓
蒙
活
動
と
並
ん
で
│
警
告
表
示
の
代
わ
り
に
、
迷
い
の
な
い
た
ば
こ
消
費
を
抑
制
す
る
の
に
適
し

た
手
段
と
し
て
、
と
り
わ
け
、
広
告
の
禁
止
が
考
慮
に
値
す
る
と
さ
れ
る
。
販
売
に
つ
い
て
条
件
を
付
す
こ
と
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
る
（
例
え
ば
、
自
動
販
売
機
に
よ
る
販
売
の
禁
止
、
青
少
年
へ
の
販
売
の
禁
止
）。
こ
れ
ら
の
選
択
肢
と
比
較
す
る
と
、
攻
撃
さ

れ
て
い
る
規
制
は
、
よ
り
緩
や
か
な
手
段
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
…
）。」

⒠　
「
警
告
表
示
を
記
載
す
る
義
務
は
、
明
ら
か
に
期
待
可
能
性
の
限
界
に
も
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
職
業
遂
行
の
制
約
は
、
引
き

続
き
た
ば
こ
産
業
に
営
利
的
な
広
告
活
動
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
購
入
決
定
の
た
め
の
医
学

的
知
見
の
基
礎
を
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
選
択
さ
れ
た
制
限
手
段
│
警
告
表
示
に
よ
る
た
ん
な
る
言
語
上
の
影
響
力
行
使
│
は
、
需
要

と
供
給
に
よ
る
財
の
交
換
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
現
在
の
医
学
的
な
認
識
水
準
に
基
づ
い
て
一
般
的
に
意
識
す
べ
き
で
あ

る
考
慮
事
由
を
需
要
者
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
形
式
で
あ
る
。」

⒡　
「
保
健
政
策
と
い
う
国
の
任
務
の
た
め
に
民
間
の
組
織
力
及
び
財
政
力
を
利
用
す
る
こ
と
も
基
本
法
一
二
条
一
項
に
合
致
す
る
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（
…
）。
警
告
表
示
を
記
載
す
る
義
務
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
及
び
販
売
業
者
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
起
因
す

る
た
ば
こ
消
費
に
よ
る
危
険
か
ら
保
護
す
る
任
務
に
事
柄
の
点
で
も
責
任
の
点
で
も
特
別
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
。」

3　

若
干
の
考
察

（
1
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九
七
年
決
定
に
先
行
す
る
学
説
に
お
い
て
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

と
し
て
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
か
自
己
の
意
見
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
を
保
護
し
て
い
る
（
メ
ル
テ
ン
）、
あ
る
い
は
、

他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
保
護
し
て
い
る
（
ク
レ
ッ
パ
ー
）、
と
い
う
解
釈
論
が
示
さ
れ
、
た
ば
こ

製
品
の
包
装
に
お
い
て
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を

制
約
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
た

（
39
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ

せ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
と
な
る
が
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ
せ
た
意
見
を

他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上

流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
解
釈
論
を
示
し
た
。

そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
本
件
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
を
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）
を
基
準
と
し
て
で
は
な

く
、
職
業
の
自
由
（
一
二
条
一
項
）
を
基
準
と
し
て
判
断
し
た
。

九
七
年
決
定
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
上
記
の
解
釈
論
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
の
批
判
も
少
な
く
な
い
。
メ
ル
テ
ン
と

ク
レ
ッ
パ
ー
が
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
批
判
し
、
自
説
が
よ
り
説
得
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

（
40
）

が
、
他
の
研
究
者
か

ら
も
、
本
件
表
示
義
務
は
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。三

五



一
九
九
九
年
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
（U

do D
i F

abio

）
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装

に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
が
た
ば
こ
製
造
業
者
の
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
警
告
表
示
義
務
を
定
め
た
命

令
を
適
切
に
解
釈
す
る
と
、
た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
が
言
っ
て
い
る
の
と
反
対
の
主
張

を
す
る
こ
と
、
例
え
ば
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
名
義
の
警
告
文
の
上
に
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
間
違
っ
て
い
る
。
節
度
の
あ
る
喫
煙
は
、
他
の

多
く
の
健
康
リ
ス
ク
の
中
の
一
つ
の
健
康
リ
ス
ク
に
す
ぎ
な
い
。」
と
い
う
記
載
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
命
令

に
よ
っ
て
反
論
の
記
載
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
（
隠
さ
れ
た
）
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
で
は
な
い
か
、
と
い

う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
意
見
の
表
明
と
並
ん
で
、
自
己
の
意
見
だ
け
で
は
な
く
他
人
の
意
見
も
流
布
さ
せ
る
こ
と
、（
自
分

が
支
持
し
な
い
）
意
見
を
流
布
さ
せ
な
い
こ
と
も
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
を
受
け
る
か
ど
う
か
は
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
す
る
。
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
立
法
者
は
、
表
示
命
令
に
よ
っ
て
、
喫
煙
に
関
す
る
公
共
の
意
見
形

成
を
喫
煙
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
特
定
の
方
向
に
誘
導
し
、
集
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
立
法
者
は
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過

程
に
お
い
て
正
反
対
の
意
見
を
主
張
し
て
い
る
者
の
協
力
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
健
政
策
と
し
て
正
当
な
目
的
に
接
近
す
る
。

公
共
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
の
自
由
及
び
機
能
力
は
、
基
本
法
五
条
一
項
に
よ
っ
て
制
度
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
相
関

関
係
に
あ
る
の
が
、
公
共
の
意
見
形
成
に
各
人
の
前
提
条
件
に
応
じ
て
、
か
つ
そ
の
時
々
の
自
己
の
手
段
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え
る
個
人

の
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
対
立
し
て
い
る
意
見
、
し
か
も
国
の
意
見
の
「
輸
送
」
の
た
め
に
自
己
の
手
段
を
使
用
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

「
保
護
法
益
に
準
拠
し
た
考
察
」
を
し
た
場
合
、
制
約
と
し
か
評
価
で
き
な
い
。
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
は
、
例
え
ば
、
喫
煙
は
ド
イ

ツ
の
文
化
的
伝
統
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
健
康
に
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
も
の
と
は
違
う
と
い
う
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

る
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
は
、
公
共
の
意
見
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
統
計
の
過
剰
な
解
釈
に
激
し
く
抵
抗
し
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
自
ら
が
抵
抗
し
て
い
る
統
計
解
釈
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
熱
心
な
動
物
保
護
活
動
家
が
、
自
己
の
ビ
ラ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ス
テ
ッ
カ
ー
に
、「
連
邦
厚
生
大
臣
か
ら
の
お

知
ら
せ
：
動
物
実
験
は
人
の
生
命
を
救
っ
て
い
る
。」
と
い
う
表
示
を
記
載
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た
場
合
、
意
見
表
明
の
自
由
が

制
約
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

（
41
）

。

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
／
モ
ル
ロ
ー
ク
（L

othar M
ichael/M

artin M
orlok

）
は
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
強

制
の
み
な
ら
ず
、「
他
人
の
意
見
の
流
布
に
媒
体
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
も
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
で
あ
る
と
解
す
る
。

「
意
見
表
明
の
自
由
の
消
極
的
側
面
」
は
「
自
己
の
意
見
を
開
示
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
自
由
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、「
自
分
自
身
は
支

持
し
な
い
意
見
を
流
布
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
こ
の
意
見
に
同
意
し
て
い
る
と
い
う
外
見
を
与
え
て
し
ま
う
」
の
で
あ
り
、

「
こ
の
外
見
を
破
壊
す
る
た
め
に
、
自
己
の
意
見
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
」。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
国

に
よ
る
警
告
を
記
載
す
る
こ
と
の
強
制
は
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
42
）

。

こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
こ

と
に
限
定
す
る
学
説
も
あ
る
。
こ
の
学
説
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
権
利
を
保
護
し
て

い
る
と
い
う
「
文
言
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
基
本
法
五
条
一
項
一
文
に
お
け
る
「
自
己
の
意
見
」
と
い
う
表
現
は
、
保
護
範
囲
を
「
自

己
の
意
見
」
に
関
連
付
け
て
お
り
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
範
囲
を
拡
張
す
る
余
地
は
な
い
。
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
、
積
極

的
意
見
表
明
の
自
由
と
し
て
、「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
権
利
の
み
を
保
護
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
他
人
の
意
見
を
表

明
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る

（
43
）

。
三
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連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見
表
明
の
自
由
の

制
約
と
な
る
が
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で

き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
示

義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
解
釈
論
を
示
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
九
七
年
決
定
に
お
い
て
、
基
本
法
五
条

一
項
一
文
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
と
し
て
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
か
自
己
の
意
見
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
意
見
そ
れ
自
体
の
沈
黙
を

保
護
し
て
い
る
（
メ
ル
テ
ン
）、
あ
る
い
は
、
他
人
の
意
見
を
流
布
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
保
護
し
て
い
る
（
ク
レ
ッ

パ
ー
）、
と
い
う
先
行
す
る
解
釈
論
を
否
定
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布

さ
せ
る
こ
と
」
を
強
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
一
般
的
に
限
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
」
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
意
見

表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
考
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流
布
さ

せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
」
は
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
は
、
こ

の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
解
釈
論
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
①
「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
流

布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
」
で
、
②
「
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば

こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
」
は
、「
こ
の
表
示
義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」。
連

邦
憲
法
裁
判
所
が
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
を
職
業
遂
行
の
自
由
の
規
制
で
あ
る
と
見
た
の
は
、「
こ
の

警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
筆
者
は
、
連
邦
憲
法
裁
判

三
八



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

所
は
、
①
及
び
②
の
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
、
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
と
職
業
の
自
由
の
保
護
範
囲
と
の
境
界
線
引
き
と
し
て

職
業
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
振
り
分
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

（
44
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
①
の
場
合
に
該
当
す
る
が
、
上
記
の

②
の
場
合
に
該
当
し
な
い
事
案
（「
流
布
さ
せ
た
意
見
を
他
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
場
合
」
で
、「
こ
の
警
告

表
示
の
流
布
が
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
」
な
い
と
き
）
を
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
判
断
す
る
の
か
、
と
い
う
点
は
何
ら
の
判

断
も
示
し
て
い
な
い
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
2
）　

な
お
、「
こ
の
警
告
表
示
の
流
布
が
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
で
あ
る
と
き
」
は
、「
こ
の
表
示

義
務
は
職
業
遂
行
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
解
釈
論
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
は
営
利
広
告

の
一
種
で
あ
り
、
営
利
広
告
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
よ
る
保
護
を
受
け

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
従
来
か
ら
解
釈
論
を
前
提
と
し
て
い
る

（
45
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
従
来
か
ら
、
営
利
広
告
の
規
制
を
職
業
遂
行
の

自
由
の
制
約
と
捉
え
て
き
た
し
、
最
近
で
も
、
薬
剤
師
の
広
告
規
制
に
つ
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
基
本
法
一
二
条
一
項
を
基
準
と
し
て
そ
の
合

憲
性
を
判
断
し
て
い
る

（
46
）

。
た
だ
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
八
五
年
一
一
月
一
九
日
の
決
定
に
お
い
て
、「
意
見
表
明
の
自
由
の
基

本
権
は
、
営
利
広
告
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
、
発
表
し
た
も
の
が
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
、

意
見
形
成
に
資
す
る
記
載
事
項
を
含
む
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
審
査
基
準
と
し
て
考
慮
さ
れ
る

（
47
）

」
と
し
、
営
利
広
告
で
あ
っ
て
も
基
本

法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
48
）

。
本
決
定
も
、
上
記
の
一
九
八
五
年
決
定
を
引
用
し
た
上

で
、「
た
ば
こ
製
品
の
包
装
」
に
お
い
て
は
「
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
」
も
「
意
見
形
成
に
役
立
つ
記
載
事
項
」
も
「
欠
い
て
い
る
」

と
判
断
し
た
。
本
決
定
は
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
は
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
い
て
国
に
よ
る
警
告
を
流
布
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
国
は
た
ば
こ
製
品
の
包
装
を
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
企
業
の
意
見
形
成
及
び
意
見
表
明
に
影
響
を
与
え
る
も

三
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の
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
の
職
業
遂
行
が
影
響
を
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
。

（
3
）　

と
こ
ろ
で
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
制
約
に
当

た
る
か
ど
う
か
の
判
断
と
、
警
告
表
示
義
務
を
定
め
る
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
別
次
元
の

問
題
で
あ
り
、
実
際
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
制
約
に
当

た
る
と
判
断
し
つ
つ
も
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
よ
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自

由
の
制
約
は
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
と
主
張
す
る
学
説
も
少
な
く
な
い

（
49
）

。
他
方
、
た
ば
こ
命
令
の
定
め
る
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る

警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
職
業
遂
行
の
自
由
の
制
約
に
す
ぎ
な
い
と
解
し
た
と
し
て
も
、
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
は
比
例
原
則
の
要
請

に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
の
憲
法
適
合
性
は
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規
定
が
比
例
原
則
に

合
致
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
要
素
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記

す
る
警
告
表
示
の
場
合
に
は
、
警
告
表
示
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
ば
こ
命
令
の
関

係
規
定
の
違
憲
性
を
主
張
す
る
側
は
警
告
表
示
の
内
容
が
「
虚
偽
の
」
言
明
あ
る
い
は
「
科
学
的
に
主
張
で
き
な
い
」
言
明
で
あ
る
と
見

る
（
ク
レ
ッ
パ
ー
及
び
本
件
憲
法
異
議
申
立
人
の
主
張
）
の
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
警
告
表
示
の
内
容
は
自
然
科
学
の
知
見
に

合
致
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
筆
者
に
は
、
警
告
表
示
の
内
容
に
関
す
る
認
識
の
相
違
が
、
た
ば
こ
命
令
の
関
係
規

定
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
結
論
を
分
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

Ⅳ　

新
規
制
の
憲
法
適
合
性

1　

新
規
制
の
内
容

九
七
年
決
定
が
下
さ
れ
た
後
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
に
関
す
る
規
制
は
大
き
く
変
化
し
た
。
と
く
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
二
〇
〇
五
年
に
た
ば
こ
製
品
命
令
の
関
係
規
定
が
改
正
さ
れ
、
警
告
表
示
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名

義
が
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
に
関
す
る
規
制
の
変
化
を
簡
単
に
見

て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
の
動
向
を
見
る
と
、
二
〇
〇
一
年
六
月
五
日
の
た
ば
こ
製
品
指
令
（R

ichtlinie 2001/37/E
G

）
は
、
た
ば
こ
包
装
表
示
指

令
な
ど
の
た
ば
こ
製
品
に
関
連
す
る
指
令
に
代
わ
る
新
し
い
指
令
で
あ
る
が
、
同
指
令
五
条
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
表
示
義

務
を
定
め
て
い
る
。
紙
巻
き
の
タ
ー
ル
量
、
ニ
コ
チ
ン
量
及
び
一
酸
化
炭
素
量
を
包
装
の
側
面
に
製
品
が
流
通
す
る
加
盟
国
の
公
用
語
で

表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
項
）。
た
ば
こ
製
品
の
す
べ
て
の
包
装
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
見
え
や
す
い
面
に
、「
喫
煙
は
死
を
招
く

／
喫
煙
は
死
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
又
は
「
喫
煙
は
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
周
り
の
人
に
深
刻
な
害
を
与
え
る
」
と
い
う
二
つ
の
一
般

警
告
表
示
の
一
つ
を
一
定
期
間
毎
に
選
択
的
に
変
え
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
警
告
表
示
を
記
載
し
た
面
と
は
別
の
面
に
、

追
加
的
警
告
表
示
を
指
令
付
表
Ⅰ
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
の
中
か
ら
一
定
期
間
毎
に
選
択
的
に
変
え
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二

項
）。
警
告
表
示
の
大
き
さ
、
字
体
及
び
枠
が
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
（
五
項
か
ら
七
項
ま
で
）。
以
上
の
よ
う
に
、
新
し
い
た
ば
こ
製
品

指
令
は
、
従
来
の
規
制
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
警
告
表
示
を
囲
む
枠
の
外
に
警
告
表
示
を
発
信
す
る
官
庁
を
掲
記
す
る
こ
と
を
定

め
る
か
否
か
は
、
従
来
の
と
お
り
に
加
盟
国
に
委
ね
た
。
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ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
て
、
暫
定
た
ば
こ
法
二
一
条
一
項
一
号
ｆ
の
授
権
に
基
づ
き
、
連
邦
食
糧
農
林
消
費
者
保
護
大
臣
は
、
二
〇
〇
二

年
一
一
月
二
〇
日
の
た
ば
こ
製
品
命
令
を
制
定
し
た
。
同
命
令
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
五
日
の
た
ば
こ
製
品
指
令
五
条
に
対
応
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
同
命
令
は
、
当
初
、
七
条
四
項
に
お
い
て
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
二
〇
〇
五

年
一
〇
月
一
九
日
の
同
命
令
を
改
正
す
る
命
令
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
発
効
）
に
よ
っ
て
、
警
告
表
示
文
の
前
に
発
信
者
名
義
を
記
載

す
る
こ
と
を
求
め
る
七
条
四
項
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
、
九
七
年
決
定
で
示
さ
れ
た
判
例
法
理
に
照

ら
し
て
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
基
本
法
五
条
一
項
一
文
で
保
障
さ
れ
た
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
侵
害
す
る

も
の
か
ど
う
か
の
再
検
討
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

2　

学
説

（
1
）　

あ
る
学
説
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
示
し
た
判
断
枠
組
み
に
従
っ
て
新
規
制
を
検
討
す
る
と
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発

信
者
名
義
の
付
記
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の
包
装
を
見
た
者
に
お
い
て
、
警
告
表
示
は
製
造
業
者
の
意
見
と
警
告
表

示
の
内
容
と
の
間
の
基
本
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
新
規
制
は
他
人
の
意
見

を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
の
強
制
で
あ
り
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
学
説
に
よ
る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
九
七
年
決
定
に
お
い
て
、
警
告
表
示
は
す
べ
て
の
紙
巻
き
た
ば
こ
包
装
の
外
見
に
属
す
る
も

の
で
あ
り
、
個
別
の
企
業
に
帰
属
し
得
る
言
明
を
何
ら
含
む
も
の
で
は
な
い
、
と
説
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
示
を
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の

包
装
が
同
型
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
が
否
定
さ
れ
る
と
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
警
告
表

示
が
統
一
的
な
外
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
警
告
表
示
が
個
別
の
企
業
の
意
見
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

明
確
に
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
ば
こ
業
界
は
、
青
少
年
を
勧
誘
す
る
広
告
、
三
〇
歳
以
下
の
モ
デ
ル
に
よ
る
広
告
、
著
名
人

及
び
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ
る
広
告
、
学
校
及
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
〇
〇
ｍ
以
内
に
お
け
る
掲
示
広
告
に
つ
い
て
自
主
規
制
を
設
け

て
お
り
、
た
ば
こ
包
装
を
見
る
者
が
、
警
告
表
示
は
た
ば
こ
業
界
の
自
主
的
協
定
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
印
象
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
包
装
を
見
る
者
の
多
く
は
、
た
ば
こ
業
界
は
こ
の
種
の
無
限
定
に
否
定
的
な
警
告
表
示
を
自
発
的
に
は

記
載
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
考
え
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
自
体
と
し
て
識
別
で
き

ず
、
そ
れ
故
に
受
信
者
に
よ
っ
て
警
告
表
示
義
務
を
負
う
者
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
他
人
の
意
見
を
公
表
す
る
こ
と
を
強
制

し
て
い
る
点
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
受
信
者
に
よ
っ
て
警
告
表
示
が
た
ば
こ
製
造
業
者
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
「
客
観

的
可
能
性
」
に
照
準
を
合
わ
せ
る
と
、
か
り
に
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
が
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

の
強
制
に
対
し
て
の
み
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
新
規
制
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
と
解
さ

れ
る

（
50
）

。
そ
し
て
、
こ
の
学
説
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
記
載
を
廃
止
し
た
規
定
（
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
）
が
比
例
原
則

に
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
新
規
制
は
必
要
性
の
要
件
と
相
当
性
の
要
件
を
欠
く
と
主
張
す
る
。
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
新
規
制

は
、
よ
り
大
き
な
抑
止
効
果
を
発
揮
せ
し
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
が
、
警
告
表
示
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
、
健
康
に
対
す
る

喫
煙
の
危
険
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
正
当
な
目
的
と
認
め
ら
れ
る
。
発
信
者
名
義
を
記
載
し
な
い
警
告
表
示
義
務
は
、
こ
の

目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
こ
と
に
適
合
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
51
）

。
し
か
し
、
発
信
者
名
義
の
記
載
を
す
る
か
し
な
い
か
を
た
ば
こ
製

造
業
者
の
選
択
に
委
ね
る
と
い
う
よ
り
緩
や
か
な
手
段
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
発
信
者
名
義
の
記
載
を
し
な
い
こ
と
が
消
費
者

保
護
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
か
ど
う
か
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
誤
解
に
よ
り
著
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
た
ば
こ
製
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造
業
者
よ
り
も
、
警
告
表
示
の
著
者
で
あ
る
当
局
の
ほ
う
が
よ
り
説
得
力
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
、
発
信
者
名
義

を
記
載
し
な
い
警
告
表
示
義
務
の
必
要
性
を
否
定
す
る
根
拠
と
な
り
得
る

（
52
）。

ま
た
、
か
り
に
新
規
制
の
必
要
性
を
仮
定
し
た
と
し
て
も
、

発
信
者
名
義
の
記
載
を
廃
止
す
る
こ
と
は
相
当
性
の
要
件
を
欠
く
（
狭
義
の
比
例
原
則
に
反
す
る
）。
た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
自
己
の
意
見

と
は
異
な
る
と
表
明
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
他
人
の
意
見
を
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約

は
重
大
で
あ
る
。
他
方
で
、
抑
止
効
果
の
強
化
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
消
費
者
の
健
康
に
と
っ
て
の
効
用
は
測
定
可
能
な
も

の
で
は
な
く
、
著
し
い
基
本
権
侵
害
を
埋
め
合
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い

（
53
）

。

最
後
に
、
こ
の
学
説
は
、
発
信
者
の
記
載
を
廃
止
す
る
規
定
を
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
を
引
き
続
き
記
載
す
る
こ
と
も

許
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
つ
ま
り
、
発
信
者
の
記
載
を
す
る
か
ど
う
か
を
た
ば
こ
製
造
業
者
の
選
択
に
委
ね
る
趣
旨
に
憲
法
適
合
的
に

解
釈
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

（
54
）

。

（
2
）　

こ
れ
に
対
し
て
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
警
告
文
を
た
ば
こ
製
造
業
者
の
意
見
と

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由

に
対
す
る
制
約
は
存
在
し
な
い
と
主
張
す
る
学
説
も
あ
る
。
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
基
準
と
な
る
の
は
「
予
断
を
も
た
な
い
平
均
的
受
信

者
」
で
あ
る
が
、「
予
断
を
も
た
な
い
平
均
的
受
信
者
」
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
発
的
に
喫
煙
の
評
判
を
落
と
す
こ
と
を
、
し
か
も

異
様
に
威
嚇
的
で
か
つ
画
一
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
る
な
ど
と
は
考
え
な
い
。
ま
た
、
警
告
表
示
は
、
新
聞
に
お
い
て
も
広
範
な
議
論
の

対
象
で
あ
っ
た
し
、
悪
意
や
嘲
弄
な
ど
を
免
れ
な
い
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
警
告
表
示
が
自
発
的
に
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
平
均
的
受
信
者
に
と
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
警
告
表
示
の
記
載
を
強
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
実
際
に
警
告
表
示
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た
警
告

四
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表
示
が
数
年
来
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
の
付
記
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
言
わ

ば
一
夜
に
し
て
警
告
表
示
に
納
得
し
た
と
考
え
る
の
は
、「
全
く
浮
世
離
れ
し
た
想
定
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大

臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
「
対
外
的
に
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
押
し
付
け
」
で
あ
る

（
55
）

。

そ
し
て
、
こ
の
学
説
は
、「
対
外
的
に
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
押
し
付
け
」
は
、
製
品
の
包
装
が
評
価
的
、
意
見
形
成
的
内
容
を
有

す
る
も
の
で
な
い
限
り
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
基
本
権
の
制
約
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
を

定
め
た
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
に
つ
い
て
、
基
本
法
一
二
条
一
項
を
基
準
と
し
て
そ
の
合
憲
性
を
検
討
し
て
い
る
。

職
業
の
自
由
の
制
約
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
比
例
原
則
の
要
請
に
合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
の
合
憲
性
に
関
連
し
て
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
、
必
要
性
の
要
件
と
相
当
性
の
要
件
で
あ
る
。
こ
の

学
説
は
、
必
要
性
の
要
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
は
、
よ
り
緩

や
か
な
手
段
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
た
ば
こ
会
社
が
、
自
己
の
意
見
を
表
明
さ
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
や
、
製
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
低
下
さ
せ
る
動
か
し
よ
う
の
な
い
事
実
を
表
明
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」

と
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
の
場
合
、

教
育
的
効
果
及
び
そ
れ
に
よ
る
健
康
の
促
進
は
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
警
告
表
示
が
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、

少
数
の
人
の
個
人
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
装
い
の
下
で
登
場
し
た
場
合
に
は
、「
非
難
効
果
（P

rangerw
irkung

）」
は
減
少
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
よ
り
緩
や
か
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
同
等
に
効
果
的
な
手
段
と
は
言
え
な

い
。
立
法
者
及
び
命
令
制
定
者
に
広
い
評
価
余
地
及
び
予
測
余
地
を
認
め
た
場
合
、
上
記
の
考
え
方
も
少
な
く
と
も
理
解
可
能
で
あ
り
、

ま
っ
た
く
的
外
れ
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

（
56
）

。
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こ
の
学
説
は
、
さ
ら
に
、
相
当
性
の
要
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
九
七
年
決
定
は
、
警
告
表
示
義
務
は
、「
引
き
続
き

た
ば
こ
産
業
に
営
利
的
な
広
告
活
動
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
費
者
に
対
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
購
入
決
定
の
た
め
の
医
学
的
知

見
の
基
礎
を
伝
達
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
、「
警
告
表
示
に
よ
る
た
ん
な
る
言
語
上
の
影
響
力
行
使
」
は
、「
需
要
と
供
給
に
よ
る
財
の

交
換
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
現
在
の
医
学
的
な
認
識
水
準
に
基
づ
い
て
一
般
的
に
意
識
す
べ
き
で
あ
る
考
慮
事
由
を
需
要

者
に
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
こ
の
指
摘
は
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う

発
信
者
名
義
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
た
ば
こ
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
当
て
は
ま
る
。
九
七
年
決
定
は
、
警
告
表
示
が

「
単
な
る
事
実
の
伝
達
」
を
越
え
た
「
警
告
効
果
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
過
少
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
警
告
表
示
が

も
っ
ぱ
ら
言
語
に
よ
り
行
わ
れ
、
警
告
の
性
質
は
あ
る
が
、
喫
煙
が
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
と
い
う
実
証
さ
れ
た
事

実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
消
費
者
は
喫
煙
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
製
造
業
者
も
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

は
、
職
業
遂
行
の
自
由
に
対
す
る
「
過
度
の
」
制
約
と
は
言
え
な
い
。
立
法
者
及
び
命
令
制
定
者
に
は
相
当
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も

一
定
の
判
断
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
期
待
可
能
性
の
「
限
界
」
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る

（
57
）

。
以
上
の
よ
う
に
、
こ

の
学
説
は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
を
定
め
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
も
違
反
し
な
い
と
結
論
付
け
た
。

3　

小
括

以
上
に
お
い
て
、
た
ば
こ
製
品
命
令
の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示

の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
対
照
的
な
学
説
を
紹
介
し
た
が
、
多
く
の
学
説
は
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
を
前
提
と
し

た
場
合
で
も
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る

（
58
）

。
連
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邦
憲
法
裁
判
所
は
、
九
七
年
決
定
に
お
い
て
、「
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
に
は
意
見
表
明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）
の
制
約

に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
当
該
警
告
表
示
を
「
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
」
と
評
価
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制

約
に
当
た
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
当
該
警
告
表
示
を
「
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
」
と
評
価
し
た
決
定
的
な
理

由
は
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
発
信
者
名
義
を

付
記
し
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
見
る
の
が
説
得
的
で
あ
ろ
う

（
59
）

。

と
こ
ろ
で
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
か
ど
う
か
の

判
断
と
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
憲
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
別
次

元
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警

告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
判
断
し
つ
つ
も
、
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
は
合
憲
で
あ
る

と
主
張
す
る
こ
と
も
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
の
憲
法
適
合
性
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
た
ば
こ
製
品
命

令
七
条
が
比
例
原
則
の
要
請
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
憲
法
に

適
合
す
る
と
い
う
主
張
を
組
み
立
て
る
場
合
に
最
大
の
難
所
と
な
る
の
は
、
必
要
性
の
要
件
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す

る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
に
と
っ
て
「
よ
り

緩
や
か
な
」
手
段
で
あ
る
点
に
つ
い
て
否
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示

の
義
務
付
け
が
、
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
、
立
法
目
的
の
実
現
に
対
し
て
等
し
く
効
果
的
で
あ
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ま
ず
、
警
告
表
示
の
内
容
は
発
信
者
名
義
の
有
無
に
関
係
な
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
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発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
で
あ
っ
て
も
、
喫
煙
者
に
医
学
上
の
知
見
を
提
供
す
る
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、

発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
等
し
く
効
果
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ぎ
に
、
喫

煙
者
に
対
す
る
「
ア
ピ
ー
ル
効
果
」
に
つ
い
て
は
、
判
断
が
分
か
れ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
発
信
者
名
義
が
な
い
場
合
に
は
警
告
表
示
は

「
た
ば
こ
製
造
業
者
」
の
意
見
と
勘
違
い
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
な
ど
の
公
的
機
関
の
名
義

が
あ
る
警
告
表
示
は
「
た
ば
こ
製
造
業
者
」
の
意
見
よ
り
も
消
費
者
に
と
っ
て
よ
り
説
得
的
で
あ
り
、
喫
煙
者
に
対
す
る
「
ア
ピ
ー
ル
効

果
」
の
点
で
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
と
同
等
ま
た
は
こ
れ
を
上
回
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、「
Ｅ
Ｃ
厚

生
大
臣
」
な
ど
の
発
信
者
名
義
を
記
載
し
た
場
合
に
は
、
消
費
者
は
た
ん
な
る
一
つ
の
意
見
に
す
ぎ
な
い
と
受
け
取
る
の
に
対
し
て
、
発

信
者
名
義
が
な
い
場
合
に
は
消
費
者
は
警
告
表
示
の
内
容
を
異
論
の
余
地
の
な
い
確
固
と
し
た
事
実
と
受
け
取
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者

は
「
ア
ピ
ー
ル
効
果
」
の
点
で
同
等
と
は
言
え
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
り
得
る
。
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が

消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し
た
場
合
、
前
者
の
見
方
に
一
定
の
説
得
力
が
あ
る
以
上
、
必
要
性
の
要
件
の
充
足
を

肯
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
60
）

。
た
ば
こ
製
品
命
令
七
条
が
憲
法
に
適
合
す
る
と
主
張
す

る
学
説
は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
も
職
業
遂
行
の
自
由
の
規
制
の
問
題
と
構
成
し
、
命
令
制
定
者
の
広
い

判
断
余
地
及
び
予
測
余
地
を
強
調
し
た
上
で
、
必
要
性
の
要
件
を
肯
定
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅴ　

日
本
国
憲
法
に
お
け
る
消
極
的
表
現
の
自
由

（
1
）　

以
上
に
お
い
て
行
っ
た
ド
イ
ツ
の
判
例
及
び
学
説
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
「
消
極
的
表
現
の
自
由
」
の

四
八



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

解
釈
論
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。
学
説
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
保
障
す
る
「
表
現
の
自
由
」
は

消
極
的
表
現
の
自
由
を
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
佐
藤
幸
治
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。「
表
現
の
自
由
は
、
表
現
す
る

自
由
（
積
極
的
作
用
）
の
み
な
ら
ず
表
現
し
な
い
自
由
（
消
極
的
作
用
）
を
も
包
含
す
る
。
す
な
わ
ち
、
公
権
力
に
よ
り
表
現
を
強
制
さ
れ

な
い
自
由
（
沈
黙
の
自
由
）
も
表
現
の
自
由
に
含
ま
れ
る
」。「
沈
黙
の
自
由
を
含
む
表
現
し
な
い
自
由
も
二
一
条
の
保
障
内
容
を
な
す
」

の
は
、「
集
会
・
結
社
の
自
由
や
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
立
憲
民
主
制
憲
法
下
に
お
け
る
自
由
権
の
保

障
は
積
極
・
消
極
の
両
作
用
を
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
包
含
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
」
で
あ
る

（
61
）

。

（
2
）　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
年
、
学
説
に
お
い
て
、「
消
極
的
表
現
の
自
由
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
た
ば
こ
製
品
の

包
装
に
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
も
立
ち
入
っ
た
検
討
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
小
山
剛
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
、「
他
人
の
意
見
が
、
自
分
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
」

と
解
釈
し
、「
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
の
は
、
た
ば
こ
の
警
告
文
が
事
業
者
自
身
の
表
現
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ

る
」
と
し
た
上
で
、「
た
ば
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
警
告
文
の
掲
載
が
事
業
者
の
（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
か
ど
う
か
」
に
つ
い

て
、「
警
告
文
表
示
が
事
業
者
自
身
の
意
見
で
は
な
く
、
国
に
よ
っ
て
た
ば
こ
製
品
の
販
売
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
と
広
く

認
識
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
表
示
義
務
は
、
表
現
の
自
由
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る

（
62
）

。

ま
た
、
蟻
川
恒
正
は
、「
製
品
上
に
『
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
さ
れ
る
警
告
文
は
、
法
律
に
よ
っ
て
起
案
さ
れ
た
文
で
あ
る
」

こ
と
、
ま
た
、「
た
ば
こ
会
社
は
、
そ
の
文
を
、
当
該
た
ば
こ
会
社
の
表
現
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
」

こ
と
を
指
摘
し
、「
一
般
に
、
自
ら
の
表
現
と
し
て
表
示
す
る
の
で
な
け
れ
ば
表
現
行
為
と
は
い
え
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
充
分
に
成
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り
立
ち
う
る
」
と
こ
ろ
、「
こ
の
考
え
方
に
立
つ
な
ら
、
た
ば
こ
会
社
は
、
確
か
に
法
律
に
よ
り
一
定
の
行
為
を
強
制
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
た
ば
こ
会
社
に
強
制
さ
れ
て
い
る
の
は
、
表
現
行
為
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
」
の
で
、「
そ
こ
に
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
を

観
念
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
は
ず
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
に
つ
い
て
、

「
表
示
者
名
の
記
載
（
顕
名
性
）
は
な
い
け
れ
ど
も
、
警
告
文
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
が
製
造
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
当
該
警
告
文
を
、
た
ば
こ
会
社
の
（
名
に
よ
る
）
表
現
で
あ
る
と
解
し
う
る
余
地
は
あ
る
」
が
、「
た
ば
こ
会
社
が
自
己
に
不

利
益
な
表
現
行
為
を
自
ら
行
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
…
…
消
極
的
表
現
の
自
由
を
厳
密
な
意
味
で
主
張
し
う
る

理
論
的
可
能
性
は
小
さ
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

（
63
）

。

さ
ら
に
、
木
村
草
太
は
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
に
つ
い
て
、「
警
告
文
の
名
義
が
株
式
会
社
Ｔ
社
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
Ｔ
社
が
言

論
を
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
理
解
す
る
と
、
自
ら
は
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
価
値
を
表
明
す
る
言
論
を
強
制
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
表
現
し
な
い
自
由
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
が
認
定
で
き
ま
す
」
が
、「
名
義
が
国
家
な
ら
、
言
論
の
強
制
は
生
じ
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、
Ｔ
社
の
営
業
活
動
の
制
約
あ
る
い
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
交
換
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
商
品
価
値
の
減
少
と
い
う
財

産
権
の
侵
害
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
解
説
し
て
い
る

（
64
）

。

（
3
）　

こ
れ
ら
の
見
解
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る

こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
」
に
限
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
こ
の
よ
う
に
限

定
す
る
こ
と
が
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
筆
者
は
、
他
人
の

意
見
を
（
自
己
の
意
見
と
し
て
で
は
な
く
）
他
人
の
意
見
と
し
て
表
明
し
た
り
、
流
布
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
で
あ
る
と
解
す
る

（
65
）

。
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
解
す
る
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
し
、
流

布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
限
定
す
る
解
釈
の
論
拠
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ

せ
る
権
利
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
「
文
言
」
で
あ
る
。
消
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
積
極
的
自
由
の
保
護
範
囲
の
「
裏
返
し
」
に

よ
っ
て
定
ま
る
と
い
う
消
極
的
自
由
に
関
す
る
一
般
的
な
解
釈
枠
組
み
を
前
提
と
す
る
と
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
が
、
積
極
的
意
見
表

明
の
自
由
と
し
て
、「
自
己
の
意
見
」
を
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
権
利
の
み
を
保
護
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
他
人
の
意
見
を
他
人
の
意
見

と
し
て
表
明
し
、
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
は
、「
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
ド

イ
ツ
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
よ
う
な
文
言
上
の
限
定
は
な
く
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
他
人
の
意
見
を
流
布

さ
せ
る
こ
と
が
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
と
解
す
る
根
拠
は
見
出
せ
ず
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
は
他
人
の

意
見
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
最
高
裁
は
、
憲
法
二
一
条
一
項
の

保
障
は
、「
公
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
い
い
た
い
こ
と
は
い
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
説
示
し
て
い
る

（
66
）

が
、

こ
の
保
障
内
容
を
消
極
的
自
由
に
転
換
す
る
と
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
障
は
、「
公
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
い
い
た
く
な
い
こ

と
を
い
わ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
た
と
え
発
信
者

名
義
が
付
記
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
（
あ
る
い
は
、
発
信
者
名
義
が
な
い
場
合
に
、
発
信
者
が
た
ば
こ
製
造
業
者
で
は
な
く
、
国
で
あ
る
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
）、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

（
4
）　

ま
た
、
か
り
に
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
明
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い

こ
と
」
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
九
七
年
決
定
の
判
断
枠
組
み
に
従
っ
て
判
断
す
る
限
り
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た
よ
う

五
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な
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
消
極
的
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
九
七
年
決
定
に
よ
る
と
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
」
は
「
意
見
表

明
の
自
由
（
基
本
法
五
条
一
項
一
文
）」
の
制
約
と
な
り
得
る
が
、「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た

場
合
」
と
は
、「
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
を
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
表
明
す
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
警
告
表
示
は
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
再
現
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
警
告
表
示
の
内
容
が
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
は
、
喫
煙
は
癌
並
び
に
心
臓
及
び
脈
管
疾
患
の
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
を
主
張
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
と
い
う
発
信
者
名
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

「
こ
の
警
告
表
示
は
、
た
ば
こ
命
令
三
条
の
一
般
的
義
務
に
基
づ
い
て
、
た
ん
に
個
別
の
企
業
に
よ
っ
て
の
み
流
布
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
紙
巻
き
た
ば
こ
包
装
の
外
見
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
、「
こ
の
警
告
表
示
は
、
│
需
要
者
に

と
っ
て
明
ら
か
で
は
あ
る
が
│
個
別
の
企
業
に
帰
属
し
得
る
言
明
を
何
ら
含
む
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｃ
厚
生

大
臣
と
い
う
発
信
者
名
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
や
は
り
決
定
的
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五

年
の
た
ば
こ
製
品
命
令
の
改
正
に
よ
り
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
を
求
め
る
条
項
が
削
除
さ
れ
た
が
、
多
く

の
学
説
は
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
前
提
と
し
た
と
し
て
も
、
消
極
的
意
見
表
明
の

自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る
。「
他
人
の
意
見
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
」
と
は
、「
警
告

表
示
が
他
人
の
意
見
を
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
表
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
た
ば

こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
を
前
提
と
す
る
と
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い

五
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な
い
警
告
表
示
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
の
意
見
で
あ
る
と
消
費
者
か
ら
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
以
上
、「
他
人
の
意
見

を
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
表
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す

る
可
能
性
が
あ
る
場
合
」
に
該
当
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か

（
67
）

。「
平
成
一
八
年
新
司
法

試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
は
、「
本
法
律
で
は
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
が
特
定
販
売
業
者

の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
を
素
直
に

読
む
限
り
、
出
題
者
は
、「
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
が
特
定
販
売
業
者
の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能

0

0

0

0

0

0

性
が
あ
る

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
こ
と
を
決
め
手
と
し
て
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
特
定
販
売

業
者
の
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
68
）

。
な
お
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告

表
示
の
義
務
付
け
が
特
定
販
売
業
者
の
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
当
該
制
約
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い

（
69
）

。

（
5
）　

と
こ
ろ
で
、
食
品
や
医
薬
品
な
ど
で
も
成
分
や
副
作
用
等
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
示
義
務
は
消
極
的

表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
で
は
、
事
実
の
通
知
で
あ
っ
て
、
意
見
の
表
明
で
は
な
い
か
ら
、

こ
れ
ら
の
表
示
義
務
が
意
見
表
明
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
日
本

の
学
説
に
お
い
て
は
、「
医
薬
品
の
包
装
や
有
価
証
券
の
募
集
に
当
た
っ
て
の
目
論
見
書
」
に
お
い
て
「
用
法
・
容
量
や
財
務
諸
表
な
ど

の
中
立
的
な
客
観
情
報
」
や
「
当
該
医
薬
品
に
習
慣
性
が
あ
る
こ
と
や
発
行
元
企
業
の
抱
え
る
事
業
上
の
リ
ス
ク
な
ど
、
事
業
者
に
と
っ

て
不
利
な
情
報
」
の
開
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
「
国
家
権
力
が
意
図
す
る
表
現
を
私
人
に
強
制
す
る
、
い
わ
ゆ
る
『
強
制
さ
れ
た
言

論
』（coersed speech

）
に
当
た
る
」
と
す
る
見
解

（
70
）

と
、
食
品
の
成
分
表
示
な
ど
の
表
示
義
務
は
一
定
の
場
合
に
は
「
表
現
の
自
由
の
問
題
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と
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
見
解

（
71
）

が
対
立
し
て
い
る
。
意
見
の
表
明
と
事
実
の
通
知
を
区
別
せ
ず
、
事
実
の
通
知
も
表
現
の
自
由
の
保
護
範

囲
に
含
ま
れ
る
と
す
る
解
釈

（
72
）

を
前
提
と
す
れ
ば
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
当
該
制
約
は
消

費
者
保
護
の
た
め
に
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
。）。
こ
の
点
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

Ⅵ　

結
語

本
稿
の
目
的
は
、
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
の
論
文
式
試
験
問
題
公
法
系
科
目
第
一
問
を

よ
り
深
く
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
資
料
と
し
て
、
一
九
九
七
年
一
月
二
二
日
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
決
定
の
内
容
に
つ
い

て
、
そ
の
前
後
の
学
説
を
含
め
て
、
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
は
、
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
す
で
に
述

べ
た
こ
と
を
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
に
、
最
後
に
、
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
指
摘
し
た

い
の
は
、
九
七
年
決
定
は
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
〇
六
年

公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た
よ
う
な
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
て
は
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
を
前
提
と
し
た
場
合
に
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務

付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
が
、
多
く
の
学
説
が
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
（
繰
り
返
し
に
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た
よ
う
な
発
信
者
名
義
の
付
記
の

な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
前
提
と
し
て
判
断
し
た
場
合
に
は
、（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
の
制
約
と

解
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
七
年
決
定
の
解
釈
論
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
で
出
題
さ
れ
た

五
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よ
う
な
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
（
又
は
解
説
）
す
る
こ
と
は
、

反
対
説
に
配
慮
し
た
慎
重
な
検
討
を
経
て
初
め
て
可
能
に
な
る
と
言
え
よ
う
。）。
第
二
に
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
は
必
ず
し
も
盤
石
で

安
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
の
消
極
的
表
現
の
自
由
の
問
題
を
検
討
す
る
際
に
、
九
七
年
決
定
を
参
考
に
す
る
の
は

良
い
が
、
九
七
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
を
日
本
国
憲
法
の
解
釈
に
取
り
入
れ
る
に
は
、
九
七
年
決
定
に
対
す
る
学
説
の
批
判
も
踏
ま
え

た
慎
重
な
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
二
〇
〇
六
年
に
第
一
回
（
新
）
司
法
試
験
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
。（
新
）

司
法
試
験
論
述
式
問
題
公
法
系
第
一
問
に
つ
い
て
も
す
で
に
相
当
数
の
い
わ
ゆ
る
過
去
問
の
蓄
積
が
あ
る
。
筆
者
は
、
法
科
大
学
院
に
所

属
す
る
研
究
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
過
去
問
を
従
来
の
学
問
的
営
為
を
踏
ま
え
て
解
析
す
る
仕
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

（
73
）

。

本
稿
は
、
そ
の
作
業
に
向
か
う
さ
さ
や
か
な
一
歩
（
に
も
な
ら
な
い
半
歩
）
で
あ
る

（
74
）

。

（
1
） 

「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
。

（
2
） 

「
出
題
趣
旨
」
前
掲
注（
1
）一
頁
。

（
3
） 

平
成
一
八
年
司
法
試
験
の
「
新
司
法
試
験
考
査
委
員
（
公
法
系
科
目
）
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
要
」
六
頁
。

（
4
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）四
頁
。

（
5
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）六
頁
。

（
6
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）一
頁
。

（
7
） 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
前
掲
注（
3
）一
頁
。

（
8
） 

「
教
科
書
・
概
説
書
」
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
見
落
と
し
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
最
近
出
版
さ
れ
た
教
科
書
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
市
川
正
人
『
基
本
講
義
憲
法
』（
新
世
社
、
二
〇
一
四
年
）
及
び
青
柳
幸
一
『
憲
法
』

五
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（
尚
学
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
は
、「
表
現
の
自
由
の
中
で
」
消
極
的
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。
他
方
で
、「
表
現
の
自
由
の

中
で
」
消
極
的
表
現
の
自
由
に
触
れ
て
い
る
教
科
書
も
│
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
が
│
あ
り
、
大
き
な
変
化
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
少
し
の
変
化

は
あ
っ
た
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
二
五
〇
頁
は
、
情
報
提
供
権
は
「
い

い
た
く
な
い
こ
と
を
い
わ
な
い
自
由
（『
消
極
的
情
報
提
供
権
』
な
い
し
い
わ
ゆ
る
『
沈
黙
の
自
由
』）
を
包
含
す
る
が
、
そ
れ
が
問
題
と
な
る
の
は

『
公
表
』（
不
特
定
ま
た
は
多
数
者
に
対
す
る
伝
達
）
の
強
制
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
一
九
条
に
根
拠
す
る
『
沈
黙
の
自
由
』
と
は
性
格
・
内

容
を
異
に
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
岩
間
昭
道
『
憲
法
綱
要
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
年
）
九
九
頁
は
、「
憲
法
二
一
条
は
、
表
現
し
な
い

自
由
あ
る
い
は
公
権
力
等
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
保
障
す
る
。
こ
の
自
由
は
『
沈
黙
の
自
由
』
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
沈
黙
の
対
象
が
思
想
・
良
心
、
私
的
事
項
、
宗
教
的
信
仰
、
自
己
の
刑
事
上
の
責
任
に
関
す
る
不
利
益
な
事
項
に
か
か
わ
る
場
合
に
は
、

『
沈
黙
の
自
由
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
憲
法
一
九
条
、
二
〇
条
、
一
三
条
、
三
八
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
憲
法
二
一
条
は
、
そ
れ

以
外
の
事
項
に
つ
い
て
の
『
沈
黙
の
自
由
』
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
渡
辺
康
行
・
宍
戸
常
寿
・
松
本
和

彦
・
工
藤
達
朗
著
『
憲
法
Ⅰ
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
一
八
頁
〔
宍
戸
常
寿
執
筆
〕
は
、「
積
極
的
に
『
表
現
す
る
』
自
由
だ
け
で
な
く
、

消
極
的
に
『
表
現
し
な
い
』
自
由
（
沈
黙
の
自
由
、
消
極
的
表
現
の
自
由
）
も
、
憲
法
二
一
条
の
保
護
領
域
に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
思
想
・
良
心

ま
た
は
信
仰
の
核
心
に
関
す
る
沈
黙
の
自
由
は
、
個
別
法
で
あ
る
憲
法
一
九
条
ま
た
は
二
〇
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
。」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
9
） 

筆
者
は
、
所
属
す
る
法
科
大
学
院
に
お
い
て
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
「
独
法
」（
基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
）
の
授
業
も
担
当
し
て
お
り
、
二
〇
一
五

年
度
の
授
業
に
お
い
て
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
義
務
の
憲
法
適
合
性
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
を
取
り
上
げ
て
、
検
討

を
加
え
た
。
筆
者
が
、
一
〇
年
も
前
に
出
題
さ
れ
た
（
新
）
司
法
試
験
論
述
式
問
題
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
・

学
説
を
素
材
と
し
て
検
討
を
す
る
機
会
を
も
っ
た
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
、
筆
者
の
ま
っ
た
く
の
個
人
的
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
10
） B

V
erfG

E
 95, 173.

（
11
） 

渋
谷
秀
樹
「
新
司
法
試
験
考
査
委
員
と
問
題
出
題
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部
編
『
新
司
法
試
験
の
問
題
と
解
説

二
〇
〇
七
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
七
頁
は
、「
考
査
委
員
が
数
年
前
に
外
国
憲
法
判
例
の
研
究
会
で
担
当
し
評
釈
も
公
表
し
た
事
案
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
後
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
事
案
は
、
発
信
者
名
義
の

五
六



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

有
無
と
い
う
極
め
て
重
要
な
点
に
つ
い
て
、「
考
査
委
員
が
数
年
前
に
外
国
憲
法
判
例
の
研
究
会
で
担
当
し
評
釈
も
公
表
し
た
事
案
」
に
改
変
が
加

え
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
12
） 
青
柳
幸
一
「
タ
バ
コ
製
品
の
包
装
へ
の
警
告
表
示
義
務
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
嶋
崎
健
太
郎
編
集
代
表
）

『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
六
五
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
タ
バ
コ
製
品
の
包
装
へ
の
警
告
表
示
義
務
の
合
憲
性
」
自
治

研
究
七
六
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
一
頁
以
下
）。

（
13
） 

司
法
試
験
関
係
者
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
過
去
問
を
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
司
法
試
験
受
験
生
を
想
定
し
て
い
る
が
、
時
間
的
余
裕
の

な
い
司
法
試
験
受
験
生
が
本
稿
の
よ
う
な
極
め
て
専
門
的
な
研
究
論
文
を
読
む
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
法
科
大
学
院
の
教
員
の
方
々

や
受
験
指
導
に
携
わ
る
方
々
が
司
法
試
験
の
過
去
問
を
検
討
し
、
受
験
生
を
指
導
す
る
際
に
本
稿
を
何
ら
か
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
筆
者

と
し
て
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
14
） 

青
柳
・
前
掲
注（
12
）は
、
憲
法
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
司
法
試
験
関
係
者
に
も
読
ま
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
紙
幅
の
制
約
の
た

め
に
、
残
念
な
が
ら
、
九
七
年
決
定
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
て
お
ら
ず
、
司
法
試
験
関
係
者
が
こ
の
判
例
解
説
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
同
決
定
を
理

解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
作
成
の
動
機
は
、
司
法
試
験
関
係
者
を
念
頭
に
お
い
て
九
七
年
決
定
を
、
決
定
前
後
の
学
説
な

ど
の
状
況
も
併
せ
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
に
あ
る
。

（
15
） 

こ
の
こ
と
は
基
本
法
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
目
録
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

文
献
は
挙
げ
な
い
。

（
16
） R

ichtlinie 89/622/E
W

G
 des R

ates vom
 13. N

ovem
ber 1989 zur A

ngleichung der R
echts- und V

erw
altungsvorschriften der 

M
itgliedstaaten über die E

tikettierung von T
abakerzeugnissen, A

B
l . N

r . L
 359 vom

 08. 12. 1989, 1 ff .

（
17
） 

D
etlef M

erten, Z
ur negativen M

einungsfreiheit, D
Ö
V
, 1990, S

. 761 ff .

（
18
） 

M
ich

ael K
loepfer, P

rodukthinw
eispfl ichten bei T

abakw
aren als V

erfassungsfrage, 1991.

（
19
） 

な
お
、
ヘ
ラ
ー
マ
ン
（Johannes H

ellerm
ann

）
は
、
一
九
九
二
年
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
提
出
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
学

位
請
求
論
文
『
自
由
権
の
い
わ
ゆ
る
消
極
的
側
面
』（Joh

an
n

es H
ellerm

an
n, D

ie sogenannte negative S
eite der F

reiheitsrechte, 

五
七



1993

）
に
お
い
て
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
は
「
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
」
を
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
、
国
に
よ
る
強
制
に
対
す
る
基
本
権
保
護

は
基
本
法
二
条
一
項
の
一
般
的
行
為
の
自
由
の
問
題
と
し
て
構
成
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
20
） B

V
erfG

E
 65, 1

（40

）.

（
21
） 

D
etlef M

erten, H
andlungsgrundrechte als V

erhaltensgarantien, V
erw

A
rch 73, 

（1982

）, S
. 103

（103 ff 

）.

（
22
） 

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
こ
の
論
点
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
考
察
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
学
説
状
況
の
一
端
に
簡
単
に
触
れ

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
シ
ョ
ル
ツ
（R

upert S
cholz

）
は
、「
あ
ら
ゆ
る
自
由
権
と
同
じ
よ
う
に
」、
基
本
法
五
条
一
項
は
積
極
的
意
見
表
明
の

自
由
の
み
な
ら
ず
、「
消
極
的
な
非
表
明
」
あ
る
い
は
「
意
見
の
放
棄
」
も
保
護
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（R

u
pert S

ch
olz, E

uropäisches 

G
em

einschaftsrecht und innerstaatlicher V
erfassungsrechtsschutz, in: K

arl H
einrich F

riauf/R
upert S

cholz, E
uroparecht und 

G
rundgesetz, 1990, S

. 67
）。
へ
ル
ツ
ォ
ー
ク
（R

om
an H

erzog

）
は
、「
六
条
二
項
を
除
く
基
本
法
の
す
べ
て
の
基
本
権
と
同
じ
よ
う
に
、
五

条
も
消
極
的
構
成
要
素
を
有
す
る
」
と
し
て
、
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
自
由
の
み
な
ら
ず
、
意
見
を
表
明
し
な
い
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解

す
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
は
、
メ
ル
テ
ン
の
説
明
と
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
へ
ル
ツ
ォ
ー
ク
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
か
り
に
基
本
権
が
、
基
本
権
に

よ
っ
て
主
題
と
し
て
言
及
さ
れ
た
機
能
の
行
使
だ
け
を
保
障
す
る
も
の
で
、
そ
の
不
行
使
は
保
障
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
基
本
権
は
自
由
保
障
と

し
て
の
性
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
社
会
政
策
上
の
制
御
条
項
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」
と
も
指
摘
し
て
い
る
（R

om
an

 H
erzog, in: 

M
aunz/D

ürig, G
rundgesetz, K

om
m
entar, R

dnr. 40 zu A
rt. 5 A

bs. Ⅰ
, Ⅱ

 

（1992

））。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
原
理
的
に
制
限
さ
れ
な

い
個
人
の
自
然
的
自
由
と
い
う
想
定
を
排
斥
し
」、
憲
法
が
基
本
権
を
保
障
す
る
の
は
「
基
本
権
の
中
に
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
を
現
実
化
す
る
た

め
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
ヘ
ッ
セ
（K

onrad H
esse

）
は
、
信
仰
を
告
白
し
、
意
見
を
表
明
し
、
結
社
を
設
立
す
る
な
ど
の
「
積
極
的
自
由
」
の

み
な
ら
ず
、
信
仰
を
告
白
し
な
い
、
意
見
を
表
明
し
な
い
、
結
社
に
加
入
し
な
い
な
ど
の
「
消
極
的
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、

「
基
本
権
の
内
容
の
積
極
的
現
実
化
」
も
重
要
で
あ
る
が
、「
こ
の
現
実
化
の
自
由
」
も
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
自
由
は
、「
選
択
肢
が
あ
る
と
こ

ろ
で
の
み
」
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（K

on
rad

 H
esse, G

rundzüge des V
erfassungsrechts der B

undesrepublik 

D
euschland, 20., neubearbeitete A

ufl age, 1995, S
. 131 

〔R
dnr. 288

〕; S
. 133 

〔R
dnr. 292

〕;

コ
ン
ラ
ー
ド
・
ヘ
ッ
セ
（
初
宿
正
典
・
赤
坂

幸
一
訳
）『
ド
イ
ツ
憲
法
の
基
本
的
特
質
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
一
八
八
頁
、
一
八
九
頁
、
一
九
二
頁
）。
ま
た
、
ヘ
ラ
ー
マ
ン
は
、「
行
為
権

五
八



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

の
消
極
的
側
面
」
と
い
う
基
本
権
解
釈
上
の
フ
ィ
ギ
ア
（
本
文
で
紹
介
し
た
メ
ル
テ
ン
の
学
説
を
参
照
。）
に
対
し
て
も
根
源
的
な
批
判
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
意
見
表
明
の
自
由
以
外
の
他
の
基
本
権
に
も
関
連
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ー
マ
ン
の
主
張
を
紹
介
す
る
こ
と
は
本
稿

の
範
囲
を
越
え
る
。
こ
の
論
点
は
、
意
見
表
明
の
自
由
以
外
の
基
本
権
も
含
め
た
「
消
極
的
自
由
」
一
般
の
問
題
と
し
て
広
い
視
野
の
下
で
（
例
え

ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
学
派
と
ス
メ
ン
ト
学
派
の
対
立
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
）
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
後
に
残
さ
れ
た
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
23
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 27 f.

（
24
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 766. 

メ
ル
テ
ン
の
い
う
「
同
化
の
自
由
」
に
は
「
同
化
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
」
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
25
） 

E
d

zard
 S

ch
m

id
t-Jortzig, M

einungs- und Inform
ationsfreiheit, in: Josef Isensee/P

aul K
richhof 

（H
rsg.

）, H
andbuch des 

S
taatsrechts, B

d. Ⅵ
, 1989, §

141 R
dnr. 21.

（
26
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 768.

（
27
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 28 ff .

（
28
） B

V
erfG

E
 65, 1 

（40 f.

）.

（
29
） M

erten 

（F
n. 17

）, S
. 767.

（
30
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 22.

（
31
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 14 ff .

（
32
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 766 f.

（
33
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 767 f.

（
34
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 85.

（
35
） 

M
erten 

（F
n. 17

）, S
. 768.

（
36
） 

K
loepfer 

（F
n. 18

）, S
. 40.

（
37
） 

F
erd

in
an

d
 K

irch
of/

K
arl F

rick, W
erbeverbot und E

tikettierungszw
ang für T

abakw
aren, A

fP
 1991, S

. 677 

（679

）.

（
38
） 

K
irch

h
of/

F
rick （F

n. 37

）, S
. 679 f.

五
九



（
39
） 

メ
ル
テ
ン
、
ク
レ
ッ
パ
ー
に
加
え
て
、S

tefan
 H

erm
le, D

er praktische F
all 

│ Ö
ff entliches R

echt: K
am

pf dem
 blauen D

unst, 

JuS
 1993, S

. 310 

（314

）
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
た
ば
こ
包
装
に
お
け
る
警
告
表
示
に
お
い
て
は
、
記
載
の
内
容
が
製
造
業
者
の
意
見
と
一
致

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
消
費
者
に
見
せ
か
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
製
造
業
者
は
、
こ
の
記
載
の
内
容
と
ま
さ
に
同
じ
意
見
で
あ
る
と
さ

れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
当
該
記
載
は
、
製
造
業
者
の
意
見
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
業
者
は
、
そ

れ
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
た
ば
こ
製
造
業
者
の
「
消
極
的
」
意
見
表
明
の
自
由
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。
何
人
に
対
し
て
も
、

自
己
の
確
信
と
合
致
し
な
い
表
明
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
。

（
40
） 

M
ich

ael K
loepfer, V

erfassungsrecht Ⅱ
, 2010, S

. 268 

﹇R
dnr. 25

﹈
は
、
消
極
的
表
明
の
自
由
に
は
「
そ
の
意
に
反
し
て
他
人
の
意
見

の
役
に
立
つ
た
め
に
動
員
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
」
も
含
ま
れ
る
の
で
、
警
告
表
示
義
務
の
合
憲
性
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
基
準
と
し
て
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
説
を
述
べ
た
後
、
九
七
年
決
定
を
紹
介
し
て
い
る
。D

etlef M
erten, N

egative G
rundrechte, in: D

etlef 

M
erten/H

ans Jürgen P
apier, H

andbuch der G
rundrechte in D

eutschland und E
uropa B

d. Ⅱ
, §

42 R
dnr. 108 f. 

は
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
判
断
は
、「
そ
の
矛
盾
す
る
論
証
」
の
故
に
説
得
的
で
は
な
い
と
批
判
す
る
。
メ
ル
テ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

一
方
に
お
い
て
、
当
該
警
告
表
示
に
評
価
的
で
「
意
見
形
成
的
」
内
容
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
該
当
性
を

否
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
直
後
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
分
の
意
思
で
警
告
表
示
の
流
布
を
支
持
し
て
い
る
と
い

う
印
象
が
生
じ
る
場
合
に
は
、「
意
見
を
流
布
さ
せ
る
自
由
」
が
審
査
基
準
を
提
供
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
警

告
表
示
の
流
布
が
「
た
ば
こ
製
品
を
営
業
上
流
通
さ
せ
る
た
め
の
一
般
的
条
件
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
の
憲
法
問
題
は
、
警
告
表
示
の
記
載
を
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
故
に
こ
の
種
の
一
般
的
条
件
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
に
存
す
る
、
と
。
そ
し
て
、
メ
ル
テ
ン
は
、
自
ら
の
主
張
を
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
消
極
的
権
利
は
、

広
告
を
し
な
い
、
又
は
特
定
の
広
告
を
し
な
い
権
利
も
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
国
家
が
、
そ
の
「
反
対
効
果
」
の
故
に
費
用
を
か
け
て
構
築
し
た
広

告
価
値
を
切
り
下
げ
て
し
ま
い
、
積
極
的
広
告
の
自
由
を
阻
害
す
る
よ
う
な
「
否
定
広
告
」
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
国

家
が
自
己
の
評
価
的
表
示
の
た
め
に
た
ば
こ
製
品
の
包
装
を
利
用
す
る
場
合
、
財
物
の
処
分
権
を
制
約
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
消
極
的
意
見
表

明
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
、
と
。

六
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

（
41
） 

U
d

o D
i F

abio, P
rodukte als T

räger frem
der M

einungen, N
JW

 1997, S
. 2863 f. 

本
文
で
述
べ
た
デ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
の
見
解
と
同
じ

見
解
と
採
る
も
の
と
し
て
、U

w
e V

olkm
an

n, S
taatsrechtⅡ

 G
rundrechte, 2. A

ufl ., S
. 283; F

elix H
ard

ach
/

M
arku

s L
u

d
w

igs, D
ie 

N
ovellierung der W

arnhinw
eispfl icht für T

akakerzeugnisse im
 L

ichte der negativen M
einungsfreiheit, D

Ö
V
 2007, S

. 288 

（291

）

が
あ
る
。

（
42
） 

L
oth

ar M
ich

ael/
M

artin
 M

orlok, G
rundrechte, 3. A

ufl . 2016, R
dnr. 216.

（
43
） 

M
artin

 N
olte/

C
h

ristian
 J. T

am
s, G

rundfälle zu A
rt 5 Ⅰ

 1 G
G
, JuS

 2004, S
. 111 

（112 f.

）. 

こ
の
学
説
は
、
文
言
の
論
拠
に
加

え
て
、
自
己
の
意
見
と
他
人
の
意
見
の
区
別
は
刑
法
な
ど
の
他
の
法
領
域
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。

（
44
） 

T
on

io G
as, U

nheim
liche W

arnhinw
eise der heim

lichen E
G
-G

esundheitsm
inister: grundrechtfest?, JU

R
A
 2010, S

. 700 

（704

）

は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
た
ば
こ
製
品
の
警
告
表
示
義
務
の
事
案
に
お
い
て
、
た
ば
こ
会
社
は
、
た
ば
こ
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
を
自
分
の
好

き
な
よ
う
に
決
め
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
包
装
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
一
般
の
営
利
広
告
と
同
じ
よ
う
に
意
見
と
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
の
目
的
は
販
売
で
あ
り
、
利
潤
の
最
大
化
の
目
的
に
従
属
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
意
見
表
明
の
自
由
を
審
査
基
準
と
し

な
い
の
は
、
意
見
表
明
の
自
由
と
経
済
的
基
本
権
と
の
境
界
線
を
引
く
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。

（
45
） 

日
本
国
憲
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
営
利
広
告
は
、「
学
説
で
は
一
般
に
表
現
の
自
由
の
保
護
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」（
芦
部
信
喜
（
高

橋
和
之
補
訂
）『
憲
法
第
六
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
一
九
三
頁
）。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
と
し
て
は
、

た
ば
こ
製
品
の
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
も
表
現
の
自
由
の
保
障
の
下
に
あ
り
、
警
告
表
示
義
務
が
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制

約
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
た
ば
こ
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
た
ば
こ
製
造

業
者
の
表
現
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
も
、「
自
己
の
ス
ペ
ー
ス

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
自
分
で
す
べ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
も
、
表
現
の
自
由
の
制
約
と
し
て
問
題
と
な
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
は
、
た
ば
こ
製
品
の
包
装
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
対
す
る
規
制
は
原

則
と
し
て
職
業
遂
行
の
規
制
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
の
出
題
者
が
た
ば
こ
製
品
の
包
装
の

デ
ザ
イ
ン
等
に
対
す
る
規
制
を
表
現
の
自
由
の
問
題
と
捉
え
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題

六
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趣
旨
」
一
頁
は
、「
警
告
表
示
義
務
が
実
質
上
販
売
活
動
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
た
ば
こ
の
販
売
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
営
業
の
自
由
の
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、「
た
ば
こ
に
対
す
る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
が

ど
う
い
う
意
味
で
」
営
業
の
自
由
（
職
業
遂
行
の
自
由
）
の
問
題
に
な
る
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
理
解
の
仕
方
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
九
七
年
決
定
と
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
の
出
題
者
と
の
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
46
） B

V
erfG

E
 94, 372.

（
47
） B

V
erfG

E
 71, 162 

（175

）.

（
48
） 

営
利
広
告
が
基
本
法
五
条
一
項
一
文
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ネ
ト
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
広
告
に
関
す
る

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
二
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
判
決
（B

V
erfG

E
 102, 347

）
が
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
同
判
決
に
お
い
て
、

「
流
出
し
て
カ
ー
ペ
ッ
ト
状
に
広
が
っ
た
石
油
の
上
で
泳
ぐ
石
油
に
ま
み
れ
た
鴨
」、「
第
三
世
界
で
重
労
働
を
し
て
い
る
様
々
な
年
齢
の
子
供
た
ち
」

及
び
「”H

.I.V
. P

O
S
T
IV

E
”

と
い
う
文
言
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
た
裸
の
人
間
の
臀
部
」
の
写
真
を
使
用
し
た
ベ
ネ
ト
ン
社
の
三
種
類
の
広
告
に

つ
い
て
、
本
文
で
述
べ
た
判
断
枠
組
み
を
用
い
て
意
見
表
明
の
自
由
の
保
護
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ

う
に
説
示
し
た
。「
三
枚
の
争
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
広
告
写
真
は
、
こ
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
広
告
写
真
は
、
万
人
に
関
わ
る
不

都
合
（
環
境
汚
染
、
児
童
労
働
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
隔
離
）
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
同
時
に
社
会
的
政
治
的
に
重
要
な
問
題

に
対
す
る
（
否
定
的
）
価
値
判
断
を
含
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
意
見
形
成
的
内
容
を
含
む
と
こ
ろ
の
語
る
画
像
で
あ
る
。
…
…
こ
の
広
告
は
、
世
界
の

悲
惨
な
状
態
を
告
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
万
人
に
関
わ
る
不
都
合
に
市
民
の
注
意
を
向
け
さ
せ
る

意
見
表
明
は
、
基
本
法
五
条
一
項
一
文
の
保
護
を
特
別
の
程
度
に
お
い
て
享
受
す
る
」（S

. 359

）。

（
49
） 

D
i F

abio 

（F
n. 41

）, S
. 2863 f. 

な
ど
。

（
50
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 291 f.

（
51
） 

W
ern

er S
ch

roed
er, V

om
 B

rüsseler K
am

pf gegen den T
abakrauch ‒ 2. T

eil, E
uZ

W
 2001, S

. 489 

（494 f.

）
は
、
実
際
の
著
者
名

義
の
記
載
を
加
盟
国
に
義
務
付
け
て
い
な
い
た
ば
こ
指
令
の
定
め
を
そ
も
そ
も
適
合
性
の
要
件
を
欠
く
と
論
じ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
従
来
行
わ
れ
て

き
た
よ
う
な
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
付
記
が
あ
る
場
合
は
、
警
告
表
示
は
明
ら
か
に
他
人
の
意
見
の
表
明
で
あ
っ
て
、
消
費
者

六
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

の
目
に
も
警
告
表
示
は
た
ば
こ
製
造
業
者
に
帰
属
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
製
造
業
者
が
あ
る
言
明
を
自
己
の
意
見
と
し
て
流
布
さ
せ
て
い
る
と

い
う
印
象
が
生
じ
る
場
合
、
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
の
枠
内
で
一
定
の
言
明
を
自
己
の
意
見
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
基
本
権
が
無
視
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
意
見
の
表
明
の
こ
の
制
約
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
正
当
化
根
拠
は
存
在
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
警
告
表
示
の
実
際
上
の
著
者
で
あ
る

「
共
同
体
」
を
た
ば
こ
製
品
に
お
い
て
挙
げ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
保
護
が
改
善
さ
れ
る
、
と
い
う
根
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。

（
52
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 293.

（
53
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 294.

（
54
） 

H
ard

ach
/

L
u

d
w

igs 

（F
n. 41

）, S
. 294.

（
55
） 

G
as 

（F
n. 44

）, S
. 703 f.

（
56
） 

G
as 

（F
n. 44

）, S
. 704 f.

（
57
） 

G
as 

（F
n. 44

）, S
. 705.

（
58
） 

例
え
ば
、H

elm
u

th
 S

ch
u

lze-F
ielitz, in: H

orst D
reier 

（H
rsg.

）, G
rundgesetz-K

om
m
entar, B

d. Ⅰ
, 2. A

ufl . 2004, A
rt. 5 Ⅰ

, Ⅱ
 

R
dnr. 74.

（
59
） 

M
artin

 W
ach

oviu
s, R

auchen tötet! N
egative M

einungsfreiheit aus nationaler und gem
einschaftsrechtlicher P

erspektive, 

B
ayV

B
l. 2005, S

. 615 

（618

）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
い
う
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
警
告
表
示
を
「
明
ら
か
な
他
人
の
意
見
の
再
現
」
を
評
価
し
た
の
で
あ
り
、
か
り
に
発
信
者
名
義
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

五
条
一
項
の
関
連
性
を
疑
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
す
る
。H

ein
rich

 W
ilm

s, S
taatsrecht Ⅱ

, 2010, R
dnr 583 

も
、
警
告
文
に

「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
以
上
、
当
該
表
現
が
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
当
該
記
載
は
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
を
基
準
と
し
て
も
審
査
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す

る
。

（
60
） 

な
お
、C

h
ristian

 K
oen

ig/
J

ü
rgen

 K
ü

h
lin

g, D
er S

treit um
 die neue T

abakproduktrichtlinie, E
W

S
 2002, S

. 12

（15 f.

）
は
、

発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
必
要
性
の
要
件
を
欠
き
、
欧
州
共
同
体
法
上
の
「
比
例
原
則
」
に
反
す
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、

六
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発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
警
告
表
示
の
内
容
と
の
同
化
を
強
制
さ
れ
、
自
分
は
こ
れ
と
異
な
る
見
解
で

あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
と
比
較
し
て
よ
り
重
大
な
制

約
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
よ
り
も
目
的
の
達
成

に
よ
り
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
製
造
業
者
に
よ
る
情
報
提
供
が
官
庁
に
よ
る
情
報
提
供
よ
り
も

よ
り
説
得
的
で
実
効
的
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
説
得
力
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
発
信
者
名

義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
必
要
性
の
要
件
を
欠
く
、
と
。
ま
た
、
仮
に
必
要
性
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
発
信

者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
、
狭
義
の
比
例
原
則
に
反
す
る
と
指
摘
す
る
。
何
故
な
ら
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け

に
よ
る
実
効
性
と
い
う
利
益
は
、
他
人
の
見
解
の
内
容
を
自
分
の
見
解
の
内
容
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
「
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
重
大
な
」
強
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
61
） 

佐
藤
幸
治
「
表
現
の
自
由
」
芦
部
信
喜
編
『
憲
法
Ⅱ
人
権
（
1
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
四
五
五
頁
以
下
。
初
宿
正
典
『
憲
法
2
基
本
権

〔
第
三
版
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
五
頁
以
下
も
、「
第
二
〇
条
の
信
教
の
自
由
も
第
二
三
条
の
学
問
の
自
由
も
、
そ
の
信
仰
や
学
問
的
見

解
の
表
明
を
欲
し
な
い
者
が
、
そ
の
表
明
を
強
制
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
の≪

沈
黙
の
自
由≫

を
そ
の
内
実
と
し
て
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
」
る

の
と
「
同
様
に
、
第
二
一
条
一
項
の
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
内
心
に
お
け
る
精
神
作
用
の
結
果
を
公
表
し
た
く
な
い
と
き
に
は
、
こ
れ
を
公
表

さ
せ
ら
れ
な
い
自
由
と
し
て
の≪

沈
黙
の
自
由≫
を
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
上
記
の
諸
学
説
に
お
い
て
表
現
の
自
由
に
は
消

極
的
表
現
の
自
由
も
含
ま
れ
る
と
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
自
由
権
の
保
障
は
積
極
・
消
極
の
両
作
用
を
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
包
含
す

る
」
と
い
う
基
本
権
解
釈
上
の
命
題
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
基
本
権
解
釈
上
の
命
題
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
こ
の
論
点
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
す
で
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
憲
法
一
九
条
に
よ
っ
て
も
「
沈
黙
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
一
九
条
の
保
護
範
囲
と
憲
法
二
一
条
の
保
護

範
囲
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
ほ
か

『
憲
法
Ⅰ
』
前
掲
注（
8
）一
六
二
頁
以
下
〔
渡
辺
康
行
執
筆
〕、
芹
沢
斉
「
良
心
の
自
由
と
謝
罪
広
告
の
強
制
」
長
谷
部
恭
男
・
石
川
健
治
・
宍
戸
常

六
四



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

寿
編
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
第
六
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
七
七
頁
以
下
、
杉
原
泰
雄
編
『
新
版
体
系
憲
法
事
典
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
年
）

四
七
〇
頁
以
下
〔
西
原
博
史
執
筆
〕
な
ど
を
参
照
。）。

と
こ
ろ
で
、
木
村
草
太
『
司
法
試
験
論
文
過
去
問　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
解
説
講
義
本　

木
村
草
太
憲
法
』（
辰
巳
法
律
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
五
四
頁

は
、「
消
極
的
言
論
の
自
由
の
保
障
根
拠
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
同
趣
旨
で
す
。
自
分
が
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
強
制
さ

れ
る
と
、
本
来
の
自
己
像
と
は
違
う
像
が
社
会
に
流
通
し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
警
告
文
の
内
容
は
、『
タ
バ
コ
は
、

人
を
死
に
追
い
や
る
極
め
て
危
険
な
商
品
で
あ
り
、
買
う
べ
き
で
は
な
い
』
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。
も
し
、
Ｔ
社
に
、
そ
の
主
張
を
発
信
す
る

よ
う
義
務
付
け
る
と
、
社
会
に
は
、『
Ｔ
社
は
商
品
の
危
険
性
を
認
識
し
つ
つ
、
平
然
と
販
売
す
る
極
め
て
不
誠
実
な
会
社
だ
』
と
い
う
像
が
流
通

し
ま
す
。
こ
れ
は
不
当
だ
と
い
う
の
が
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
保
障
根
拠
で
す
。」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
上
記
の
「
自
由
権
の
本

質
」
論
と
は
異
な
る
保
障
根
拠
を
示
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
こ
の
主
張
は
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
保
障
根
拠
に
関
す
る
メ
ル

テ
ン
の
考
え
方
と
類
似
し
て
い
る
点
で
も
興
味
深
い
。

ま
た
、
渡
辺
ほ
か
『
憲
法
Ⅰ
』
前
掲
注（
8
）二
六
三
頁
以
下
〔
工
藤
達
朗
執
筆
〕
は
、「
憲
法
二
〇
条
二
項
は
、
宗
教
上
の
集
会
の
自
由
に
つ
い

て
、
参
加
を
強
制
さ
れ
な
い
自
由
を
明
文
で
保
障
し
て
い
る
が
、
こ
の
消
極
的
自
由
は
す
べ
て
の
集
会
に
あ
て
は
ま
る
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

「『
集
会
の
自
由
』
は
、
集
会
を
開
催
し
、
ま
た
は
集
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
公
権
力
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
な
い
自
由
（
積
極
的
集
会
の
自
由
）
で
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
集
会
を
開
催
せ
ず
、
集
会
に
参
加
し
な
い
自
由
、
す
な
わ
ち
、
集
会
を
開
催
し
集
会
に
参
加
す
る
よ
う
公
権
力
に
よ
っ
て
強
制

さ
れ
な
い
自
由
（
消
極
的
集
会
の
自
由
）
を
含
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
憲
法
二
〇
条
二
項
と
い
う
明
文
上
の
根
拠
を
手
掛
か
り
に
憲
法
上
の
保
護
を

「
宗
教
上
の
」
集
会
以
外
の
集
会
に
も
及
ぼ
し
て
い
こ
う
と
す
る
手
堅
い
解
釈
論
で
あ
る
が
、「
集
会
の
自
由
」
以
外
の
自
由
権
に
も
消
極
的
自
由
が

含
ま
れ
る
の
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
62
） 

小
山
剛
『「
憲
法
上
の
権
利
」
の
作
法
第
三
版
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
六
年
）
三
二
頁
。
な
お
、
本
文
で
引
用
し
た
部
分
が
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例

の
説
明
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
解
釈
論
で
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
後
者
で
あ
る
と
理

解
し
て
論
述
を
進
め
る
。

（
63
） 

蟻
川
恒
正
「
対
抗
を
読
む
（
一
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
七
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
七
〇
頁
。

六
五



（
64
） 

木
村
・
前
掲
注（
61
）五
一
頁
以
下
。
木
村
自
身
の
見
解
と
し
て
、「
私
は
、
商
品
の
側
面
に
国
家
名
義
を
表
示
せ
ず
に
文
章
が
あ
れ
ば
、
受
け

手
は
Ｔ
社
名
義
の
言
論
と
捉
え
る
の
が
自
然
な
の
で
、
名
義
は
Ｔ
社
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
侵
害
が
あ
り
、

違
憲
と
処
理
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。」（
前
掲
書
六
五
頁
）
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
65
） 
松
本
和
彦
「
公
法
系
科
目
論
文
式
試
験
の
問
題
と
解
説
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
編
集
部
編
『
新
司
法
試
験
の
問
題
と
解
説
二
〇
〇
六
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
四
頁
は
、「
警
告
文
の
表
示
義
務
づ
け
に
よ
っ
て
、
原
告
が
支
持
し
な
い
見
解
を
表
現
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う

と
こ
ろ
を
つ
か
ま
え
て
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
強
制
は
消
極
的
な
意
味
で
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
説
し
て

い
る
。
こ
の
見
解
は
、
自
分
の
意
見
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
他
人
の
意
見
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ

て
い
る
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、「
原
告
が
支
持
し
な
い
見
解
を
表
現
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
消
極
的
表
現
の
自
由
の
侵
害
と

捉
え
て
お
り
、
筆
者
の
見
解
と
軌
を
一
に
す
る
。

（
66
） 

最
大
判
昭
和
二
七
年
八
月
六
日
刑
集
六
巻
八
号
九
七
四
頁
（
石
井
記
者
事
件
）。

（
67
） 

蟻
川
・
前
掲
注（
63
）七
〇
頁
は
、
発
信
者
名
義
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、「
表
示
者
名
の
記
載
（
顕
名
性
）
は
な
い
け
れ
ど

も
、
警
告
文
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
が
製
造
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
警
告
文
を
、
た
ば
こ
会
社
の
（
名
に
よ

る
）
表
現
で
あ
る
と
解
し
う
る
余
地
は
あ
る
」
が
、「
た
ば
こ
会
社
が
自
己
に
不
利
益
な
表
現
行
為
を
自
ら
行
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
が
通
常

で
あ
る
か
ら
…
…
消
極
的
表
現
の
自
由
を
厳
密
な
意
味
で
主
張
し
う
る
理
論
的
可
能
性
は
小
さ
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

か
り
に
蟻
川
の
事
実
評
価
を
前
提
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
九
七
年
決
定
の
判
断
枠
組
み
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
、「
表
示
者
名
の
記
載

（
顕
名
性
）
は
な
い
」
警
告
表
示
文
の
掲
載
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
、「
警
告
文
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
所
が
製
造
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
上
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
警
告
文
を
、
た
ば
こ
会
社
の
（
名
に
よ
る
）
表
現
で
あ
る
と
解
し
う
る
余
地
は
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
の
で
あ

る
か
ら
、「
た
ば
こ
会
社
が
自
己
に
不
利
益
な
表
現
行
為
を
自
ら
行
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
と
し

て
も
、「
警
告
表
示
が
他
人
の
意
見
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
た
ば
こ
製
品
の
製
造
業
者
に
帰
属
す
る
可
能

0

0

性
が
あ
る

0

0

0

0

場
合
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
に
該
当
し
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
蟻
川
の
見
解
を

採
用
し
た
場
合
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
と
評
価
さ
れ
る
範
囲
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
九
七
年
決
定
で
示
し
た
解
釈
に

六
六



ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

よ
る
場
合
よ
り
も
狭
く
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
す
で
に
本
文
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
も
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
も
消
極
的
意
見
表
明

の
自
由
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
説
が
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
該
当
性
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
挙

げ
て
い
る
の
は
、
①
平
均
的
受
信
者
は
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
自
発
的
に
喫
煙
の
評
判
を
落
と
す
よ
う
な
こ
と
を
、
し
か
も
異
様
に
威
嚇
的
で
か
つ

画
一
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
る
な
ど
と
は
考
え
な
い
か
ら
、
平
均
的
受
信
者
に
と
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
警
告
表
示
の
記
載
を
強
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
実
際
に
警
告
表
示
の
内
容
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
②
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
さ
れ
た

警
告
表
示
が
数
年
来
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
の
付
記
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
た
ば
こ
製
造
業
者
が
言
わ
ば
一

夜
に
し
て
警
告
表
示
に
納
得
し
た
と
考
え
る
の
は
、「
全
く
浮
世
離
れ
し
た
想
定
」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
②
の
論
拠
は
、
発
信
者
名
義

の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
か
ら
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
変
更
し
た
と
い
う
ド
イ
ツ
特
有
の
事
情
を
背
景

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
事
案
の
よ
う
に
、
当
初
か
ら
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
場
合
は
こ
の

よ
う
な
事
情
は
な
く
、
②
の
論
拠
を
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
68
） 

発
信
者
名
義
の
有
無
と
い
う
点
に
お
い
て
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
と
九
七
年
決
定
の
事
案
は
決
定
的
に
異
な
る
。
九
七
年
決
定
は
、
発
信
者

名
義
の
付
記
さ
れ
た
警
告
表
示
の
義
務
付
け
は
消
極
的
意
見
表
明
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
九
七
年
決
定
の
解

釈
論
を
前
提
と
し
た
場
合
に
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
議
論
が
あ
り
、
多
く
の
学
説
が
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
九
七
年

決
定
の
事
案
に
改
変
を
加
え
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
義
務
の
事
案
を
出
題
し
た
趣
旨
あ
る
い
は
意
図
を
推
測
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
仮
に
ド
イ
ツ
の
学
生
に
向
け
た
問
題
で
あ
れ
ば
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
を
争
点

と
す
る
事
例
問
題
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
九
七
年
決
定
を
先
例
と
し
た
事
例
判
断
を
求
め
た
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
の
知
識
の
な
い
日
本
の
司
法
試
験
受
験
生
を
対
象
と
し
た
問
題
を
上
記
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
九
七
年
決
定
の
事
案
を
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
義
務
の
事
案
に

改
変
し
た
の
は
、
事
案
を
確
実
に
「
表
現
の
自
由
」
の
制
約
の
問
題
と
す
る
た
め
で
は
な
い
か
（
言
い
換
え
る
と
、「
表
現
の
自
由
」
の
制
約
の
問
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題
と
構
成
し
な
い
答
案
が
出
る
こ
と
を
出
来
る
限
り
防
ぐ
た
め
で
は
な
い
か
）
と
考
え
て
い
る
。
九
七
年
決
定
は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警

告
表
示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
し
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の

あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
事
案
を
出
題
し
た
場
合
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当

た
る
こ
と
を
否
定
す
る
答
案
が
出
て
く
る
可
能
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表

示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、（
ド
イ
ツ
に
お
け
る
）
多
く
の
学
説
は
、
こ
れ
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い

る
の
で
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
事
案
を
出
題
し
た
場
合
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
該
当
し
な
い
と
論
述
す

る
答
案
が
出
て
く
る
可
能
性
は
減
少
す
る
。
筆
者
は
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

実
際
、「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
は
、「
本
法
律
で
は
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容

が
特
定
販
売
業
者
の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約
の
是
非

0

0

0

0

0

が
問
題
と
な
る
」（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）
と
述
べ

て
お
り
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
の
有
無
に
つ
い
て
は
争
点
と
し
て
い
な
い
（
制
約
の
「
有
無
」
で
は
な
く
、「
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」

と
い
う
記
述
は
、
こ
れ
を
素
直
に
読
む
限
り
、
制
約
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
司
法
試
験
の
受
験
生
が
ド
イ
ツ
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
知
っ
て
い
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
発
信
者
名
義
の
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
消

極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
論
述
す
る
と
い
う
想
定
は
お
よ
そ
現
実
離
れ
し
て
お
り
、
筆
者
の
推
測
は
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
極

め
て
高
い
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
が
。）。

ま
た
、
上
記
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
、
発
信
者
名
義
が
Ｔ
社
に
帰
属
す
る
か
、
国
に
帰
属
す
る
か
と

い
う
点
を
捉
え
て
、
原
告
側
と
被
告
側
で
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
該
当
性
に
つ
い
て
争
わ
せ
る
と
い
う
構
成
を
想
定
し
て
い
た
と
は
筆
者
に
は

考
え
ら
れ
な
い
（
木
村
・
前
掲
注（
61
）六
二
頁
以
下
は
、
被
告
側
の
反
論
と
し
て
、「
警
告
文
の
名
義
は
国
家
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
ま
し
ょ
う
」

と
指
摘
し
、
被
告
と
し
て
は
、「『
本
件
法
律
は
公
布
さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、
警
告
文
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
国
民
の
目

か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
警
告
文
の
名
義
は
国
家
で
あ
る
』
と
い
っ
た
主
張
が
考
え
ら
れ
ま
す
。（
改
行
）
こ
れ
を
前
提
に
す
る
と
、

消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
自
体
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
厳
格
な
基
準
に
あ
て
は
め
る
前
の
段
階
で
、
主
張
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

と
解
説
し
て
お
り
、
上
記
の
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。）。
な
お
、
念
の
た
め
に
言
え
ば
、
筆
者
の
推
測
の
通
り
に
上
記
の
構
成
が
出
題
者
の
想
定
と
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

は
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
構
成
の
答
案
を
受
験
生
が
実
際
に
現
場
で
作
成
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
答
案
に
極
め
て
高
い
評
価
を
与

え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
69
） 
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
発
信
者
名
義
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
に
当
た
る
と
解
し

た
場
合
、
こ
の
制
約
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
事
案
に
お
け
る
「
発
信
者
名
義
が

付
記
さ
れ
て
い
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
」
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
答
案
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
論
述
を
す
べ

き
な
の
か
が
問
題
と
な
る
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。「
平
成
二
二
年
新
司
法
試
験
の
採
点
実
感
等
に
関

す
る
意
見
（
憲
法
）」
に
よ
る
と
、「
憲
法
上
の
問
題
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
判
断
枠
組
み
の
構
築
と
当
該
事
案
に
お
け
る
個
別
的
・
具
体
的

な
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、
ま
ず
、「
判
断
枠
組
み
の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
見
解
と
し
て
述
べ
る
べ
き
も
の
は
な
い
（
司
法

試
験
受
験
生
に
と
っ
て
は
、「
表
現
の
自
由
に
対
す
る
制
約
は
、
表
現
の
内
容
に
も
と
づ
く
制
約
と
内
容
中
立
的
制
約
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
内
容
に
も
と
づ
く
制
約
は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
に
及
ぼ
す
影
響
が
重
大
で
あ
る
た
め
、
最
も
厳
格
な
違
憲
審
査
基
準
に
服
す
る
。
そ
し
て
、

表
現
の
内
容
に
基
づ
く
制
約
の
う
ち
、
も
っ
と
も
強
度
の
高
い
侵
害
は
『
強
制
さ
れ
た
言
論
（coerced speech

）』、
つ
ま
り
本
人
の
意
思
と
は
無

関
係
に
、
し
か
も
あ
た
か
も
本
人
の
意
思
に
よ
る
か
の
よ
う
に
特
定
の
内
容
の
表
現
行
為
を
強
制
す
る
措
置
で
あ
る
。」
と
の
長
谷
部
恭
男
「
名
誉

回
復
処
分
と
し
て
の
訂
正
放
送
命
令
」
平
成
一
三
年
度
重
要
判
例
解
説
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七
頁
の
指
摘
が
参
考
に
な
ろ
う
。）。
つ
ぎ
に
、

「
当
該
事
案
に
お
け
る
個
別
的
・
具
体
的
な
検
討
」
で
あ
る
が
、「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
に
よ
る
と
、「
本

法
律
に
よ
る
規
制
目
的
の
正
当
性
に
つ
い
て
は
原
告
も
争
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
問
に
お
い
て
は
、
規
制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相

当
性
が
主
た
る
争
点
と
な
る
」。
問
題
文
に
記
載
さ
れ
た
資
料
三
「
相
談
要
旨
」
に
お
い
て
、「
警
告
表
示
法
第
一
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
た
ば
こ

に
よ
る
疾
病
・
死
亡
の
低
減
、
受
動
喫
煙
が
も
た
ら
す
害
の
排
除
・
減
少
、
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
、
そ
し
て
喫
煙
の
社
会
的
費
用
の
抑
制
と
い
う

立
法
目
的
に
は
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
規
制
手
段
の
点
で
憲
法
上
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
「
Ｔ
社
の
法
務
部

長
ら
」
の
主
張
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
は
、〔
設
問
一
〕
に
お
い
て
は
、
こ
の
主
張
に

沿
っ
て
、「
規
制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相
当
性
」
を
攻
撃
す
る
主
張
を
組
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
本
稿
で
検
討

し
た
ド
イ
ツ
の
判
例
及
び
学
説
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、「
規
制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相
当
性
」
を
攻
撃
す
る
「
Ｔ
社
か
ら
依
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頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
つ
の
主
張
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
関
し

て
、
筆
者
の
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
（
な
お
、
大
島
義
則
『
憲
法
ガ
ー
ル
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
一
頁
以
下
は
、「
目
的
に
つ
い
て

は
原
告
は
争
っ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
た
と
え
問
題
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
点
数
が
振
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段

の
必
要
性
に
照
準
を
定
め
て
論
証
を
し
て
い
く
べ
き
」
で
あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
、
①
た
ば
こ
に
よ
る
疾
病
・
死
亡
の
低
減
及
び
②
受
動
喫
煙
が
も
た

ら
す
害
の
排
除
・
減
少
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、「
病
気
の
要
因
は
様
々
な
環
境
因
子
に
よ
る
も
の
で
喫
煙
が
唯
一
の
原
因
で
は
な
い
と
い
う
Ｔ

社
の
主
張
に
基
づ
い
て
、
①
②
の
目
的
と
の
関
連
性
を
否
定
で
き
そ
う
で
」
あ
る
こ
と
、
③
未
成
年
の
喫
煙
防
止
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、「
警

告
表
示
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
未
成
年
者
喫
煙
が
減
少
す
る
と
の
因
果
的
連
関
を
基
礎
付
け
る
社
会
的
・
科
学
的
根
拠
が
見
当
た
」
ら
な
い
こ

と
、
④
喫
煙
の
社
会
的
費
用
の
抑
制
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
、「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
し
て
た
ば
こ
税
収
約
二
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
」
い
る
が
、「
た

ば
こ
産
業
全
体
が
得
ら
れ
る
利
益
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
コ
ス
ト
に
は
喫
煙
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
労
働
力
ま
で
極
め
て
広
範
な
コ
ス
ト
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
た
め
、
規
制
強
化
に
よ
り
社
会
的
費
用
抑
制
に
つ
な
が
る
か
は
不
明
」
で
あ
る
こ
と
、
最
後
に
、

「
事
実
の
情
報
提
供
を
越
え
て
政
府
の
特
定
の
見
解
を
特
定
販
売
業
者
の
意
に
反
し
て
強
制
す
る
こ
と
（
特
別
警
告
文
オ
）
は
、
必
要
最
小
限
度
の

手
段
と
も
」
言
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
上
記
の
主
張
の
う
ち
最
後
の
も
の
は
、
以
下
に
述
べ
る
第
一
の
主
張
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
主
張
は
、
以
下
に
検
討
す
る
二
つ
の
主
張
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
検
討
は
、
筆
者
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る
二
つ
の
主

張
に
絞
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
そ
れ
以
外
の
主
張
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
ま
っ
た
く
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
念
の
た
め
に

述
べ
て
お
き
た
い
。）。

第
一
に
、
警
告
表
示
法
が
記
載
を
義
務
付
け
て
い
る
警
告
文
の
「
内
容
」
に
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
の
主
張
が
考
え
ら
れ
る
。「
Ｔ
社
の
法
務
部

長
ら
」
は
、
資
料
三
「
相
談
要
旨
」
に
お
い
て
、「
今
回
の
警
告
表
示
法
は
、『
喫
煙
者
は
早
死
に
す
る
』、『
喫
煙
は
致
命
的
な
肺
が
ん
を
引
き
起
こ

す
』
な
ど
、
従
前
の
警
告
文
に
比
べ
て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
警
告
文
の
記
載
を
…
…
義
務
付
け
る
と
い
う
も
の
」
で
あ
り
、「
事
実
の
問
題
と
し
て
、

喫
煙
に
よ
っ
て
健
康
被
害
（
肺
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
胎
児
へ
の
害
な
ど
）
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
病
気
の
要
因
は
様
々
な

環
境
因
子
に
よ
る
も
の
。
喫
煙
が
唯
一
の
原
因
で
は
な
い
。
…
…
当
社
の
見
解
と
異
な
る
警
告
文
の
掲
載
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
耐
え
ら
れ

な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。「
Ｔ
社
の
法
務
部
長
ら
」
が
比
較
の
対
象
と
し
て
い
る
「
従
前
の
警
告
文
」（
の
一
例
）
と
し
て
、
問
題
文
は
、「
喫
煙
は
、
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あ
な
た
に
と
っ
て
肺
が
ん
の
原
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
疫
学
的
な
推
計
に
よ
る
と
、
喫
煙
者
は
肺
が
ん
に
よ
り
死
亡
す
る
危
険
性
が
非
喫
煙
者
に

比
べ
て
約
二
倍
か
ら
四
倍
高
く
な
り
ま
す
。」
と
い
う
内
容
の
「
注
意
表
示
」
文
を
挙
げ
て
い
る
。
従
前
の
警
告
文
の
内
容
は
、
健
康
に
対
す
る
危

険
の
可
能
性
に
関
す
る
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
客
観
的
か
つ
中
立
的
な
デ
ー
タ
の
提
示
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
〇
六
年
公
法
第
一
問
の
問
題
文
に
記
載
さ
れ
た
警
告
表
示
法
第
五
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
警
告
文
は
、
ア
「
喫
煙
者
は
、
早
死

に
す
る
。」、
イ
「
喫
煙
は
、
致
命
的
な
肺
が
ん
を
引
き
起
こ
す
。」、
ウ
「
喫
煙
は
、
動
脈
を
詰
ま
ら
せ
、
心
臓
病
と
脳
卒
中
の
原
因
と
な
る
。」
エ 

「
妊
娠
時
の
喫
煙
は
、
胎
児
に
害
を
与
え
る
。」、
オ
「
喫
煙
は
、
非
常
に
依
存
性
が
高
い
。
吸
い
始
め
て
は
い
け
な
い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
喫

煙
に
対
す
る
一
定
の
（
消
極
的
）
価
値
判
断
を
含
み
、
消
費
者
が
喫
煙
を
や
め
る
よ
う
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
威
嚇
的
、
断
定
的
言
い
回
し
を
使
用

し
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
、「
Ｔ
社
の
法
務
部
長
ら
」
は
、「
事
実
の
問
題
と
し
て
、
喫
煙
に
よ
っ
て
健
康
被
害
（
肺
が

ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
胎
児
へ
の
害
な
ど
）
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
病
気
の
要
因
は
様
々
な
環
境
因
子
に
よ
る
も
の
。
喫
煙
が

唯
一
の
原
因
で
は
な
い
。」
と
述
べ
て
お
り
、
国
に
よ
っ
て
事
実
に
反
す
る
虚
偽
の
内
容
の
表
示
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
│
穏
や
か
と
は
言
え

な
い
│
主
張
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
と
し
て
は
、「
Ｔ
社
の
法
務
部
長
ら
」
の
主
張
に
沿
っ
て
、
警
告

文
の
「
内
容
」
に
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
の
主
張
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
筆
者
に
は
、
警
告
文
の

「
内
容
」
に
憲
法
上
問
題
が
あ
る
と
の
主
張
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
な
の
か
、
例
え
ば
、
こ
の
主
張
を
そ
も
そ
も
比
例
原
則
違
反
の
問
題
と
し

て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
か
り
に
比
例
原
則
違
反
の
問
題
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、「
適
合
性
」、「
必
要
性
」
及
び

「
狭
義
の
比
例
性
」
の
う
ち
ど
の
要
件
の
問
題
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
未
だ
確
固
た
る
考
え
を
も
つ
に
至
っ

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
見
て
み
る
と
、
ク
レ
ッ
パ
ー
は
、「
虚
偽
の
」
言
明
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
の
義
務
付
け
を
「
狭
義

の
比
例
原
則
」
の
違
反
と
し
て
構
成
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
キ
ル
ヒ
ホ
ー
フ
／
フ
リ
ッ
ク
は
、
比
例
原
則
違
反
を
検
討
し
た
後
、
比
例
原
則
と
は

別
個
独
立
に
「
客
観
性
要
請
」
に
違
反
す
る
と
論
じ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
考
え
方
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

第
二
に
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
文
を
記
載
す
る
こ
と
の
義
務
付
け
は
、
発
信
者
名
義
（
政
府
名
義
）
を
付
記
し
た
警
告
表
示
文

の
記
載
の
義
務
付
け
と
い
う
Ｔ
社
の
消
極
的
表
現
の
自
由
を
よ
り
少
な
く
し
か
制
約
し
な
い
手
段
が
あ
る
た
め
、
手
段
の
「
必
要
性
」
の
要
件
を
欠

く
と
い
う
主
張
（
以
下
、
こ
の
主
張
を
「
主
張
②
」
と
い
う
。）
が
考
え
ら
れ
る
。
本
文
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
た
ば
こ
製
品
の
表
示
義
務
に
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関
す
る
新
規
制
に
関
連
し
て
発
信
者
名
義
の
記
載
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
が
違
憲
で
あ
る
と
主
張
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
が
示
す
論
拠
の
一
つ

は
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
と
い
う
よ
り
緩
や
か
な
手
段
が
あ
る
か
ら
、
発
信
者
名
義
の
記
載
の
な
い
警
告
表
示
の

義
務
付
け
は
比
例
原
則
（
必
要
性
の
要
件
）
に
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
主
張
は
ま
さ
に
ド
イ
ツ
の
学
説
と
同
じ
型
の
論
証

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
木
村
・
前
掲
注（
61
）五
五
頁
も
、「
他
方
、
手
段
審
査
で
す
が
、
警
告
文
の
強
制
は
、
目
的
達
成
に
役
立
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
関
連
性
を
否
定
す
る
の
は
無
理
で
す
。
し
か
し
、
必
要
性
に
つ
い
て
は
、『
少
な
く
と
も
、
政
府
名
義
を
明
確
に
表
示
す
る
』

と
い
う
代
替
手
段
が
あ
り
ま
す
。
政
府
名
義
に
す
れ
ば
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
は
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
よ
り
制
限
的
で
な

い
他
の
選
び
う
る
手
段
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。（
改
行
）
と
す
れ
ば
、
必
要
性
が
な
く
、
こ
の
規
制
は
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反

す
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
と
解
説
し
て
い
る
（
な
お
、「
政
府
名
義
に
す
れ
ば
、
消
極
的
表
現
の
自
由
の
制
約
は
な
く
な
る
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。）。

も
っ
と
も
、
警
告
表
示
文
に
お
け
る
発
信
者
名
義
の
付
記
の
有
無
が
合
憲
か
違
憲
か
の
結
論
を
左
右
す
る
分
岐
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
平
均

的
な
司
法
試
験
受
験
生
が
気
付
く
と
は
到
底
思
え
な
い
し
、
平
均
的
な
司
法
試
験
受
験
生
に
対
し
て
、「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」

の
主
張
と
し
て
主
張
②
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
も
「
Ｔ
社

か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
主
張
②
の
よ
う
な
主
張
を
想
定
し
て
い
た
と
は
筆
者
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、

ド
イ
ツ
の
学
説
が
発
信
者
名
義
の
付
記
の
有
無
に
着
目
す
る
の
は
、
指
令
89
／

622
が
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

加
盟
国
の
選
択
に
委
ね
て
お
り
、
指
令
を
ド
イ
ツ
の
国
内
法
に
置
換
す
る
に
際
し
て
、
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
か
ど
う
か
が
具
体
的

な
争
点
と
な
っ
た
こ
と
（
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
警
告
表
示
に
発
信
者
名
義
を
付
記
す
る
と
い
う
選
択
を
し
た
。）、
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
制
定
さ
れ
た
た
ば
こ
製
品
命
令
に
よ
っ
て
、
警
告
表
示
に
「
Ｅ
Ｃ
厚
生
大
臣
」
と
付
記
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
規
定
が
削
除

さ
れ
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
な
い
警
告
表
示
の
義
務
付
け
の
憲
法
適
合
性
が
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
あ
る
警
告
表
示
と
の
比
較
に
お
い
て
改
め

て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
の
出
題
者
が
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
事
情
を
知
ら
な
い
日
本
の
司
法
試
験
の

受
験
生
に
対
し
て
、
発
信
者
名
義
の
付
記
の
有
無
に
着
目
し
て
論
述
せ
よ
と
要
求
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
平
成

一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問
題
出
題
趣
旨
」
一
頁
は
、「
本
法
律
で
は
警
告
文
の
『
発
信
者
』
名
が
表
示
さ
れ
ず
、
記
載
内
容
が
特
定
販
売
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業
者
の
意
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
約
の
是
非
が
問
題
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
、
基
本
権
制

約
の
該
当
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
発
信
者
名
義
の
表
示
が
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
基
本
権
制
約
の
正
当
化
の
段

階
で
発
信
者
名
義
の
表
示
の
有
無
を
争
点
に
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、「
平
成
一
八
年
新
司
法
試
験
論
文
式
試
験
問

題
出
題
趣
旨
」
に
お
い
て
も
、
平
成
一
八
年
司
法
試
験
「
新
司
法
試
験
考
査
委
員
（
公
法
系
科
目
）
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
お
い
て
も
、「
規

制
目
的
と
手
段
の
関
連
性
や
手
段
自
体
の
相
当
性
」
を
具
体
的
に
検
討
す
る
際
に
、
発
信
者
名
義
の
表
示
の
有
無
を
争
点
に
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

を
誘
導
な
い
し
示
唆
す
る
記
述
は
一
切
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
発
信
者
名
義
を
付
記
し
な
い
警
告
表
示
文
を
記
載
す
る
こ
と
の
義

務
付
け
は
、
発
信
者
名
義
（
政
府
名
義
）
を
付
記
し
た
警
告
表
示
文
の
記
載
の
義
務
付
け
と
い
う
Ｔ
社
の
消
極
的
表
現
の
自
由
を
よ
り
少
な
く
し
か

制
約
し
な
い
手
段
が
あ
る
た
め
、
手
段
の
「
必
要
性
」
の
要
件
を
欠
く
と
い
う
主
張
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
上
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、「
Ｔ
社
か
ら

依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
最
も
有
効
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
均
的
な
司
法
試
験
受
験
生
が
答
案
に
書

く
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
言
え
よ
う
（
も
っ
と
も
、
木
村
・
前
掲
注（
61
）四
九
頁
以
下
が
、「
こ
の
問
題
で
は
、
警
告
文
の
名
義
を
ど

の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
」（
六
二
頁
）
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
〇
六
年
公
法
系
第
一
問
を
解
説
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お

い
て
は
、「
警
告
文
の
名
義
」
の
問
題
は
、
司
法
試
験
関
係
者
に
お
い
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
二
〇
〇
六
年
当

時
の
現
場
の
司
法
試
験
受
験
生
が
こ
の
問
題
に
気
付
く
と
は
思
え
な
い
。）

筆
者
は
、
平
均
的
な
司
法
試
験
受
験
生
が
「
Ｔ
社
か
ら
依
頼
を
受
け
た
訴
訟
代
理
人
」
の
主
張
と
し
て
上
記
主
張
②
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
す
る

こ
と
は
期
待
で
き
な
い
と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
従
来
の
学
説
に
お
い
て
ヒ
ン
ト
と
な
る
見
解
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
初
宿
・
前
掲
注（
61
）二
〇
五
頁
は
、
謝
罪
広
告
の
強
制
が
憲
法
二
一
条
一
項
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、「『
謝
罪
広
告
』
と
い
う
形
式
に
よ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
被
告
本
人
の
名
義
で
の
広
告
は
、
社
会
的
に
は
、
必
然
的
に
被
告
本
人
が

該
問
題
に
つ
い
て
謝
罪
ま
た
は
取
消
し
を
し
た
と
受
け
取
ら
れ
る
と
い
う
効
果
を
生
む
こ
と
と
な
る
。
原
告
の
名
誉
を
回
復
す
る
と
い
う
目
的
は
正

当
で
あ
る
と
し
て
も
、
被
告
の
意
思
に
反
し
て
ま
で
こ
う
し
た
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
加
害
者

（
被
告
）
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
で
原
告
に
か
か
わ
る
該
事
実
が
虚
偽
で
あ
っ
た
旨
の
判
決
ま
た
は
広
告
を
裁
判
所
名
義
で
公
表

せ
し
め
る
こ
と
で
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
被
告
名
義
で
の
広
告
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
ゆ
き
す
ぎ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
主
張
し
て
い

七
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る
が
、「
被
告
本
人
の
名
義
で
の
広
告
」
と
比
較
し
て
、
被
告
の
「
費
用
で
原
告
に
か
か
わ
る
該
事
実
が
虚
偽
で
あ
っ
た
旨
の
判
決
ま
た
は
広
告
を

裁
判
所
名
義
で
公
表
せ
し
め
る
こ
と
」
の
ほ
う
が
被
告
に
と
っ
て
人
権
を
よ
り
制
約
し
な
い
手
段
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
こ
の
主
張
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
も
し
司
法
試
験
受
験
生
が
謝
罪
広
告
を
命
じ
る
判
決
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
議
論
を
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
い
れ
ば
、
具
体
的
事
案
の
検
討

に
お
い
て
「
名
義
」
の
問
題
が
結
論
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
（
が
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て

低
い
と
考
え
ら
れ
る
）。

（
70
） 

安
念
潤
司
「
演
習
」
法
学
教
室
二
九
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
五
三
頁
。

（
71
） 

小
山
・
前
掲
注（
62
）三
二
頁
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。「
た
ば
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
警
告
文
の
掲
載
が
事
業
者
の
（
消
極
的
）
表
現
の
自
由
を

制
約
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
（B

V
erfG

E
 95, 173

）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
表
現
の
自
由

の
制
約
に
当
た
る
の
は
、
た
ば
こ
の
警
告
文
が
事
業
者
自
身
の
表
現
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
他
人
の
意
見
が
、
自
分
の
意
見
と

し
て
流
布
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
が
、
こ
の
基
本
権
の
保
護
領
域
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
警
告
文
表
示
が
事
業
者
自
身
の
意
見
で
は
な
く
、

国
に
よ
っ
て
た
ば
こ
製
品
の
販
売
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
表
示
義
務
は
、
表
現
の
自
由
の
問
題

と
は
な
ら
な
い
。
食
品
の
成
分
表
示
な
ど
も
、
こ
れ
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
ド
イ
ツ
で
は
、「
食
品
の
成
分
表
示
」
は
「
事
実
の
通

知
」
で
あ
っ
て
、「
意
見
の
表
明
」
で
は
な
い
か
ら
、
意
見
表
明
の
自
由
（
五
条
一
項
一
文
）
の
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
説
明
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
小
山
説
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
を
日
本
国
憲
法
の
規
定
に
合
わ
せ
て
修
正
し
た
極
め

て
練
り
上
げ
ら
れ
た
実
践
的
な
解
釈
論
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
72
） 

渡
辺
ほ
か
『
憲
法
Ⅰ
』
前
掲
注（
8
）二
一
八
頁
〔
宍
戸
常
寿
執
筆
〕
は
、
日
本
国
憲
法
二
一
条
一
項
の
「
表
現
」
は
、「
内
心
の
思
想
・
意
見

の
表
明
で
あ
る
『
言
論
』
を
中
核
に
、
広
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
情
報
発
信
を
含
む
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
73
） 

そ
の
よ
う
な
仕
事
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
蟻
川
恒
正
の
一
連
の
論
稿
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、
蟻
川
恒
正

「
二
〇
一
三
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
」
法
学
教
室
三
九
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
二
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
四
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
」

法
学
教
室
四
〇
六
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
一
八
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
五
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
」
法
学
教
室
四
一
八
号
（
二
〇
一
五
年
）

九
九
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
六
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
⑴
」
法
学
教
室
四
三
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
七
五
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
六
年
司
法
試

七
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
極
的
意
見
表
明
の
自
由
（
岡
田
）

験
公
法
系
第
一
問
⑵
」
法
学
教
室
四
三
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
四
頁
以
下
、
同
「
二
〇
一
六
年
司
法
試
験
公
法
系
第
一
問
⑶
」
法
学
教
室
四
三
二

号
（
二
〇
一
六
年
）
一
一
二
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
木
村
・
前
掲
注（
61
）は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
（
新
）
司
法
試
験
論
述
式

試
験
問
題
公
法
系
第
一
問
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
信
頼
性
の
高
い
解
説
に
加
え
て
参
考
答
案
も
付
さ
れ
て
お
り
、
同
書

に
よ
り
学
生
指
導
に
際
し
て
の
筆
者
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
毎
年
、
司
法
試
験
論
述
式
試
験
実
施
後
に
法
学
セ
ミ
ナ
ー
及
び
受
験

新
報
に
掲
載
さ
れ
る
諸
先
生
方
の
解
説
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
旧
司
法
試
験
の
論
述
式
問
題
に
つ
い
て
は
、
棟
居
快
行
『
憲
法
講
義
案
Ⅱ
〔
理
論
演
習
二
〕』（
信
山
社
、
一
九
九
三
年
）
及
び
同
『
司
法

試
験　

論
文
本
試
験
過
去
問　

憲
法
』（
辰
巳
法
律
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
刺
激
的
な
解
説
が
あ
り
、
筆
者
は
、
今
で
も
旧
司
法
試
験
の

い
わ
ゆ
る
過
去
問
を
学
生
指
導
に
使
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
同
書
を
大
い
に
活
用
し
て
い
る
。
と
く
に
、
後
者
は
、（
新
）
司
法
試
験
の
い
わ
ゆ

る
過
去
問
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
お
い
て
は
、
愛
読
書
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

（
74
） 

司
法
試
験
の
い
わ
ゆ
る
過
去
問
を
学
問
的
に
検
討
す
る
と
い
う
本
稿
の
着
想
は
、
実
は
、
内
山
忠
明
先
生
の
論
文
「
建
築
基
準
法
四
二
条
二
項

の
規
定
に
よ
る
道
路
」
日
本
大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
七
頁
以
下
か
ら
得
て
い
る
。
同
論
文
は
、
第
一
回
（
新
）
司
法

試
験
論
文
式
試
験
問
題
公
法
系
科
目
第
二
問
を
批
判
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
、
実
務
家
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
た
鋭
利
な
分

析
に
圧
倒
さ
れ
た
記
憶
が
あ
り
（
も
っ
と
も
、
上
記
内
山
論
文
は
行
政
法
の
論
文
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
の
勉
強
を
し
て
い
る
筆
者
に
は
そ
の
内

容
を
十
分
に
理
解
し
た
自
信
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、
正
確
に
言
え
ば
、
鋭
利
な
分
析
を
し
て
い
る
と
の
印
象
を
漠
然
と
抱
い
た
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
。）、
当
時
、
い
つ
の
日
か
機
会
が
あ
れ
ば
自
分
で
も
司
法
試
験
の
過
去
問
を
│
内
山
先
生
の
水
準
に
は
到
底
達
し
な
い
と
し
て
も
│
学

問
的
に
検
討
し
た
論
文
を
書
い
て
み
た
い
と
密
か
に
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
内
山
先
生
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
日
本
大
学
法

学
部
を
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
た
が
、
日
本
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
の
創
設
直
後
の
時
期
に
お
い
て
同
研
究
科
の
専
任
教
員
と
し
て
（
教
育
の
面

の
み
な
ら
ず
、
執
行
部
の
一
員
と
し
て
）
同
研
究
科
の
礎
を
築
き
、
そ
の
発
展
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
（
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
の
は
、

当
時
を
知
る
関
係
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
法
務
研
究
科
で
も
当
時
を
知
る
専
任
教
員
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。）。

内
山
先
生
は
研
究
と
実
務
の
双
方
に
精
通
さ
れ
て
い
て
、「
理
論
と
実
務
の
架
橋
」
を
求
め
ら
れ
る
法
科
大
学
院
の
教
員
と
し
て
ま
さ
に
理
想
的
な

人
で
あ
り
、
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
同
僚
と
し
て
親
し
く
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
仕
事
振
り
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

七
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の
は
得
難
い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
末
筆
で
は
あ
る
が
、
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
し
た
い
。

七
六



人
間
存
在
の
刑
事
法
学
（
船
山
）

人
間
存
在
の
刑
事
法
学

│
法
の
矛
盾
を
検
証
す
る

│

船　
　

山　
　

泰　
　

範

一　

問
題
の
所
在
│
「
と
」
と
「
の
」
の
違
い
を
踏
ま
え
て

ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
の
『
犯
罪
と
刑
罰
』
の
魅
力
は
、
こ
と
が
ら
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
常
に
「
人
間
」
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、「
人
間
が
じ
ぶ
ん
の
行
動
を
規
制
す
る
の
は
、
彼
が
知
ら
な
い
苦
痛
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
彼
が
知
っ
て
い
る
苦
痛
の

反
復
的
経
験
に
よ
っ
て
で
あ
る
（
1
）

。」
と
す
る
。
こ
の
洞
察
が
、
後
に
展
開
さ
れ
る
、
死
刑
よ
り
無
期
懲
役
の
方
が
「
人
々
に
犯
罪
を
思
い

止
ま
ら
せ
る
（
2
）

」
の
に
役
立
つ
、
と
の
提
言
の
前
提
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、「
人
間
存
在
の
刑
事
法
学
（
3
）

」
と
い
う
論
題
は
、
刑
事
法
学
は
、
人
間
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
を
探
求
す
る
学
問
で
あ
る
と

七
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い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
刑
事
法
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
人
間
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
と
い
う
視
点
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
点
で
、
単
に
法
を
制
度
と
し
て
捉
え
る
に
止
ま
っ

て
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
宣
言
、
い
や
、
自
覚
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
間
性
か
ら
み
た
と
き
、
法
の
あ
り
方
に
は
配
慮
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
面
も
あ
る
（
4
）

が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、

矛
盾
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
法
の
矛
盾
が
見
逃
し
難
い
場
合
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
あ
る
べ
き
姿

を
模
索
す
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。
法
が
人
間
の
作
品
な
ら
ば
、
そ
れ
を
造
り
変
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
法
は
人
間
の
作
品
」
と
喝
破
し
た
ラ
ー
ド
ブ
ル
フ
が
、
だ
か
ら
そ
れ
は
「
そ
の
理
念
か
ら
の
み
理
解
さ
れ
う
る
」
と
注
意
書
き
を
し
て

い
る
（
5
）

点
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
念
な
し
の
改
変
は
破
壊
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
近
時
、
私
の
た
め
に
「
人
間
存
在
と・

刑
事
法
学
」
と
い
う
表
題
に
な
る
論
文
集
（
日
本
法
学
八
二
巻
二
号
）
が
編
ま

れ
た
の
で
、「
と
」
と
「
の
」
の
違
い
に
つ
い
て
管
見
を
示
す
こ
と
を
お
許
し
頂
き
た
い
。

ま
ず
、「
の
」
で
結
び
つ
け
る
の
は
、
刑
事
法
学
が
、「
人
間
存
在
」、
す
な
わ
ち
人
間
の
く
せ
や
陥
り
が
ち
な
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
識
に
基
づ
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、「
と
」
で
両
者
を
並
べ
て
い
る
の
は
、
人
間
が
い
か

な
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
究
明
す
る
す
べ
て
の
学
問
と
刑
事
法
学
の
関
係
を
捉
え
よ
う
と
す
る
広
い
視
点
か
ら
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る

と
思
う
。
執
筆
者
を
幅
広
く
迎
え
て
小
生
を
励
ま
そ
う
と
さ
れ
た
編
集
委
員
の
先
生
方
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

た
だ
、
私
と
し
て
は
、
人
間
学
の
視
点
（
6
）

を
さ
ら
に
磨
い
て
刑
法
学
の
研
鑽
を
努
め
て
い
く
所
存
な
の
で
、「
の
」
と
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
語
に
お
け
る
助
詞
の
使
い
方
に
は
微
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。
か
つ
て
、
岡
本
太
郎
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が
、
講
演
会
「
芸
術
と
人
生
」
の
冒
頭
で
、
設
定
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
、
い
わ
ば
文
句
を
つ
け
て
、「
芸
術
は
人
生
」
と
か
、「
人
生
は
芸
術
」

と
い
う
な
ら
自
分
に
一
家
言
が
あ
る
が
、「
と
」
で
繫
ぐ
の
は
納
得
で
き
な
い
旨
の
発
言
を
さ
れ
て
い
た
（
7
）

。
助
詞
一
つ
で
論
題
の
趣
旨
そ

の
も
の
が
変
わ
る
こ
と
は
肝
に
銘
じ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

閑
話
休
題
、
本
筋
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
私
が
刑
事
法
学
を
人
間
存
在
で
規
定
づ
け
る
の
は
、
刑
事
司
法
の
実
情
を
眺
め
た
と
き
、

人
間
の
尊
厳
を
冒
瀆
し
た
り
、
人
間
相
互
の
関
係
を
軽
視
し
た
り
す
る
事
例
に
た
び
た
び
遭
遇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
次
の
事
例
も
そ
の
一

つ
で
あ
る
。

あ
る
法
人
税
法
違
反
事
件
に
関
し
て
、
納
税
申
告
を
手
伝
っ
た
Ｎ
子
に
対
し
逋
脱
罪
の
幇
助
犯
の
容
疑
が
か
け
ら
れ
た
が
、
Ｎ
子
が
黙

秘
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
保
釈
が
認
め
ら
れ
ず
、
未
決
勾
留
は
一
年
二
か
月
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
黙
秘
し
て
い
る
被
告
人
を
保
釈
す
れ
ば

証
拠
隠
滅
を
す
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
、
保
釈
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が
検
察
官
の
論
拠
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な

る
条
文
は
、
刑
訴
六
〇
条
一
項
二
号
で
あ
る
。
し
か
も
、
保
釈
を
許
す
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
（
刑
訴
八
九
条
）
が
そ
れ
に
追
随
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
検
察
が
握
っ
て
い
る
証
拠
に
同
意
し
な
い
か
ぎ
り
、
保
釈
を
認
め
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
人
質
司
法
」
が
こ
こ
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
件
（
倉
敷
民
商
事
件
と
呼
ぶ
）
に
関
し
て
は
、
法
人
税
法
違
反
の
「
正
犯
」
で
あ
る
社
長
夫
婦
に
つ
い

て
は
身
柄
拘
束
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
偏
見
と
不
公
平
と
い
う
法
の
理
念
に
反
す
る
刑
事
司
法
の
現
状
を
目
に
す
る
に
つ
け
、
法
律
上
の
矛
盾
と
思
わ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
、
人
間
の
尊
厳
（
8
）

を
重
視
す
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
思
う
の
で
あ
る
。
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二　

自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
隠
滅
に
つ
い
て
、
実
体
法
と
手
続
法
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か

㈠　

実
体
法
に
お
け
る
可
罰
範
囲

実
体
法
と
手
続
法
（
訴
訟
法
）
が
、
規
範
と
し
て
逆
方
向
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み

よ
う
。

証
拠
隠
滅
行
為
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
実
体
法
は
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
か
。

ア
、
刑
法
一
〇
四
条
の
立
法
趣
旨　

実
体
法
で
あ
る
刑
法
一
〇
四
条
は
、
可
罰
行
為
を
「
他
人
の
刑
事
事
件
」
に
関
す
る
証
拠
の
隠
滅

等
に
限
定
し
て
い
る
。「
自
己
の
刑
事
事
件
」
を
含
め
な
い
立
法
趣
旨
は
、
犯
罪
行
為
を
行
な
っ
た
者
が
、
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る

証
拠
を
隠
滅
し
た
り
し
な
い
と
い
う
、
他
の
適
法
行
為
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
（
9
）

。
な
お
、
段
階
的
な
犯
罪
成
立
要
件
の

筋
に
従
う
と
、
そ
の
行
為
は
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
が
、
有
責
性
を
欠
く
た
め
に
処
罰
さ
れ
な
い
と
理
解
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
法
律
専
門
家
の
言
い
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
刑
法
典
を
一
般
国
民
が
読
む
と
す
れ
ば
、「
自
己
の
刑
事
事
件
」
に
関
す
る
証
拠
の
隠
滅
を
し
た
と
し
て
も
犯
罪
に
あ
た
ら

な
い
、
と
い
う
面
だ
け
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
点
を
規
範
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
自
己

の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
を
隠
滅
し
て
も
、
刑
法
上
の
禁
止
規
範
に
違
反
し
な
い
と
解
す
る
の
が
一
般
の
理
解
に
適
う
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
罪
刑
法
定
主
義
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、
刑
法
一
〇
四
条
は
、「
他
人
の
刑
事
事
件
」
に
関
す
る
証
拠
の
隠
滅
を
「
犯
罪
」

と
し
て
予
め
国
民
に
示
し
て
、
そ
れ
に
抵
触
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
る
、
と
表
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
実
体
法
上
の
証
拠
隠
滅
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
。
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イ
、
例
外
規
定　
ａ　

刑
法
一
九
〇
条
は
、
死
体
等
に
つ
い
て
遺
棄
・
損
壊
等
の
行
為
を
犯
罪
類
型
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
行
為
の

対
象
に
つ
い
て
、「
他
人
が
殺
害
し
た
事
件
の
」
死
体
と
い
う
限
定
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
殺
人
を
犯
し
た
者
が
自

己
の
刑
事
事
件
に
関
わ
る
証
拠
と
な
る
死
体
を
遺
棄
し
た
と
き
、
死
体
遺
棄
罪
に
な
る
の
で
あ
る
。
殺
人
を
犯
し
た
者
が
死
体
を
遺
棄
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
証
拠
を
隠
し
、
捜
査
の
手
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
よ
く
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
人
間
と
し
て
そ
う

し
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
適
法
な
行
為
の
期
待
可
能
性
が
相
当
に
少
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
刑
法
は
、
こ
こ

で
は
期
待
可
能
性
の
法
理
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
可
罰
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

自
己
の
殺
人
行
為
の
後
で
な
さ
れ
る
死
体
遺
棄
に
つ
い
て
不
可
罰
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
死
体
遺
棄
行
為
が
、
死
体
に
つ
い
て
大
事
に

扱
お
う
と
す
る
、
人
間
の
社
会
生
活
上
の
慣
行
を
損
ね
る
も
の
と
し
て
許
し
が
た
い
、
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
宗

教
感
情
の
保
護
」
と
い
う
説
明
も
あ
る
（
10
）

。
つ
ま
り
、
死
体
遺
棄
行
為
が
、
刑
事
司
法
に
対
す
る
妨
害
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
が
大
事
に
し

て
き
た
死
体
を
尊
重
す
る
と
い
う
社
会
的
法
益
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
た
め
、
可
罰
的
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

死
体
遺
棄
行
為
が
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
訴
訟
法
上
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
殺
人
行
為
が
発
覚
す
る
重
要
な
パ
タ
ー
ン
の
一

つ
は
、
死
体
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
山
林
内
で
死
体
が
発
見
さ
れ
、
死
体
の
首
に
扼
殺
痕
が
見
い
出
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
死
体
が
持
っ
て
こ
ら
れ
た
か
、
付
近
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
が
解
析
さ
れ
た
り
、
道
路
に
残
さ
れ
た
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
痕
が

捜
査
の
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
動
車
の
持
ち
主
が
見
つ
か
れ
ば
、
死
体
を
運
搬
し
た
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
死
体
遺
棄
容
疑
で
逮
捕
・
勾
留
さ
れ
る
と
、
捜
査
は
、
死
体
遺
棄
ば
か
り
で
な
く
、
殺
人
罪
ま
で
視
野
に
入
れ
て
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
被
疑
者
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
は
取
調
べ
が
厳
し
く
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

死
体
遺
棄
罪
に
つ
い
て
は
、
刑
事
司
法
と
は
別
の
法
益
を
侵
害
し
て
い
る
か
ら
と
、
立
法
理
由
が
簡
単
に
説
明
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る

八
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が
、
証
拠
隠
滅
行
為
の
中
で
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
図
解
（
図
1
）
し
た
よ
う
に
、
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る

証
拠
隠
滅
行
為
の
可
罰
的
部
分
と
不
可
罰
的
部
分
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ｂ　

証
拠
隠
滅
行
為
に
つ
い
て
、
近
時
、
新
た
に
可
罰
性
が
認
め
ら
れ
た
領
域
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
動
車
運
転
致
死
傷
処
罰
法
四
条

が
規
定
す
る
、
い
わ
ゆ
る
影
響
発
覚
免
脱
罪
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
ま
た
は
薬
物
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
走
行
中
に
正
常
な
運

転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
自
動
車
を
運
転
し
て
、
運
転
上
必
要
な
注
意
を
怠
り
、
よ
っ
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
後
、
ア
ル

コ
ー
ル
等
の
影
響
が
発
覚
し
な
い
よ
う
に
、
①
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
等
を
摂
取
し
た
り
、
②
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
濃
度
を
減
少
さ
せ
る
行
為

を
し
た
場
合
、
影
響
発
覚
免
脱
行
為
自
体
を
処
罰
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
動
車
事
故
に
伴
う
証
拠
隠
滅
行
為
の
典
型
例
を
と
り
あ
げ
て
可

罰
対
象
と
し
た
も
の
と
い
え
る
（
11
）

。
自
動
車
運
転
致
死
傷
処
罰
法
が
特
別
法
と
し
て
制
定
さ
れ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
北
九
州
市
幼

児
三
人
溺
死
事
件
（
12
）

は
、
②
の
事
例
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
罪
は
、
自
動
車
運
転
致
死
傷
処
罰
法
二
条
一
号
や
三
条
一
号
の
危
険
運
転
致
死

傷
に
つ
い
て
、
検
察
官
に
よ
る
立
証
を
困
難
に
す
る
行
為
を
禁
圧
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

ウ
、
国
民
の
行
為
規
範
と
し
て
の
意
味　

刑
法
典
で
あ
れ
特
別
刑
法
で
あ
れ
、
広
義
の
刑
法
は
、
国
民
に
対
し
て
、
法
の
見
地
か
ら
、

何
が
処
罰
さ
れ
、
何
が
処
罰
さ
れ
な
い
か
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
上
の
行
為
規
範
た
る
意
味
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
近
代

刑
法
の
基
本
原
則
と
さ
れ
る
罪
刑
法
定
主
義
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
が
、「
社
会
を
代
表
す
る
主
権
者
は
一
般

的
に
適
用
す
る
法
律
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
社
会
の
す
べ
て
の
成
員
は
こ
れ
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
13
）

。」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、

罪
刑
法
定
主
義
の
根
拠
と
、
法
が
国
民
に
と
っ
て
行
為
規
範
た
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
最
高
裁
判
例
が
、
刑
罰
法

規
は
、
明
確
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
広
す
ぎ
な
い
こ
と
（
非
広
汎
性
）
が
要
求
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
は
（
最
大
判
昭
六
〇
・
一
〇
・
二
三

刑
集
三
九
・
六
・
四
一
三
）、
刑
法
が
国
民
の
た
め
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
団
藤
重
光
先
生
は
、
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判
例
に
、「
形
成
的
機
能
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
罪
刑
法
定
主
義
に

反
す
る
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、
実
は
む
し
ろ
、
罪
刑
法
定
主
義
の

要
請
す
る
と
こ
ろ
（
14
）

」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
刑
法

が
単
に
裁
判
規
範
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
行
為
規

範
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
と
思
う
。

そ
こ
で
、
も
う
一
度
、
証
拠
隠
滅
行
為
に
つ
い
て
、
広
義
の
刑
法

が
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
規
範
を
国
民
に
示
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

㈡　

手
続
法
と
そ
の
運
用

手
続
法
に
お
い
て
、
行
為
者
が
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠

を
隠
滅
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
か
は
、

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
捜
査
機
関
に
お
け
る
勾
留
が
認
め
ら
れ

て
い
る
か
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

ア
、
未
決
勾
留
の
理
由　

未
決
勾
留
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
刑
訴

法
六
〇
条
一
項
が
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
勾
留
は
、
①
犯
罪

の
嫌
疑
（
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
）
が
あ
る
場

合
で
、
②
ａ
住
居
不
定
、
ｂ
証
拠
隠
滅
の
お
そ
れ
、
ｃ
逃
亡
の
お
そ

図 1　証拠隠滅行為の対象
自己の刑事事件に
関する証拠 他人の刑事事件に関する証拠

影響発覚
免脱罪
影響発覚
免脱罪

死体
遺棄罪
死体
遺棄罪

…処罰される範囲 …処罰されない範囲
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れ
、
の
ど
れ
か
が
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

刑
法
で
は
、
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
に
つ
い
て
、
二
つ
の
特
別
な
場
合
（
死
体
遺
棄
、
影
響
発
覚
免
脱
）
は
別
と
し
て
、
隠
滅

し
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
の
に
、
刑
訴
法
で
は
、
な
ん
ら
限
定
な
く
証
拠
隠
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
身
柄
拘
束
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

第
一
に
は
、
ａ
住
居
不
定
も
、
ｃ
逃
亡
（
刑
法
九
七
条
以
下
の
逃
走
罪
は
除
く
）
も
別
に
犯
罪
を
構
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
ｂ
証

拠
隠
滅
も
、
訴
訟
法
が
犯
罪
と
し
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
え
る
。

第
二
に
は
、
手
続
法
と
し
て
は
、
証
拠
に
基
づ
く
刑
事
裁
判
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
証
拠
隠
滅
を
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当

な
理
由
が
あ
る
と
き
、
む
ざ
む
ざ
そ
れ
を
放
置
す
る
い
わ
れ
は
な
い
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
ら
あ
た
り
に
、
訴
訟
法
は
、「
刑
法

を
生
み
出
す
カ
ギ
に
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
主
役
的
な
も
の
（
15
）

」
と
い
う
、
刑
事
司
法
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
法
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が

隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
第
二
の
点
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
検
討
を
し
て
み
よ
う
。

イ
、
未
決
勾
留
が
人
質
司
法
に
悪
用
さ
れ
て
い
る　

第
二
の
点
を
訴
訟
法
的
に
説
明
す
る
と
、
勾
留
の
目
的
は
証
拠
保
全
の
た
め
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
証
拠
隠
滅
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
何
も
被
告
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
は
た

し
て
合
理
性
が
あ
る
と
い
え
る
か
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
以
外
の
他
人
な
ら
ば
、
他
人
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠

を
隠
滅
し
た
と
し
て
証
拠
隠
滅
罪
に
問
え
る
の
だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
担
保
さ
れ
て
い
る
、
と
反
論
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
被

告
人
は
自
ら
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
を
隠
滅
し
て
も
犯
罪
に
な
ら
な
い
か
ら
、
身
柄
拘
束
を
し
て
、
証
拠
が
隠
滅
さ
れ
な
い
よ
う
に

予
防
し
て
い
る
の
が
訴
訟
法
の
役
割
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
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し
か
し
、
第
一
節
で
具
体
例
（
倉
敷
民
商
事
件
）
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、
そ
の
理
由
を
も
っ
て
し
て
も
、
一
年
以
上
身
柄
拘
束
を
す
る

と
い
う
、
刑
罰
に
変
わ
ら
ぬ
よ
う
な
処
遇
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
正
当
化
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
も
、
勾
留
が
刑
訴
八
九
条
四
号
を

根
拠
と
す
る
た
め
、
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
（
六
〇
条
二
項
）。
現
行
刑
訴
法
の
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
当
事
者
主
義
が
標
榜
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
倉
敷
民
商
事
件
に
お
い
て
逋
脱
罪
の
幇
助
犯
に
問
わ
れ
た
被
告
人
は
、
単
な
る
捜
査
の
対
象
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
刑
訴
法
の
教
科
書
で
は
、
た
と
え
ば
、「
事
案
軽
微
な
た
め
身
柄
拘
束
が
比
例
原
則
に
て
ら

し
均
衡
を
失
す
る
場
合
」
な
ど
、「
実
際
問
題
と
し
て
は
、
相
当
性
の
な
い
場
合
は
勾
留
は
不
可
と
い
う
よ
う
に
、
阻
却
的
に
働
く
（
16
）

」
と

叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
絵
空
事
の
よ
う
に
響
く
。
倉
敷
民
商
事
件
は
、
未
決
勾
留
が
「
人
質
司
法
」
に
悪
用
さ
れ
た
典
型
例
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

㈢　

実
体
法
と
手
続
法
の
運
用
は
矛
盾
し
て
い
る

ア
、
手
続
法
の
運
用
が
平
衡
を
崩
し
て
い
る　

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証

拠
隠
滅
行
為
に
関
し
て
、「
実
体
法
」
と
「
手
続
法
の
運
用
」
と
は
矛
盾
撞
着
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

仮
に
、
実
体
法
と
手
続
法
が
並
立
し
う
る
と
す
れ
ば
、
両
者
は
次
の
よ
う
な
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
体
法
で
は
、
自
己
の
刑

事
事
件
に
関
す
る
証
拠
隠
滅
行
為
は
、
違
法
で
は
あ
る
が
、
有
責
で
は
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
。
一
方
、
手
続
法
と
し
て
は
、
む
ざ
む
ざ
証

拠
隠
滅
を
放
置
す
る
い
わ
れ
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
な
ら
、
折
り
合
い
が
つ
け
ら
れ
る

可
能
性
は
あ
る
し
、
手
続
法
が
力
動
的
な
法
律
だ
と
い
う
特
色
を
印
象
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
手
続
法
の
運
用
の
実
態
は
、
証
拠
隠
滅
行
為
を
さ
せ
な
い
た
め
に
禁
錮
刑
を
科
し
て
い
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
手
続
法
の
運
用
は
、
平
衡
を
崩
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
要
す
る
に
、
実
体
法
と
手
続
法
の
運
用
は
並
立
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し
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

イ
、
立
法
論
上
の
取
り
組
み　

立
法
論
上
の
取
り
組
み
を
す
る
と
す
れ
ば
、
当
事
者
主
義
を
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
、

捜
査
当
局
が
強
制
捜
査
権
限
を
用
い
て
被
告
人
側
の
証
拠
を
捜
索
・
押
収
し
て
お
き
な
が
ら
、
被
告
人
は
証
拠
隠
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

し
て
、
身
柄
拘
束
と
い
う
更
な
る
強
制
処
分
を
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
当
事
者
と
し
て
対
等
と
い
う
思
想
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。

む
ろ
ん
、
当
事
者
主
義
に
は
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
が
、
わ
が
国
は
制
度
的
に
は
当
事
者
対
等
主
義
を
謳
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
17
）

。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
証
拠
隠
滅
の
お
そ
れ
を
理
由
と
す
る
未
決
勾
留
を
制
度
と
し
て
認
め
な
い
と
す
る
立
法
的
選
択
で
あ
る
。

実
際
、
英
米
法
で
は
、
罪
証
隠
滅
の
お
そ
れ
は
未
決
勾
留
理
由
と
は
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
（
18
）

久
し
い
。
ち
な
み
に
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
刑
事
訴
訟
法
を
新
憲
法
の
基
本
姿
勢
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
構
想
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
の
草
案
で
は
、
勾
留
の
理
由
は
、
逮
捕

と
同
じ
く
、
犯
罪
の
嫌
疑
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
会
に
上
程
さ
れ
る
と
、
審
議
の
過
程
で
修
正
さ
れ
、
罪
証
隠
滅
の
お

そ
れ
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
、
裁
判
上
の
運
用
に
変
化　

手
続
上
の
運
用
に
関
し
て
変
化
が
見
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
身
柄
を
拘
束

し
て
取
調
べ
を
継
続
し
た
い
た
め
検
察
官
に
よ
る
勾
留
請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
官
に
よ
る
勾
留
請
求
の
却
下
の
例
が
多
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
（
図
2
参
照
）。
こ
れ
は
、
裁
判
所
が
勾
留
の
要
件
や
必
要
性
を
従
来
よ
り
厳
し
く
判
断
す
る
傾
向
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
。

手
続
上
の
運
用
の
変
化
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
裁
判
官
が
、
検
察
官
に
よ
る
人
質
司
法
を
超
克
さ
せ
る
た
め
、
従
来
あ
っ
た
行
き
過
ぎ

た
拘
束
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
基
盤
的
に
は
、
裁
判
員
裁
判
の
導
入
に
よ
っ
て
、
調
書
裁
判
の
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見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
裁
判
員
裁
判
は
、
捜
査
段
階
の
供
述
調

書
よ
り
、
法
廷
で
の
証
言
や
、
検
察
側
と
弁
護

側
の
や
り
と
り
の
中
か
ら
事
実
認
定
を
す
る
こ

と
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
（
19
）

。
そ
し
て
、
さ
ら
に
大
事
な
こ
と
は
、
裁
判

員
裁
判
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
の
刑
事
裁
判
に

お
い
て
も
、
調
書
裁
判
主
義
は
是
正
さ
れ
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
。

裁
判
員
裁
判
を
傍
聴
に
行
け
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
東
京
地
裁
で
は
、
多
く
の
裁
判
員
裁
判
が

傍
聴
者
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
状
況

の
中
で
、
い
か
に
検
察
官
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

公
判
廷
に
お
い
て
、
弁
護
側
か
ら
、
被
告
人
の

自
白
が
「
不
当
に
長
く
抑
留
さ
れ
た
後
の
自

白
」（
刑
訴
三
一
九
条
一
項
）
で
あ
る
と
し
て
、

自
白
の
証
拠
能
力
に
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
る
の
は
、

図 2　

138

平成14

平成14年の0.11％から平成26年の2.24％まで
上昇している

（『白書』CD-ROMの数値から作成）
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裁
判
員
に
対
し
て
検
察
側
証
拠
に
悪
い
印
象
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

㈣　

刑
事
司
法
の
正
義
を
考
え
る

本
節
で
は
、
自
己
の
刑
事
事
件
に
関
す
る
証
拠
隠
滅
に
つ
い
て
、
実
体
法
と
手
続
法
の
運
用
と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
あ
た
り
で
一
つ
の
締
め
く
く
り
と
し
よ
う
。

私
見
で
は
、
テ
ー
マ
は
肯
定
さ
れ
る
（
す
な
わ
ち
、
矛
盾
し
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
、
実
体
法
が
妥
当
な
ら
ば
手
続
法
の
運
用
が
改
変

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
逆
に
、
手
続
法
の
運
用
が
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
実
体
法
に
つ
い
て
そ
の
あ
り
よ
う
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
も
は
や
、
二
つ
の
法
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
手
続
法
の
運
用
の
改
善
を
図
る
と
い
う
議
論
を
し
て
も
、
変
化
を
期
待
す
る
こ
と

は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
刑
法
一
〇
四
条
が
行
為
者
本
人
の
証
拠
隠
滅
行
為
を
許
す
と
し
て
い
る
点
に
、
刑
法
に
お
け
る
人
間
性
へ
の
慈
悲
を
感
じ
と
り
、

法
律
に
お
け
る
「
人
情
（
20
）

」
の
一
端
と
し
て
理
解
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
倉
敷
民
商
事
件
に
直
面
し
て
み
る
と
、
法
の
実
態
の
厳
し
さ

に
戦
慄
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
で
す
ら
そ
う
な
の
で
あ
る
か
ら
、
倉
敷
民
商
事
件
に
お
け
る
被
告
人
の
、
身
柄
拘
束
に
よ
る
苦
し
み
と
、
法
に
対
す
る
「
失
望
」

は
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
事
案
に
関
す
る
論
評
を
す
る
場
面
で
は
な
い
が
、
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
被
告
人
Ｎ
子
は
、
法

人
税
法
の
申
告
に
際
し
、
法
人
の
経
営
者
の
言
う
が
ま
ま
に
納
税
申
告
の
手
伝
い
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
日
常
的

活
動
の
一
端
が
逋
脱
罪
の
幇
助
と
し
て
問
擬
さ
れ
る
と
い
う
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
体
験
の
中
で
、
被
告
人
が
黙
秘
し
た
こ
と
を
犯
罪
者
の
よ

う
に
扱
う
刑
事
司
法
は
、
正
義
に
反
す
る
も
の
と
し
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
21
）

。
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三　

執
行
猶
予
に
保
護
観
察
を
つ
け
る
の
を
躊
躇
さ
せ
る
の
は
、
制
度
に
問
題
が
あ
る

㈠　

執
行
猶
予
に
保
護
観
察
を
つ
け
る
の
が
躊
躇
さ
れ
て
い
る

私
は
、
刑
罰
と
い
う
法
制
度
も
希
望
が
な
け
れ
ば
本
来
の
も
の
と
は
い
え
な
い
は
ず
だ
、
と
論
じ
て
き
た
（
22
）

。
ち
な
み
に
、
そ
こ
で
は
主

に
刑
の
執
行
を
受
け
る
に
つ
い
て
希
望
の
あ
る
な
し
を
論
じ
た
が
（
と
く
に
窮
極
の
刑
罰
た
る
死
刑
で
は
、
そ
の
点
こ
そ
存
否
に
関
わ
る
か
ら
）、

む
ろ
ん
、
そ
の
他
の
者
、
と
く
に
犯
罪
被
害
者
に
と
っ
て
希
望
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

は
、
現
行
刑
罰
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
有
期
懲
役
と
の
関
係
で
主
張
し
て
お
く
べ
き
論
点
を
と
り
あ
げ
る
。

そ
れ
は
、
執
行
猶
予
（
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
を
指
す
）
に
保
護
観
察
を
つ
け
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
て
い
る
の
は
、
制
度
上
見
直
す
べ
き

課
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

ア
、
執
行
猶
予
に
保
護
観
察
が
付
け
ら
れ
る
割
合
が
少
な
い　

執
行
猶
予
判
決
を
受
け
た
場
合
に
保
護
観
察
が
付
け
ら
れ
る
割
合
を
数

値
で
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
犯
罪
白
書
で
執
行
猶
予
者
の
保
護
観
察
率
の
推
移
を
見
る
と
、
大
き
く
二
つ
の
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
期
（
昭
和
三
二
年
か
ら
昭
和
六
二
年
）
は
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二

期
（
平
成
元
年
か
ら
平
成
二
六
年
）
は
、
そ
の
初
め
か
ら
保
護
観
察
率
は
徐
々
に
下
が
り
初
め
、
平
成
一
五
年
以
降
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

割
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
一
年
か
ら
上
昇
に
転
じ
た
が
、
平
成
二
六
年
に
よ
う
や
く
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
（
図
3
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
で
は
、
執
行
猶
予
に
保
護
観
察
が
付
け
ら
れ
る
の
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

イ
、
保
護
観
察
が
付
け
ら
れ
な
い
理
由　

私
が
執
行
猶
予
者
の
保
護
観
察
率
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
保
護
観
察
が
付
い

八
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た
方
が
執
行
猶
予
者
に
と
っ
て
は
更
生
に
役
立
つ
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
付
け
ら

れ
な
い
か
と
疑
問
を
抱
く
故
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
逆
に
執
行
猶
予
に
保
護
観
察
が
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
を
判
決
文
か

ら
読
み
取
る
と
、
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
判
決
文
に
お
い
て
、
単
に
執
行
猶
予
に

し
た
だ
け
で
は
再
犯
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
保
護
観
察
に
付
す
る
、
と
い
う
言
い
方
（
23
）

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
執
行
猶
予
の
場
合
に
保
護
観
察
を
付
け
た
方
が
更
生
に
役
立
つ
は

ず
な
の
に
、
保
護
観
察
が
付
け
ら
れ
る
場
合
が
圧
倒
的
に
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ

の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
私
は
制
度
上
の
問
題
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と

思
う
。
と
い
う
の
は
、
刑
罰
と
し
て
は
、
保
護
観
察
付
の
執
行
猶
予
の
方
が
単
純
な

執
行
猶
予
よ
り
重
い
と
い
う
取
り
扱
い
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

⒜
第
一
に
、
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
を
受
け
る
場
合
と
し
て
、
二
五
条
一
項
の
ほ

か
に
、
前
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
二
五
条
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
犯

罪
に
つ
い
て
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
禁
錮
の
言
渡
し
を
受
け
る
と
き
に
、
情
状
に

特
に
酌
量
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
き
は
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
の
執
行
猶
予
に
お
い
て
保
護
観

図 3　執行猶予者の保護観察率の推移
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察
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
五
条
二
項
但
書
）。

⒝
第
二
に
、
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
裁
量
的
取
消
し
に
関
し
て
、
保
護
観
察
に
付
せ
ら
れ
た
者
が
遵
守
事
項
を
遵
守
せ
ず
、
そ
の
情

状
が
重
い
と
き
、
執
行
猶
予
の
言
渡
し
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

㈡　

保
護
観
察
を
付
け
る
基
準
を
ど
こ
に
置
く
か

刑
の
執
行
猶
予
を
受
け
た
場
合
に
保
護
観
察
を
付
け
ら
れ
た
方
が
本
人
に
と
っ
て
い
か
に
有
利
か
は
、
人
間
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
確

認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
執
行
猶
予
を
受
け
た
者
と
保
護
司
の
間
で
人
間
的
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ

と
は
疑
い
が
な
い
。

執
行
猶
予
判
決
を
受
け
た
と
き
、
本
人
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
猶
予
期
間
を
た
だ
無
事
に
過
ご
せ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

（
安
易
に
無
事
に
は
過
ご
せ
な
い
し
）、
積
極
的
に
社
会
復
帰
を
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
が
、

仕
事
に
就
く
こ
と
で
あ
る
。
執
行
猶
予
者
が
保
護
観
察
を
受
け
れ
ば
、
保
護
司
は
、
本
人
が
「
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
住
居
の

確
保
や
就
職
の
援
助
等
」
の
補
導
援
護
を
行
う
（
更
生
保
護
五
八
条
）
か
ら
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
て
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

有
罪
判
決
に
際
し
、
執
行
猶
予
者
に
保
護
観
察
を
付
け
る
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
も
っ
ぱ
ら
保
護
観
察
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
就
職

の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
裁
判
官
が
、
上
述
の
㈠
の
イ
で
確
認
し
た
執
行
猶
予
者
に
と
っ
て
法
的
不
利
な
面

（
⒜
、
⒝
）
を
考
慮
し
て
、
保
護
観
察
を
付
け
る
の
を
控
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
模
擬
裁
判
に
お
い
て
、
有
罪
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
量
刑
判
断
を
す
る
段
で
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、

裁
判
体
が
執
行
猶
予
を
選
択
す
る
際
、
さ
ら
に
保
護
観
察
を
つ
け
る
か
ど
う
か
の
論
点
に
な
っ
た
と
き
に
、
裁
判
員
が
議
論
す
る
の
は
、
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有
罪
判
決
を
受
け
、
ど
う
し
た
ら
立
ち
直
れ
る
か
、
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

模
擬
裁
判
指
導
の
体
験
で
は
、
裁
判
員
に
な
っ
た
多
く
の
人
が
、
模
擬
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
被
告
人
」
の
一
生
を
考
え
て
、

更
生
の
た
め
の
刑
罰
と
し
て
保
護
観
察
を
付
け
る
必
要
性
を
主
張
す
る
の
が
見
ら
れ
た
。
保
護
観
察
を
受
け
る
こ
と
に
伴
う
法
的
な
不
利

な
面
を
材
料
に
判
断
に
迷
う
人
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
保
護
観
察
の
付
か
な
い
単
純
な
執
行
猶
予
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
示
す

の
で
あ
る
。
裁
判
員
と
い
う
国
民
は
、「
刑
の
執
行
猶
予
に
は
保
護
観
察
を
伴
わ
な
け
れ
ば
刑
事
政
策
と
し
て
片
手
落
ち
で
あ
る
（
24
）

。」
と
い

う
学
者
の
記
述
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
け
に
、
そ
の
意
義
を
十
分
に
く
み
と
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
裁
判
を
傍
聴
し
て
い
て
よ
く
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
情
状
証
人
と
し
て
家
族
が
出
廷
し
、
今
後
は
家
族
と
し
て
十
分
に
被
告
人
を

監
督
す
る
と
証
言
す
る
の
に
対
し
、
検
察
尋
問
が
よ
く
問
う
の
は
、
今
ま
で
も
一
緒
に
い
て
十
分
監
督
で
き
な
か
っ
た
の
に
今
後
は
で
き

る
の
か
、
と
い
う
嫌
味
を
含
ん
だ
反
対
尋
問
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
刑
を
求
め
る
検
察
官
と
し
て
は
当
然
の
発
言
か
も
し
れ
な
い
が
、
保
護

観
察
付
き
執
行
猶
予
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
い
え
な
い
。

㈢　

立
法
上
の
提
案

保
護
観
察
が
わ
が
国
に
お
い
て
全
面
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
の
刑
法
の
一
部
改
正
で
あ
っ

た
が
、
今
日
で
は
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
と
単
純
な
執
行
猶
予
を
こ
と
さ
ら
区
別
す
る
い
わ
れ
は
な
い
。

保
護
観
察
を
付
け
る
か
ど
う
か
は
、
執
行
猶
予
を
受
け
る
本
人
（
な
ら
び
に
家
族
）
だ
け
で
済
む
の
か
、
そ
れ
と
も
、
福
祉
的
要
素
を

加
味
し
た
社
会
内
処
遇
と
す
る
の
か
を
、
純
粋
に
検
討
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
専
門
法
曹
で
あ

る
裁
判
官
の
足
を
引
っ
張
り
か
ね
な
い
刑
法
二
五
条
二
項
但
書
や
二
六
の
二
第
二
号
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。
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四　

裁
判
に
人
間
性
を
活
か
す
た
め
に

㈠　

リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

期
待
可
能
性
の
理
論
は
、
最
高
裁
判
所
も
含
め
て
裁
判
所
を
揺
る
が
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
他
の
犯
罪
阻
却

事
由
と
同
様
、
最
高
裁
は
容
易
に
は
こ
の
法
理
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
期
待
可
能
性
の
問
題
は
、
第
二
節
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
人
間
が
実
際
に
な
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
以
外
の
行
為
選
択
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
法

が
慈
悲
の
心
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
最
高
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
立
場
な
の
か
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

最
高
裁
が
期
待
可
能
性
理
論
に
対
し
て
取
っ
て
き
た
姿
勢
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
。
第
一
は
、
期
待
可
能
性
の
理

論
は
、
刑
法
上
の
明
文
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
超
法
規
的
責
任
阻
却
事
由
と
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
（
最
判
昭

三
一
・
一
二
・
一
一
刑
集
一
〇
・
一
二
・
一
六
〇
五
）。
第
二
は
、
従
来
の
大
審
院
・
最
高
裁
判
所
・
高
等
裁
判
所
の
諸
判
例
は
、
ま
だ
期
待

可
能
性
の
理
論
を
肯
定
も
否
定
も
し
て
い
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
最
判
昭
三
三
・
七
・
一
〇
刑
集
一
二
・
一
一
・
二
四
七
一
）。
第
三
は
、

少
数
意
見
な
が
ら
、
期
待
可
能
性
論
の
内
容
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
最
高
裁
が
受
け
い
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
最

判
昭
三
三
・
一
一
・
四
刑
集
一
二
・
一
五
・
三
四
三
九
）。

期
待
可
能
性
論
に
よ
っ
て
最
高
裁
が
揺
る
が
さ
れ
た
と
い
え
る
の
は
、
第
二
の
事
例
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
も
と
に
な
っ
た
事

案
は
、
失
業
保
険
料
不
納
付
事
件
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
東
芝
川
岸
工
場
の
工
場
長
が
失
業
保
険
料
不
納
付
に
関
し
て
起
訴
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
被
告
人
側
は
、
第
一
審
よ
り
一
貫
し
て
期
待
可
能
性
が
な
か
っ
た
旨
の
主
張
を
し
て
い
る
が
、
第
一
審
は
そ
れ
を
認
め
ず
、
有

罪
と
し
た
（
長
野
地
判
昭
二
七
・
一
二
・
二
七
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審
は
期
待
可
能
性
の
法
理
を
認
め
て
無
罪
と
し
た
（
東
京
高
判
昭
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二
八
・
一
〇
・
二
九
）。
検
察
官
は
、
控
訴
審
判
決
に
対
し
て
、
従
来
の
大
審
院
・
最
高
裁
判
所
・
高
等
裁
判
所
の
判
例
に
反
す
る
と
し
て

上
告
し
た
。
最
高
裁
は
、
検
察
官
の
上
告
に
つ
い
て
、
上
告
棄
却
の
判
断
を
示
し
た
が
、
控
訴
審
判
決
と
は
異
な
る
理
由
で
、
無
罪
の
結

論
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
無
罪
に
し
た
か
と
い
う
と
、
被
告
人
の
行
為
は
、
そ
も
そ
も
失
業
保
険
法
上
の
犯
罪
構
成
要
件
に
該
当
し

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
失
業
保
険
法
五
三
条
二
号
の
「
保
険
料
を
そ
の
納
付
期
日
に
納
付
し
な
か
っ
た
」
の
意
義
に
つ

い
て
、
事
業
主
に
お
い
て
、
代
理
人
が
納
付
期
日
に
保
険
料
を
「
現
実
に
納
付
し
う
る
状
態
に
置
い
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
人
が

納
付
し
な
か
っ
た
場
合
を
い
う
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
案
で
は
、
東
芝
本
社
が
川
岸
工
場
に
保
険
料
を
送
っ
て
お
ら
ず
、
工

場
長
に
も
独
自
の
金
策
が
で
き
な
か
っ
た
以
上
、
代
理
人
た
る
工
場
長
が
納
付
し
な
か
っ
た
こ
と
は
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、

無
罪
と
し
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
の
行
為
が
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
す
れ
ば
、
犯
罪
の
成
立
要
件
と
し
て
は
そ
れ
以
上
の
吟
味
を
す

る
必
要
は
な
い
か
ら
、
超
法
規
的
有
責
性
（
責
任
）
阻
却
事
由
た
る
期
待
可
能
性
ま
で
及
ぶ
必
要
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
納
付

し
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
言
は
、
客
観
的
に
納
付
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
た
か
と
い
う
背
景
事
情
を
考
慮
す
る
の
は
、
条
文
の
縮
小
解
釈
（
25
）

で
あ
る
。
最
高
裁
が
条
文
の
縮
小
解
釈
（
26
）

を
し
て
で
も
被
告
人
を

救
済
し
よ
う
と
し
た
点
は
、
期
待
可
能
性
の
思
想
に
共
鳴
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
う
。

さ
て
、
私
が
こ
こ
で
考
察
し
て
お
き
た
い
の
は
、
前
述
の
第
三
の
も
の
で
あ
る
。
垂
水
克
己
裁
判
官
は
意
見
を
付
し
て
、「
も
し
、
或

る
下
級
裁
判
所
の
判
決
や
上
告
趣
旨
で
示
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
一
学
者
の
示
し
た
期
待
可
能
性
論
が
最
高
裁
判
所
の
心
（
リ
ー
ガ
ル
・

マ
イ
ン
ド
）
を
捉
え
る
な
ら
こ
れ
は
受
け
い
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。」
と
の
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
垂
水
意
見
を
踏
ま
え

て
考
え
る
と
、
期
待
可
能
性
の
法
理
に
ふ
さ
わ
し
い
事
例
と
そ
れ
に
対
応
し
た
理
論
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
最
高
裁
を
も
動
か
す
可

九
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能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
捉
え
る
と
、
下
級
審
判
例
の
い
く
つ
か
が
期
待
可
能
性
理
論
を
用
い
て
い
る
（
27
）

の
は
、
い
ず
れ

最
高
裁
に
決
断
さ
せ
る
意
味
を
有
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
垂
水
意
見
に
は
検
討
す
べ
き
部
分
が
あ
る
。
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
が
最
高
裁
判
所
の
心
で
あ
る
と
す
る
点
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
最
高
裁
判
所
は
ま
と
め
役
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
当
の
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
は
主
権
者
で

あ
る
国
民
の
心
の
中
に
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
う
な
る
と
、
国
民
は
、
不
断
に
正
義
を
求
め
て
精
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
28
）

。
当
然
の
こ
と
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

㈡　

全
裁
判
官
が
意
見
を
書
く
制
度
を
提
唱
す
る

事
実
認
定
の
た
め
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
思
う
、
一
つ
の
立
法
論
を
提
唱
し
た
い
。

問
題
は
、
合
議
制
の
場
合
に
結
論
を
出
す
に
あ
た
っ
て
、
多
数
決
と
い
う
方
法
（
29
）

は
、
は
た
し
て
妥
当
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
袴
田
事
件
の
第
一
審
判
決
（
静
岡
地
判
昭
四
三
・
九
・
一
一
）
で
は
、
裁
判
官
の
判
断
が
分
か
れ
、
二
人
が
有
罪
で
死
刑
、
一

人
が
無
罪
の
立
場
で
あ
っ
て
、
結
論
は
多
数
決
で
（
全
員
一
致
で
は
な
く
）、
死
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
の
目
か
ら
見
れ
ば
、

一
人
の
無
罪
の
立
場
の
見
解
が
も
っ
と
早
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
ら
と
悔
や
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
30
）

。

そ
こ
で
、
私
の
立
法
論
は
、
次
の
よ
う
な
条
文
を
最
高
裁
裁
判
官
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
す
べ
て
の
裁
判
官
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
、

裁
判
所
法
を
改
正
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
一
条　

裁
判
書
に
は
、
各
裁
判
官
の
意
見
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
で
裁
判
を
見
直
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
裁
判
官
の
間
で
意
見
が
分
か
れ
た
と
き
に
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
分
か
れ
た
か
を
示

九
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す
べ
き
で
あ
る
。
一
般
の
事
件
に
つ
い
て
、
い
ち
い
ち
反
対
意
見
を
書
く
の
は
煩
瑣
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
袴
田
事
件
を
考
え
る
と
、

早
い
時
点
で
の
検
証
の
た
め
に
、
下
級
審
裁
判
官
（
と
く
に
第
一
審
裁
判
官
）
の
反
対
意
見
表
示
を
制
度
と
す
る
よ
う
、
提
案
し
た
い
。

む
し
ろ
私
が
こ
こ
で
危
惧
す
る
の
は
、
す
べ
て
の
裁
判
書
に
反
対
意
見
が
掲
げ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
司
法
行
政
（
と
く
に
人
事
考
課
）
に

お
け
る
圧
力
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
も
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

五　

人
間
味
の
あ
る
刑
事
法
学
を
目
指
し
て

㈠　

人
間
の
諸
側
面
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

刑
事
法
学
が
扱
う
領
域
を
考
え
て
み
る
と
、
人
間
の
諸
側
面
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
犯
罪
と
の
関
係
で
は
三
つ
の
領
域

に
整
理
が
で
き
る
。

第
一
に
、
犯
罪
を
行
う
の
は
人
間
の
み
で
あ
り
、
動
物
や
そ
の
他
の
自
然
は
犯
罪
を
犯
さ
な
い
（
1
）。
人
間
の
み
が
規
範
的
存
在
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
営
み
の
中
に
は
、
人
間
と
し
て
犯
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

取
り
組
み
を
す
る
も
の
も
あ
る
。
お
叱
り
を
覚
悟
し
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
「
論
語
」
は
そ
の
よ
う
な
世
界
な
の
だ
と
思
う
（
31
）

。
む
ろ
ん
、

私
は
、
論
語
を
嬌
小
化
し
て
馬
鹿
に
す
る
つ
も
り
で
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
一
方
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
私
達
（
法
律
を
扱

う
者
）
は
自
分
を
修
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
、
社
会
や
天
下
（
国
家
）
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
内
省
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
人
間
の
人
間
た
る
ゆ
え
ん
は
、
一
方
で
犯
罪
を
犯
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
規
制
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
（
2
）。
刑
法
で
犯
罪
と
刑
罰
を
規
定
し
、
そ
れ
を
裁
判
を
通
し
て
認
定
し
、
刑
罰
を
実
現
す
る
た
め
の

九
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手
続
法
を
刑
事
訴
訟
法
が
規
定
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
中
核
と
い
え
る
。
や
わ
ら
か
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、

人
間
は
悪
い
こ
と
を
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
、
な
ん
と
か
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
も
人
間
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
1
と
2
の
領
域
を
捉
え
て
、
こ
れ
を
徹
底
的
に
行
な
っ
て
い
る
の
が
、
実
体
的
真
実
主
義
（
32
）

に
基

づ
く
訴
訟
構
造
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
体
的
真
実
主
義
は
、
い
わ
ば
草
の
根
分
け
て
も
犯
罪
者

を
見
つ
け
出
し
、
犯
行
の
動
機
な
ど
に
つ
い
て
も
徹
底
的
に
追
及
し
、
真
実
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
（
33
）

。
そ
し
て
、
こ
の
点
が
問
題
に
な
る
の
だ
が
、
真
実
究
明
の
た
め
に
多
少
の
非ひ

違い

（
法
に
は
ず
れ
た

こ
と
）
は
許
さ
れ
る
と
い
う
風
潮
が
見
ら
れ
る
。
ラ
ー
ド
ブ
ル
フ
が
い
う
「
法
の
極
致
は
不
法
の
極
致
（
34
）

」

が
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
正
義
の
実
現
の
た
め
と
い
う
錦
の
御
旗
を
も
っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、「
世
間
（
35
）

」
の
考
え
方
と
合
致
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
第
三
は
、
犯
罪
に
対
す
る
規
制
の
し
か
た
に
も
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
、
規
制
の
し
か
た
そ
の
も
の
に
対
す
る
規
制
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に

立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
（
3
）。
現
行
刑
事
訴
訟
法
の
根
本
理
念
た
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
は
こ

の
立
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

実
体
的
真
実
主
義
に
よ
る
の
か
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
の
か
と
い
う
議
論
は
、
以
上
の
分
析
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
人
間
の
諸
側
面
に
つ
い
て
、
1
＋
2
で
足
り
る
と
す
る
か
、
1
＋
2
＋
3
と
視
点
を
広

げ
て
理
解
す
る
か
の
違
い
で
あ
る
か
が
、
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

図 4

犯罪を行う
1

規制のしかたに
問題があるので、
それに対処する

3

規制する
2

九
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近
時
の
判
例
の
中
に
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
徹
底
す
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
（
36
）

。
事
案
は
、
殺
人
事
件
の
参
考
人
と
し
て
任
意
同
行

さ
れ
て
以
来
、
九
泊
一
〇
日
に
わ
た
る
宿
泊
を
伴
う
取
調
べ
中
に
獲
得
さ
れ
た
上
申
書
、
及
び
こ
れ
に
引
き
続
く
逮
捕
・
勾
留
中
に
獲
得

さ
れ
た
検
察
官
調
書
の
証
拠
能
力
が
問
題
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
控
訴
審
は
、
手
続
過
程
の
違
法
が
問
題
と
さ
れ

る
場
合
、
違
法
収
集
証
拠
排
除
法
則
の
適
用
の
可
否
を
、
自
白
法
則
に
「
先
行
し
て
」
検
討
す
べ
き
こ
と
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
根
拠
は
、
自
白
法
則
が
任
意
性
の
有
無
と
い
う
困
難
な
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
37
）

の
に
対
し
、
排
除
法
則
で
は
、
自
白
の
採
取
過

程
に
お
い
て
事
実
上
の
身
柄
拘
束
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
、
明
確
な
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
更
に
敷
衍
し
て
述
べ
れ
ば
、
採
取
過
程
が
違
法
な
ら
ば
、
採
取
さ
れ
た
証
拠
の
中
味
に
関
係
な
く
許
さ
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
考
え
方
の
基
本
が
実
体
的
真
実
主
義
で
は
な
く
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
判
決
は
、
結
論
と
し
て
は
、
被
告
人
の
自
白
を
除
い
て
も
情
況
証
拠
か
ら
被
告
人
を
犯
人
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
、
被
告
人
に
有
罪
を
言
渡
し
た
の
で
あ
る
。

㈡　

法
の
矛
盾
を
検
証
す
る
こ
と
は
人
間
味
の
あ
る
作
業
で
あ
る

本
稿
で
は
、
二
・
三
の
論
点
に
関
し
て
人
間
存
在
と
い
う
視
点
か
ら
光
を
当
て
て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
検
討
の
価
値
が
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
ど
う
し
て
こ
れ
ま
で
踏
み
込
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
感
じ
を
抱
い
た
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
法
の
矛
盾
を
検
証
す

る
作
業
は
続
け
て
行
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
私
見
で
は
あ
る
が
、
大
層
人
間
味
の
あ
る
作
業
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。（

1
） 

ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
著
、
風
早
八
十
二
・
五
十
嵐
二
葉
訳
『
犯
罪
と
刑
罰
』（
昭
和
一
三
年
・
岩
波
文
庫
）
八
七
頁
。
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（
2
） 

ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
・
前
掲
注（
1
）九
四
頁
。

（
3
） 

「
人
間
存
在
の
…
…
」
と
い
う
用
語
例
と
し
て
は
、
和
辻
哲
郎
『
人
間
存
在
の
倫
理
学
』（
平
成
一
二
年
・
燈
影
舎
）
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
用
法
は
、
本
書
（
京
都
哲
学
撰
書
第
八
巻
）
を
編
纂
さ
れ
た
米
谷
匡
史
が
、
和
辻
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』（
昭
和
九
年
・
岩
波
書
店
）

を
参
考
に
し
た
命
名
で
あ
る
。

（
4
） 

責
任
主
義
に
基
づ
き
、
責
任
能
力
の
な
い
者
は
処
罰
し
な
い
が
（
刑
三
九
条
一
項
）、
医
療
と
観
察
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
心
神
喪

失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
）。

（
5
） 

ラ
ー
ド
ブ
ル
フ
著
、
田
中
耕
太
郎
訳
『
法
哲
学
』（
昭
和
三
六
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
一
〇
八
頁
。

（
6
） 

私
が
人
間
学
の
視
点
か
ら
取
り
組
み
は
じ
め
た
も
の
と
し
て
、
船
山
「
刑
法
に
お
け
る
行
為
の
人
間
学
的
構
造
」『
日
本
大
学
法
学
部
創
立
百

周
年
記
念
論
文
集
第
一
巻
』（
平
成
元
年
・
日
本
大
学
法
学
部
）
六
一
七
頁
が
あ
る
。

（
7
） 

岡
本
太
郎
・
講
演
「
芸
術
と
人
生
」（
昭
和
五
七
年
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）。

（
8
） 

朴
貞
根
先
生
は
、「
あ
ら
ゆ
る
学
問
が
人
間
の
真
な
る
尊
厳
性
と
幸
福
追
求
の
保
障
に
寄
与
す
る
」
べ
き
と
さ
れ
る
（「
刑
法
に
お
け
る
主
体

性
」『
日
本
法
学
八
二
巻
二
号
』
平
成
二
八
年
・
日
本
大
学
法
学
部
、
二
七
八
頁
）。

（
9
） 

藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
各
論
』（
昭
和
五
一
年
・
弘
文
堂
）
四
三
頁
に
よ
れ
ば
、「
犯
人
自
身
の
証
憑
湮
滅
の
不
処
罰
は
、
…
…
単
に
、
犯
人
自

身
が
処
罰
を
免
れ
よ
う
と
す
る
欲
求
か
ら
当
該
行
為
を
す
る
に
つ
き
期
待
可
能
性
を
欠
く
こ
と
が
斟
酌
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
」
と
さ
れ
る
。

（
10
） 

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
各
論
・
第
三
版
』（
平
成
二
年
・
創
文
社
）
三
六
三
頁
。

（
11
） 

影
響
発
覚
免
脱
罪
に
つ
い
て
、
刑
法
一
〇
四
条
と
の
間
で
矛
盾
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
地
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
杉
本
一
敏
「
自
動

車
運
転
死
傷
行
為
等
処
罰
法
の
成
立
を
め
ぐ
る
所
感
│
議
事
録
を
読
ん
で
│
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
一
号
二
九
頁
が
あ
る
。

（
12
） 

こ
の
事
案
は
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
刑
法
典
中
に
あ
っ
た
時
代
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
「
正

常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
」
に
あ
っ
た
事
例
と
し
て
有
罪
が
確
定
し
た
。

（
13
） 

ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
・
前
掲
注（
1
）二
八
頁
。

（
14
） 

団
藤
重
光
『
法
学
の
基
礎
〔
第
2
版
〕』（
平
成
一
九
年
・
有
斐
閣
）
一
六
八
頁
。

九
九



（
15
） 

田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
法
〔
新
版
〕』（
平
成
八
年
・
有
斐
閣
）
二
頁
。

（
16
） 

田
宮
・
前
掲
注（
15
）八
三
頁
。

（
17
） 
福
井
厚
『
刑
事
訴
訟
法
講
義
〔
第
5
版
〕』（
平
成
二
四
年
・
法
律
文
化
社
）
二
六
六
頁
。

（
18
） 
平
野
龍
一
『
捜
査
と
人
権
』（
昭
和
五
六
年
・
有
斐
閣
）
二
三
頁
。

（
19
） 

葛
野
尋
之
『
刑
事
司
法
改
革
と
刑
事
弁
護
』（
平
成
二
八
年
・
現
代
人
文
社
）
一
一
頁
。

（
20
） 

我
妻
栄
『
法
律
に
お
け
る
理
屈
と
人
情
』（
昭
和
三
〇
年
・
日
本
評
論
新
社
）
で
は
、
一
般
的
確
実
性
と
具
体
的
妥
当
性
を
「
理
屈
と
人
情
」

だ
と
さ
れ
、
そ
れ
を
調
和
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
六
頁
）。

（
21
） 

「
自
白
す
る
ま
で
は
取
調
べ
は
続
け
る
」
と
い
う
捜
査
手
法
自
体
が
、
黙
秘
権
の
侵
害
に
当
た
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
豊
崎
七
絵
「
取
調
べ

受
忍
義
務
否
定
説
の
理
論
的
基
礎
」『
改
革
期
の
刑
事
法
理
論
』
平
成
二
五
年
・
法
律
文
化
社
、
一
二
五
頁
）。

（
22
） 

船
山
「
希
望
が
な
け
れ
ば
刑
罰
と
は
い
え
な
い
」『
政
経
研
究
四
九
巻
四
号
』（
平
成
二
五
年
・
日
本
大
学
法
学
部
）
二
〇
五
頁
以
下
。

（
23
） 

た
と
え
ば
、「
単
純
執
行
猶
予
よ
り
は
自
重
を
も
た
ら
し
再
犯
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
と
思
料
し
、…
…
保
護
観
察
に
付
し
た
次
第
で
あ
る
。」

と
の
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
（
千
葉
地
判
昭
五
二
・
五
・
一
三
判
時
九
〇
九
・
一
〇
九
）。

（
24
） 

団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
・
第
三
版
』（
平
成
二
年
・
創
文
社
）
五
七
八
頁
。

（
25
） 

条
文
の
縮
小
解
釈
は
、
可
罰
的
違
法
性
論
（
藤
木
英
雄
）
の
一
つ
の
手
法
で
あ
る
。

（
26
） 

判
例
に
お
け
る
縮
小
解
釈
の
例
と
し
て
は
、
火
炎
び
ん
を
製
造
し
た
と
し
て
爆
発
物
取
締
罰
則
で
起
訴
さ
れ
た
事
案
に
関
し
て
、
爆
発
物
と
は
、

「
そ
の
爆
発
作
用
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
公
共
の
安
全
を
み
だ
し
又
は
人
の
身
体
・
財
産
を
害
す
る
に
足
る
破
壊
力
を
有
す
る
も
の
を
指
称
す
る
」
と

判
示
さ
れ
、
爆
発
物
に
あ
た
ら
な
い
と
し
て
無
罪
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
（
最
大
判
昭
三
一
・
六
・
二
七
刑
集
一
〇
・
六
・
九
二
一
）。

（
27
） 

た
と
え
ば
、
東
金
簡
判
昭
三
五
・
七
・
一
五
下
刑
集
二
・
七
＝
八
・
一
〇
六
六
が
あ
る
。

（
28
） 

国
民
に
正
義
や
公
平
と
い
う
法
の
理
念
を
学
ぶ
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、「
法
育
」
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（
平
野
節

子
「
法
育
の
社
会
的
意
義
と
教
育
効
果
│
民
主
主
義
社
会
へ
の
扉
│
」『
日
本
法
学
八
二
巻
二
号
』
六
六
五
頁
以
下
）。

（
29
） 

裁
判
所
法
七
七
条
一
項
。

一
〇
〇



人
間
存
在
の
刑
事
法
学
（
船
山
）

（
30
） 

一
審
で
無
罪
を
確
信
し
な
が
ら
死
刑
の
判
決
文
を
書
い
た
元
判
事
に
焦
点
を
当
て
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
尾
形
誠
規
『
袴
田
事
件
を
裁
い

た
男
』（
平
成
二
六
年
・
朝
日
文
庫
）
が
あ
る
。

（
31
） 
井
波
律
子
は
、『
論
語
入
門
』（
平
成
二
四
年
・
岩
波
新
書
）
の
中
で
、「
孔
子
に
と
っ
て
、
い
か
に
学
ぶ
か
と
い
う
問
題
は
、
い
か
に
生
き
る

か
と
い
う
問
題
だ
っ
た
」
と
し
て
お
り
（
同
二
七
頁
）、
こ
の
点
で
、
主
体
性
あ
る
人
間
の
生
き
方
の
書
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
下

村
湖
人
が
、「
論
語
」
は
、「
心
の
書
で
あ
り
、
人
類
の
胸
に
、
時
所
を
超
越
し
て
生
か
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て

お
こ
う
（
下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』
昭
和
五
六
年
・
講
談
社
学
術
文
庫
、
六
頁
）。

（
32
） 

本
来
的
意
義
と
し
て
は
、
刑
事
訴
訟
で
は
、
認
定
さ
る
べ
き
事
実
が
、「
そ
の
極
限
に
絶
対
の
客
観
的
真
実
を
め
ざ
す
も
の
と
し
て
、
圧
倒
的

な
優
位
に
立
つ
」
と
い
う
捉
え
方
が
で
き
る
（
松
尾
浩
也
・
田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
法
の
基
礎
知
識
』
昭
和
四
一
年
・
有
斐
閣
、
七
二
〜
七
三
頁
）。

（
33
） 

田
宮
・
前
掲
注（
15
）は
、
実
体
的
真
実
主
義
で
は
「
積
極
的
な
処
罰
確
保
の
理
念
」
か
ら
、「
真
実
の
発
見
が
最
大
最
重
要
の
課
題
」
と
な
る

と
す
る
（
同
四
頁
）。

（
34
） 

ラ
ー
ド
ブ
ル
フ
・
前
掲
注（
5
）一
〇
九
頁
。

（
35
） 

「『
世
間
』
は
社
会
の
現
在
の
秩
序
を
前
提
と
し
て
い
る
」（
阿
部
謹
也
『
日
本
人
の
歴
史
意
識
│
「
世
間
」
と
い
う
視
角
か
ら
│
』
平
成
一
六

年
、
岩
波
新
書
、
八
頁
）
か
ら
、
現
在
の
秩
序
を
破
る
も
の
を
嫌
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
も
、「
慣

習
の
圧
制
は
、
至
る
と
こ
ろ
で
人
間
の
進
歩
に
対
す
る
不
断
の
障
碍
物
と
な
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
（
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
塩
尻
公

明
・
木
村
健
康
訳
『
自
由
論
』
昭
和
四
六
年
・
岩
波
文
庫
、
一
四
二
頁
）。

（
36
） 

東
京
高
判
平
一
四
・
九
・
四
判
時
一
八
〇
八
号
一
四
四
頁
。

（
37
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
官
経
験
者
で
あ
る
木
谷
明
は
、「
自
白
の
任
意
性
の
審
査
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。」
と
、
実
情
を
報
告
し
て
い
る
（
木
谷
明
『
事
実
認
定
の
適
正
化
』
法
律
文
化
社
・
平
成
一
七
年
、
三
〇
頁
）。

一
〇
一
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ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権

信　
　

夫　
　

隆　
　

司

一
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件
か
ら
六
十
年

二
．
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
罪

三
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
お
け
る
密
約

四
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
影
響

一
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件
か
ら
六
十
年

ジ
ラ
ー
ド
事
件

二
〇
一
七
年
一
月
三
〇
日
で
ジ
ラ
ー
ド
事
件
発
生
か
ら
六
十
年
を
迎
え
た
。
こ
の
事
件
は
、
一
九
五
七
年
一
月
三
〇
日
午
後
一
時
五
〇

一
〇
五



分
頃
、
群
馬
県
の
相
馬
ヶ
原
演
習
場
に
弾
拾
い
に
来
て
い
た
地
元
の
坂
井
な
か
さ
ん
（
四
六
歳
）
が
、
演
習
中
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
ジ

ラ
ー
ド
三
等
特
技
兵
（
二
一
歳
）
に
招
き
寄
せ
ら
れ
、
威
嚇
に
あ
い
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
後
ろ
か
ら
撃
た
れ
、
即
死
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
は
、
Ｍ
1
ラ
イ
フ
ル
に
装
着
さ
れ
た
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
（
手
榴
弾
発
射
装
置
）
に
、
使
用
済
み
薬
莢

を
込
め
て
撃
っ
た
。
当
初
、
こ
の
事
件
は
、
演
習
場
の
地
名
か
ら
、
相
馬
ヶ
原
事
件
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
犯
人
ジ
ラ
ー
ド
の

名
を
と
り
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
米
陸
軍
第
一
騎
兵
師
団
第
八
騎
兵
連
隊
第
二
大
隊
Ｆ

中
隊
に
所
属
し
、
自
動
車
運
転
手
を
つ
と
め
て
い
た
。

相
馬
ヶ
原
演
習
場
は
、
当
時
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
共
用
し
て
い
た
（
1
）

。
同
演
習
場
は
、
群
馬
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
か

ら
北
に
約
一
八
キ
ロ
、
西
に
は
標
高
一
三
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
榛
名
山
を
望
む
原
野
で
あ
っ
た
。
現
在
、
こ
の
演
習
場
に
は
陸
上
自
衛
隊
の

相
馬
原
駐
屯
地
が
隣
接
し
て
い
る
。

今
日
、
弾
拾
い
と
い
わ
れ
て
も
ま
っ
た
く
ぴ
ん
と
こ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
九
五
七
年
当
時
の
日
本
は
未
だ
貧
し
く
、
と
り
わ
け
相

馬
ヶ
原
演
習
場
の
近
く
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
弾
拾
い
は
か
っ
こ
う
の
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
。
米
軍
は
演
習
で
使
用
さ
れ
た
機
関
銃

や
小
銃
の
薬
莢
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
ま
た
、
砲
弾
の
破
片
な
ど
も
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
拾
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
弾
拾
い
の

人
数
が
増
え
て
く
る
と
、
わ
れ
先
に
と
拾
う
た
め
、
薬
莢
が
飛
び
出
す
と
同
時
に
拾
う
と
か
、
砲
弾
の
着
弾
点
近
く
に
穴
を
掘
り
、
砲
弾

が
飛
ん
で
く
る
の
を
待
つ
と
い
っ
た
よ
う
に
、
非
常
に
危
険
な
弾
拾
い
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
2
）

。

こ
の
事
件
で
、
米
軍
は
ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
を
公
務
執
行
中
で
あ
る
と
し
て
、
公
務
証
明
書
を
発
給
し
、
ジ
ラ
ー
ド
の
第
一
次
裁
判
権
は

ア
メ
リ
カ
側
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
は
確
か
に
演
習
中
に
発
砲
し
た
が
、
そ
れ
は
公
務
と
は
ま
っ

た
く
無
関
係
に
行
わ
れ
、
第
一
次
裁
判
権
は
日
本
側
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
国
の
裁
判
権
が
競
合
す
る
場
合
、

一
〇
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ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

一
九
五
三
年
九
月
に
改
正
さ
れ
た
日
米
行
政
協
定
第
一
七
条
で
は
、
米
軍
関
係
者
に
よ
る
「
公
務
執
行
中
の
作
為
又
は
不
作
為
か
ら
生
ず

る
罪
」
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
現
行
の
日
米
地
位
協
定
第
一
七
条
も
同
じ
で
あ
る
）。
公
務
執

行
中
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
犯
罪
の
場
合
、
日
米
ど
ち
ら
が
裁
判
権
を
有
す
る
か
は
、
実
際
に
公
務
執
行
中
で
あ
る
か
否
か
が
判
断
の
決
め

手
と
な
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
、
米
軍
側
が
公
務
証
明
書
を
発
給
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
権
を
行
使
せ
ず
、
日
本
側
が
裁
判
権
を

勝
ち
取
っ
た
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
密
約

ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
が
日
米
ど
ち
ら
に
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
日
米
合
同
委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
、
事
件
発
生
か
ら
約
三
ヶ
月
半

を
経
た
五
月
一
六
日
に
合
意
に
い
た
り
、
一
応
の
解
決
を
み
た
。
ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
が
公
務
執
行
中
で
あ
る
か
否
か
に
は
踏
み
込
ま
ず
、

ア
メ
リ
カ
側
が
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
ア
メ
リ
カ
議
会
お
よ
び
国
民
が
強
く
反
発
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｅ
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
は
、
事
件
の
完
全
な
調
査
が
終
わ
る
ま
で
、
ジ
ラ
ー
ド
を
ア
メ
リ
カ
側
の
監
督
下
に
置
く
よ
う
命
じ
た
。
六
月
に

入
り
、
国
務
・
国
防
両
長
官
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
不
行
使
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
事
態
に
い
た
る
。
こ
の
問
題
は
こ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
か
っ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
側
は
、
裁
判
権
の
問
題
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
連
邦
地
裁
に
持
ち
込
む
。
最
終
的
に
、
七
月
一
一
日
、
連
邦
最
高
裁

が
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
側
の
法
廷
に
引
渡
す
と
の
裁
定
を
下
し
、
裁
判
権
の
問
題
は
一
件
落
着
し
た
。

ア
メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
す
る
に
あ
た
り
、
日
米
間
で
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
密
約
と
は
、
ア

メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
代
り
に
、
日
本
側
は
、
傷
害
致
死
を
超
え
る
犯
罪
で
ジ
ラ
ー
ド
を
起
訴
し
な
い
、
ま
た
、

裁
判
で
ジ
ラ
ー
ド
の
情
状
を
酌
量
し
、
な
る
べ
く
軽
い
罰
と
す
る
よ
う
裁
判
所
に
促
す
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
る
。
密
約
は
秘
匿
さ

一
〇
七



れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
公
式
外
交
文
書
集
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
（F

oreign
 R

elation
s of th

e U
n

ited
 S

tates

）
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
に
日
米
密
約
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
き
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改

定
時
に
、「
討
議
の
記
録
」（R

ecord of D
iscussion

）
と
い
う
文
書
が
作
成
さ
れ
、
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
等
は
事
前
協
議
制
度
の
対
象
で

は
な
い
と
す
る
密
約
を
示
す
証
拠
で
は
な
い
か
と
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
「
討
議
の
記
録
」
は
、
一
九
九
一
年
刊
行
の
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
で
は
、

同
文
書
の
存
在
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
の
、
機
密
指
定
は
解
除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い
（
3
）

。

こ
れ
に
対
し
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
る
密
約
は
、
密
約
文
書
そ
の
も
の
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
密
約

（confi dential arrangem
ent

）
で
あ
る
と
か
、
裏
取
引
（side deal

）
と
し
て
堂
々
と
登
場
す
る
。
そ
れ
も
大
統
領
、
国
務
長
官
、
陸
軍
長

官
、
極
東
問
題
担
当
国
務
次
官
補
、
国
防
次
官
補
と
い
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
が
関
係
す
る
文
書
に
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
例
外
中
の
例
外
で
あ
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
を
編
纂
し
て
い
る
国
務
省
が
、
密
約
の
存
在
を
進
ん
で
暴
露
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
先
行
研
究

ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
た
文
献
は
、
二
〇
一
五
年
に
公

刊
さ
れ
た
山
本
英
政
『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
：「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
隠
さ
れ
た
真
実
』
が
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
（
4
）

。
同
書
は
、
ジ
ラ
ー

ド
の
犯
罪
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
米
兵
を
立
件
す
る
難
し
さ
、
ジ
ラ
ー
ド
が
日
本
で
裁
判
を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
後
、
ア

メ
リ
カ
議
会
お
よ
び
国
民
の
間
に
強
い
反
発
が
起
っ
た
様
子
、
さ
ら
に
は
、
前
橋
地
裁
で
開
か
れ
た
ジ
ラ
ー
ド
裁
判
の
経
緯
お
よ
び
判
決

ま
で
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
全
体
を
俯
瞰
し
た
き
わ
め
て
有
益
な
著
作
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
書
の
タ
イ
ト
ル
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
る
日
米
密
約
が
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

一
〇
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ジ
ラ
ー
ド
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件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

そ
の
ほ
か
、
末
浪
靖
司
は
、「
日
本
の
裁
判
を
動
か
し
た
日
米
密
約
」
お
よ
び
『
対
米
従
属
の
正
体
』
で
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
と
り
あ

げ
て
い
る
（
5
）

。
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
所
収
の
ジ
ラ
ー
ド
事
件
関
連
文
書
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
密
約

に
関
係
す
る
文
書
を
発
掘
し
て
い
る
。
比
較
的
最
近
の
論
考
と
し
て
は
、
池
田
直
隆
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
再
検
討
」、
倉
林
直
子
「
駐
留

米
軍
を
め
ぐ
る
政
府
と
議
会
の
関
係
」、
お
よ
び
、
大
沼
久
夫
「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
と
日
米
関
係
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
6
）

。

ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
連
す
る
英
語
文
献
と
し
て
、G

ordon B
. B
aldw

in, “F
oreign Jurisdiction and the A

m
erican S

oldier: 

T
he A

dventures of G
irard ”

（1958

）
が
、
公
務
あ
る
い
は
公
務
執
行
中
の
法
的
側
面
を
扱
っ
た
最
初
の
論
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
（
7
）

。

最
近
で
は
、Jaim

e M
. G
her, “S

tatus of F
orces A

greem
ents ”

（2002

）, N
eil C

urtin, “W
e M
ight A

s W
ell W

rite Japan O
ff ”

（2012

）, T
yler J. H

ill, “R
evision of the U

.S
.-Japan S

tatus of F
orces A

greem
ent

（S
O
F
A

）”

（2015

）
と
い
っ
た
論
考
が
あ
る
（
8
）

。

と
く
に
、N

eil C
urtin

の
論
文
は
、
裁
判
権
と
い
う
法
的
問
題
よ
り
も
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
ア
メ
リ
カ
側
が
行
使
し
な
い
と
し
た

政
治
過
程
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、
参
考
に
な
る
。

以
上
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
日
米
の
先
行
研
究
を
挙
げ
た
が
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
る
研
究
自
体
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な

い
。ジ

ラ
ー
ド
事
件
の
一
次
史
料

ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
一
次
史
料
を
紹
介
し
て
お
く
。
日
本
側
の
史
料
と
し
て
、
第
一
二
回
外
交
記
録
公
開
（
一
九
九
四
年
）
で
、

『
在
本
邦
駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係　
米
国
軍
人
関
係　
相
馬
ヶ
原
事
件
』
第
一
巻
・
第
二
巻
（D

'-0001

）（
外
交
史
料
館
所
蔵
）
と
い
う
フ
ァ

イ
ル
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
詳
細
に
記
し
た
史
料
で
は
な
い
が
、
こ
の
事
件
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。一

〇
九



ア
メ
リ
カ
側
の
史
料
の
場
合
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
重
要
な
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
原
資
料
は
、

デ
シ
マ
ル
・
フ
ァ
イ
ル
と
い
わ
れ
る
十
進
法
に
よ
り
分
類
さ
れ
た
国
務
省
文
書
、
お
よ
び
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
図
書
館
所
蔵
の
文

書
が
多
い
。
た
だ
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
重
要
な
文
書
と
し
て
、
米
陸
軍
が
ま
と
め
た
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
経
過

報
告
書
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
の
レ
コ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
の
分
類
で
は
Ｒ
Ｇ
五
五
〇
だ
。
こ
れ
は
太
平
洋
に
お
け
る
米
陸
軍

の
記
録
（R

ecords of U
nited S

tates A
rm
y, P
acifi c

）
で
あ
り
、
一
九
四
四
年
か
ら
一
九
七
二
年
ま
で
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｒ
Ｇ
五
五
〇
にC

lassifi ed C
orrespondence F

iles, 7-1957

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
そ
の
ボ
ッ
ク
ス
七
に
、
ジ
ラ
ー
ド
に
関

連
す
る
資
料
が
あ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
と
い
わ
れ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. S
p3.

お
よ
び

S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

と
い
う
二
つ
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
。
前
者
は
、
一
九
五
七
年
八

月
か
ら
開
始
さ
れ
た
前
橋
地
裁
で
の
審
理
の
記
録
が
中
心
で
あ
り
、
文
書
は
六
〇
〇
枚
ほ
ど
だ
。
後
者
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
発
生
か
ら
八

月
頃
ま
で
、
米
陸
軍
法
務
部
が
ま
と
め
た
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
経
過
報
告
書
で
あ
る
。
同
じ
く
六
〇
〇
枚
ほ
ど
だ
。
前
者
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件

の
裁
判
開
始
後
、
後
者
は
開
始
前
の
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
、
二
〇
一
六
年
三
月
お
よ
び
八
月
の
二
度
、
ボ
ッ
ク
ス
七
を
調
査
し
た
。
た
だ
、
三
月
の
時
点

で
は
、S

U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

の
存
在
に
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

通
常
、
文
書
は
フ
ァ
イ
ル
に
収
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
文
書
を
と
め
る
金
具
が
は
ず
さ
れ
、
ば
ら
ば
ら
の
文
書
と
し
て
ボ
ッ
ク
ス
に

収
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
、
数
点
のW

ithdraw
al N
otice

（
文
書
が
引
き
抜
か
れ
た

こ
と
を
示
す
注
意
書
き
）
が
挟
み
込
ま
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
引
き
抜
か
れ
た
日
付
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
二
四
日
で
、
理
由
は

Ｅ
Ｏ
一
三
五
二
六
の
セ
ク
シ
ョ
ン3.3b

に
よ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
一
〇



ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

こ
の
Ｅ
Ｏ
一
三
五
二
六
と
は
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
が
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
九
日
に
発
し
た
行
政
命
令
で
あ
る
。
内
容
は
、
秘

密
指
定
情
報
の
管
理
を
厳
格
化
し
、
過
剰
な
秘
密
指
定
の
問
題
に
効
果
的
に
対
処
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
ボ
ッ
ク
ス
七
の
場
合
、
こ
の
命
令
に
逆
行
す
る
形
で
い
く
つ
か
の
文
書
が
引
き
抜
か
れ
た
。
こ
の
ボ
ッ
ク
ス
七

の
文
書
を
公
開
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
番
号
は
、
Ｎ
Ｎ
Ｄ
五
八
九
九
八
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
翌
年
の
一
九
五
八
年
に
は
公
開
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
五
十
年
以
上
を
経
て
、
情
報
公
開
の
推
進
に
反
し
、
文
書
の
引
き
抜
き
が
行
わ
れ
て
い
た
点
、
奇
妙

な
印
象
を
受
け
る
。

本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
間
で
刑
事
裁
判
権
問
題
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事

件
の
場
合
、
最
終
的
に
、
ア
メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
せ
ず
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
は
日
本
の
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
。
た
だ
、

そ
の
過
程
で
前
述
の
よ
う
に
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
密
約
を
含
め
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
問
題
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
以
下
の
諸
点
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
が
公
務
執
行
中
で
あ
る
か
否
か
を
め
ぐ
り
、
日
米
の
意
見
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ

リ
カ
側
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
の
決
定
を
下
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
に
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
不
行
使
も
や
む
を
え
な

い
と
す
る
根
拠
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ジ
ラ
ー
ド
の
証
言
、
お
よ
び
、
ジ
ラ
ー
ド
の
同
僚
で
発
砲
現
場
に
い
た
ビ

ク
タ
ー
・
Ｎ
・
ニ
ク
ル
三
等
特
技
兵
（
二
一
歳
）
の
証
言
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
九
五
七
年
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
前
橋
地
裁
で
の
裁
判
で
、

こ
れ
ら
の
証
言
は
明
ら
か
に
な
る
が
、
第
二
節
で
は
、
ジ
ラ
ー
ド
お
よ
び
ニ
ク
ル
が
、
事
件
発
生
当
初
、
ど
の
よ
う
な
供
述
を
し
て
い
た

一
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の
か
を
新
史
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
連
す
る
文
書
が
多
数
収
録
さ
れ
、
本
来
、
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
密
約
の
存
在
お
よ
び
内
容
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
、
ま
ず
、
密
約
が
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
密
約
は
行
政
協

定
下
の
合
同
委
員
会
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
委
員
会
お
よ
び
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
の
協
議
の
様
子

も
可
能
な
か
ぎ
り
解
明
す
る
。
ア
メ
リ
カ
側
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
決
定
し
た
が
、
な
ぜ
こ
の
決
定
に
い
た
っ
た
の
か

を
分
析
す
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
で
国
務
省
は
密
約
を
進
ん
で
暴
露
し
て
い
る
感
が
あ
る
の
で
、
そ
の
理
由
を
考
察
す
る
。

最
後
に
、
第
四
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
密
約
が
本
当
に
実
行
に
移
さ
れ
た
の
か
を
検
証
す
る
。

一
九
五
三
年
の
行
政
協
定
第
一
七
条
の
改
正
時
に
、
日
本
側
は
実
質
的
に
重
要
な
犯
罪
を
除
き
、
米
兵
等
に
対
す
る
第
一
次
裁
判
権
を
行

使
す
る
意
図
が
な
い
と
し
た
刑
事
裁
判
権
密
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
契
機
に
、
こ
の
密
約
の
公
表
を

日
本
側
に
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
経
緯
も
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
一
九
七
四
年
七
月
に
沖
縄
県
伊
江
島
で
米
兵
発
砲
事
件

が
起
き
る
が
、
こ
の
事
件
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
類
似
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
側
は
裁
判
権
を
行
使
せ
ず
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と

正
反
対
の
結
果
に
な
っ
た
。
こ
の
伊
江
島
事
件
で
は
、
ア
メ
リ
カ
側
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
で
の
裁
判
権
不
行
使
と
い
う
失
策
を
教
訓
と
し
て

活
か
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
刑
事
裁
判
権
密
約
の
存
在
に
よ
っ
て
、
日
本
側
は
容
疑
者
た
る
米
兵
の
裁
判
権

を
行
使
で
き
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
端
を
発
し
た
刑
事
裁
判
権
に
か
か
わ
る
こ
れ
ら
の
問
題
も
考
察
す
る
。

二
．
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
罪

ジ
ラ
ー
ド
お
よ
び
ニ
ク
ル
の
供
述
の
核
心
は
、
一
九
五
七
年
七
月
、
ジ
ラ
ー
ド
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
で
の
裁
定
の
際
、

一
一
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国
防
省
法
律
顧
問
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ィ
チ
ャ
ー
ト
が
連
邦
最
高
裁
に
提
出
し
た
宣
誓
陳
述
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
9
）

。
本
節
で

は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
一
次
史
料
か
ら
、
ジ
ラ
ー
ド
お
よ
び
ニ
ク
ル
が
、
事
件
発
生
後
の
一
九
五
七
年
二
月
、
何
を
語
っ
て
い
た
の
か
を
振

り
返
っ
て
お
き
た
い
。

ジ
ラ
ー
ド
の
供
述

事
件
発
生
か
ら
三
日
後
の
二
月
二
日
、
ジ
ラ
ー
ド
は
Ｃ
Ｉ
Ｄ
（C

rim
inal Investigation D

epartm
ent-

米
陸
軍
犯
罪
捜
査
司
令
部
）
の
取
調

べ
に
対
し
、
お
お
よ
そ
以
下
の
供
述
を
し
て
い
る
（
10
）

。

当
日
、
自
分
は
Ｍ
1
ラ
イ
フ
ル
を
所
持
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
部
隊
の
三
等
軍
曹
の
も
の
で
、
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
が
装
備

さ
れ
て
い
た
。
モ
ー
ホ
ン
少
尉
か
ら
、
六
五
五
ヒ
ル
﹇
注
：
六
五
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
標
高
を
米
軍
は
そ
の
ま
ま
丘
の
名
に
し
て
い

た
。
地
元
で
は
物
見
塚
と
呼
ば
れ
て
い
た
。﹈
に
の
ぼ
り
、
機
関
銃
お
よ
び
そ
の
他
の
装
備
を
警
護
せ
よ
と
の
命
令
を
受
け
、
日
本

人
た
ち
を
ヒ
ル
か
ら
追
い
払
う
よ
う
言
わ
れ
た
。
同
じ
く
命
令
を
受
け
た
ニ
ク
ル
三
等
特
技
兵
と
共
に
、
ヒ
ル
に
向
か
っ
た
。
ヒ
ル

に
は
、
弾
拾
い
の
男
性
五
人
と
女
性
一
人
が
い
た
。
兵
士
は
み
な
、
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
空
薬
莢
を
込
め
、
演
習
場
か
ら

日
本
人
た
ち
を
追
い
払
う
た
め
、
頭
上
に
向
け
薬
莢
を
撃
つ
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、
自
分
も
そ
の
ヒ
ル
か
ら
日
本
人
を
追
い
払

う
際
、
ラ
イ
フ
ル
の
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
、
口
径
三
〇
カ
ー
ビ
ン
弾
の
空
薬
莢
を
装
填
し
、
上
に
ね
ら
い
を
つ
け

（aim
ed it up

）、
撃
っ
た
。
空
包
を
撃
っ
た
。
こ
の
方
法
で
薬
莢
を
撃
つ
こ
と
を
何
度
も
耳
に
し
て
お
り
、
十
分
に
殺
傷
力
が
あ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
女
性
が
倒
れ
た
と
き
驚
愕
し
た
。
お
そ
ろ
し
く
な
り
、
混
乱
し
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

一
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か
っ
た
。
す
ぐ
に
ヒ
ル
か
ら
降
り
、
モ
ー
ホ
ン
少
尉
を
見
つ
け
出
し
、
ヒ
ル
で
女
性
の
体
を
見
つ
け
た
と
報
告
し
た
。
自
分
が
や
っ

た
こ
と
を
少
尉
に
話
さ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
保
身
以
外
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
非
常
に
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
、
女
性
の
遺
族
に
自
分
が
で
き
る
だ
け
の
寄
付
を
し
た
い
。

以
上
の
供
述
内
容
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
当
日
、
ジ
ラ
ー
ド
の
Ｍ
1
ラ
イ
フ
ル
は
故
障
し
て
い
た
た
め
、
上
官
か
ら
グ
レ

ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
付
き
の
ラ
イ
フ
ル
を
借
用
し
た
。
こ
の
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
と
は
手
榴
弾
発
射
装
置
の
こ
と
で
、
Ｍ
1
ラ

イ
フ
ル
の
銃
口
に
装
着
し
、
空
包
を
装
填
・
発
砲
す
る
と
、
そ
の
威
力
で
手
榴
弾
が
発
射
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
に

あ
る
よ
う
に
、
日
本
人
弾
拾
い
を
追
い
払
う
た
め
、
空
薬
莢
を
込
め
、
発
射
し
た
。
ジ
ラ
ー
ド
に
は
、
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
使

用
す
る
資
格
が
な
く
、
ま
た
、
同
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
薬
莢
を
込
め
て
撃
つ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
威
嚇
方
法
が
用
い
ら
れ

た
理
由
は
、
同
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
薬
莢
を
込
め
て
撃
つ
方
が
、
空
包
よ
り
も
音
が
大
き
く
、
威
嚇
の
威
力
が
お
お
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

当
日
の
演
習
（
一
月
三
〇
日
）
で
は
、
午
前
中
、
実
弾
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
午
後
か
ら
は
弾
拾
い
の
数
が
多
く
、
危
険
で
あ
る
た

め
、
空
包
が
用
い
ら
れ
た
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、
自
分
の
Ｍ
1
ラ
イ
フ
ル
が
故
障
し
て
い
た
た
め
、
本
来
、
使
用
す

る
資
格
の
な
い
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
付
き
ラ
イ
フ
ル
を
借
用
し
た
。
ま
た
、
午
後
の
演
習
で
は
空
包
が
用
い
ら
れ
、
同
ラ
ン

チ
ャ
ー
に
空
薬
莢
を
込
め
発
砲
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
偶
然
が
重
な
り
、
事
件
は
起
っ
た
。

こ
の
件
が
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
行
で
あ
る
こ
と
は
、
二
月
一
日
に
は
特
定
さ
れ
て
い
る
。
警
視
庁
刑
事
部
捜
査
課
長
が
、
二
月
四
日
に
作
成

し
た
「
群
馬
県
米
軍
演
習
場
内
に
お
け
る
米
兵
の
日
本
婦
人
射
殺
事
件
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
に
、「
目
撃
者
等
に
つ
い
て
犯
行
の
状

況
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
二
月
一
日
午
後
一
時
、
被
疑
者
を
確
認
す
る
た
め
、
米
軍
側
の
協
力
を
得
て
事
件
当
日
現
場
で
の
演
習
に
参

一
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加
し
て
い
た
米
兵
等
三
十
数
名
に
つ
い
て
目
撃
者
の
日
本
人
五
名
に
被
疑
者
を
確
認
さ
せ
た
結
果
、
前
記
被
疑
者
﹇
ジ
ラ
ー
ド
﹈
を
指
摘

し
た
（
11
）

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
月
二
日
、
ジ
ラ
ー
ド
は
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
取
調
べ
に
際
し
、
な
か
さ
ん
の
死
に
自
分
が
関
係

す
る
こ
と
を
供
述
し
た
（
12
）

。

公
務
証
明
書
の
発
給

二
月
七
日
、
第
八
騎
兵
連
隊
Ｆ
中
隊
長
の
カ
ー
ル
・
Ｃ
・
エ
リ
グ
ッ
ド
歩
兵
中
尉
名
で
、
前
橋
地
方
検
事
正
宛
、
日
米
合
同
委
員
会
の

下
部
組
織
で
あ
る
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
の
合
意
事
項
第
四
三
項
に
し
た
が
い
（
以
下
、
合
意
事
項
と
記
す
）、「
公
務
に
関
す
る
証
明
」

が
発
給
さ
れ
た
（
13
）

。
ジ
ラ
ー
ド
は
一
月
三
〇
日
午
後
一
時
五
〇
分
キ
ャ
ン
プ
ウ
エ
ア
射
撃
場
（
相
馬
ヶ
原
演
習
場
）
で
公
務
を
執
行
し
て
お

り
、
反
対
の
証
拠
が
あ
る
旨
即
刻
通
告
が
な
い
か
ぎ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
こ
の
事
件
の
司
法
権
を
行
使
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
公

務
証
明
書
に
は
、
当
時
の
状
況
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
（
14
）

。

一
九
五
七
年
一
月
三
十
日
、
第
八
騎
兵
連
隊
第
二
大
隊
は
キ
ヤ
ン
プ
ウ
エ
ア
射
撃
場
に
於
て
日
課
の
訓
練
に
従
事
し
て
い
た
。
Ｆ
中

隊
は
、
空
砲
射
撃
を
実
施
し
て
い
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
Ｓ
ジ
ラ
ー
ド
技
術
伍
長
は
、
彼
の
小
隊
長
か
ら
監
視
人
の
居
な
い
機
関
銃
の
近

く
の
地
点
に
移
動
し
て
そ
の
機
関
銃
と
そ
の
附
近
に
あ
つ
た
戦
闘
資
材
を
監
視
す
る
よ
う
命
令
さ
れ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
命
令
通
り
機

関
銃
の
近
く
の
指
定
さ
れ
た
地
点
に
移
動
し
た
。
警
備
兵
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
中
、
同
伍
長
は
警
告
の
為
め
使
用
ず
み
の
薬
莢
を

発
射
し
た
処
そ
れ
が
、
使
用
ず
み
の
薬
莢
を
拾
う
た
め
に
射
撃
場
に
入
つ
て
い
た
群
馬
県
相
馬
村
上
新
田
の
坂
井
な
か
に
当
り
同
女

を
殺
し
た
。

一
一
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ジ
ラ
ー
ド
は
、
訓
練
中
、
機
関
銃
等
の
監
視
を
上
官
に
命
じ
ら
れ
、
そ
の
任
務
執
行
中
、
警
告
の
た
め
使
用
ず
み
薬
莢
を
発
射
し
、
そ

れ
が
な
か
さ
ん
に
当
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

翌
八
日
、
在
京
米
大
使
館
の
ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
・
ホ
ー
シ
ー
代
理
大
使
が
、
外
務
省
に
岸
信
介
外
務
大
臣
を
訪
ね
、
米
兵
射
殺
事
件

に
遺
憾
の
意
を
表
す
書
簡
を
手
交
し
た
（
な
お
、
岸
は
、
石
橋
湛
山
総
理
の
病
気
に
よ
る
退
陣
を
受
け
、
二
月
二
五
日
に
総
理
に
就
任
し
た
（
15
）

）。
た

だ
、
ホ
ー
シ
ー
は
岸
に
対
し
、
訓
令
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
個
人
的
見
解
と
し
て
、「
万
一
事
実
に
よ
り
日
本
側
で
管
轄
権
が
日

本
側
に
あ
り
と
の
見
解
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
日
本
側
に
お
い
て
之
を
主
張
し
な
い
と
い
う
様
な
こ
と
も
考
え
て
貰
い
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
（
16
）

。
ア
メ
リ
カ
側
は
す
で
に
公
務
証
明
書
を
発
給
し
、
自
国
に
裁
判
権
あ
り
と
主
張
し
て
い
た
が
、
日
本
側
に
裁
判
権

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
、
そ
れ
を
主
張
し
な
い
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ー
シ
ー
代
理
大
使
は
、

日
本
側
に
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
よ
う
要
請
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
側
が
公
務
証
明
書
を
発
給
し
た
の
に
対
し
、
日
本
側
は
、
前
述
の
合
意
事
項
第
四
三
項
に
し
た
が
い
、
二
月
九
日
、
前
橋
地

検
検
事
正
か
ら
前
記
中
隊
長
宛
、「
反
対
の
証
拠
が
あ
る
」
旨
を
通
知
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、「
被
疑
者
は
、
本
件
発
生
時
機
関
銃
等

を
監
視
す
べ
き
命
令
を
受
け
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
任
務
の
遂
行
と
は
何
等
関
係
な
く
故
意
に
空
薬
莢
を
投
げ
あ
た
え
、
被
害

者
等
を
至
近
距
離
に
呼
び
寄
せ
た
上
被
害
者
等
に
向
け
発
砲
し
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
あ

る
（
17
）

。
二
月
一
五
日
、
前
橋
地
検
検
事
正
か
ら
米
軍
指
揮
官
に
対
し
、
本
件
を
日
米
合
同
委
員
会
に
提
案
す
る
と
の
通
知
が
な
さ
れ
た
（
18
）

。
ジ

ラ
ー
ド
の
行
為
が
公
務
執
行
中
で
あ
る
か
否
か
、
日
米
間
で
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
日
米
行
政
協
定
第
二
六
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
委
員
会
で
の
協
議
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
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ジ
ラ
ー
ド
の
送
検

ジ
ラ
ー
ド
が
前
橋
地
検
に
送
検
さ
れ
た
の
は
、
二
月
九
日
午
後
三
時
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
を
ど
う
い
う
罪
名
で
送
検
す
る
か
、
群
馬
県

警
で
の
協
議
は
難
航
し
た
。『
読
売
新
聞
』
二
月
九
日
夕
刊
に
よ
る
と
、「
相
馬
ヶ
原
事
件
を
捜
査
中
の
群
馬
県
警
本
部
は
八
日
夜
、
米
軍

捜
査
当
局
と
交
換
し
た
捜
査
資
料
の
う
ち
銃
の
性
能
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、
傷
害
致
死
容
疑
で
進
む
事
件
処
理
を
殺
人
お
よ
び
殺
人
未

遂
容
疑
に
き
り
か
え
、
米
軍
第
八
騎
兵
連
隊
第
二
大
隊
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｓ
・
ジ
ラ
ル
ド
（
マ
マ
）
特
務
三
等
兵
（
二
一
）
の
書
類
を
送
る

こ
と
に
き
め
た
が
、
九
日
午
後
一
時
か
ら
来
県
し
た
関
東
管
区
警
察
局
養
老
公
安
部
長
を
迎
え
石
岡
県
警
本
部
長
ら
と
再
協
議
の
結
果
、

方
針
を
再
変
更
し
傷
害
致
死
容
疑
の
従
前
ど
お
り
の
方
針
で
臨
む
態
度
を
明
ら
か
に
し
」
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
当
初
の
罪
名
で
あ
る
傷

害
致
死
を
殺
人
に
変
え
、
も
と
に
戻
し
て
、
傷
害
致
死
で
送
検
し
た
。
罪
名
が
二
転
三
転
し
た
わ
け
で
あ
る
。
五
月
に
裁
判
権
の
問
題
で

日
米
が
合
意
に
い
た
っ
た
後
、
検
察
は
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害
致
死
で
起
訴
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
時
の
群
馬
県
警
に
よ
る
傷
害
致
死
で

の
送
検
が
、
後
の
検
察
の
起
訴
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
罪
名
変
更
は
、
ア
メ
リ
カ
側
で
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
月
九
日
付
け
高
崎
警
察
署
か
ら
憲
兵
隊
長
宛
の
米
軍
人
犯
罪
報
告
に
よ

れ
ば
、
ジ
ラ
ー
ド
の
罪
名
は
、
殺
人
（
刑
法
一
九
九
条
）
お
よ
び
殺
人
未
遂
（
刑
法
二
〇
三
条
）
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
日
、
罪

名
変
更
通
知
が
発
出
さ
れ
、
さ
ら
に
捜
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
傷
害
致
死
（
刑
法
二
〇
五
条
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
（
19
）

。

い
さ
さ
か
不
可
解
な
の
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
文
書
の
何
点
か
に
、
前
述
のW

ithdraw
al N
otice

が
差
し
込
ま
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。

ジ
ラ
ー
ド
の
送
検
に
際
し
て
の
罪
名
変
更
に
つ
い
て
、
未
だ
そ
の
真
相
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
上
記
の
読
売
新
聞
の
記
事
が
正

し
い
の
か
否
か
は
別
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
で
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
罪
名
は
、
一
度
は
殺
人
お
よ
び
殺
人
未
遂
で
あ
る
旨
通
知
さ

一
一
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れ
、
そ
れ
を
傷
害
致
死
に
変
更
し
て
い
る
。
事
件
当
時
、
群
馬
県
警
本
部
長
で
あ
っ
た
石
岡
實
が
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
に
発
表
し
た
手

記
に
は
、「
概
ね
十
日
間
の
激
し
い
捜
査
と
寝
不
足
で
、
憔
悴
し
た
刑
事
部
長
、
捜
査
一
課
長
等
と
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
詳
細
に
検
討
し

た
結
果
、「
傷
害
致
死
」
で
送
検
す
る
こ
と
に
し
た
。」
と
あ
る
（
20
）

。
手
記
で
は
、
殺
人
で
の
送
検
に
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

事
件
当
時
、
群
馬
県
警
本
部
捜
査
一
課
係
長
だ
っ
た
志
塚
政
男
が
、
一
九
九
四
年
に
毎
日
新
聞
の
取
材
に
答
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
岡
田
三
千
左
右
刑
事
部
長
は
、「
地
検
で
傷
害
致
死
に
変
え
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
が
、
県
警
と
し
て
は
殺
人
で
送
致
す
べ
き
だ
」
と

主
張
し
、
捜
査
に
携
わ
っ
た
刑
事
た
ち
も
、
み
な
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
県
警
の
意
向
に
よ
り
、
一
度
は
、

ア
メ
リ
カ
側
に
ジ
ラ
ー
ド
の
罪
名
は
殺
人
お
よ
び
殺
人
未
遂
と
通
知
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
捜
査
会
議
で
は
、
殺
人
容
疑
で
固
ま
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
傷
害
致
死
容
疑
で
送
検
さ
れ
た
。
志
塚
は
、「
だ
れ
も
が
意
外
に
思
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
ら
か
分
か
ら
な
い
が
、
圧
力

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
21
）

。

ジ
ラ
ー
ド
の
員
面
調
書
・
検
面
調
書

二
月
一
一
日
、
日
本
側
調
査
団
は
、
ア
メ
リ
カ
側
関
係
者
（
第
一
騎
兵
師
団
法
務
官
ス
タ
ン
レ
ー
・
Ｆ
・
レ
ヴ
ィ
ン
少
佐
・
他
）
と
共
に
、
ジ

ラ
ー
ド
を
連
れ
、
六
五
五
ヒ
ル
に
赴
き
、
ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
を
と
っ
た
。
日
本
側
調
査
団
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
群
馬
県
警
の
岡
田
刑
事

部
長
、
前
橋
地
検
の
小
縄
快
郎
検
事
等
で
あ
る
。
現
場
で
、
ジ
ラ
ー
ド
に
黙
秘
権
が
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、
お
も
に
岡
田
刑
事
部
長
が
、

一
問
一
答
形
式
で
ジ
ラ
ー
ド
を
尋
問
し
た
（
22
）

。

翌
一
二
日
、
ジ
ラ
ー
ド
は
前
橋
地
検
で
小
縄
検
事
の
尋
問
を
受
け
た
。
ジ
ラ
ー
ド
に
黙
秘
権
が
あ
る
旨
が
伝
え
ら
れ
、
一
問
一
答
形
式

で
検
察
官
面
前
調
書
（
検
面
調
書
）
が
作
成
さ
れ
た
。
同
調
書
は
一
四
頁
か
ら
な
り
、
一
三
頁
に
ジ
ラ
ー
ド
の
署
名
、
並
び
に
、
立
会
人

一
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の
レ
ヴ
ィ
ン
少
佐
の
署
名
が
あ
る
。
最
後
の
一
四
頁
に
、
通
訳
二
名
の
署
名
、
前
橋
地
検
の
大
沢
敬
之
検
察
事
務
官
お
よ
び
小
縄
検
事
の

署
名
が
あ
る
。
全
頁
の
右
下
に
ジ
ラ
ー
ド
の
署
名
が
あ
り
、
訂
正
さ
れ
た
部
分
に
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
Ｗ
Ｓ
Ｇ
が
記
さ
れ
て
い

る
。
す
べ
て
英
文
と
は
い
え
、
日
本
の
検
面
調
書
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
式
で
あ
る
（
23
）

。

同
調
書
で
ジ
ラ
ー
ド
は
何
を
語
っ
た
の
か
、
要
約
し
て
お
き
た
い
（
24
）

。
こ
れ
ま
で
の
供
述
と
の
重
複
を
避
け
な
が
ら
、
重
要
な
部
分
を
摘

出
す
る
。
ジ
ラ
ー
ド
と
ニ
ク
ル
が
、
六
五
五
ヒ
ル
に
の
ぼ
り
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
機
関
銃
等
を
警
護
す
る
よ
う
、
上
官
の
モ
ー
ホ
ン
少
尉

か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
以
下
、
ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
内
容
で
あ
る
。

機
関
銃
の
側
に
行
く
と
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
日
本
人
弾
拾
い
の
一
団
が
い
た
。
自
分
が
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
大
体

二
九
フ
ィ
ー
ト
（
約
八
メ
ー
ト
ル
）
前
方
で
、
少
し
上
り
坂
に
な
っ
て
い
た
。
弾
拾
い
た
ち
に
、「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
お
よ
び
「
ヒ
ヤ
ク
」

﹇
ハ
ヤ
ク
﹈
と
告
げ
た
。
一
団
は
少
し
移
動
し
て
、
立
ち
止
ま
っ
た
。
自
分
は
、
Ｍ
1
ラ
イ
フ
ル
に
使
用
済
み
薬
莢
を
込
め
、
だ
い

た
い
三
〇
度
か
ら
四
五
度
の
角
度
で
、
腰
だ
め
に
し
て
、「
か
れ
ら
の
頭
上
に
撃
っ
た
」（fi red over their heads

）。
撃
っ
た
理
由
は
、

か
れ
ら
を
驚
か
せ
、
追
い
払
う
た
め
だ
っ
た
（scare them

 aw
ay

）。
自
分
は
、
他
の
兵
士
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
。
薬
莢
は
ブ
ン
ブ
ン
と
音
を
立
て
る
の
で
、
耳
に
す
る
と
恐
怖
感
を
覚
え
る
と
聞
い
て
い
た
。

女
性
が
倒
れ
た
と
こ
ろ
に
走
っ
て
い
き
、
怪
我
を
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
ニ
ク
ル
の
も
と
に
走
っ
て
戻
り
、
助
け
を
求
め
た
。

モ
ー
ホ
ン
少
尉
を
呼
ん
で
、
女
性
が
怪
我
を
し
て
い
る
と
伝
え
た
。
こ
の
間
に
、
他
の
日
本
人
た
ち
は
、
女
性
を
少
し
移
動
さ
せ
た
。

衛
生
兵
が
す
ぐ
に
到
着
し
、
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。

一
一
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ジ
ラ
ー
ド
は
、
岡
田
刑
事
部
長
、
小
縄
検
事
、
レ
ヴ
ィ
ン
少
佐
に
対
す
る
供
述
で
、
日
本
人
弾
拾
い
に
危
害
を
加
え
る
意
思
は
、
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
か
れ
は
一
発
だ
け
撃
っ
た
と
供
述
し
た
。
こ
れ
は
、
現
場
で
な
か
さ
ん
よ
り
も
少
し
前
に
撃
た

れ
そ
う
に
な
っ
た
小
野
関
秀
治
の
証
言
と
異
な
る
（
25
）

。
ま
た
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、
な
か
さ
ん
に
、「
マ
マ
サ
ン
」「
タ
ク
サ
ン
シ
ェ
ル
ズ
」

﹇
注
：
薬
莢
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
の
意
味
﹈
と
は
言
っ
て
お
ら
ず
、
な
か
さ
ん
に
使
用
済
み
薬
莢
を
投
げ
た
こ
と
も
な
い
、
と
供
述
し
た
。

岡
田
刑
事
部
長
お
よ
び
小
縄
検
事
は
い
ず
れ
も
、
最
後
に
、
ジ
ラ
ー
ド
に
「
何
か
い
い
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
訊
ね
て
い
る
。
ジ

ラ
ー
ド
は
、「
今
週
月
曜
日
﹇
注
：
二
月
一
一
日
の
こ
と
か
﹈
に
日
本
人
女
性
と
結
婚
す
る
予
定
だ
っ
た
。」
と
述
べ
た
。
岡
田
刑
事
部
長

が
、
日
本
人
に
対
し
好
感
を
持
っ
て
い
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
か
と
訊
ね
る
と
、
ジ
ラ
ー
ド
は
「
そ
う
で
す
」
と
答
え
て
い
る
。
な
お
、

ジ
ラ
ー
ド
は
、
七
月
五
日
、
末
山
ハ
ル
（
二
九
歳
）
と
結
婚
式
を
挙
げ
て
い
る
（
26
）

。

嘘
発
見
器

二
月
一
四
日
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、
嘘
発
見
器
（
ポ
リ
グ
ラ
ム
）
を
用
い
た
検
査
を
受
け
た
（
27
）

。
ジ
ラ
ー
ド
が
同
意
し
た
か
ら
だ
。
二
月
二
日

の
供
述
で
、
発
砲
が
日
本
人
女
性
の
死
亡
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
た
が
、
同
女
性
に
薬
莢
を
投
げ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
撃
つ
つ

も
り
も
な
か
っ
た
と
犯
意
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
嘘
発
見
器
を
用
い
、
つ
ぎ
の
質
問
が
ジ
ラ
ー
ド
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

ａ　

ニ
ク
ル
が
発
砲
の
場
面
を
見
た
か
ど
う
か
知
っ
て
い
る
か
。

ｂ　

日
本
人
女
性
に
向
け
薬
莢
を
投
げ
た
か
。

ｃ　

ニ
ク
ル
が
日
本
人
女
性
に
薬
莢
を
投
げ
た
か
知
っ
て
い
る
か
。

ｄ　

薬
莢
で
同
女
性
を
撃
つ
つ
も
り
だ
っ
た
か
。

一
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検
査
結
果
で
は
、
ｂ
と
ｄ
の
質
問
に
、
ジ
ラ
ー
ド
は
特
別
な
反
応
を
示
し
た
と
い
う
。
ジ
ラ
ー
ド
は
薬
莢
を
投
げ
た
点
を
否
定
し
て
い

る
こ
と
、
並
び
に
、
女
性
を
撃
つ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
点
、
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が

検
査
官
の
意
見
で
あ
っ
た
。
米
軍
側
も
、
ジ
ラ
ー
ド
が
な
か
さ
ん
に
狙
い
を
つ
け
発
砲
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
っ
て
い
た
。

ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
の
変
化

岡
田
刑
事
部
長
お
よ
び
小
縄
検
事
の
取
調
べ
に
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、
な
か
さ
ん
を
狙
っ
て
撃
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
殺
人
あ
る
い
は
傷

害
致
死
の
犯
意
を
全
面
的
に
否
定
し
た
。
二
月
一
五
日
、
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ィ
テ
ィ
ン
ト
ン
（
埼
玉
県
大
里
郡
三
尻
村
）
の
司
令
官
の
命
令
で
、

こ
れ
ま
で
の
供
述
お
よ
び
嘘
発
見
器
の
検
査
結
果
を
受
け
、
ジ
ラ
ー
ド
は
あ
ら
た
め
て
聴
取
を
受
け
た
（
28
）

。
そ
の
内
容
は
以
下
で
あ
る
（
29
）

。

以
前
の
供
述
で
述
べ
た
よ
う
に
、
自
分
は
ニ
ク
ル
と
共
に
ヒ
ル
に
あ
が
っ
て
い
き
、
ニ
ク
ル
は
薬
莢
を
投
げ
て
い
た
。
自
分
は
、

「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
い
、
日
本
人
た
ち
を
驚
か
せ
る
た
め
、
使
用
済
み
薬
莢
を
空
中
に
撃
っ
た
（I fi red an 

expended brass cartridge into the air

）
の
を
思
い
出
し
た
。
個
人
を
め
が
け
て
で
は
な
く
、
空
中
に
撃
っ
た
の
で
あ
り
、
特
に
だ

れ
と
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、「
ド
ー
ゾ
」
と
言
っ
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ

ン
チ
ャ
ー
に
も
う
一
発
使
用
済
み
薬
莢
を
込
め
、
人
の
い
る
方
に
向
け
（pointed it in the general direction of the people

）、
ラ
イ

フ
ル
を
撃
っ
た
。
女
性
が
二
三
歩
進
み
、
倒
れ
る
の
を
見
た
。
薬
莢
が
た
と
え
当
っ
た
と
し
て
も
、
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
女
性
を
撃
つ
た
め
に
ラ
イ
フ
ル
の
狙
い
を
定
め
た
の
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
腰
だ
め
で
撃
っ
た
の

で
、
自
分
が
思
っ
た
よ
り
も
、
も
っ
と
彼
女
の
近
く
に
ラ
イ
フ
ル
が
向
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
人
に
薬
莢
を
投
げ
た
こ
と

一
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は
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、
発
砲
し
た
の
は
一
回
だ
け
だ
と
述
べ
て
い
た
が
、
二
回
発
砲
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
回
目
は
目
撃

証
人
で
あ
る
小
野
関
へ
の
発
砲
で
あ
り
、
二
回
目
の
発
砲
が
な
か
さ
ん
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、
ラ
イ
フ
ル
を

警
告
の
た
め
空
中
に
発
砲
し
た
と
語
っ
て
い
た
が
、
こ
の
供
述
で
は
、
な
か
さ
ん
を
狙
っ
て
撃
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
自
分
が
思
っ
て
い

た
よ
り
も
な
か
さ
ん
の
近
く
に
ラ
イ
フ
ル
が
向
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

二
月
一
八
日
、
キ
ャ
ン
プ
ウ
エ
ア
（
相
馬
ヶ
原
演
習
場
）
で
、
小
縄
検
事
に
よ
り
ジ
ラ
ー
ド
へ
の
事
情
聴
取
が
行
わ
れ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
の

供
述
か
ら
主
な
部
分
を
摘
出
し
て
み
よ
う
（
30
）

。

ま
ず
、
ジ
ラ
ー
ド
は
、「
自
分
は
、
機
関
銃
警
護
の
任
務
に
つ
い
て
い
た
と
き
、
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
空
薬
莢
を
込
め
た
Ｍ

1
ラ
イ
フ
ル
で
二
回
撃
ち
、
女
性
が
倒
れ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。」
と
、
二
回
撃
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
空
薬
莢
の
性
能
に

つ
い
て
、「
こ
の
事
件
が
起
る
ま
で
、
空
薬
莢
が
ど
の
く
ら
い
飛
ぶ
の
か
正
確
に
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
遠
く
ま
で
飛
ぶ
の
は
わ

か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
薬
莢
が
、
二
〇
ヤ
ー
ド
、
五
〇
ヤ
ー
ド
、
一
〇
〇
ヤ
ー
ド
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
上
飛
ぶ
の
か
、
正
確
に
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
事
件
が
起
る
前
か
ら
、
空
薬
莢
を
こ
の
よ
う
に
し
て
飛
ば
す
と
、
ま
っ
す
ぐ
飛
ぶ
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。」
と
述
べ
、

薬
莢
が
か
な
り
の
距
離
、
正
確
に
飛
ぶ
こ
と
を
供
述
し
て
い
る
。
発
砲
に
つ
い
て
は
、「
一
発
目
は
空
に
向
け
撃
っ
た
（I fi red at fi rst 

up into the sky

）。
二
発
目
は
、
日
本
人
集
団
の
頭
上
に
向
け
て
撃
っ
た
（in the direction of the group over their heads

）。
そ
の
意
味

は
、
た
ん
に
ラ
イ
フ
ル
を
そ
ち
ら
に
向
け
撃
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
に
撃
っ
た
ら
、
一
人
が
二
三
歩
進
ん
で
、
倒
れ
た
。」
と
、

日
本
人
が
い
る
方
に
向
け
て
撃
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

一
二
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ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

ニ
ク
ル
の
供
述

ニ
ク
ル
の
場
合
、
事
件
発
生
か
ら
二
日
後
の
二
月
一
日
の
供
述
が
ア
メ
リ
カ
側
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
事
件
現
場
に
行
っ

た
の
か
、
並
び
に
、
当
日
の
演
習
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
内
容
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。「
現
場
で
、
女
性
（
坂
井

な
か
さ
ん
）
を
撃
っ
た
の
は
誰
か
を
知
っ
て
い
る
か
」
と
の
問
い
に
、「
知
ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
供
述
は
行
っ
て

い
な
い
（
31
）

。

つ
ぎ
に
、
二
月
一
四
日
、
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ィ
テ
ィ
ン
ト
ン
の
捜
査
局
で
、
ニ
ク
ル
は
よ
り
具
体
的
な
供
述
を
行
っ
て
い
る
（
32
）

。
事
件
発
生

時
の
様
子
は
以
下
で
あ
る
。

ニ
ク
ル
は
、
六
五
五
ヒ
ル
（
物
見
塚
）
の
機
関
銃
の
と
こ
ろ
に
の
ぼ
り
、
空
薬
莢
を
集
め
、
機
関
銃
の
方
へ
投
げ
始
め
た
。
ジ
ラ
ー
ド

が
日
本
人
に
向
け
薬
莢
を
投
げ
て
い
る
の
を
は
っ
き
り
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ジ
ラ
ー
ド
が“D

O
Z
O

”

と
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
聞

い
た
。
そ
の
言
葉
は
、
日
本
人
に
対
し
、
近
づ
い
て
も
大
丈
夫
と
い
う
意
味
だ
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
ジ
ラ
ー
ド
が
ほ
ぼ
空
中
（into the 

air

）
に
向
け
自
分
の
ラ
イ
フ
ル
を
腰
だ
め
で
撃
つ
の
を
見
た
。
女
性
が
二
三
歩
進
ん
で
倒
れ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
彼
女
に
駆
け
寄
り
、
彼

女
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
日
本
人
た
ち
を
呼
ん
で
、
彼
女
を
連
れ
去
る
か
、
家
に
連
れ
て
帰
る
よ
う
に
と
言
お
う
と
し
て

い
た
。

ニ
ク
ル
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
な
か
さ
ん
が
倒
れ
た
の
で
、
ジ
ラ
ー
ド
も
ニ
ク
ル
も
非
常
に
お
そ
ろ
し
く
な
り
、
た
だ
た
だ
、
こ
の
こ
と

を
見
な
け
れ
ば
、
こ
こ
に
い
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
考
え
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
自
分
が
何
も
見
て
い
な
い
と
言
い
さ
え

す
れ
ば
、
ジ
ラ
ー
ド
に
も
自
分
に
と
っ
て
も
都
合
が
い
い
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ニ
ク
ル
は
、「
こ
の
こ
と
を
す
ぐ
に
言

わ
な
か
っ
た
の
は
申
し
訳
な
い
が
、
非
常
に
お
そ
ろ
し
く
、
今
で
も
こ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
」
と
供
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
件
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が
起
き
た
と
き
、
ジ
ラ
ー
ド
も
ニ
ク
ル
も
、
彼
女
が
重
症
を
負
っ
て
い
る
と
は
知
ら
ず
、
死
亡
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
と
き
は
、
二
人

と
も
な
お
い
っ
そ
う
お
そ
ろ
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ニ
ク
ル
は
、
自
分
が
薬
莢
を
投
げ
、
日
本
人
弾
拾
い
を
お
び
き
寄
せ
た
こ
と
、
ジ
ラ
ー
ド
が
腰
だ
め
で
空
中
に
向
け
ラ

イ
フ
ル
を
放
っ
た
こ
と
を
供
述
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
な
か
さ
ん
が
倒
れ
た
こ
と
に
お
そ
れ
お
の
の
い
て
し
ま
い
、
ま
さ
か
な
か
さ
ん

が
死
亡
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
供
述
し
て
い
る
。

二
月
二
〇
日
、
ニ
ク
ル
は
今
度
は
前
橋
地
検
で
あ
ら
た
め
て
供
述
し
た
（
33
）

。
ニ
ク
ル
は
、
前
回
の
供
述
の
際
、
本
当
の
こ
と
を
述
べ
て
い

な
か
っ
た
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三
点
を
訂
正
し
て
い
る
。
ま
ず
、
日
本
人
女
性
が
倒
れ
る
の
を
見
て
い
な
い
と
述
べ
た
が
、
彼
女
が
倒
れ
る

の
を
見
て
お
り
、
ジ
ラ
ー
ド
は
腰
だ
め
で
撃
っ
た
。
自
分
が
空
薬
莢
を
投
げ
た
。
供
述
調
書
は
、
一
問
一
答
形
式
な
の
で
、
ジ
ラ
ー
ド
の

犯
行
に
関
連
す
る
重
要
な
部
分
だ
け
を
以
下
に
取
り
上
げ
て
お
く
。

空
薬
莢
を
投
げ
る
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
る
と
、「
本
当
の
こ
と
を
言
う
と
、
ジ
ラ
ー
ド
が
供
述
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
ジ
ラ
ー
ド
は
自
分
に
空
薬
莢
を
投
げ
る
よ
う
に
言
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
日
本
人
が
弾
を
拾
い
に
近
づ
い
た
と
き
、
頭
上

に
撃
っ
て
、
日
本
人
た
ち
を
こ
わ
が
ら
せ
る
た
め
だ
っ
た
。」
と
い
う
。
空
薬
莢
を
投
げ
た
と
き
、
日
本
人
た
ち
は
ど
う
し
た
か
と
い
う

問
い
に
、「
最
初
、
日
本
人
た
ち
は
近
づ
く
の
を
ち
ょ
っ
と
不
安
に
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
拾
い
に
来
た
。
す
る
と
、
ジ
ラ
ー
ド

は
か
れ
ら
に
向
か
っ
て
、「
ド
ー
ゾ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ジ
ラ
ー
ド
が
言
っ
た
こ
と
は
、
薬
莢
を

拾
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
ジ
ラ
ー
ド
の
行
動
に
つ
い
て
、「
ジ
ラ
ー
ド
は
銃
を
持
っ
て
立

ち
上
が
り
、
自
分
の
右
側
二
フ
ィ
ー
ト
ば
か
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
行
っ
た
。
日
本
人
た
ち
は
逃
げ
出
し
た
が
、
お
そ
ら
く
自
分
た
ち
が
狙

わ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
マ
マ
さ
ん
も
走
っ
て
逃
げ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ジ
ラ
ー
ド
は
腰
だ
め
に
し
て
銃
を
撃
っ
た
。」

一
二
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ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

と
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ジ
ラ
ー
ド
が
撃
っ
た
後
の
こ
と
を
ニ
ク
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。
女
性
は
一
二
歩
進
ん
で
倒
れ
た
。
ジ
ラ
ー
ド

は
自
分
の
い
る
と
こ
ろ
に
来
て
、
腰
を
下
ろ
し
た
。
自
分
も
腰
を
下
ろ
し
た
が
、
ジ
ラ
ー
ド
は
非
常
に
お
お
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

た
。
日
本
人
た
ち
が
「
ド
コ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
、
自
分
た
ち
を
呼
ん
だ
。
自
分
は
ジ
ラ
ー
ド
に
、
現
場
に
戻
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
伝
え
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
走
っ
て
女
性
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
大
声
で
日
本
人
た
ち
を
呼
び
、
誰
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
彼
女
を

運
び
出
す
よ
う
に
と
言
っ
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
戻
り
、
彼
女
に
傷
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
、
ど
う
し
た
ら
い
い
、
と
問
い

か
け
て
き
た
。
ジ
ラ
ー
ド
は
女
性
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
日
本
人
た
ち
に
彼
女
を
ヒ
ル
（
物
見
塚
）
か
ら
運
び
出
す
よ
う
言
っ
た
。
自
分
の

と
こ
ろ
に
き
た
ジ
ラ
ー
ド
は
、
モ
ー
ホ
ン
少
尉
を
呼
ん
で
く
れ
と
頼
ん
だ
。
そ
こ
で
、
大
声
で
モ
ー
ホ
ン
少
尉
を
呼
ん
だ
。
モ
ー
ホ
ン
少

尉
が
来
た
と
き
、
女
性
は
丘
に
運
ば
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
今
日
、
な
ぜ
詳
細
を
話
す
つ
も
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
小
縄
検
事
の
問
い
に
、「
自
分
は
同
じ
中
隊
の
ジ
ラ
ー
ド
を
友
達

だ
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
が
見
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
話
し
た
ら
、
ジ
ラ
ー
ド
を
が
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
だ
か
ら
嘘
を
つ
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
・
ド
ル
フ
（
群
馬
県
邑
楽
郡
大
泉
町
）
に
行
き
、
そ
こ
の
取
調
官
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
自
分
は

本
当
の
こ
と
を
言
お
う
と
決
め
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
現
場
で
ニ
ク
ル
は
見
て
い
た
、
と
ジ
ラ
ー
ド
が
捜
査
官
に
語
っ
た
か
ら

だ
。」
と
述
べ
て
い
る
。

合
同
委
員
会
で
の
協
議
へ

ジ
ラ
ー
ド
お
よ
び
ニ
ク
ル
の
供
述
の
要
点
を
み
て
き
た
。
ジ
ラ
ー
ド
に
殺
意
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
ジ
ラ
ー
ド
に
な
か

一
二
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さ
ん
の
死
の
責
任
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
こ
れ
ま
で
の
ジ
ラ
ー
ド
お
よ
び
ニ
ク
ル
の
供
述
の
変
遷
か
ら
説
明
が
つ
く
。
ま
た
、
こ
こ

で
は
紹
介
し
な
か
っ
た
が
、
日
本
人
目
撃
者
の
証
言
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
事
実
関
係
と
は
別
に
、
日
米
間
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
が
公
務
執
行
中
の
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
だ
。
何
を

も
っ
て
公
務
執
行
中
と
い
え
る
の
か
と
い
う
法
律
上
の
問
題
が
か
ら
ん
で
く
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
二
月
一
五
日
、
前
橋
地
検
検
事
正
は

こ
の
件
を
合
同
委
員
会
に
提
案
す
る
旨
を
ア
メ
リ
カ
側
に
通
知
し
て
い
た
（
34
）

。

二
月
二
一
日
開
催
の
第
一
五
六
回
合
同
委
員
会
で
、
日
本
側
か
ら
本
件
を
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
に
付
託
す
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ

た
。
日
本
側
は
、
犯
行
が
公
務
執
行
中
に
起
き
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
十
分
な
証
拠
が
存
在
す
る
と
主
張
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
日

米
の
合
同
捜
査
が
終
了
す
る
ま
で
、
同
委
員
会
へ
の
付
託
を
控
え
る
よ
う
申
し
出
た
。

ア
メ
リ
カ
側
で
は
、
二
月
七
日
発
給
の
公
務
証
明
書
に
疑
義
が
出
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
憲
兵
隊
が
用
意
し
た
捜
査
報
告
書
に
、

日
本
側
の
主
張
を
支
持
す
る
さ
ら
な
る
デ
ー
タ
が
盛
り
込
ま
れ
、
極
東
軍
に
同
証
明
書
の
有
効
性
を
再
検
討
す
る
よ
う
促
す
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
だ
。
ま
た
、
極
東
軍
作
成
の
報
告
書
で
も
、
日
本
側
に
裁
判
権
を
譲
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
そ
う
な
る
と
合
同
委
員
会
で
協
議

す
る
必
要
性
が
な
く
な
る
と
記
さ
れ
て
い
た
（
35
）

。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
日
本
側
の
主
張
に
説
得
力
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

三
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
五
七
回
合
同
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
側
代
表
の
ル
イ
ス
・
Ｌ
・
パ
ー
ク
ス
少
将
は
、
本
件
を
刑
事
裁
判

権
分
科
委
員
会
に
付
託
す
る
と
の
日
本
側
提
案
に
同
意
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
コ
メ
ン
ト
で
は
、
日
本
側
は
こ
の
ア

メ
リ
カ
側
の
決
定
に
お
お
い
に
喜
ん
だ
が
、
報
道
機
関
か
ら
数
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
く
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
と
い
う
（
36
）

。
ジ
ラ
ー
ド

事
件
に
関
す
る
日
米
の
捜
査
は
終
了
し
、
舞
台
は
日
米
合
同
委
員
会
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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三
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
お
け
る
密
約

ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
集
（
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
）
掲
載
の
密
約

Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
密
約
は
ど
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て

お
き
た
い
。

日
米
合
同
委
員
会
の
席
上
、
ア
メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
で
日
米
が
合
意
し
た
の
は
五
月
一
六
日
で
あ
る
。

翌
一
七
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
は
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
の
法
廷
で
の
裁
判
に
委
ね
る
こ
と
を
留
保
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
ジ
ラ
ー
ド
事

件
を
め
ぐ
る
混
迷
が
始
ま
る
。
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
こ
の
問
題
が
最
終
的
に
決
着
す
る
の
は
六
月
五
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
ジ
ョ
ン
・

フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
国
務
長
官
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
は
、
ジ
ラ
ー
ド
に
対
す
る
日
本
側
の
裁
判
を
認
め
る
と
の
共
同
声
明
を
発
表

し
た
。
こ
の
間
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
を
め
ぐ
る
密
約
に
関
す
る
文
書
が
登
場
す
る
。

ま
ず
、
五
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
の
結
果
を
本
省
に
報
告
し
た
在
京
米
大
使
館
の
電
報
が
あ
る
（
37
）

。
一
九
九
一
年
に

公
刊
さ
れ
た
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
で
は
、
密
約
に
関
す
る
部
分
は
機
密
指
定
が
解
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
公

開
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、「
ま
た
、
本
日
、
管
轄
権
問
題
処
理
の
た
め
（
Ｆ
Ｅ
八
〇
五
三
〇
二
を
参
照
）、
ハ
バ
ー
ド
海
軍
少
将
及
び
千
葉
に
よ

り
、
密
約
（confi dential arrangem

ent

）
に
署
名
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
機
密
扱
い
と
さ
れ
る
（
38
）

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る

Ｍ
・
Ｈ
・
ハ
バ
ー
ド
と
千
葉
皓
ア
メ
リ
カ
局
長
は
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
け
る
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
で
あ
る
。

五
月
二
〇
日
付
け
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
極
東
問
題
担
当
国
務
次
官
補
か
ら
ダ
レ
ス
国
務
長
官
宛
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
、
ジ

ラ
ー
ド
事
件
の
現
状
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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ジ
ラ
ー
ド
の
犯
行
の
件
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
裁
判
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
、
日
本
側
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
側
の
い
ず
れ

に
管
轄
権
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
行
き
詰
っ
た
が
、
妥
協
が
成
立
し
、
ア
メ
リ
カ
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
で
裁
判
権
を
行
使
し
な
い

と
決
定
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
犯
行
が
公
務
執
行
中
に
生
じ
た
と
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
立
場
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
妥
協
の
一
部
と
し
て
、
密
約
が
締
結
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
、
日
本
国
刑
法
第
二
〇
五
条
の
傷
害
致
死
を
超
え
る
重
い

罪
で
は
ジ
ラ
ー
ド
を
起
訴
し
な
い
こ
と
に
同
意
し
た
。
同
罪
の
法
定
刑
は
、
二
年
か
ら
一
五
年
で
あ
る
。
傷
害
致
死
は
、
日
本
法
の

も
と
で
ジ
ラ
ー
ド
を
合
理
的
に
起
訴
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
軽
い
犯
罪
で
あ
る
。
日
本
は
ま
た
、
検
察
の
チ
ャ
ネ
ル
を
と
お
し
て
、

裁
判
所
が
、
罪
状
を
考
慮
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
軽
い
判
決
を
下
す
よ
う
促
す
こ
と
に
同
意
し
た
（
39
）

。

こ
こ
に
先
の
「
密
約
」
の
中
身
が
登
場
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、「
日
本
は
ま
た
、
検
察
の
チ
ャ
ネ
ル
を
と
お
し
て
、
裁
判
所
が
、
罪

状
を
考
慮
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
軽
い
判
決
を
下
す
よ
う
促
す
こ
と
に
同
意
し
た
。」
と
い
う
点
で
あ
る
。
後
述
す
る
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
か

ら
極
東
軍
司
令
官
宛
の
電
報
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
で
は
、
ジ
ラ
ー
ド
を
も
っ
と
も
軽
い
罪
で
起
訴
す
る
と
の
同
意
を
日
本
側
か
ら
得
る
よ

う
に
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
裁
判
所
の
判
決
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
ジ
ラ
ー
ド
の
罪
を
可
能
な
限
り

軽
く
す
る
よ
う
裁
判
所
に
促
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
の
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
の
日
本
側
代
表
は
、
津
田
實
法
務
省
秘
書
課
長
で

あ
る
。
検
察
へ
の
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
検
察
に
は
検
察
官
一
体
の
原
則
が
あ
り
、

い
わ
ば
上
命
下
服
の
関
係
に
あ
る
か
ら
だ
。
た
だ
、
裁
判
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
な
る
と
話
は
別
で
あ
る
。

翌
二
一
日
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の
執
務
室
で
、
国
務
・
国
防
両
省
の
高
官
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
国
務
省
側
は
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
、

ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
政
務
担
当
国
務
次
官
補
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
等
が
出
席
し
、
国
防
省
側
か
ら
は
、
ウ
ィ
ル
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バ
ー
・
Ｍ
・
ブ
ル
ッ
カ
ー
陸
軍
長
官
お
よ
び
マ
ー
レ
イ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
国
防
次
官
補
等
が
出
席
し
て
い
る
。

同
会
議
で
、「
日
本
側
は
、
す
で
に
起
訴
状
の
送
達
を
終
え
、
裁
判
の
開
始
日
を
六
月
二
一
日
に
設
定
し
、
裁
判
官
も
任
命
し
た
。
日

米
は
合
同
委
員
会
で
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
際
交
わ
し
た
密
約
（secret arrangem

ent

）
に
し
た
が
い
、
日
本

側
は
き
わ
め
て
誠
実
に
こ
と
を
進
め
て
い
る
。」
と
、
日
本
側
が
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害
致
死
で
起
訴
し
た
こ
と
を
密
約
に
沿
っ
た
も
の
と
評

価
し
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、「
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
、
合
同
委
員
会
で
の
手
詰
ま
り
を
回
避
す
る
た
め
密
約
が
交
わ

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
軽
視
す
る
手
段
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
現
実
的
な
解
決
策
は
、
し
ば
し
ば
、
も
っ
と
も
都
合
が
よ
い
。」

と
、
密
約
に
理
解
を
示
し
て
い
る
（
40
）

。

五
月
二
五
日
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
と
電
話
で
協
議
し
、「
ジ
ラ
ー
ド
を
殺
人
で
は
起
訴
し
な
い
と
い
う

あ
る
種
の
裏
取
引
（a side deal

）
が
日
本
側
と
な
さ
れ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
（
41
）

。
同
日
、
国
務
省
が
用
意
し
た
大
統
領
宛
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

草
案
に
は
、
合
同
委
員
会
で
、「
ア
メ
リ
カ
側
代
表
は
、
本
件
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
の
決
定
を
し
た
と
日
本
側
に
通
知
し
、
そ
の

代
わ
り
、
日
本
側
は
、
極
秘
扱
い
で
、
で
き
る
だ
け
軽
い
犯
罪
で
ジ
ラ
ー
ド
を
起
訴
し
、
情
状
に
よ
り
判
決
を
最
大
限
軽
く
す
る
よ
う
日

本
の
裁
判
所
に
促
す
こ
と
に
同
意
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
42
）

。

五
月
二
八
日
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
等
と
の
間
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
最
終
的
な

協
議
が
行
わ
れ
た
。
密
約
を
前
提
に
、「
裁
判
権
を
譲
り
渡
す
と
い
う
約
束
を
守
る
こ
と
で
一
致
」
と
の
結
論
に
い
た
っ
た
（
43
）

。
こ
れ
が
、

六
月
五
日
の
国
務
・
国
防
両
長
官
に
よ
る
共
同
声
明
の
発
表
と
な
る
。

以
上
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
し
、
密
約
が
登
場
す
る
ア
メ
リ
カ
側
公
文
書
に
目
を
通
し
て
き
た
。
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
す
べ
て
掲
載
さ
れ
、
最

初
に
紹
介
し
た
文
書
に
の
み
一
部
非
開
示
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
後
に
機
密
指
定
が
解
除
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
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Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
こ
れ
だ
け
密
約
が
登
場
す
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
経
緯
を
振
り

返
っ
て
み
よ
う
。

合
同
委
員
会
で
の
協
議

ジ
ラ
ー
ド
の
行
為
が
公
務
執
行
中
で
あ
る
か
否
か
を
め
ぐ
り
、
日
米
の
意
見
は
一
致
せ
ず
、
行
政
協
定
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
件
は
合

同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
す
で
に
合
意
さ
れ
て
い
る
公
務
の
定
義
を
見
て
み
よ
う
。
前
述
の
合
意
事
項
第
三
九
項
に
、「
議
定
書
第
三

項
⒜
ⅱ
及
び
同
項
に
関
す
る
公
式
議
事
録
に
い
う
「
公
務
」
と
は
、
法
令
、
規
則
、
上
官
の
命
令
又
は
軍
慣
習
に
よ
つ
て
、
要
求
さ
れ
又

は
権
限
ず
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
任
務
若
し
く
は
役
務
を
指
す
も
の
と
す
る
。」
と
あ
る
。
公
務
の
内
容
は
き
わ
め
て
広
範
に
わ
た
る
（
44
）

。
ま

た
、
わ
が
国
の
最
高
裁
判
所
は
、
一
九
五
五
年
三
月
、「
公
務
の
執
行
中
」
と
は
「
公
務
執
行
の
過
程
に
お
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

「
勤
務
時
間
中
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
原
判
決
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
て
い
る
（
45
）

。

三
月
七
日
開
催
の
第
一
五
七
回
合
同
委
員
会
を
皮
切
り
に
、
こ
の
問
題
の
協
議
が
開
始
さ
れ
た
。
同
委
員
会
で
、
本
件
を
刑
事
裁
判
権

分
科
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、
合
同
委
員
会
に
せ
よ
、
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
に
せ

よ
、
協
議
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
簡
単
な
報
告
書
程
度
の
断
片
的
な
史
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
協
議
の
様
子

に
迫
っ
て
み
よ
う
。

三
月
七
日
の
第
一
五
七
回
合
同
委
員
会
以
降
、
第
一
五
八
回
（
三
月
二
〇
日
）、
第
一
五
九
回
（
四
月
四
日
）、
第
一
六
〇
回
（
四
月
一
八

日
）、
第
一
六
一
回
（
五
月
二
日
）
と
ほ
ぼ
二
週
間
お
き
に
同
委
員
会
は
開
催
さ
れ
、
第
一
六
二
回
合
同
委
員
会
（
五
月
一
六
日
）
を
も
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
で
日
米
は
合
意
に
い
た
っ
た
。

一
三
〇



ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

四
月
四
日
開
催
の
第
一
五
九
回
合
同
委
員
会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
、
ジ
ラ
ー
ド
の
発
砲
が
公
務
執
行
中

で
あ
る
か
否
か
、
ア
メ
リ
カ
側
の
決
定
が
遅
れ
て
お
り
、
日
本
側
は
、「
決
定
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
日
本
国
民
と
米
軍
と
の
わ
だ

か
ま
り
が
高
じ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
日
米
関
係
を
憂
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
会
に
お
い
て
政
府
へ
の
圧
力
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
も
触
れ
、
こ
れ
に
ハ
バ
ー
ド
少
将
は
、
い
ま
少
し
時
間
が
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
（
46
）

。

四
月
一
八
日
開
催
の
第
一
六
〇
回
合
同
委
員
会
で
、
日
本
側
代
表
の
千
葉
ア
メ
リ
カ
局
長
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
決
定
を
日
本
側
に
早
く

伝
え
る
よ
う
強
く
迫
っ
て
い
る
。
判
断
に
必
要
な
合
理
的
期
間
は
す
で
に
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
。
ま
た
、
あ
ら
た
め
て

国
会
の
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
ハ
バ
ー
ド
少
将
は
、
本
件
は
極
東
軍
司
令
部
に
お
け
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

現
在
、
検
討
中
で
あ
る
旨
を
繰
り
返
し
た
（
47
）

。

刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
の
協
議

刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
の
協
議
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
月
一
二
日
の
同
委
員
会
で
、
ジ
ラ
ー
ド
の
行
為
は
公
務
執
行
中
で

は
な
い
と
す
る
証
拠
が
日
本
側
か
ら
提
示
さ
れ
、
検
討
さ
れ
た
と
い
う
（
48
）

。
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
るW

ilson v. G
irard

（
一
九
五
七
年
七
月
一
一
日
）
の
裁
定
記
録
に
、
同
委
員
会
で
の
議
論
の
様
子
が
一
部
登
場
す
る
。
こ
の
記
録
か
ら
、
同
委
員
会
で
の
日
米

の
主
張
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
日
、
日
本
側
は
概
ね
以
下
の
内
容
の
文
書
を
ア
メ
リ
カ
側
に
提
示
し
た
（
49
）

。

ジ
ラ
ー
ド
と
ニ
ク
ル
が
機
関
銃
の
方
へ
行
き
、
一
三
時
一
五
分
頃
、
六
五
五
ヒ
ル
﹇
物
見
塚
﹈
の
南
斜
面
の
方
向
に
使
用
済
み
薬
莢

を
放
り
、
空
薬
莢
等
を
拾
い
集
め
る
た
め
に
六
五
五
ヒ
ル
の
南
西
斜
面
に
い
た
小
野
関
秀
治
（
男
性
）
お
よ
び
坂
井
な
か
（
女
性
）
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を
招
き
よ
せ
、
か
れ
ら
に
「
パ
パ
サ
ン
、
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
」「
マ
マ
サ
ン
、
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
」
等
と
日
本
語
で
叫
び
、
こ
の
二
人
の

日
本
人
に
、
ジ
ラ
ー
ド
が
放
っ
た
使
用
済
み
薬
莢
を
拾
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
つ
ぎ
に
、
ジ
ラ
ー
ド
は
坂
井
な
か
に
近
く
の
壕
﹇
砲
弾

が
炸
裂
し
て
で
き
た
窪
み
﹈
を
指
差
し
、「
マ
マ
サ
ン
、
タ
ク
サ
ン
ネ
」
と
日
本
語
で
叫
び
、
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
壕
の
中
に
使
用

済
み
薬
莢
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
、
壕
に
入
る
よ
う
促
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
斜
面
で
使
用
済
み
薬
莢
を
拾
っ
て
い
た
小
野

関
は
、
容
疑
者
の
行
動
に
疑
念
を
持
ち
、
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
容
疑
者
は
小
野
関
に
向
か
っ
て
、“G

E
-R
O
U
! 

H
E
Y
! ”

と
叫
び
、
ラ
イ
フ
ル
に
装
着
さ
れ
た
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
空
薬
莢
を
装
填
し
、
小
野
関
に
向
け
空
包
を
発
射
し
た
。

続
い
て
、
壕
の
中
に
い
た
坂
井
な
か
に
、“G
E
-R
O
U
! H
E
Y
! ”

と
叫
び
、
な
か
が
六
五
五
ヒ
ル
の
北
斜
面
に
逃
げ
去
ろ
う
と
し
た

の
を
ジ
ラ
ー
ド
が
見
て
と
り
、
ラ
イ
フ
ル
の
銃
座
を
小
脇
に
か
い
込
み
、
ち
ょ
う
ど
小
野
関
に
行
っ
た
の
と
同
様
、
グ
レ
ネ
ー
ド
・

ラ
ン
チ
ャ
ー
に
使
用
済
み
薬
莢
を
装
填
し
、
約
八
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
、
な
か
に
向
け
て
立
撃
ち
で
空
包
を
発
射
し
た
。
こ
の
結

果
、
ジ
ラ
ー
ド
は
な
か
の
背
中
の
左
側
に
貫
通
傷
を
負
わ
せ
、
大
動
脈
の
切
断
に
よ
っ
て
失
血
に
い
た
り
、
そ
れ
が
致
命
傷
と
な
っ

た
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
日
本
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
行
為
は
、
公
務
執
行
と
は
お
お
き
く
か
け
離
れ
、
本
件
は
公
務
執
行
中
の
故
意
・
過
失

に
よ
り
生
じ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

日
米
の
協
議
の
模
様
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
の
み
を
頼
り
と
し
、
そ
れ
を
信
頼
す
る
発
言
を
繰
り
返

す
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、「
本
件
は
公
務
執
行
上
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
当
方
は
す
べ
て
の
証
拠

を
検
討
し
た
。
多
数
の
日
本
人
証
言
者
が
、
事
件
後
す
ぐ
に
尋
問
さ
れ
た
。
日
本
人
の
証
言
は
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ラ
ー
ド
お
よ
び
ニ
ク
ル
の
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ー
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判
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（
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夫
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証
言
も
検
討
し
た
。
ジ
ラ
ー
ド
の
意
図
を
判
断
す
る
う
え
で
、
ジ
ラ
ー
ド
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
証
拠
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
ジ
ラ
ー
ド
は
日
本
人
た
ち
を
脅
し
、
追
い
払
う
た
め
に
発
砲
し
た
の
で
あ
り
、
機
関
銃
を
警
護
す

る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
証
言
は
、
信
じ
る
に
値
せ
ず
、
ジ
ラ
ー
ド
の
供
述
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
証
拠
に
よ
れ
ば
、
発
砲
は
機
関
銃
の
警
護

と
な
ん
ら
の
関
係
も
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
当
方
の
立
場
だ
。」
と
述
べ
、
証
拠
に
基
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
側
の
主
張

を
論
破
し
て
い
る
（
50
）

。

ま
た
、
ジ
ラ
ー
ド
に
殺
意
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
側
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
た
の
か
は
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

二
世
駐
日
大
使
か
ら
ダ
レ
ス
国
務
長
官
お
よ
び
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
宛
の
電
報
か
ら
推
測
が
つ
く
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
合
同
委
員
会
で
徹
底
的
に
議
論
し
た
結
果
、
妥
当
な
判
断
が
下
さ
れ
、
日
本
側
は
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
論
点
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
側
と
意

見
の
違
い
は
な
い
、
と
受
け
止
め
て
い
る
。
日
本
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
が
な
か
さ
ん
を
意
図
的
に
殺
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
ジ
ラ
ー

ド
の
行
為
に
よ
っ
て
な
か
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
責
任
は
ジ
ラ
ー
ド
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
日
本
側
の
見
方
で
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
行
為
が

公
務
と
関
係
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。」
と
あ
る
（
51
）

。
こ
こ
に
い
う
合
同
委
員
会
と
は
、
実
質
的
に
は
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
を
指
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
の
議
論
で
、
ジ
ラ
ー
ド
に
殺
意
が
な
か
っ
た
と
日
本
側
も
推
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

密
約
締
結
に
い
た
る
経
緯

五
月
一
六
日
開
催
の
合
同
委
員
会
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
で
日
本
側
と
合
意
し
た
。
そ
の
際
、

密
約
が
締
結
さ
れ
た
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
か
ら
明
白
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
な
に
ゆ
え
裁
判
権
の
不

行
使
と
い
う
重
大
な
決
定
を
下
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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極
東
軍
は
、
公
務
証
明
書
を
発
給
し
た
手
前
も
あ
り
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
極
東
軍

司
令
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
Ｆ
Ｅ
八
〇
四
七
四
三
二
に
極
東
軍
の
立
場
が
明
確
に
示
さ
れ
、
ジ
ラ
ー
ド
の
第
一
次
裁
判
権
は
ア
メ
リ
カ

側
が
有
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
52
）

。

と
こ
ろ
が
、
四
月
二
六
日
に
い
た
り
、
事
態
は
お
お
き
く
変
わ
る
。
こ
の
日
、
陸
軍
省
か
ら
ラ
イ
マ
ン
・
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
極
東
軍
司

令
官
宛
の
電
報
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
が
発
せ
ら
れ
た
（
53
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
事
件
は
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
た
証
拠
か
ら
判
断
し
、
ジ

ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
で
き
る
か
ど
う
か
、
き
わ
ど
い
と
陸
軍
省
は
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
時
点
ま
で

は
、
ジ
ラ
ー
ド
に
対
す
る
第
一
次
裁
判
権
を
行
使
す
る
と
の
立
場
を
維
持
せ
よ
と
の
命
令
が
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
に
下
さ
れ
て
い
た
。

合
同
委
員
会
で
の
日
米
協
議
は
、
三
月
七
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
す
で
に
一
ヵ
月
半
が
経
過
し
、
な
ん
ら
か
の
結
論
を
得
る
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
た
。
同
委
員
会
で
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
、
行
政
協
定
の
「
適
当
な
経
路
を
通
じ
て
、
そ
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
に
さ
ら
に

考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
移
す
も
の
と
す
る
。」
と
の
規
定
（
第
二
五
条
第
三
項
）
に
基
づ
き
、
問
題
の
解
決
は
日
米
両
政
府
に
委
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
方
法
に
、
陸
軍
省
は
、「
外
交
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
る
こ
と
は
、
非
生
産
的
で
賢
明
で
は
な
い
」、「
す
み
や
か
に
本
件
の

裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
と
否
定
的
で
あ
っ
た
（
54
）

。

さ
ら
に
、
こ
の
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
に
は
、「
本
件
に
と
っ
て
も
っ
と
も
馬
鹿
げ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
法
廷
で
判
断
が
下
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
と
思
う
。」
と
あ
る
。
後
に
、
陸
軍
省
の
誤
解
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
が
（
55
）

、
こ
こ
に
い
う
「
日
本
の
法
廷
で
判
断
」

と
は
、
ジ
ラ
ー
ド
が
日
本
の
法
廷
で
裁
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
が
日
米
ど
ち
ら
に
あ
る
か
、
日
本
の
法
廷

で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
だ
。
訴
訟
社
会
の
ア
メ
リ
カ
的
発
想
で
陸
軍
省
は
誤
解
し
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
陸
軍
省
も
、
ジ

ラ
ー
ド
の
発
砲
が
公
務
執
行
中
に
あ
た
る
の
か
否
か
、
き
わ
ど
い
事
例
だ
と
考
え
て
お
り
、
ジ
ラ
ー
ド
の
行
為
が
公
務
執
行
中
で
は
な
い
、
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と
日
本
の
裁
判
所
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
に
よ
り
、
陸
軍
省
か
ら
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
極
東
軍
司
令
官
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
命
令
が
下
さ
れ
た
。

貴
官
は
、
ア
メ
リ
カ
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
と
の
立
場
を
引
き
続
き
維
持
し
、
日
本
側
と
問
題
の
解
決
を
試
み
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
側
が
同
意
し
な
け
れ
ば
（
現
に
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
）、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
側
当
局
の
裁
判
に
委
ね

る
権
限
を
貴
官
に
与
え
る
。
と
は
い
え
、
貴
官
は
、
公
務
証
明
は
正
し
い
と
す
る
当
方
の
法
的
立
場
を
引
き
続
き
維
持
す
べ
き
で
あ

る
。
日
本
側
に
よ
る
裁
判
を
認
め
る
の
に
必
要
と
あ
ら
ば
、
法
的
立
場
を
依
然
と
し
て
維
持
し
な
が
ら
、
公
務
証
明
の
線
を
取
り
下

げ
る
権
限
を
貴
官
に
与
え
る
（
56
）

。

刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
の
膠
着
状
態
を
打
開
す
る
た
め
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
日
本
側
に
委
ね
る
権
限
が
、
陸
軍
省
か
ら
レ
ム

ニ
ッ
ツ
ァ
ー
極
東
軍
司
令
官
に
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
へ
の
命
令
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
に
は
、「
日
本
側
が
ジ
ラ
ー
ド
を
も
っ
と
も
軽
い
罪
で
起
訴
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
側
の
裁

判
に
委
ね
る
と
の
合
意
に
達
す
る
ま
で
に
、
貴
官
は
日
本
側
か
ら
こ
の
点
に
事
前
に
同
意
を
得
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。」
と
あ

る
。
同
意
を
得
よ
と
の
命
令
で
は
な
く
、
い
さ
さ
か
あ
い
ま
い
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
代
り
に
、
ジ

ラ
ー
ド
を
で
き
る
だ
け
軽
い
罪
で
起
訴
す
る
と
の
同
意
を
日
本
側
か
ら
取
り
付
け
た
い
と
い
う
の
が
陸
軍
省
の
本
音
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
が
、
合
同
委
員
会
に
お
け
る
密
約
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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裁
判
権
不
行
使
の
責
任

五
月
一
六
日
、
ア
メ
リ
カ
側
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
の
報
が
ア
メ
リ
カ
国
内
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
米
軍
兵
士
を
日
本

の
裁
判
所
に
引
渡
す
な
と
い
う
大
合
唱
が
、
議
会
お
よ
び
国
民
の
間
で
沸
き
起
こ
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
不
行
使
を
決
め
た

の
は
国
務
省
で
あ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
（
57
）

、
不
行
使
を
誰
が
決
め
た
の
か
、
責
任
の
追
及
が
始
ま
っ
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
合
同
委
員

会
で
ア
メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
し
た
の
は
、
陸
軍
省
か
ら
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
極
東
軍
司
令
官
に
発
せ
ら
れ
た

Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
命
令
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
国
務
省
、
と
り
わ
け
在
京
米
大
使
館
が
ど
の
程

度
関
与
し
て
い
た
か
だ
。

国
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
の
内
容
は
、
事
前
に
国
務
省
側
と
は
協
議
さ
れ
て
お
ら
ず
、
在
京
米
大
使
館
は
、
こ

の
電
報
の
コ
ピ
ー
を
受
け
取
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
在
京
米
大
使
館
と
の
公
電
の
や
り
と
り
を
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
、
国
務

省
は
在
京
米
大
使
館
あ
る
い
は
館
員
が
こ
の
件
に
助
言
し
た
証
拠
を
見
出
せ
な
か
っ
た
（
58
）

。
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
駐
日
大
使

宛
の
電
報
で
、
こ
の
事
実
に
間
違
い
が
な
い
か
、
確
認
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
回
電
に
よ
れ
ば
、

Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
に
、
大
使
館
が
コ
メ
ン
ト
す
る
よ
う
極
東
軍
司
令
部
か
ら
文
書
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
が
、
大
使
館
側
は
極
東
軍
に

何
ら
コ
メ
ン
ト
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

事
実
関
係
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
が
発
出
さ
れ
た
の
が
四
月
二
六
日
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
電
報
の
コ
ピ
ー
が

在
京
米
大
使
館
に
回
付
さ
れ
、
大
使
館
に
コ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
た
。
た
だ
、
大
使
館
側
は
と
く
に
コ
メ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
五
月
一
日
付
け
の
国
務
省
公
電
第
二
三
八
一
号
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
公
務
執
行
中
か
否
か
が
問
題
に
な
れ
ば
、

当
然
、
行
政
協
定
の
解
釈
に
か
か
わ
り
、
国
務
省
（
在
京
米
大
使
館
）
が
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
に
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よ
り
、
公
務
の
問
題
を
棚
上
げ
に
し
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
側
の
裁
判
に
委
ね
る
権
限
が
陸
軍
省
か
ら
極
東
軍
司
令
官
に
与
え
ら
れ
た
。
そ

の
結
果
、
公
務
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
を
論
じ
る
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
務
省
は
コ
メ
ン
ト
は
不
要
と
判
断
し
た
（
59
）

。

こ
の
点
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
は
国
務
省
公
電
第
二
三
八
一
号
を
受
け
取
る
と
、
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
極
東
軍
司
令
官
と
会
談
し
、
ジ
ラ
ー

ド
の
裁
判
権
不
行
使
に
つ
い
て
、
大
使
館
側
と
事
前
に
協
議
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
60
）

。

以
上
の
陸
軍
省
と
極
東
軍
司
令
官
の
や
り
と
り
、
お
よ
び
、
国
務
省
と
在
京
米
大
使
館
の
公
電
の
記
録
を
見
る
か
ぎ
り
、
ジ
ラ
ー
ド
の

裁
判
権
不
行
使
は
、
陸
軍
省
が
主
導
し
、
極
東
軍
司
令
官
を
通
じ
、
合
同
委
員
会
に
提
案
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
過
程
で
、
ジ

ラ
ー
ド
を
な
る
べ
く
軽
い
犯
罪
で
起
訴
す
る
と
の
合
意
を
日
本
側
か
ら
取
り
付
け
た
い
と
の
陸
軍
省
の
希
望
は
、
最
終
的
に
は
、
合
同
委

員
会
に
お
け
る
密
約
と
な
っ
て
実
現
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
群
馬
県
警
が
二
月
九
日
に
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害
致
死
で
す
で
に
送
検
し
て
い

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
裁
判
権
分
科
委
員
会
で
も
、
日
本
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
殺
意
を
認
め
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
日
本
側
に
は
ジ
ラ
ー
ド
を
殺
人
罪
で
起
訴
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
側
か
ら
の
同
意
は
、
念
の
た
め
の
も

の
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
よ
り
も
興
味
深
い
の
は
、
密
約
が
交
わ
さ
れ
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
背
景
を
示
す
文
書
が
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
既
に
何
度
も
登
場
し
た
陸
軍
省
か
ら
極
東
軍
司
令
官
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
宛
の
電
報

Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
だ
。
米
軍
内
で
の
や
り
と
り
を
示
す
電
報
は
、
必
要
な
場
合
を
除
き
、
国
務
省
（
在
京
米
大
使
館
）
側
に
渡
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
示
す
と
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
（1955-1957, Japan, V

olum
e X
X
III, P

art 1

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
の
う
ち
、

一
九
五
七
年
分
は
二
〇
〇
件
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
在
京
米
大
使
館
と
本
省
と
の
や
り
と
り
、
国
務
省
内
で
の
会
議
、
国
務
省

と
大
統
領
や
国
防
省
と
の
や
り
と
り
等
で
あ
り
、
国
務
省
が
関
連
し
て
い
る
。
例
外
が
二
件
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
一
九
五
七
年
一
月
二
一

一
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日
付
け
の
極
東
軍
司
令
官
（
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
）
か
ら
陸
軍
省
宛
の
電
報
で
あ
り
（D
ocum

ent 111

）、
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て

い
る
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
だ
。
た
だ
、
前
者
は
、
国
務
省
お
よ
び
在
京
米
大
使
館
に
も
発
電
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
の
み
が
国
務
省
お
よ
び
在
京
米
大
使
館
を
経
て
い
な
い
電
報
で
あ
り
、
国
務
省
側
が
知
る
の
は
発
電
後
の
こ
と
で
あ

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ａ
九
二
一
九
三
三
が
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
不
行
使
に
は
国
務
省
が
関
与
し

て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
陸
軍
省
の
失
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
国
務
省
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
の

編
纂
に
あ
た
っ
て
、
密
約
が
明
ら
か
に
な
る
不
利
益
よ
り
も
、
自
省
の
立
場
を
擁
護
す
る
利
益
を
優
先
し
た
の
だ
ろ
う
。

四
．
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
影
響

密
約
の
行
方

第
一
節
で
挙
げ
た
密
約
に
関
す
る
問
い
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
ひ
と
つ
は
、
な
ぜ
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
密
約
が
堂
々
と
登
場
し
て
い
る
の
か
で

あ
る
。
こ
れ
は
第
三
節
で
お
お
か
た
論
じ
た
。
要
約
し
て
お
く
な
ら
ば
、
Ｆ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
に
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
多
く
の
文
書
が
収
録
さ

れ
て
い
る
理
由
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
し
た
陸
軍
省
の
決
定
に
、
国
務
省
の
責
任
は
な
く
、
陸
軍
省
、
ひ
い
て
は
国

防
省
の
失
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
国
務
省
は
明
確
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
結
果
、
合
同
委
員
会
で
密
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と

も
公
表
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
側
が
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
し
た
こ
と
と
、
日
本
側
が
傷
害
致

死
を
超
え
る
罪
で
ジ
ラ
ー
ド
を
起
訴
し
な
い
、
ま
た
、
裁
判
で
ジ
ラ
ー
ド
の
情
状
を
酌
量
し
、
な
る
べ
く
軽
い
罪
と
す
る
よ
う
促
す
こ
と

は
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
だ
け
の
公
表
で
す
ま
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
国
務
省
は
、
密
約
が
公
表
さ
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れ
る
不
利
益
よ
り
も
、
自
省
に
裁
判
権
不
行
使
の
責
任
が
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
方
を
優
先
し
た
。

な
お
、
密
約
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、
日
本
側
関
係
者
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
記
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
刑
事
裁
判
権
分

科
委
員
会
の
日
本
側
代
表
だ
っ
た
津
田
實
は
、
一
九
九
四
年
、
毎
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、「
分
科
委
で
は
裏
取
引
の
よ
う
な
協
議

は
な
か
っ
た
と
思
う
。
合
同
委
で
の
協
議
内
容
は
知
ら
な
い
。」
と
答
え
て
い
る
（
61
）

。
も
し
密
約
が
交
わ
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
合
同
委
員
会

で
は
な
い
か
と
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
の
中
枢
に
い
た
津
田
が
知
ら
な
い
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
主
任
検
事
を
務
め
た
小
縄
快
郎
は
、
密
約
説
に
つ
い
て
、「
全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
と
否
定
し
て
い
る
（
62
）

。

密
約
に
関
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
問
い
は
、
密
約
は
実
行
に
移
さ
れ
た
の
か
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ド
は
、
五
月
一
八
日
、
傷
害
致
死
で
起
訴

さ
れ
た
。
ま
さ
に
密
約
ど
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
傷
害
致
死
で
の
起
訴
は
、
既
定
の
路
線
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
ず
、
群
馬
県
警
は

迷
っ
た
挙
句
、
二
月
九
日
、
ジ
ラ
ー
ド
を
傷
害
致
死
で
送
検
し
た
。
検
察
の
判
断
は
、
こ
の
送
検
に
拘
束
さ
れ
な
い
が
、
二
月
一
四
日
、

最
高
検
で
は
、
前
橋
地
検
の
酒
井
検
事
正
お
よ
び
小
縄
主
任
検
事
の
上
京
を
求
め
、
佐
藤
検
事
総
長
を
は
じ
め
と
す
る
最
高
首
脳
会
議
が

開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
席
上
、
酒
井
検
事
正
か
ら
捜
査
経
過
の
説
明
が
あ
り
、
ジ
ラ
ー
ド
の
行
為
は
単
な
る
過
失
犯
で
は
な
く
、
傷
害
致

死
で
あ
り
、
公
務
中
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
こ
の
報
告
に
検
討
を
加
え
た
結
果
、
と
り
あ
え
ず
公
務

外
の
犯
罪
で
、
日
本
側
に
裁
判
権
が
あ
る
と
の
態
度
を
固
め
た
と
い
う
（
63
）

。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
合
同
委
員
会
で
、
日
本
側
は
、
ジ

ラ
ー
ド
が
な
か
さ
ん
を
故
意
に
殺
害
し
た
と
は
推
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
日
本
側
が
ジ
ラ
ー
ド
を
殺
人
罪
で
起
訴
す

る
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

問
題
は
、
果
た
し
て
、
裁
判
で
も
こ
の
密
約
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
か
だ
。
検
察
に
よ
る
ジ
ラ
ー
ド
の
求
刑
は
懲
役
五
年
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
判
決
は
、
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
四
年
と
な
っ
た
。
一
般
に
、
検
察
の
求
刑
に
対
し
、
量
刑
は
七
掛
け
（
こ
の
場
合
、
三
年
六
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月
）
と
も
言
わ
れ
る
の
で
、
執
行
猶
予
が
つ
く
上
限
の
懲
役
三
年
に
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
い
さ
さ
か
軽
い
印
象
を
受
け
る
が
、
不
当
に

軽
い
と
も
い
え
な
い
。

判
決
に
は
、「
タ
マ
拾
い
の
側
に
も
非
難
さ
る
べ
き
一
半
の
責
は
免
れ
難
く
、
こ
れ
を
一
兵
卒
に
過
ぎ
な
い
思
慮
の
未
熟
な
被
告
の
み

に
、
本
件
事
故
の
全
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
。」
と
あ
る
。「
一
兵
卒
に
過
ぎ
な
い
」「
思
慮
の
未
熟
な
」
と
い
っ
た
表
現

で
、
ジ
ラ
ー
ド
の
情
状
を
酌
量
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ラ
ー
ド
は
た
ま
た
ま
グ
レ
ネ
ー
ド
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
付
き
の
ラ
イ
フ
ル
を
借
り
受

け
て
い
た
こ
と
が
、「
被
告
人
を
し
て
稚
気
を
起
こ
さ
せ
」
た
と
、
事
故
の
偶
発
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
被
告
人
に
と
つ
て
致

死
の
結
果
は
も
と
よ
り
、
発
射
薬
き
よ
う
の
命
中
と
い
う
こ
と
が
い
か
に
意
外
な
出
来
事
で
あ
つ
た
か
は
、
本
件
発
生
直
後
の
被
告
人
の

周
章
狼
狽
ぶ
り
か
ら
も
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
ジ
ラ
ー
ド
の
心
情
に
配
慮
を
示
し
た
（
64
）

。

こ
の
よ
う
な
判
決
内
容
を
も
っ
て
、
密
約
が
実
行
に
移
さ
れ
た
と
は
判
断
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
証
拠
も
な
い
。
ジ
ラ
ー
ド
裁
判
が
、

ア
メ
リ
カ
を
含
め
諸
外
国
か
ら
も
厳
正
公
正
な
も
の
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
（
65
）

、
密
約
が
裁
判
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

刑
事
裁
判
権
密
約
公
表
の
要
請

六
月
五
日
、
国
務
・
国
防
両
長
官
は
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
議
会

で
は
、
ジ
ラ
ー
ド
を
日
本
の
裁
判
所
に
引
渡
す
な
と
い
う
政
府
へ
の
圧
力
が
高
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
米
兵
を
外
国
の
裁
判
所
で
裁
く
こ

と
を
禁
止
す
る
よ
う
に
と
の
声
が
あ
が
っ
て
く
る
。

六
月
二
七
日
、
フ
ラ
ン
ク
・
バ
ウ
議
員
（
オ
ハ
イ
オ
州
選
出
・
共
和
党
）
が
、
外
国
の
裁
判
所
で
米
兵
が
裁
判
を
受
け
な
く
て
す
む
よ
う
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に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
案
を
下
院
外
交
委
員
会
に
提
出
す
る
。
米
兵
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
外
国
の
裁
判
を
許
し
た
地
位
協
定
を
改

正
な
い
し
廃
棄
す
る
よ
う
大
統
領
に
要
求
し
て
い
る
。
同
法
案
は
、
一
八
対
八
で
可
決
さ
れ
た
（
66
）

。

そ
の
後
、
こ
の
法
案
は
、
対
外
援
助
法
に
追
加
条
項
を
付
し
て
、
海
外
に
勤
務
中
の
米
軍
人
の
裁
判
権
を
外
国
の
法
廷
に
渡
さ
な
い
よ

う
勧
告
す
る
バ
ー
ル
ソ
ン
（
民
主
党
）
提
案
と
な
り
、
七
月
一
七
日
、
下
院
の
投
票
に
付
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
は
、
ジ
ラ
ー
ド
の
裁
判
を

日
本
側
に
移
管
す
る
と
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
決
定
に
反
対
し
、
こ
の
種
の
事
件
が
起
っ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
側
が
米
軍
人
の
裁
判
権
を
有

す
る
と
の
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
大
統
領
に
地
位
協
定
の
再
交
渉
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
投
票
結
果
は
、
賛
否

い
ず
れ
も
一
三
四
票
の
同
数
で
あ
っ
た
。
法
律
修
正
は
多
数
決
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
則
に
よ
り
同
法
案
は
否
決
さ
れ
た
（
67
）

。

こ
う
し
た
状
況
下
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
一
九
五
三
年
に
交
わ
さ
れ
た
刑
事
裁
判
権
密
約
の
公
表
を
新
駐
米
大
使
の
朝
海
浩
一
郎
に
打
診

す
る
。
朝
海
は
、
五
月
二
三
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
前
任
の
谷
正
之
は
、
戦
時
中
、
東
条
英
機
内
閣
で
外
務

大
臣
を
つ
と
め
、
戦
後
は
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
と
な
っ
た
。
け
っ
き
ょ
く
、
不
起
訴
と
な
り
、
一
九
五
六
年
か
ら
駐
米
大
使
を
つ
と
め
て

い
た
。
た
だ
、
谷
は
戦
犯
容
疑
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
側
は
谷
に
冷
た
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
68
）

。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
が
起

り
、
ま
た
、
一
九
五
七
年
六
月
、
岸
総
理
の
初
め
て
の
訪
米
を
控
え
、
駐
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
を
つ
と
め
て
い
た
朝
海
に
白
羽
の
矢
が
あ

た
っ
た
。

こ
の
刑
事
裁
判
権
密
約
と
は
何
か
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
一
九
五
三
年
の
行
政
協
定
第
一
七
条
（
刑
事
裁
判
権
）
の
改
正
に
あ
た
り
、

日
米
は
密
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
き
わ
め
て
巧
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
形
式
は
、
合
同
委
員
会
の
下
部
組
織
の
刑
事
裁
判
権

分
科
委
員
会
に
お
い
て
津
田
實
法
務
省
総
務
課
長
（
日
本
側
代
表
）
が
一
方
的
に
陳
述
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
陳
述
は
、
行
政
協
定

第
一
七
条
を
改
正
す
る
議
定
書
本
文
、
議
定
書
公
式
議
事
録
、
正
式
会
談
議
事
録
に
も
い
っ
さ
い
掲
載
さ
れ
ず
、
秘
密
扱
い
と
さ
れ
た
（
69
）

。
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津
田
課
長
の
一
方
的
陳
述
の
邦
訳
は
以
下
で
あ
る
。

議
定
書
第
三
項
の
規
定
﹇
日
米
両
国
の
裁
判
権
が
競
合
す
る
場
合
﹈
の
実
際
上
の
運
用
に
関
し
、
私
は
、
日
本
国
の
当
局
が
方
針
と

し
て
、
日
本
国
に
と
つ
て
実
質
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
件
を
除
き
、
通
常
、
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
若
し
く
は
軍
属
又

は
そ
れ
ら
の
家
族
で
合
衆
国
の
軍
法
に
服
す
る
も
の
に
対
し
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一
次
の
権
利
を
行
使
す
る
意
図
を
有
し
な
い
旨

陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
70
）

。

実
質
的
に
重
要
な
事
件
を
除
い
て
、
通
常
、
日
本
国
当
局
は
、
米
軍
関
係
者
に
対
す
る
裁
判
権
を
行
使
す
る
意
図
は
な
く
、
そ
れ
が
当

局
の
方
針
で
あ
る
こ
と
を
、
津
田
課
長
が
一
方
的
に
陳
述
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
的
陳
述
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
、
形
式
的
に
み
れ
ば
、

「
約
束
」
と
は
い
え
な
い
。
二
〇
一
〇
年
に
日
米
密
約
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
後
、
行
政
協
定
第
一
七
条
（
刑
事
裁
判
権
）

の
改
正
に
関
す
る
文
書
も
外
務
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
米
合
同
委
員
会
に
お
け

る
や
り
と
り
」
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
一
方
的
陳
述
は
日
本
側
の
一
方
的
政
策
的
な
も
の
で
あ
り
、
合
意

で
は
な
い
と
発
言
し
、「
約
束
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
こ
の
解
釈
に
日
本
側
も
同
調
し
て
い
る
（
71
）

。
し
か
し
、
行
政
協
定
第
一
七
条

改
正
の
交
渉
過
程
、
並
び
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
こ
の
一
方
的
陳
述
と
は
、「
一
方

的
」
に
名
を
借
り
た
密
約
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
72
）

。
何
重
に
も
関
門
を
設
け
、
密
約
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
な
い
よ
う

工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
実
質
的
に
重
要
な
犯
罪
を
除
き
、
日
本
政
府
は
米
軍
関
係
者
に
対
す
る
裁
判
権
を
行
使
す
る
意
図
が
な
い
旨
を
密
約
で
ア
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メ
リ
カ
側
に
保
証
し
た
。
実
質
的
に
重
要
な
犯
罪
と
は
何
か
。
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
交
渉
経
緯
か
ら
み
て
、
殺
人
、
放

火
、
傷
害
致
死
、
強
盗
又
は
強
姦
の
罪
だ
（
73
）

。
条
約
上
は
、
犯
罪
の
軽
重
を
問
わ
ず
、
公
務
執
行
中
等
の
場
合
を
除
き
、
日
本
側
に
第
一
次

裁
判
権
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
公
式
に
裁
判
権
放
棄
の
約
束
が

交
わ
さ
れ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
を
例
に
あ
げ
る
と
、
一
九
五
四
年
八
月
一
三
日
付
け
の
交
換
公
文
第
四
項
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
地
位
協
定
の
実

施
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
附
属
書
に
、
合
衆
国
政
府
と
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
合
意
し
た
了
解
が
あ
る
（
74
）

。
こ
の
了
解
の
核
心
は
、
オ
ラ
ン
ダ

当
局
は
、
合
衆
国
当
局
の
要
請
に
し
た
が
い
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
協
定
第
七
条
に
基
づ
く
管
轄
権
行
使
の
第
一
次
的
権
利
を
放
棄
す
る
。
た
だ
し
、

オ
ラ
ン
ダ
当
局
が
そ
の
管
轄
権
の
行
使
を
特
に
重
要
と
決
定
す
る
場
合
を
除
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
要
は
、
オ
ラ
ン
ダ
当
局
が
と
く

に
重
要
と
判
断
す
る
場
合
を
除
き
、
合
衆
国
当
局
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
当
局
は
第
一
次
裁
判
権
を
放
棄
す
る
、
と
い
う
内
容
だ
。

ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
は
一
九
五
六
年
、
ま
た
、
西
ド
イ
ツ
の
場
合
は
一
九
五
九
年
に
同
種
の
協
定
が
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
締
結
さ
れ
て
い
る
（
75
）

。

こ
れ
と
日
本
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
日
本
の
場
合
、
密
約
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
と
は
異
な
り
、
何

等
裁
判
権
を
譲
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
日
本
は
、
密
約
で
も
裁
判
権
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
行
使
し
な
い
と

表
明
し
て
い
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
要
請
す
れ
ば
、
基
本
的
に
第
一
次
裁
判
権

を
放
棄
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
当
局
が
管
轄
権
の
行
使
を
特
に
重
要
と
決
定
す
る
場
合
に
か
ぎ
り
例
外
と
な
る
。

こ
う
し
た
オ
ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
の
例
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
日
本
に
も
刑
事
裁
判
権
密
約
を
公
表
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
な

る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
参
加
国
の
一
部
と
同
様
、
実
質
的
に
重
要
な
事
件
を
除
き
、
米
軍
関
係
者
が
裁
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
公
に

し
た
か
っ
た
の
だ
。
岸
総
理
は
六
月
一
九
日
か
ら
三
日
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
問
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
や
ダ
レ
ス
国
務
長
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官
と
会
談
し
た
。
二
〇
日
、
朝
海
駐
米
大
使
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
国
務
次
官
補
と
の
会
談
で
、「
日
本
の
刑
事
裁
判
権
取
極
の
機
密
指
定
解

除
」
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
（
76
）

。

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
六
月
一
五
日
付
け
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
防
長
官
か
ら
ダ
レ
ス
国
務
長
官
宛
の
書
簡
に
よ
る
依
頼
に
基
づ
く
と
し
て
、

朝
海
大
使
に
、
刑
事
裁
判
権
密
約
の
機
密
指
定
解
除
の
問
題
を
岸
総
理
と
協
議
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
そ
の
際
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
オ

ラ
ン
ダ
や
ギ
リ
シ
ャ
と
の
取
極
は
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
旨
を
説
明
し
、「
こ
う
し
た
機
密
解
除
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び
他
国
と
の

地
位
協
定
交
渉
を
き
わ
め
て
容
易
に
す
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
は
、
刑
事
裁
判
権
で
日
本
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
主
張

し
て
い
た
か
ら
だ
（
77
）

。
こ
の
要
請
に
、
朝
海
大
使
は
、
総
理
と
協
議
し
、
翌
二
一
日
に
結
果
を
知
ら
せ
る
、
と
答
え
て
い
る
。

二
一
日
夜
、
朝
海
は
総
理
主
催
の
答
礼
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
場
で
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
を
脇
に
呼
び
、「
総
理
は
、
現
時
点
で
、
こ
の
取
極

の
機
密
指
定
を
解
除
す
れ
ば
、
社
会
主
義
者
お
よ
び
共
産
主
義
者
の
き
び
し
い
追
及
に
さ
ら
さ
れ
、
自
ら
の
政
権
に
と
っ
て
き
わ
め
て

や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
機
密
解
除
に
否
定
的
で
あ
っ
た
（
78
）

。
け
っ
き
ょ
く
、
刑
事
裁
判
権
密
約
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
外
務
省
か
ら
そ
の
内
容
が
公
表
さ
れ
て
も
、
日
本
政
府
は
、
密
約
で
は
な
い
と
の
立
場
を
変
え
て

い
な
い
。

伊
江
島
事
件

ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
教
訓
を
ア
メ
リ
カ
側
が
活
か
し
た
と
思
わ
れ
る
事
件
に
、
一
九
七
四
年
七
月
に
起
っ
た
伊
江
島
事
件
が
あ
る
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
が
、
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
月
一
〇
日
、
沖
縄
本
島
の
本
部
半
島
北
西
約
九
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
伊
江
島
で
事
件
は
起
っ
た
。
同
島
の
米
軍
射
爆
場
で
、
演
習
終
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了
後
、
草
刈
り
の
た
め
立
ち
入
っ
た
住
民
を
、
米
兵
が
追
い
掛
け
て
至
近
距
離
か
ら
狙
い
撃
ち
し
、
負
傷
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
米
軍
側
は
、

当
初
、
米
兵
の
行
為
は
「
公
務
外
」
で
あ
る
た
め
第
一
次
裁
判
権
を
日
本
に
渡
す
と
通
知
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
「
公
務
中
」
で
あ
る

と
方
針
を
転
換
し
た
。
日
本
政
府
は
こ
れ
に
反
発
し
、
日
米
合
同
委
員
会
で
半
年
以
上
に
わ
た
っ
て
協
議
が
続
け
ら
れ
た
が
、
同
委
員
会

で
は
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
一
九
七
五
年
五
月
六
日
、「
問
題
を
遷
延
さ
せ
る
の
は
日
米
間
の
友
好
上
好
ま
し
く
な
い
」
と
の
理
由
で
、

日
本
政
府
は
裁
判
権
を
行
使
せ
ず
、
問
題
の
終
結
を
図
っ
た
（
79
）

。

も
う
少
し
詳
し
く
こ
の
事
件
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
（
80
）

。
七
月
一
〇
日
午
後
五
時
半
ご
ろ
、
伊
江
島
補
助
飛
行
場
内
の
射
爆
場
で
、
地
元

の
山
城
安
次
さ
ん
（
二
〇
歳
）
が
牧
草
を
刈
る
た
め
、
演
習
終
了
の
赤
旗
が
降
り
て
い
る
の
を
確
認
し
、
射
爆
場
へ
入
っ
た
。
そ
こ
へ
、

米
空
軍
第
三
一
三
空
軍
師
団
（
嘉
手
納
基
地
）
第
八
二
四
戦
闘
支
援
隊
第
一
分
遣
隊
所
属
の
キ
ャ
ロ
ル
・
Ｅ
・
ロ
ッ
ク
三
等
軍
曹
（
二
〇

歳
）
と
ハ
ロ
ル
ド
・
Ｗ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
三
等
軍
曹
（
二
六
歳
）
が
車
で
突
っ
込
ん
で
来
て
、
山
城
さ
ん
を
追
い
回
し
た
末
、
ロ
ッ
ク
三
等

軍
曹
が
信
号
用
ピ
ス
ト
ル
で
ね
ら
い
撃
ち
し
、
左
手
首
に
三
週
間
の
け
が
を
負
わ
せ
た
。

第
三
一
三
空
軍
師
団
司
令
官
の
マ
ッ
ク
レ
イ
ン
准
将
は
、
七
月
二
〇
日
付
の
屋
良
沖
繩
県
知
事
に
対
す
る
文
書
で
「
日
本
の
裁
判
権
に

委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
き
た
（
81
）

。
演
習
は
終
わ
っ
て
お
り
、
米
兵
の
行
為
は
公
務
執
行
中
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
側
に
裁
判

権
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
こ
の
問
題
は
決
着
し
、
日
本
側
で
裁
判
が
開
始
さ
れ
る
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
七
月
二
九
日
に
な
っ
て
、
米
軍
側
は
こ
の
回
答
を
翻
し
た
。
検
討
の
結
果
、
公
務
執
行
中
の
事
件
と
考
え
ら
れ
、
第
一
次
裁
判
権

は
ア
メ
リ
カ
側
に
あ
る
と
し
て
、
公
務
証
明
書
を
発
給
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
那
覇
地
検
は
「
公
務
中
で
あ
っ
た
と
す
る
米
軍

の
主
張
に
反
対
の
証
拠
が
あ
る
」
と
ア
メ
リ
カ
側
に
通
知
し
た
。

第
一
次
裁
判
権
を
め
ぐ
り
日
米
の
主
張
が
対
立
し
た
た
め
、
こ
の
件
は
、
日
米
合
同
委
員
会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
。
後
は
ジ
ラ
ー
ド
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事
件
と
同
様
の
経
過
を
た
ど
る
。
同
委
員
会
で
は
、
法
律
上
の
問
題
が
含
ま
れ
る
と
し
て
、
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
に
本
件
は
付
託
さ

れ
た
。
同
委
員
会
で
、
日
本
側
は
、
こ
の
事
件
は
地
位
協
定
第
一
七
条
第
三
項
⒜
ⅱ
に
い
う
公
務
執
行
中
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、

第
一
次
裁
判
権
は
、
地
位
協
定
の
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
側
が
有
す
る
、
と
主
張
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
事
件
は
公
務
執
行
中
に

発
生
し
た
の
で
あ
り
、
第
一
次
裁
判
権
は
ア
メ
リ
カ
側
に
あ
る
と
主
張
し
、
双
方
の
見
解
は
対
立
し
た
。
最
終
的
に
分
科
委
員
会
で
は
解

決
で
き
ず
、
同
委
員
会
は
、
一
九
七
五
年
四
月
一
七
日
、
第
一
次
裁
判
権
の
帰
属
に
つ
い
て
、
日
米
双
方
の
見
解
を
併
記
し
た
報
告
書
を

合
同
委
員
会
に
提
出
し
た
。

合
同
委
員
会
は
、
分
科
委
員
会
の
報
告
書
を
検
討
し
た
結
果
、
日
米
双
方
の
法
的
立
場
の
相
違
を
同
委
員
会
で
は
解
決
で
き
な
い
と
の

結
論
に
達
し
た
。
四
月
二
四
日
、
日
米
双
方
の
法
的
立
場
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
地
位
協
定
第
二
五
条
第
三
項
に
基
づ
き
、
問
題
の
解
決

を
日
米
両
政
府
間
の
交
渉
に
委
ね
る
旨
の
決
定
が
下
さ
れ
た
。

政
府
間
交
渉
の
結
果
、
五
月
六
日
、
日
本
政
府
は
、
以
下
の
諸
点
を
考
慮
し
て
、「
こ
の
事
件
の
裁
判
管
轄
権
の
帰
属
に
関
す
る
日
本

側
の
法
的
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
、
わ
が
方
の
立
場
は
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
の
事
件
の
早
期
解
決
を
図
る

と
い
う
実
際
的
な
見
地
か
ら
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
」
旨
を
ア
メ
リ
カ
側
に
通
報
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
五
月
七
日
、
那
覇
地
検
は
米
兵
を
「
不
起
訴
処
分
に
し
た
」
と
発
表
し
て
い
る
（
82
）

。

日
本
政
府
が
考
慮
し
た
「
諸
点
」
は
、
一
九
七
五
年
五
月
八
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
山
崎
敏
夫
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
が
、
詳

細
を
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
五
月
二
二
日
に
開
か
れ
た
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、

宮
澤
喜
一
外
務
大
臣
が
正
式
に
説
明
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
用
い
る
（
83
）

。
ま
ず
、
日
本
政
府
は
、
つ
ぎ
の
点
を
考
慮
し
て
、
裁
判
権
を
行
使

し
な
い
と
決
定
し
た
。
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イ
本
事
件
を
い
つ
ま
で
も
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
加
害
者
の
処
罰
、
被
害
者
の
救
済
等
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。

ロ
本
事
件
に
お
け
る
加
害
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
刑
事
法
上
懲

役
刑
ま
た
は
禁
錮
刑
の
求
刑
に
相
当
す
る
と
は
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
。
ハ
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
本
事
件
に
つ
い
て
そ
の
立

場
を
説
明
し
て
お
り
、
本
件
に
つ
い
て
適
正
な
処
置
が
と
ら
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
政
府
の
立
場
と
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

⒜
ア
メ
リ
カ
側
は
、
か
か
る
事
件
の
発
生
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
将
来
の
同
様
な
事
件
の
再
発
防
止
の
た
め
万
全
の
措
置
を

と
っ
た
。
⒝
本
事
件
発
生
直
後
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
非
公
式
に
で
は
あ
る
が
、
公
務
証
明
書
を
発
給
し
な
い
旨
の
意
向
を
表
明
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
公
務
証
明
書
を
発
給
し
、
そ
こ
に
誤
解
を
招
い
た
点
は
遺
憾
と
考
え
て
い
る
。
⒞
ア
メ
リ
カ
側
は
、
加
害
者

に
対
し
、
速
や
か
に
刑
事
あ
る
い
は
懲
戒
の
手
続
、
す
な
わ
ち
処
罰
の
た
め
の
手
続
を
と
り
、
そ
の
結
果
は
日
本
側
に
通
報
す
る
。
⒟
被

害
者
に
対
し
て
は
補
償
す
る
。

日
本
政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
事
由
か
ら
、
本
件
解
決
を
さ
ら
に
遷
延
せ
し
め
る
こ
と
は
、
日
米
友
好
関
係
を
維
持
す
る
見
地
か
ら
も

好
ま
し
く
な
い
と
し
、
本
件
の
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
政
府
が
挙
げ
た
ロ
で
あ
る
が
、
五
月
八
日

の
内
閣
委
員
会
で
、
山
崎
ア
メ
リ
カ
局
長
は
、「
こ
の
事
件
に
お
い
て
加
害
者
の
行
為
は
さ
ほ
ど
悪
質
な
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
点

を
考
慮
し
た
と
説
明
し
た
。
こ
れ
に
、
上
原
康
助
議
員
が
、「
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
事
件
は
さ
ほ
ど
悪
質
な
も
の
で
な
い

と
認
め
た
。
一
体
、
人
間
に
向
か
っ
て
発
砲
を
し
て
け
が
を
負
わ
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
行
為
が
、
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
ど
う
い

う
環
境
で
行
わ
れ
よ
う
が
、
さ
ほ
ど
悪
質
で
な
い
と
い
う
政
府
の
答
弁
に
対
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
合
点
が
い
か
な
い
」
と
猛
反
発
し
、

委
員
会
は
紛
糾
し
た
（
84
）

。
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こ
こ
に
、
刑
事
裁
判
権
密
約
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
伊
江
島
事
件
は
、
公
務
執
行
中
か
否
か
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
刑
事

裁
判
権
密
約
が
適
用
さ
れ
た
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
山
崎
ア
メ
リ
カ
局
長
が
、
い
み
じ
く
も
「
加
害
者
の
行
為
は
さ
ほ
ど
悪
質
な
も
の
と

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
日
本
側
が
本
事
件
を
実
質
的
に
重
要
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

傷
害
は
実
質
的
に
重
要
な
事
件
の
範
疇
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

ア
メ
リ
カ
が
得
た
教
訓

ジ
ラ
ー
ド
事
件
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
と
決
定
し
た
の
に
対
し
、
伊
江
島
事
件
で
は
、
日
本
側
が
裁
判
権
を
行
使

し
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
演
習
場
内
で
起
っ
た
出
来
事
で
あ
り
、
事
案
が
類
似
し
て
い
る
。
な
ぜ
正
反
対
の
結
果
に

な
っ
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
刑
事
裁
判
権
の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
側
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
教
訓
を
伊
江
島
事
件
に
活
か
し
た
と
思
わ
れ
る
。
当
初
、
マ
ッ
ク
レ
イ
ン
准
将
が
、「
日
本
の
裁

判
権
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
趣
旨
は
、
米
兵
の
行
為
は
公
務
執
行
中
の
も
の
で
は
な
い
と
認
め
、
全
面
的
に
裁
判
権
を

放
棄
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
言
を
翻
し
、
公
務
証
明
書
が
発
給
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
日
米

合
同
委
員
会
、
さ
ら
に
、
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
に
判
断
が
委
ね
ら
れ
た
。

一
九
七
四
年
一
〇
月
の
時
点
で
、
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
は
七
回
開
催
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
渉
は
完
全
に
行
き
詰
っ
た
。

一
〇
月
一
二
日
付
け
の
在
京
米
大
使
館
か
ら
本
省
宛
の
電
報
に
よ
れ
ば
、
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
の
ア
メ
リ
カ
側
代
表
は
、「
第
一
次

裁
判
権
の
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
側
に
裁
判
権
を
放
棄
す
る
」
よ
う
に
と
の
提
案
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
日
本
側
代
表
の
山
崎

ア
メ
リ
カ
局
長
は
、「
日
本
政
府
は
絶
対
に
同
意
で
き
な
い
」
と
同
提
案
を
拒
絶
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
85
）

。
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ま
た
、
同
電
報
に
よ
れ
ば
、
山
崎
局
長
と
ト
ー
マ
ス
・
Ｐ
・
シ
ュ
ー
ス
ミ
ス
公
使
と
の
会
談
で
、
同
公
使
が
、
米
空
軍
は
公
務
証
明
書

の
発
給
を
取
り
下
げ
る
こ
と
は
な
い
と
の
ア
メ
リ
カ
側
の
立
場
を
説
明
し
た
の
に
対
し
、
山
崎
局
長
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
先
例
に
な

ら
っ
た
解
決
を
望
ん
で
い
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
同
公
使
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
は
並
々
な
ら
ぬ
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
を

山
崎
局
長
に
想
起
さ
せ
、
私
見
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
山
崎
局
長
の
解
決
案
、
つ
ま
り
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
同
様
の
解

決
案
に
同
意
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
旨
を
表
明
し
て
い
る
（
86
）

。

こ
こ
に
、
こ
の
種
事
件
に
お
け
る
問
題
解
決
の
限
界
が
見
え
て
く
る
。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
で
は
、
公
務
の
解
釈
を
め
ぐ
る
日
米
そ
れ
ぞ
れ

の
主
張
を
棚
上
げ
に
し
、
ア
メ
リ
カ
側
が
裁
判
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
で
日
米
は
合
意
し
た
。
問
題
は
、
ジ
ラ
ー
ド
事
件
で
、
公
務
執
行

中
と
は
何
か
を
詰
め
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
詰
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
と
く
に
、
演
習
場
で
事
件
が
起
き
た
よ
う
な

場
合
、
米
兵
は
何
等
か
の
公
務
に
就
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
米
軍
側
が
公
務
執
行
中
で
あ
る
と
し
て
公
務
証
明
書
を
発
給
す
れ
ば
、

合
同
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
も
、
日
本
側
の
主
張
が
と
お
る
こ
と
は
な
い
。
残
る
解
決
方
法
は
、
伊
江
島
事
件
の
よ
う
に
日
米
政
府
間

の
交
渉
し
か
な
い
。

こ
う
し
て
、
公
務
証
明
書
は
、
容
疑
者
に
と
っ
て
、
免
罪
符
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
刑
事
裁
判
権
分
科
委
員
会
の
合
意
事

項
第
四
三
項
に
は
、「
こ
の
証
明
書
﹇
公
務
証
明
書
﹈
は
、
反
証
の
な
い
限
り
、
公
務
中
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
の
充
分
な

証
拠
資
料
と
な
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
87
）

。
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
場
合
、
陸
軍
省
が
裁
判
権
不
行
使
の
失
策
を
お
か
し
た
。
伊
江
島
事
件
で

は
、
一
度
は
、
裁
判
権
を
日
本
側
に
委
ね
る
と
米
軍
が
申
し
出
た
も
の
の
、
公
務
証
明
書
が
発
給
さ
れ
た
。
二
度
と
失
策
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
軍
当
局
の
強
い
意
思
が
働
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
が
得
た
教
訓
は
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
米
軍
関
係
者
を
裁

判
に
付
す
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
露
呈
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
四
九



（
1
） 

相
馬
ヶ
原
演
習
場
の
歴
史
は
、
榛
東
村
誌
編
さ
ん
室
『
榛
東
村
誌
』
榛
東
村
、
一
九
八
八
年
、
一
六
二
七
│
一
六
六
七
頁
を
参
照
。

（
2
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
七
年
二
月
七
日
。

（
3
） 

“R
ecord of D

iscussion P
repared by the E

m
bassy in Japan, T

okyo, January 6, 1960, ” F
oreign

 R
elation

s of th
e U

n
ited

 

S
tates, 1958–1960, Japan; K

orea, V
olum

e X
V
III, D

ocum
ent 131.

以
下
、F

oreign
 R

elation
s of th

e U
n

ited
 S

tates

は
、F

R
U

S

と

省
略
し
て
記
載
す
る
。
な
お
、
核
持
ち
込
み
密
約
に
つ
い
て
は
、
信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
、
六
七

│
一
一
九
頁
を
参
照
。

（
4
） 

山
本
英
政
『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
：「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
隠
さ
れ
た
真
実
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
五
年
。
同
書
の
書
評
と
し
て
、
信
夫
隆

司
「
書
評
：
山
本
英
政
著
『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
の
隠
さ
れ
た
真
実
』
明
石
書
店　
二
〇
一
五
年
七
月222p.

」『
政
経
研
究
』

五
三
巻
一
号
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
一
三
五
│
一
五
八
頁
が
あ
る
。

（
5
） 

末
浪
靖
司
「
日
本
の
裁
判
を
動
か
し
た
日
米
密
約
：
米
国
務
省
解
禁
文
書
が
語
る
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」『
前
衛
』
一
九
九
六
年
五
月
号
（N

o. 

672

）、
六
三
│
七
六
頁
、
末
浪
靖
司
『
9
条
「
解
釈
改
憲
」
か
ら
密
約
ま
で　

対
米
従
属
の
正
体
│
米
公
文
書
館
か
ら
の
報
告
』
高
文
研
、

二
〇
一
二
年
、
一
四
〇
│
一
五
八
頁
。

（
6
） 

池
田
直
隆
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
再
検
討
│
台
湾
に
お
け
る
事
例
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」『
軍
事
史
学
』
四
六
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、

一
二
七
│
一
四
二
頁
、
倉
林
直
子
「
駐
留
米
軍
を
め
ぐ
る
政
府
と
議
会
の
関
係
│
ジ
ラ
ー
ド
事
件
へ
の
対
応
を
中
心
に
」『
麗
澤
大
学
紀
要
』
九
三

巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
、
二
五
│
四
四
頁
、
大
沼
久
夫
「「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
」
と
日
米
関
係
」『
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
論
集
』
一
六
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
九
│
三
〇
頁
。

（
7
） G

ordon B
. B
aldw

in, “F
oreign Jurisdiction and the A

m
erican S

oldier: “T
he A

dventures of G
irard ”, ” W

iscon
sin

 L
aw

 

R
eview

, V
ol. 1958, N

o. 1, January 1958, pp. 52-106.

（
8
） Jaim

e M
. G
her, “S

tatus of F
orces A

greem
ents: T

ools to F
urther E

ff ective F
oreign P

olicy and L
essons T

o B
e L
earned 

from
 the U

nited S
tates-Japan A

greem
ent, ” U

n
iversity of S

an
 F

ran
cisco L

aw
 R

eview
, V
ol 37, Issue 1, F

all 2002, pp. 227-256; 

N
eil C

urtin, ““W
e M
ight A

s W
ell W

rite Japan O
F
F

”: T
he S

tate D
epartm

ent D
eals w

ith the G
irard C

ase of 1957, ” Jou
rn

al of 

一
五
〇



ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

A
m

erican
 –E

ast A
sia R

elation
s, V
ol. 19, Issue 2, January 2012, pp. 109-131; T

yler J. H
ill, “R

evision of the U
.S
.-Japan S

tatus 

of F
orces A

greem
ent

（S
O
F
A

）: R
elinquishing U

.S
. L
egal A

uthority in the N
am
e of A

m
erican F

oreign P
olicy, ” U

C
L

A
 P

acifi c 

B
asin

 L
aw

 Jou
rn

al, V
ol. 32, Issue 2, S

pring 2015, pp. 106-144.

（
9
） U

nited S
tates S

uprem
e C
ourt, W

ilson v. G
irard

（1957

）, 354 U
.S
. 524, pp. 532-537.

こ
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
入
江
啓

四
郎
「
ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
米
国
最
高
裁
判
決
」『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』
一
〇
巻
八
号
、
一
九
五
七
年
八
月
、
九
│
一
二
頁
を
参
照
。

（
10
） 

“S
tatem

ent, P
lace: Investigation S

ection, C
am
p D
rew
, Japan A

P
O
 43, D

eponent: G
irard, W

illiam
 S
., F
ebruary 2, 1957, ” 

R
G
550 C

lassified C
orrespondence F

iles, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
11
） 

警
視
庁
刑
事
部
捜
査
課
長
「
群
馬
県
米
軍
演
習
場
内
に
お
け
る
米
兵
の
日
本
婦
人
射
殺
事
件
に
つ
い
て
」
一
九
五
七
年
二
月
四
日
、『
在
本
邦

駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係 

米
国
軍
人
関
係 

相
馬
ヶ
原
事
件
（
第
一
巻
）』（D

'-0001

）、
外
交
史
料
館
。

（
12
） 

伊
藤
「
群
馬
県
相
馬
ヶ
原
演
習
場
に
於
る
米
兵
の
発
砲
事
故
に
関
す
る
件
」
一
九
五
七
年
二
月
五
日
、『
在
本
邦
駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係 

米

国
軍
人
関
係 

相
馬
ヶ
原
事
件
（
第
一
巻
）』（D

'-0001

）、
外
交
史
料
館
。

（
13
） 

こ
の
第
四
三
項
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
議
定
書
第
三
項
⒜
ⅱ
に
関
す
る
公
式
議
事
録
に
掲
げ
る
証
明
書
は
、
要
請
に
基
づ

き
、
当
該
被
疑
者
が
所
属
す
る
部
隊
の
指
揮
官
か
ら
、
犯
罪
が
発
生
し
た
地
の
検
事
正
に
対
し
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
か
か
る
要
請
は
、
通
常
、

逮
捕
の
通
告
後
直
ち
に
、
且
つ
、
公
務
中
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
特
別
の
場
合
に
の
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
こ
と
は
、
い
か
な
る
事
件
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
証
明
書
を
進
ん
で
提
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
証
明
書
は
、
反
証
の
な

い
限
り
、
公
務
中
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
の
充
分
な
証
拠
資
料
と
な
る
。
反
対
の
証
拠
は
、
す
べ
て
合
同
委
員
会
に
お
け
る
考
慮
の
た

め
に
提
出
さ
れ
る
。
検
事
正
は
、
右
の
反
対
の
証
拠
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
証
明
書
を
発
行
し
た
指
揮
官
に
対
し
そ
の
旨
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。
し
か
る
後
、
当
該
事
件
の
終
局
的
処
理
を
不
当
に
遅
延
せ
し
め
な
い
た
め
、
十
日
以
内
に
問
題
が
合
同
委
員
会
に
提
案
さ
れ
る

か
否
か
に
つ
い
て
指
揮
官
に
対
し
通
知
が
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
か
か
る
事
項
の
合
同
委
員
会
へ
の
提
案
は
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
急
速
に

な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」
法
務
省
刑
事
局
『
合
衆
国
軍
隊
構
成
員
等
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
関
係
実
務
資
料
﹇
検
察
提
要
六
﹈』（
秘
）
検
察
資
料

一
五
一



一
五
八
、一
九
七
二
年
三
月
、
一
四
二
│
一
四
三
頁
。

（
14
） 

「
法
務
省
刑
事
局
長
井
本
臺
吉
か
ら
外
務
省
欧
米
局
長
千
葉
皓
宛
法
務
省
刑
事
局
第
二
八
五
四
号
「
日
米
合
同
委
員
会
へ
の
提
案
に
つ
い
て
」

一
九
五
七
年
二
月
一
六
日
、『
在
本
邦
駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係　
米
国
軍
人
関
係 

相
馬
ヶ
原
事
件
（
第
一
巻
）』（D

'-0001

）、
外
交
史
料
館
。

（
15
） 
文
書
課
長
「
岸
大
臣
・
ホ
ー
シ
ー
米
代
理
大
使
会
談
要
旨
」（
極
秘
）、
一
九
五
七
年
二
月
八
日
、『
在
本
邦
駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係　
米
国
軍

人
関
係　
相
馬
ヶ
原
事
件
（
第
一
巻
）』（D

'-0001

）、
外
交
史
料
館
。

（
16
） 

同
右
。

（
17
） 

「
法
務
省
刑
事
局
長
井
本
臺
吉
か
ら
外
務
省
欧
米
局
長
千
葉
皓
宛
法
務
省
刑
事
局
第
二
八
五
四
号
「
日
米
合
同
委
員
会
へ
の
提
案
に
つ
い
て
」

一
九
五
七
年
二
月
一
六
日
、『
在
本
邦
駐
留
軍
人
刑
事
事
件
関
係　
米
国
軍
人
関
係　
相
馬
ヶ
原
事
件
（
第
一
巻
）』（D

'-0001

）、
外
交
史
料
館
。

（
18
） 

同
右
。

（
19
） 

“R
eport of a crim

e by a U
S
 F
orces P

ersonnel, F
ebruary 9, 1957 ” and “R

e: C
hange of the nam

e of the crim
e in the 

crim
inal report sent to you today, F

ebruary 9, 1957, ” R
G
550 C

lassifi ed C
orrespondence F

iles, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ 

G
IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
20
） 

石
岡
實
「
相
馬
ヶ
原
の
渦
中
か
ら
│
ジ
ラ
ー
ド
事
件
一
捜
査
官
の
覚
書
│
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
七
年
一
一
月
号
、
一
一
八
頁
。
山
本
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
事
は
、
岡
田
三
千
左
右
群
馬
県
警
刑
事
部
長
が
、
石
岡
本
部
長
に
代
っ
て
、
書
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
詳
し
く
は
、
山
本

『
米
兵
犯
罪
と
日
米
密
約
』、
六
六
頁
を
参
照
。

（
21
） 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
一
一
月
二
四
日
（
地
方
版
／
群
馬
）。

（
22
） 

“M
em
o for M

ajor L
evin, F

ebruary 14, 1957, ” R
G
550 C

lassified C
orrespondence F

ile, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ 

G
IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
23
） 

“S
T
A
T
E
M
E
N
T
 of S

pecialist T
hird C

lass W
illiam

 S
. G
irard given to Y

oshiro K
onaw

a voluntarily at the O
ffi  ce of the 

P
rocurator of M

aebashi on F
ebruary 12, 1957, ” R

G
550 C

lassified C
orrespondence F

ile, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ 

G
IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

一
五
二



ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

（
24
） 

“M
em
orandum

 for the R
ecord: by M

ajor S
tanley F

. L
evin, F

ebruary 14, 1957, ” R
G
550 C

lassifi ed C
orrespondence F

ile, 

7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D

を
参

考
に
し
て
い
る
。

（
25
） 
『
読
売
新
聞
』
一
九
五
七
年
二
月
一
二
日
。

（
26
） 

『
読
売
新
聞
』
一
九
五
七
年
七
月
六
日
。

（
27
） 

“S
U
B
JE
C
T
: L
ie D

etector E
xam
ination, R

e: Involuntary M
anslaughter, F

ebruary 14, 1957, ” R
G
550 C

lassified 

C
orrespondence F

ile, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at 

C
ollege P

ark, M
D
.

（
28
） Ibid.

（
29
） 

“S
tatem

ent of W
illiam

 S
. G
irard at C

am
p D
rew
, F
ebruary 15, 1957, ” R

G
550 C

lassifi ed C
orrespondence F

ile, 7-1957, B
ox 

7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G
IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
30
） 

“S
tatem

ent of S
pecialist W

illiam
 G
irard, F

ebruary 18, 1957, ” R
G
550 C

lassified C
orrespondence F

ile, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G
IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
31
） 

“S
tatem

ent of V
ictor N

. N
ickel, at O

ffi  ce of the P
rovost M

arshal, F
ebruary 1, 1957, ” R

G
550 C

lassifi ed C
orrespondence 

F
iles, 7-1957, B

ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T
.

﹈, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, 

M
D
.

（
32
） 

“S
tatem

ent of V
ictor N

. N
ickel, at Investigation S

ection R
eg C

p W
hitt., F

ebruary 14, 1957, ” R
G
550 C

lassified 

C
orrespondence F

iles, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T
.

﹈, N
ational A

rchives at 

C
ollege P

ark, M
D
.

（
33
） 

“S
tatem

ent of V
ictor N

. N
ickel, at the M

aebashi D
istrict P

rocurator ’s O
ffice, F

ebruary 20, 1957, ” R
G
550 C

lassified 

C
orrespondence F

iles, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T
.

﹈, N
ational A

rchives at 

一
五
三



C
ollege P

ark, M
D
.

（
34
） 

“M
aebashi D

istrict P
ublic P

rocurator ’s O
ffice, N

o. N
ikki S

ho 196, M
aebashi, F

ebruary 15, 1957, ” R
G
550 C

lassified 

C
orrespondence F

ile, 7-1957, B
ox 7

﹇S
U
B
JE
C
T
 ‒ G

IR
A
R
D
, W
IL
L
IA
M
 S
. P
R
O
G
R
E
S
S
 R
E
P
O
R
T

﹈, N
ational A

rchives at 

C
ollege P

ark, M
D
.

（
35
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 1869, F

ebruary 26, 1957 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1955–

1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 123.

（
36
） 

“R
eport on the 157th M

eeting of the Joint C
om
m
ittee, M

arch 7, 1957 ”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E
m
bassy, T

okyo; 

C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox 45, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
37
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, A
pril 25, 1957 ”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1955-1957, 

V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 130.

（
38
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2641, M

ay 16, 1957 ”

（C
onfi dential

）, R
G
59 C

entral 

D
ecim
al F
ile 1955-59, B

ox 2918, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
39
） 

“M
em
orandum

 F
rom
 the A

ssistant S
ecretary of S

tate for F
ar E

astern A
ff airs

（R
obertson

） to the S
ecretary of S

tate, 

M
ay 20, 1957 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S
, 1955–1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 137.

（
40
） 

“M
em
orandum

 of a M
eeting, S

ecretary D
ulles ’ O

ffi  ce, D
epartm

ent of S
tate, W

ashington, M
ay 21, 1957, 4:15 p.m

. ”

（S
ecret

）, 

F
R

U
S
, 1955–1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 148.

（
41
） 

“M
em
orandum

 of T
elephone C

onversations B
etw
een the S

ecretary of S
tate and the A

ssistant S
ecretary of S

tate for F
ar 

E
astern A

ff airs 

（R
obertson

）, W
ashington, M

ay 25, 1957, ” F
R

U
S
, 1955–1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 157.

（
42
） 

“D
raft M

em
orandum

 for the P
resident P

repared in the D
epartm

ent of S
tate, W

ashington, M
ay 25, 1957 ”

（S
ecret

）, 

F
R

U
S
, 1955–1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 158.

（
43
） 

“M
em
orandum

 for the R
ecord of a M

eeting, W
hite H

ouse, W
ashington, M

ay 28, 1957, N
oon ”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1955–

一
五
四



ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 162.
（
44
） 

法
務
省
刑
事
局
『
合
衆
国
軍
隊
構
成
員
等
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
関
係
実
務
資
料
﹇
検
察
提
要
六
﹈』（
秘
）、
一
三
九
頁
。

（
45
） 
一
九
五
五
年
三
月
三
日
、
最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
、
最
高
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
。

（
46
） 

“R
eport of the 159th M

eeting of the Joint C
om
m
ittee, A

pril 10, 1957 ”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E
m
bassy, T

okyo; 

C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox 45, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
47
） 

“R
eport of the 160th M

eeting of the Joint C
om
m
ittee, A

pril 26, 1957 ”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E
m
bassy, T

okyo; 

C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox 45, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
48
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2048, M

arch 18, 1957 ”

（O
ffi  cial U

se O
nly

）, R
G
59 

C
entral D

ecim
al F
iles 1955-59, B

ox 2918, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
49
） U

nited S
tates S

uprem
e C
ourt, W

IL
S
O
N
 v. G

IR
A
R
D

（1957

）, July 11, 1957, 354 U
.S
. 524, pp. 540-541.

（
50
） Ibid., pp. 542-543.

（
51
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2733, M

ay 24, 1957 ”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1955–

1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 153.

（
52
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2413, A

pril 25, 1957 ”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 

1955–1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 129.

（
53
） 

“T
elegram

 from
 the D

epartm
ent of the A

rm
y to the C

om
m
ander in C

hief, F
ar E

ast

（L
em
nitzer

）, D
A
 921933, A

pril 26, 

1957 ”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1955–1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 130.

（
54
） Ibid.

（
55
） 

五
月
二
〇
日
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
極
東
問
題
担
当
国
務
次
官
補
か
ら
ダ
レ
ス
国
務
長
官
宛
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
、「
国
防
省
は
ま
た
、
合
同
委
員

会
で
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
行
為
が
公
務
の
執
行
と
し
て
な
さ
れ
た
か
否
か
の
問
題
は
、
日
本
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
と
の
誤
っ
た
思
い
込
み
を
持
っ
て
い
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、“M

em
orandum

 F
rom
 the A

ssistant S
ecretary of 

一
五
五



S
tate for F

ar E
astern A

ff airs

（R
obertson

） to the S
ecretary of S

tate, M
ay 20, 1957 ”

（S
ecret

）, F
R

U
S

, 1955–1957, V
olum

e 

X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 137

を
参
照
。

（
56
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of the A

rm
y to the C

om
m
ander in C

hief, F
ar E

ast

（L
em
nitzer

）, D
A
 921933, A

pril 26, 

1957 ”
（C

onfi dential

）, F
R

U
S
, 1955–1957, V

olum
e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 130.

（
57
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 2560, M
ay 20, 1957 ”

（S
ecret, N

iact

）, F
R

U
S
, 

1955–1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 140.

（
58
） Ibid.

（
59
） 

“T
elegram

 F
rom
 the D

epartm
ent of S

tate to the E
m
bassy in Japan, N

o. 2381, M
ay 1, 1957 ”

（C
onfi dential

）, F
R

U
S
, 1955–

1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 131.

（
60
） 

“T
elegram

 F
rom
 the E

m
bassy in Japan to the D

epartm
ent of S

tate, N
o. 2690, M

ay 21, 1957 ”

（S
ecret, N

iact

）, F
R

U
S
, 

1955–1957, V
olum

e X
X
III, P

art 1, Japan, D
ocum

ent 141.

（
61
） 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
一
一
月
二
一
日
。

（
62
） 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
一
一
月
二
三
日
。

（
63
） 

『
読
売
新
聞
』
一
九
五
七
年
二
月
一
五
日
。

（
64
） 

「
い
わ
ゆ
る
ジ
ラ
ー
ド
事
件
の
判
決　
前
橋
地
裁
三
二
・
一
一
・
一
九
判
決
」『
判
例
時
報
』
一
三
一
号
、
一
九
五
七
年
一
二
月
一
日
、
七
頁
。

（
65
） 

『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）
一
九
五
七
年
一
一
月
一
九
日
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
七
年
一
一
月
二
〇
日
。

（
66
） 

『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）
一
九
五
七
年
六
月
二
八
日
。

（
67
） 

『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）
一
九
五
七
年
七
月
一
八
日
。

（
68
） 

伊
那
久
喜
「
朝
海
浩
一
郎
駐
米
大
使
と
密
約
説
」『
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
』
二
〇
一
五
年
五
月
二
三
日
。

（
69
） 

信
夫
隆
司
「
在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
」『
法
学
紀
要
』
五
七
巻
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
一
四
七
頁
。

（
70
） 

同
右
。

一
五
六



ジ
ラ
ー
ド
事
件
と
刑
事
裁
判
権
（
信
夫
）

（
71
） 

「
日
米
合
同
委
員
会
（
二
〇
一
一
年
八
月
二
五
日
）
に
お
け
る
や
り
と
り
」、
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。

（
72
） 

詳
細
は
、
信
夫
「
在
日
米
軍
の
刑
事
裁
判
権
放
棄
に
係
る
日
米
密
約
の
原
型
」
を
参
照
。

（
73
） 
同
右
を
参
照
。

（
74
） 

“N
etherlands, N

orth A
tlantic T

reaty, S
tationing of U

nited S
tates A

rm
ed F

orces in the N
etherlands, S

igned at the H
ague 

A
ugust 13, 1954, E

ntered into force N
ovem

ber 16, 1954 ” 

（T
IA
S
 3174 A

ug 13, 1954

）, U
n

ited
 S

tates T
reaties an

d
 O

th
er 

In
tern

ation
al A

greem
en

ts, V
olum

e 6 in F
ive P

arts P
art 1, U

nited S
tates G

overnm
ent P

rinting O
ffi  ce, W

ashington, 1955, p. 

106.

（
75
） 

ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
は
、「
ア
メ
リ
カ
・
ギ
リ
シ
ャ
合
衆
国
軍
地
位
協
定
」
第
二
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。“G

reece, D
efense: S

tatus of 

U
nited S

tates F
orces, A

greem
ent signed at A

thens S
eptem

ber 7, 1956, E
ntered into force S

eptem
ber 7, 1956 ”

（T
IA
S
 3649

）, 

U
n

ited
 S

tates T
reaties an

d
 O

th
er In

tern
ation

al A
greem

en
ts, V

olum
e 7 in T

hree P
arts P

art 3, U
nited S

tates G
overnm

ent 

P
rinting O

ffi  ce, W
ashington, 1956, p. 2558

を
参
照
。
西
ド
イ
ツ
の
場
合
は
、「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
駐
留
す
る
外
国
軍
隊
に
関
し
て
北
大
西

洋
条
約
当
事
国
間
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
を
補
足
す
る
協
定
（
一
九
五
九
年
八
月
三
日
ボ
ン
で
署
名
）」
第
一
九
条
に
同
趣
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
『
西
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
の
地
位
に
関
す
る
諸
協
定
』（
調
査
資
料
七
五
│
三
）、

一
九
七
六
年
三
月
、
二
六
│
二
七
頁
を
参
照
。

（
76
） 

“M
em
orandum

 of C
onversation, S

ubject: D
eclassification of Japanese Jurisdictional A

rrangem
ents, P

articipants: H
is 

E
xcellency K

oichiro A
sakai, A

m
bassador of Japan and M

r. W
alter S

. R
obertson, A

ssistant S
ecretary of S

tate for F
ar 

E
astern A

ff airs, June 20, 1957 ”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan: T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1952-1963, B
ox 45, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
77
） 

米
比
軍
事
基
地
協
定
の
改
正
交
渉
に
つ
い
て
は
、
信
夫
隆
司
「
ボ
ー
レ
ン
・
セ
ラ
ノ
協
定
と
事
前
協
議
制
度
」『
法
学
紀
要
』
五
五
巻
、

二
〇
一
四
年
三
月
、
一
九
一
│
二
一
三
頁
を
参
照
。

（
78
） 

“M
em
orandum

 of C
onversation, S

ubject: D
eclassification of Japanese Jurisdictional A

rrangem
ents, P

articipants: H
is 

一
五
七



E
xcellency K

oichiro A
sakai, A

m
bassador of Japan and M

r. W
alter S

. R
obertson, A

ssistant S
ecretary of S

tate for F
ar 

E
astern A

ff airs, June 20, 1957 ”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan: T

okyo E
m
bassy; C

lassifi ed G
eneral R

ecords, 1952-1963, B
ox 45, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, M
D
.

（
79
） 
『
琉
球
新
報
』（
ウ
ェ
ブ
版
）
二
〇
〇
八
年
五
月
一
八
日
。

（
80
） 

伊
江
島
事
件
の
事
実
関
係
は
、『
第
七
十
五
回
国
会
衆
議
院 

内
閣
委
員
会
議
事
録
』
第
一
六
号
、
一
九
七
五
年
五
月
八
日
、
一
二
│
一
四
頁
に

基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
東
京
弁
護
士
会
、
第
二
東
京
弁
護
士
会
、
沖
縄
弁
護
士
会
、
合
同
調
査
団
「
伊
江
島
米
兵
狙
撃
事

件
に
関
す
る
特
別
報
告
」
沖
縄
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
一
九
七
四
年
八
月
二
四
日
〜
二
五
日
、
お
よ
び
、「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
記
事
集
録
」
編
集
委
員
会

（
編
）『
新
聞
で
見
る
伊
江
島
の
動
き
│
沖
縄
タ
イ
ム
ス
記
事
集
録
（
昭
和
四
〇
年
〜
五
二
年
）』
知
念
正
行
、
一
九
八
六
年
を
参
照
。

（
81
） 

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
一
九
日
、
那
覇
地
検
に
事
件
の
発
生
を
通
知
し
て
き
た
際
、「
公
務
証
明
書
は
発
行
し
な
い
」
と
口

頭
で
説
明
し
て
い
た
と
い
う
。『
読
売
新
聞
』
一
九
七
四
年
七
月
三
〇
日
。

（
82
） 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
七
五
年
五
月
八
日
。

（
83
） 

『
第
七
十
五
回
国
会
衆
議
院　
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
事
録
』
第
四
号
、
一
九
七
五
年
五
月
二
二
日
、
六
頁
。

（
84
） 

『
第
七
十
五
回
国
会
衆
議
院　
内
閣
委
員
会
議
事
録
』
第
一
六
号
、
一
九
七
五
年
五
月
八
日
、
一
三
│
一
四
頁
。

（
85
） 

“T
elegram

, F
rom
 T
okyo to S

tate, 1974T
O
K
Y
O
13262, O

ctober 12, 1974 ”

（C
onfi dential

）. N
ational A

rchives 

のA
ccess to 

A
rchival D

atabases 

（A
A
D

）
の
検
索
に
よ
る
。

（
86
） Ibid.

（
87
） 

法
務
省
刑
事
局
『
合
衆
国
軍
隊
構
成
員
等
に
対
す
る
刑
事
裁
判
権
関
係
実
務
資
料
﹇
検
察
提
要
六
﹈』（
秘
）、
一
四
三
頁
。

一
五
八



ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成

荒　
　

井　
　

祐　
　

介

一　

は
じ
め
に

二　

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み

三　

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス

四　

政
党
合
併
の
効
果

五　

展
望

一　

は
じ
め
に

今
日
の
ド
イ
ツ
の
政
党
政
治
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、「
二
大
政
党
の
凋
落
、
小
政
党
の
躍
進
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
民

主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
い
う
二
つ
の
国
民
政
党
（V

olkspartei

）
の
連
邦
議
会
選
挙
に
お
け
る

一
五
九



合
計
得
票
率
は
、
か
つ
て
八
〇
％
を
超
え
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
急
激
に
低
下
し
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は

六
九
・
四
％
、
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
五
六
・
八
％
と
過
去
最
低
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
直
近
の
二
〇
一
三
年
連
邦
議
会
選
挙
で

は
六
七
・
二
％
と
持
ち
直
し
て
い
る
と
は
い
え
、
か
つ
て
の
水
準
に
は
程
遠
い
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
緑

の
党
、
左
派
党
と
い
う
三
つ
の
小
政
党
が
躍
進
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
党
間
関
係
の
全
体
、
す
な
わ
ち
政

党
シ
ス
テ
ム
も
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
小
政
党
の
中
で
も
特
に
左
派
党
に
注
目
す
る
。
左
派
党
は
、
東
ド
イ
ツ
の
支
配
政
党
で
あ
っ
た
社
会
主
義
統
一
党

（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
の
後
継
政
党
で
東
ド
イ
ツ
地
域
を
支
持
基
盤
と
す
る
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
と
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（G

erhard S
chröder

）
政

権
の
新
自
由
主
義
的
な
構
造
改
革
路
線
に
反
発
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
左
派
グ
ル
ー
プ
や
労
働
組
合
の
人
々
に
よ
り
西
ド
イ
ツ
地
域
で
設
立
さ
れ
た

「
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め
の
選
挙
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
」（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）
が
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の
選
挙
協
力
を
経
て
、

二
〇
〇
七
年
に
正
式
に
合
併
し
た
こ
と
で
、
全
ド
イ
ツ
地
域
に
基
盤
を
有
す
る
政
党
へ
と
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
左
派
党
は
、
政
党
合

併
に
よ
っ
て
支
持
拡
大
に
成
功
し
、
政
党
シ
ス
テ
ム
に
確
固
と
し
た
足
場
を
築
き
上
げ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

政
党
研
究
お
よ
び
政
党
シ
ス
テ
ム
研
究
は
政
治
学
の
中
で
も
比
較
的
長
い
歴
史
を
も
つ
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
（M

air 1990, 1997; W
are 

1995; W
olinetz 1998; G

unther 2002

）、
日
本
で
も
政
党
に
焦
点
を
絞
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
川
人
ほ
か 

2011

）、
政
党
合
併
と
い
う
事
象
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
日
本
の
政
党
政
治
を
顧
み
て
も
わ
か

る
通
り
、
政
党
合
併
は
政
党
政
治
の
展
開
に
お
い
て
鍵
を
握
る
事
象
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
の
左
派
党
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
政
党
合
併
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
た
い
。
政
党
合
併
を
論
じ
る

場
合
、
大
き
く
見
れ
ば
、
三
つ
の
視
点
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
な
ぜ
合
併
を
行
う
の
か
、
第
二
に
、
い
か
に
し
て
合
併
プ
ロ
セ
ス
を

一
六
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進
め
る
の
か
、
第
三
に
、
政
党
合
併
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
左
派
党
の
政
党

合
併
を
こ
の
三
つ
の
視
点
か
ら
論
じ
る
が
、
と
く
に
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
力
点
を
置
い
て
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
際
、
リ
ー
ズ

（C
harles L

ees
）
ら
が
提
起
し
た
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み
を
参
照
す
る
（L

ees et al. 2010

）。

二　

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み

リ
ー
ズ
ら
は
、
組
織
行
動
に
関
す
る
ス
コ
ア
ー
マ
ン
（F

. D
avid S

choorm
an

）
ら
の
研
究
（S

choorm
an et al. 1996, 2007

）
と
セ
ル
バ

（M
ark A

. S
erva

）
ら
の
研
究
に
基
づ
き
（S

erva et al. 2005

）、
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み
を
提
起
し
て
い
る
（L

ees et al. 

2010

）。
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
は
、
政
党
指
導
部
が
政
党
合
併
を
決
断
し
た
後
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
政
党
指
導
部
が
合
理
的
判
断
に
基
づ
い
て
政
党
合
併
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
は
所
与
の
前
提
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｈ
ｏ
ｗ

の
問
題
に
専
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
Ｗ
ｈ
ｙ
の
問
題
は
扱
わ
な
い
と
す
る
。

合
併
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
鍵
と
な
る
の
は
信
頼
構
築
で
あ
る
。
信
頼
は
、
相
互
信
頼
（m

utual trust

）
と
互
恵
的
信
頼
（reciprocal 

trust

）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
相
互
信
頼
は
補
完
的
で
は
あ
る
が
静
態
的
で
あ
る
一
方
で
、
互
恵
的
信
頼
は
交
換
関
係
か
ら
生
ま
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
観
察
さ
れ
る
行
動
に
合
わ
せ
て
態
度
や
戦
略
が
調
整
さ
れ
る
（
図
1
を
参
照
）。

出
発
点
と
し
て
、
合
併
に
関
係
す
る
政
党
指
導
部
間
の
相
互
信
頼
の
存
在
が
設
定
さ
れ
、
こ
の
指
導
部
間
の
相
互
信
頼
を
基
礎
と
し
て

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
は
開
始
さ
れ
る
。
開
始
さ
れ
た
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
鍵
を
握
る
の
は
、
関
係
す
る
政
党
の
間
に
互
恵
的
信

頼
を
構
築
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
互
恵
的
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
や
行
動
、
第
二
に
、
そ

の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
や
行
動
を
可
能
に
す
る
制
度
的
環
境
が
必
要
と
な
る
。

一
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政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
と
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
の
二
者
が
設
定
さ
れ

る
。
実
際
の
政
党
組
織
に
お
い
て
は
、
前
者
は
政
党
指
導
部
、
後
者
は
作
業
部
会
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
際
の
場
面
で
は
、

何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
は
両
者
に
重
複
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
機
能
的
に
見
れ
ば
、
政
党
指
導
部
が
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
を
行
い
、

作
業
部
会
が
合
併
に
関
す
る
実
務
的
作
業
を
行
う
も
の
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
後
、
政
党
指
導
部
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
行
う
決
定
・
行
動
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
作
業
部
会
の
進
め
る
業
務
に
対
す
る
監
視
（m

onitoring

）
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
作
業
部
会
に
対
し
て
、

任
せ
る
仕
事
量
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
規
則
作
成
や
政
策
的
問
題
の
調
整
な
ど
の
よ
り
困
難
を
伴
う
仕
事
も
任
せ
る
こ
と

（delegation

）
で
あ
る
。

次
に
作
業
部
会
で
あ
る
が
、
政
党
指
導
部
間
で
は
相
互
信
頼
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
合
併
に
関
係
す
る
政
党
の
作
業
部

会
の
間
で
は
相
互
信
頼
は
必
ず
し
も
前
提
条
件
に
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
は
、
実
務
作
業
を
行
う
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
の
間
に

も
相
互
信
頼
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
作
業
は
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
後
、
作
業
部
会
が
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
行
う
決
定
・
行
動
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
業
務
の
成
果
・
帰
結
に
関
す
る
話
し
合
い
や
、
規
則
作
成
や
日
程
調
整
な
ど
の
手
続
き
に
関
す
る
や
り
と
り
の
場
面
で
、
そ
れ

ら
を
公
式
化
す
る
作
業
（form

alisation activities

）
の
程
度
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
政
党
指
導
部
お
よ
び
作
業
部
会
の
業
務

範
囲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
活
動
（scope control activities

）
を
低
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
式
化
す
る
作
業
と
業
務
範
囲
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
活
動
は
、
Ｔ
1
の
時
点
で
は
作
業
部
会
の
活
動
を
保
護
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
回
避
活
動
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
後
Ｔ
2
の
時

点
で
互
恵
的
信
頼
が
構
築
さ
れ
て
く
る
と
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
必
要
性
は
低
く
な
る
。

一
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図 1　互恵的信頼の概念枠組み

出所（Lees et al. 2010: 1302）

図 2　政党合併プロセスの分析枠組み

T1 T2

出所（Lees et al. 2010: 1304）
一
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合
併
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
が
起
き
る
制
度
的
環
境
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

Ｔ
1
の
時
点
で
は
、
監
視
、
公
式
化
、
範
囲
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
活
動
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
制
度
的
環
境
と
し
て
、
第
一
に
、
政

党
指
導
部
と
作
業
部
会
の
間
の
明
確
な
階
層
性
が
見
ら
れ
、
第
二
に
、
委
ね
ら
れ
る
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
各
ア
ク
タ
ー
内
お
よ
び
ア
ク

タ
ー
間
で
明
確
な
線
引
き
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
Ｔ
2
の
時
点
で
互
恵
的
信
頼
が
構
築
さ
れ
て
く
る
と
、
作
業
部
会
へ
の
業
務
移
管
が
さ

ら
に
進
み
、
業
務
内
容
に
関
す
る
線
引
き
も
よ
り
緩
や
か
と
な
り
、
結
果
的
に
両
ア
ク
タ
ー
の
活
動
範
囲
も
広
く
な
る
（
図
2
を
参
照
）。

三　

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は
、
二
〇
〇
五
年
五
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
後
に
急
速
に

接
近
し
、
六
月
九
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
両
党
の
最
初
の
公
式
会
合
を
行
い
、
将
来
の
政
党
合
併
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
政
党
合
併
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
両
党
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
論
じ
る
。

そ
の
後
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
決

定
・
行
動
を
行
う
制
度
的
環
境
が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
政
治
的
状
況

Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
、
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
第
二
票
で
は
四
・
〇
％
の
得
票
率
し
か
上
げ
ら
れ
ず
、
か
つ
小
選
挙
区
議
席
で

も
二
議
席
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
合
計
の
議
席
数
も
二
議
席
の
み
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
選
挙
制
度
で
は
（
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
「
小
選
挙
区
制
を
加
味
し
た
比
例
代
表
制
」
と
言
わ
れ
る
）、
小
政
党
の
乱
立
を

一
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防
ぐ
た
め
に
「
五
％
阻
止
条
項
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
票
（
政
党
へ
の
投
票
）
の
得
票
率
が
全
国
集
計
で
五
％
を
超
え

る
か
、
あ
る
い
は
小
選
挙
区
で
三
議
席
以
上
獲
得
で
き
な
か
っ
た
政
党
は
、
議
席
の
比
例
配
分
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
こ
の
阻
止
条
項
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
第
二
票
の

四
・
〇
％
分
の
議
席
配
分
に
与
る
こ
と
が
で
き
ず
、
小
選
挙
区
で
獲
得
し
た
二
議
席
の
み
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の
惨
敗
を
受
け
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
で
は
激
し
い
党
内
対
立
が
発
生
し
て
混
乱
に
陥
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
八
月

に
党
首
が
ツ
ィ
マ
ー
（G

abi Z
im

m
er

）
か
ら
ビ
ス
キ
ー
（L

othar B
isky

）
に
交
代
し
た
こ
と
で
、
党
内
の
混
乱
は
よ
う
や
く
収
束
の
方
向

に
向
か
っ
た
。
同
年
一
〇
月
に
新
綱
領
が
策
定
さ
れ
る
中
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
で
は
、
将
来
的
な
党
の
展
望
に
つ
い
て
も
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

確
か
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
一
定
の
支
持
基
盤
を
獲
得
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
東
ド
イ
ツ
地
域
の
二
つ
の
州

議
会
選
挙
（
六
月
一
三
日
の
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
議
会
選
挙
と
九
月
一
九
日
の
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
）
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
上
回
る
得
票
率
を
上
げ
、

東
ド
イ
ツ
地
域
の
い
く
つ
か
の
市
町
村
で
は
政
権
参
加
も
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
政
治
活
動
を
展
開
す
る
た

め
に
は
連
邦
議
会
で
十
分
な
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
東
ド
イ
ツ
地
域
の
約
三
倍
の
人
口
を
抱
え

る
西
ド
イ
ツ
地
域
に
支
持
基
盤
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
五
月
に
行
わ
れ
た
西
ド
イ
ツ
地
域
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
〇
・
九
％

の
得
票
率
し
か
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
惨
敗
し
た
。
し
か
も
、
同
州
議
会
選
挙
に
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
新
自
由
主
義
路
線
に
反
発
し

た
労
働
組
合
メ
ン
バ
ー
や
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
離
党
し
た
人
々
が
結
成
し
た
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
も
参
加
し
、
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ

を
上
回
る
二
・
二
％
の
得
票
率
を
得
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
指
導
部
は
従
来
の
方
針
の
転
換
を
決
断
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
政
治
的
出
自
や
歴
史
、
人
材
、

一
六
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資
源
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
地
域
に
独
自
の
党
組
織
を
設
け
て
支
持
基
盤
の
構
築
を
図
っ
て
も
成
功
す
る
見
込
み
は
低
い
た
め
、

む
し
ろ
西
ド
イ
ツ
地
域
で
活
動
し
て
い
る
左
派
の
政
党
や
グ
ル
ー
プ
に
歩
み
寄
り
、
将
来
的
な
協
力
関
係
を
築
く
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た

の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
東
ド
イ
ツ
地
域
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
東

ド
イ
ツ
地
域
で
は
第
二
党
の
地
位
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
西
ド
イ
ツ
の
人
々
に
対
し
て
「
東
ド
イ
ツ
地
域
の

政
党
」
と
い
う
認
識
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
西
ド
イ
ツ
地
域
で
の
支
持
基
盤
拡
大
を
よ
り
困
難
に
し
て
い
っ
た
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
政
治
的
状
況

他
方
で
、
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
で
政
権
維
持
に
成
功
し
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
構
造
改
革
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
一
〇
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
一
〇
は
、
前
年
に
ハ
ル
ツ
委
員
会
が
提
出
し
た

報
告
書
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
経
済
、
職
業
教
育
、
税
制
、
雇
用
市
場
、
健
康
保
険
、
年
金
制
度
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ル
ツ
Ⅰ
（
職
業
紹
介
制
度
の
改
革
）
か
ら
ハ
ル
ツ
Ⅳ
（
失
業
保
険
制
度
の
改
革
）
ま
で
段
階
的
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
構
造
改
革
政
策
に
対
し
て
は
、
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
内
か
ら
も
新
自
由
主
義
的
で
あ
る
と
し

て
大
き
な
反
対
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
三
月
に
西
ド
イ
ツ
地
域
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
の
構
造
改
革
路
線
に
反
対
す
る

二
つ
の
運
動
体
が
結
成
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ト
ル
ー
ス
ト
（A

xel T
roost

）、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
元
執
行
部
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
ビ
シ
ョ
フ
（Joachim

 

B
ischoff 

）、
サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働
組
合
で
あ
るV

er.di

の
書
記
を
務
め
る
ク
レ
ー
マ
ー
（R

alf K
räm

er

）
を
筆
頭
と
し
て
、
ド
イ
ツ
北
部

お
よ
び
西
部
の
左
派
の
人
々
が
ベ
ル
リ
ン
で
結
成
し
た
「
選
挙
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
二
〇
〇
六
」（W

ahlalternative 2006

）
で
あ
る
。

一
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

も
う
一
つ
は
、
ヘ
ン
デ
ル
（T

hom
as H

ändel

）
や
エ
ル
ン
ス
ト
（K

laus E
rnst

）
な
ど
金
属
産
業
労
組
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
組
合
員
で

Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
員
で
も
あ
る
人
た
ち
が
ド
イ
ツ
南
部
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
立
ち
上
げ
た
「
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

（Initiative für A
rbeit und soziale G

erechtigkeit: A
S
G

）
で
あ
る
。

選
挙
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
二
〇
〇
六
は
、
そ
の
名
称
が
示
す
通
り
、
二
〇
〇
六
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
連
邦
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
左
側

に
代
替
的
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
対
し
て
左
側
か

ら
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
が
、
両
団
体
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
が
進
め
る
構
造
改
革
路
線
を
阻
止
す
る
点
で
目
的
を

同
じ
に
し
て
い
た
。

両
団
体
は
、
そ
の
後
、
ひ
と
つ
の
団
体
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
合
意
し
、
二
〇
〇
四
年
七
月
三
日
に
社
団
「
労
働
と
社
会
的
公
正
の
た
め

の
選
挙
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（W

A
S
G
 e.V

.
）
を
設
立
し
た
。
世
論
調
査
で
連
邦
議
会
選
挙
に
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
政
党
と
し
て
参
加
し
た
場
合
の

得
票
率
と
し
て
一
一
％
と
い
う
数
字
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
正
式
に
政
党
と
し
て
組
織
化
す
る
こ

と
へ
の
支
持
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
同
年
一
一
月
二
一
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
代
議
員
大
会
で
は
、
政
党
を
設
立
し
て
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
政
党
と
し
て
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
設

立
さ
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
五
月
に
行
わ
れ
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は
二
・
二
％
の
得
票
率
に
終

わ
り
、
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
連
邦
議
会
選
挙
へ
の
参
加
も
視
野
に
収
め
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
州
議
会
選
挙
で
惨
敗
し
た
こ
と
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
指
導
部
は
戦
略
を
練
り
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
の
二
日
後
に
は
、
一
九
九
九
年
以
降
に
政
界
の
要
職
か
ら
離
れ
て
い
た
ラ
フ
ォ

一
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ン
テ
ー
ヌ
（O

skar L
afontaine

）
が
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
離
党
し
て
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
に
合
流
し
た
。
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
は
、
社
会
を
解
体
に
向
か
わ
せ
る

よ
う
な
既
存
政
党
の
政
策
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合
員
や
社
会
民
主
党
員
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
、
そ
し
て
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
合
流
し
て
新
し
い

左
派
政
党
を
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
自
身
が
そ
の
新
し
い
左
派
政
党
の
筆
頭
候
補
者
に
な

る
用
意
が
あ
る
と
も
発
言
し
た
。

い
ま
だ
国
民
的
人
気
が
高
く
、
西
ド
イ
ツ
地
域
だ
け
で
な
く
東
ド
イ
ツ
地
域
の
左
派
の
人
々
に
も
強
い
影
響
力
を
も
つ
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー

ヌ
が
合
流
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
の
合
併
に
よ
る
新
政
党
設
立
を
唱
え
た
こ
と
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
指
導
部
の
間
で
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
の
合
併
と
い
う
選

択
肢
は
支
持
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
三
）
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
両
党
が
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
の
惨
敗
を
契
機
と
し
て
左
派
政
党
の
合
流
を

模
索
す
る
な
か
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
は
連
邦
議
会
選
挙
を
一
年
前
倒
し
て
二
〇
〇
五
年
秋
に
実
施
す
る
こ
と
を
突
如
発
表
し
た
。
ノ

ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
連
合
政
権
が
敗
北
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
に
よ

る
連
合
政
権
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
連
邦
参
議
院
の
多
数
派
は
野
党
が
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
政
治
運
営
が
困
難
に
陥
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
自
身
の
信
任
案
を
連
邦
議
会
に
否
決
さ
せ
る
こ
と
で
、
連
邦
議
会
を
解
散
し
て
選
挙
に
打
っ

て
出
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
奇
策
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
会
選
挙
ま
で
の
期
間
は
わ
ず
か
四
ヶ
月
弱
と
な
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
に

向
け
た
動
き
は
一
気
に
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

こ
こ
で
、
リ
ー
ズ
ら
が
提
起
し
た
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
枠
組
み
に
立
ち
返
る
と
、
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
る
前
提
と

し
て
、
政
党
指
導
部
の
間
に
相
互
信
頼
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
の
ケ
ー
ス
で
も
、
こ
の
点

は
当
て
は
ま
る
。

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
指
導
部
の
ギ
ジ
（G

regor G
ysi

）
お
よ
び
ブ
リ
ー

（A
ndré B

rie

）
と
の
間
に
は
、
明
ら
か
に
相
互
信
頼
の
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。
実
際
、
ギ
ジ
と
ブ
リ
ー
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月
頃
、

二
〇
〇
四
年
春
、
二
〇
〇
五
年
四
月
頃
と
、
何
度
も
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
に
対
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
に
対
抗
す
る
た
め
の
新
し
い
左

派
政
党
の
設
立
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
後
、

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は
彼
ら
二
人
の
指
導
の
下
に
連
邦
議
会
選
挙
に
向
け
て
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
公
に
発
言
し
た
。

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
に
よ
る
合
併
推
進
の
発
言
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
の
指
導
部
は
合
併
に
向
け
て
協
議
を
開
始
す
る
こ
と

を
決
議
し
、
二
〇
〇
五
年
六
月
九
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
両
党
間
の
最
初
の
公
式
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
協
議
の
結
果
、
連
邦
議
会
選
挙

で
の
協
力
お
よ
び
将
来
の
政
党
合
併
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
合
意
内
容
は
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
一
方

の
党
の
候
補
者
が
擁
立
さ
れ
て
い
る
選
挙
区
に
は
他
方
の
党
の
候
補
者
は
擁
立
し
な
い
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の

候
補
者
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
候
補
者
リ
ス
ト
に
載
せ
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
リ
ス
ト
上
の
場
所
を
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
に
提
供
す
る
、
二
〇
〇
七
年

ま
で
に
両
党
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
完
了
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
合
意
内
容
は
あ
く
ま
で
も
政
党
合
併
へ
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
合
併
に
向
け
た
よ
り
具
体
的
な
仕

事
は
作
業
部
会
（
お
よ
び
下
位
の
グ
ル
ー
プ
）
に
任
さ
れ
て
い
た
。
作
業
部
会
で
は
、
合
意
内
容
を
よ
り
明
確
に
規
定
し
、
具
体
化
さ
せ
、

補
足
説
明
を
行
う
こ
と
で
、
党
員
の
間
の
誤
解
や
曲
解
を
回
避
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

一
六
九



ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
を
中
心
と
し
て
両
党
の
一
部
指
導
者
の
間
に
は
相
互
信
頼
が
存
在
し
て
い
た
一
方
で
、
両
党
の
そ
の
他
の
政

治
家
や
党
活
動
家
の
間
に
は
明
確
な
相
互
信
頼
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
責
任
者
に
就
く
こ
と
に
な
る
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
ラ
メ
ロ
ウ
（B
odo R

am
elow

）
は
、
二
〇
〇
四
年
春
の
時
点
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
は

全
ド
イ
ツ
に
対
す
る
、
真
に
現
実
的
な
解
決
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
同
党
と
の
連
携
は
問
題
外
で
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
て
い
た
。
他
方
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
側
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
に
対
し
て
よ
り
強
い
拒
否
反
応
を
も
つ
党
員
も
多
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
実
質
的
に
東

ド
イ
ツ
の
地
域
政
党
で
あ
る
点
や
、
ベ
ル
リ
ン
市
や
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
連
合
政
権
を
形
成
し
て
い

る
点
な
ど
に
批
判
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
党
指
導
部
以
外
の
間
で
は
合
併
に
関
係
す
る
政
党
の
間
に
相
互
信
用
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
開
始

す
る
上
で
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
は
な
い
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
中
で
互
恵
的
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
に
リ
ス
ク

を
負
う
よ
う
な
決
定
・
行
動
が
取
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。

両
党
指
導
部
の
合
意
事
項
で
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
で
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
候
補
者
リ
ス
ト
に
載
せ
る
た
め
に

Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
リ
ス
ト
上
の
場
所
を
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
に
提
供
す
る
、
と
い
う
合
意
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
候
補
者
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
の

は
各
州
の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
党
組
織
で
あ
り
、
そ
の
作
業
は
実
質
的
に
は
党
指
導
部
か
ら
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
作
業
部
会
に
と
っ
て
、
候
補
者
リ
ス
ト
で
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
を
当
選
可
能
性
の
あ
る
位
置
に
記
載
す
る
か
否
か
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ

の
地
方
組
織
の
決
定
に
委
ね
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で
リ
ス
ク
を
負
う
行
為
を
意
味
す
る
。

他
方
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部
会
も
、
党
名
を
変
更
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
を
取
っ
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
地
域
の
党
員

や
支
持
者
に
と
っ
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
い
う
党
名
は
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
強
い
愛
着
を
も
つ
者
も
多
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
か
ら
他
の
党
名
へ

一
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

変
更
す
る
こ
と
で
、
同
党
が
育
ん
で
き
た
ブ
ラ
ン
ド
的
価
値
が
失
わ
れ
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
強
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部
会
は
、
党
名
を
Ｐ
Ｄ
Ｓ
か
ら
左
派
党
へ
改
称
す
る
こ
と
は
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
に
対
し
て
、
合
併
す
る
政
党
が
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
党
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
政
党
で
あ
る
こ
と
を
示
す
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

結
局
、
連
邦
議
会
選
挙
前
の
七
月
一
七
日
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
政
党
名
を
左
派
党
│
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（D

ie L
inkspartei.P

D
S

）
へ
と
改
称
し
、
西
ド

イ
ツ
地
域
で
は
任
意
で
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
外
し
て
左
派
党
（D

ie L
inkspartei

）
だ
け
に
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
た
。

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
は
、
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
と
ギ
ジ
の
相
互
信
頼
を
基
礎
に
開
始
さ
れ
、

そ
の
具
体
的
な
仕
事
は
作
業
部
会
へ
と
委
譲
さ
れ
て
い
っ
た
。
政
党
指
導
部
の
間
で
合
併
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
の
大
枠
が
決
定
さ
れ
た

後
、
具
体
的
な
部
分
に
関
し
て
の
交
渉
は
作
業
部
会
で
行
わ
れ
た
。
両
党
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
当
初
の
作
業
部
会
は
比
較
的
少
数
の

党
幹
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
党
指
導
部
に
よ
る
監
視
は
必
然
的
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会

選
挙
の
候
補
者
リ
ス
ト
作
成
の
場
面
で
も
、
党
指
導
部
が
作
業
部
会
（
地
方
の
党
組
織
）
の
行
動
を
監
視
し
拘
束
す
る
よ
う
な
こ
と
は
抑

制
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
お
よ
び
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部
会
は
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
を
取
る
こ
と
で
、
互
恵
的
信
頼

の
醸
成
を
図
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
五
年
九
月
二
七
日
に
実
施
さ
れ
た
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
左
派
党
│
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
全
国
レ
ベ
ル
で
八
・
七
％
の
得
票
率
を
上
げ
て

五
四
議
席
を
獲
得
し
、
緑
の
党
を
上
回
っ
て
第
四
党
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
。
五
四
議
席
の
う
ち
約
三
分
の
一
は
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
候
補
者
で

あ
り
、
ま
た
半
数
以
上
の
議
員
は
西
ド
イ
ツ
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
東
西
別
の
得
票
率
を
見
る
と
、
東
ド
イ
ツ
地
域
に
お
い
て
は

八
・
四
％
増
の
二
四
・
三
％
に
達
し
、
西
ド
イ
ツ
地
域
で
も
五
％
に
迫
る
四
・
九
％
を
記
録
し
た
。

二
〇
〇
五
年
連
邦
議
会
選
挙
後
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
合
併
交
渉
は
、
政
策
合
意
や
組
織
構
造
な
ど
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
へ
と
進

一
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ん
で
い
っ
た
。
こ
う
し
た
調
整
や
妥
協
に
困
難
が
と
も
な
う
仕
事
に
関
し
て
も
、
両
党

指
導
部
は
、
そ
の
解
決
策
の
探
索
を
作
業
部
会
に
任
せ
る
立
場
を
維
持
し
た
。

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
は
、
両
党
の
政
策
に
関
す
る
作
業
部
会
が
、
将
来
の
新
政
党
の

綱
領
の
基
礎
と
な
る
、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
た
な
左
派
政
党
へ
向
け
た
政
策
的
考
察
」

と
題
す
る
文
章
を
公
表
し
た
。

新
政
党
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
人
的
配
置
に
関
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
作
業
部

会
は
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
を
下
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
政
党
の
執
行
部
の
構
成
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
党
と
し
て
の
規
模
の
違
い
（
例
え
ば
党
員
数
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
約
五
倍
）
を
超
え
て
、
両
党
に
平
等
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
新
政
党
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
を
乗
っ
取
る
か
た
ち
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
両
党
の

合
同
委
員
会
が
発
表
し
た
文
章
で
は
、
新
政
党
が
二
〇
〇
八
年
に
行
う
党
大
会
の
代
議

員
に
関
し
て
、
一
六
州
の
党
組
織
か
ら
州
の
規
模
に
比
例
す
る
か
た
ち
で
一
六
〇
人
を

選
び
、
一
〇
の
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
組
織
か
ら
一
七
〇
人
を
、
同
じ
く
東
ド
イ
ツ
地
域

の
党
州
組
織
か
ら
も
一
七
〇
人
を
選
出
す
る
と
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
三
月
二
四
日
お
よ
び
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
党
大
会
で
、
新
政
党
の
政

策
や
党
組
織
構
造
に
関
す
る
案
に
つ
い
て
討
議
と
表
決
が
行
わ
れ
、
同
年
六
月
一
七
日

表 1　二〇〇五年連邦議会選挙結果

政党
得票率

議席数
全ドイツ 西ドイツ地域 東ドイツ地域

CDU/CSU 35.2%
（－3.3%）

37.4%
（－3.4%）

25.3%
（－3.0%）

226
（－22）

SPD 34.2%
（－4.3%）

35.1%
（－3.2%）

30.4%
（－9.3%）

222
（－29）

FDP 9.8%
（＋2.4%）

10.2%
（＋2.6%）

8.0%
（＋1.6%）

 61
（＋14）

緑の党 8.1%
（－0.5%）

8.8%
（－0.6%）

5.2%
（＋0.5%）

 51
（－4）

左派党 -PDS 8.7%
（＋4.7%）

4.9%
（＋3.8%）

24.3%
（＋8.4%）

 54
（＋52）
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

に
正
式
に
左
派
党
（D

ie L
inke

）
が
結
成
さ
れ
た
。

四　

政
党
合
併
の
効
果

Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
両
党
が
合
併
し
た
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
政
党
の
基
礎
体
力
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
党
員
構
造
に
つ
い
て
、
党
員
数
の
側
面
か
ら
確
認
す
る
。
表
2
は
、
二
〇
〇
六
年
ま

で
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
合
計
党
員
数
、
二
〇
〇
七
年
は
左
派
党
の
合
計
党
員
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
党
員
数
の
発
展
を
見
る
と
、
一
九
九
〇
年

に
二
八
万
人
を
数
え
て
い
た
党
員
数
が
一
九
九
一
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
急
落
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旧
Ｓ
Ｅ
Ｄ
時
代
の
党
員
が
ド
イ

ツ
統
一
後
に
党
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
減
少
傾
向
も
穏
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
党
員
数

の
漸
次
的
減
少
は
、
ド
イ
ツ
の
全
て
の
政
党
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
と
り
わ
け
党
員
数
の
減
少
に
苛
ま
れ
て
い

る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
が
正
式
合
併
し
た
二
〇
〇
七
年
に
は
、
一
八
・
八
％
増
加
し
て
党
員
数
は
七
万
人
を
超
え
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
多
い
党
員
数
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
党
員
数
の
増
加
は
、
主
に
西
ド
イ
ツ
地
域
の
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
党
員
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
州
ご
と
の
党
員
数
の
発
展
も
見
て
お
こ
う
。
表
3
に
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
州
ご

と
の
党
員
数
の
発
展
が
示
さ
れ
て
い
る
。
色
の
つ
い
て
い
る
州
が
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
西
ド
イ

ツ
地
域
で
の
基
盤
形
成
に
い
か
に
失
敗
し
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
最
大
の
人
口
を
抱
え
、
か
つ
て
は
石
炭
と

鉄
鋼
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
た
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
は
、
伝
統
的
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
金
城
湯
池
で
あ
り
左
派
政
党
に

と
っ
て
は
勢
力
を
伸
ば
す
土
壌
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
党
員
数
は
一
〇
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
い
た
が
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
と
合

一
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表
2
　
左
派
党
の
党
員
数
の
発
展
（
全
国
集
計
）

年
1990

1991
1992

1993
1994

1995
1996

1997
1998

1999
2000

2001
2002

2003
2004

2005
2006

2007
党

員
数

280,882
172,579

146,742
131,406

123,751
114,940

105,029
98,624

94,627
88,594

83,475
77,845

70,805
65,753

61,385
61,270

60,338
71,711

増
減

─
－

38.6
－

15.0
－

10.5
－

5.8
－

7.1
－

8.6
－

6.1
－

4.1
－

6.4
－

5.8
－

6.7
－

9.0
－

7.1
－

6.6
－

0.2
－

1.5
18.8

出
所

（
N
iederm

ayer 2009: 2）

表
3
　
左
派
党
の
党
員
数
の
発
展
（
州
ご
と
）

1990
1991

1992
1993

1994
1995

1996
1997

1998
1999

2000
2001

2002
2003

2004
2005

2006
2007

バ
ー

デ
ン

＝
ヴ

ュ
ル

デ
ン

ブ
ル

ク
州

109
65

102
188

206
209

266
306

404
410

433
499

470
466

624
681

2,214

バ
イ

エ
ル

ン
州

48
61

102
278

156
225

218
302

398
460

503
524

457
439

601
699

2,374
ベ

ル
リ

ン
市

50,281
31,200

27,062
23,633

22,176
21,373

19,427
18,319

17,316
15,463

14,273
12,558

11,056
10,385

9,423
9,311

8,911
9,105

ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
ク

州
42,662

24,998
22,864

20,679
18,258

17,950
16,962

15,793
14,950

14,271
13,427

12,883
11,597

10,894
10,428

10,178
9,710

9,319
ブ

レ
ー

メ
ン

市
80

87
122

50
97

110
112

137
169

199
188

197
160

158
168

195
453

ハ
ン

ブ
ル

ク
市

102
156

166
171

180
160

147
152

187
226

233
332

341
348

388
480

996
ヘ

ッ
セ

ン
州

73
104

150
276

266
265

274
400

486
532

528
501

477
481

637
757

2,001
メ

ク
レ

ン
ブ

ル
ク

＝
フ

ォ
ア

ポ
ン

メ
ル

ン
州

33,031
21,903

18,170
15,857

14,154
13,246

11,846
11,433

10,614
10,015

9,455
8,636

7,990
7,534

7,110
6,793

6,423
6,042

ニ
ー

ダ
ー

ザ
ク

セ
ン

州
225

232
285

296
406

496
520

620
725

667
667

880
1,058

2,546
ノ

ル
ト

ラ
イ

ン
＝

ヴ
ェ

ス
ト

フ
ァ

ー
レ

ン
州

98
101

175
498

548
490

556
831

1,215
1,105

1,138
1,361

1,219
1,135

1,583
1,913

5,905
ラ

イ
ン

ラ
ン

ト
＝

プ
フ

ァ
ル

ツ
州

23
19

31
84

105
95

101
152

182
214

229
250

250
258

411
454

1,450

ザ
ー

ル
ラ

ン
ト

州
20

2
8

35
51

46
40

104
101

83
101

120
100

108
300

582
1,904

ザ
ク

セ
ン

州
71,510

45,425
39,876

34,294
32,853

29,910
27,401

25,125
24,333

22,281
20,871

19,696
17,572

15,969
15,280

14,607
14,066

13,280
ザ

ク
セ

ン
＝

ア
ン

ハ
ル

ト
州

43,745
23,180

20,984
19,470

18,270
15,726

13,861
12,985

12,107
11,141

10,321
9,658

8,186
7,631

6,434
6,576

6,420
6,124

シ
ュ

レ
ス

ヴ
ィ

ヒ
＝

ホ
ル

シ
ュ

タ
イ

ン
州

19
22

33
66

64
58

64
127

135
207

199
199

237
260

364
438

815

テ
ュ

ー
リ

ン
ゲ

ン
州

39,053
25,301

17,130
16,530

16,137
14,748

13,479
12,740

12,210
11,470

11,002
10,052

9,482
8,778

8,232
7,681

7,387
7,070

出
所

：（
N
iederm

ayer 2009: 11-12）
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

併
し
た
こ
と
で
党
員
数
は
一
気
に
六
〇
〇
〇
人
近
く
に
ま
で
拡
大
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
特
徴
的
な
州
が
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
で
あ
る
。
ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
州
で
は
一
〇
〇
人
に
達
す
る
程
度
の
党
員
数
し
か
い
な
か
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
七
年
に
は
二
〇
〇
〇
人
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
が
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
お
膝
元
で
あ
り
、
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
活
動
も
極
め
て
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ

る
。政

党
合
併
を
通
じ
て
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
の
党
員
が
合
流
し
た
こ
と
に
よ
り
、
左
派
党
は
、
東
ド
イ
ツ
地
域
だ
け
で
な
く
西
ド
イ
ツ
地
域
に
も
一

定
の
党
基
盤
を
も
つ
政
党
へ
発
展
し
た
。
こ
の
党
基
盤
の
拡
充
は
、
そ
の
後
の
一
連
の
州
議
会
選
挙
や
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の

成
績
に
も
一
定
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
党
に
と
っ
て
合
併
の
最
大
の
目
標
は
、
全
て
の
ド
イ
ツ
地
域
に
支
持
基
盤
を
持
つ
左
派
政
党
と
な
り
、
連
邦
議
会
に
安
定
的
な
勢
力

と
し
て
定
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
七
年
の
正
式
合
併
以
降
の

州
レ
ベ
ル
の
議
会
選
挙
、
お
よ
び
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
の
選
挙
結
果
も
考
察
し
て
お
こ
う
。

表
4
は
、
正
式
合
併
直
前
（
約
一
ヶ
月
前
）
に
行
わ
れ
た
ブ
レ
ー
メ
ン
市
議
会
選
挙
以
降
、
州
レ
ベ
ル
の
議
会
選
挙
に
お
け
る
左
派
党

の
選
挙
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
色
の
つ
い
て
い
る
州
が
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
五
月
に
行
わ
れ
た
ブ
レ
ー
メ

ン
市
議
会
選
挙
で
は
八
・
四
％
の
得
票
率
で
七
議
席
を
獲
得
し
、
西
ド
イ
ツ
地
域
の
州
レ
ベ
ル
議
会
で
初
め
て
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

翌
二
〇
〇
八
年
初
旬
に
行
わ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
議
会
選
挙
で
も
、
大

幅
に
得
票
率
を
伸
ば
し
、
い
ず
れ
の
州
・
市
で
も
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。
同
年
九
月
に
行
わ
れ
た
バ
イ
エ
ル
ン
州
議
会
選
挙
で
は
得
票

率
が
五
％
を
下
回
り
議
席
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
極
め
て
保
守
的
な
同
州
で
四
・
四
％
の
得
票
率
を
得
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
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で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
〇
〇
九
年
に
入
り
、
一
月
に
行
わ
れ
た

ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
五
・
四
％
の
得

票
率
を
得
て
、
二
〇
〇
八
年
の
同
州
議
会
選

挙
に
続
き
議
席
の
確
保
に
成
功
し
た
。
八
月

に
は
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
地
元
で
あ
る
ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
州
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
西
ド

イ
ツ
地
域
の
州
で
あ
り
な
が
ら
、
得
票
率
は

実
に
一
九
％
増
の
二
一
・
三
％
と
な
り
、
第

二
党
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
二
四
・
五
％
に
迫
る

ほ
ど
の
成
績
を
上
げ
た
。
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州

議
会
選
挙
と
同
日
に
は
、
東
ド
イ
ツ
地
域
の

二
つ
の
州
、
ザ
ク
セ
ン
州
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
州
で
も
州
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
い
ず

れ
も
二
〇
％
を
超
え
る
支
持
を
獲
得
し
て
第

二
党
の
地
位
を
維
持
し
た
。
同
年
九
月
二
七

日
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
と
同
時
に
、

表 4　二〇〇七年以降の州レベルでの左派党の選挙結果
州議会選挙 選挙日 得票率 議席数

西ドイツ地域 ブレーメン市議会選挙 2007年 5 月13日 8.4%
（＋6.7） 7

左派党として最初の州レベル
議会選挙。
同市議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ヘッセン州議会選挙 2008年 1 月27日 5.1%
（＋5.1%） 6 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ニーダーザクセン州議
会選挙 2008年 1 月27日 7.1%

（＋6.6%） 11 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ハンブルク市議会選挙 2008年 2 月24日 6.4%
（＋6.4%） 8 同市議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 バイエルン州議会選挙 2008年 9 月28日 4.4%
（＋4.4%）

西ドイツ地域 ヘッセン州議会選挙 2009年 1 月18日 5.4%
（＋0.3%） 6

西ドイツ地域 ザールラント州議会選
挙 2009年 8 月30日 21.3%

（＋19.0%） 11 同州議会で初めて議席獲得。

東ドイツ地域 ザクセン州議会選挙 2009年 8 月30日 20.6%
（－3.0%） 29

東ドイツ地域 テューリンゲン州議会
選挙 2009年 8 月30日 27.4%

（＋1.3%） 27

東ドイツ地域 ブランデンブルク州議
会選挙 2009年 9 月27日 27.2%

（－0.8%） 26

西ドイツ地域 シュレスヴィヒ＝ホル
シュタイン州議会選挙 2009年 9 月27日 6.0%

（＋5.2%） 6 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ノルトライン＝ヴェスト
ファーレン州議会選挙 2010年 5 月 9 日 5.6%

（＋2.5%） 11 同州議会で初めて議席獲得。

西ドイツ地域 ハンブルク市議会選挙 2011年 2 月20日 6.4%
（±0%） 8

東ドイツ地域 ザクセン＝アンハルト
州議会選挙 2011年 3 月20日 23.7%

（－0.4%） 29

西ドイツ地域 バーデン＝ヴュルデン
ブルク州議会選挙 2011年 3 月27日 2.8%

（－0.3%）

西ドイツ地域 ラインラント＝プファ
ルツ州議会選挙 2011年 3 月27日 3.0%

（＋0.4%）

西ドイツ地域 ブレーメン市議会選挙 2011年 5 月22日 5.6%
（－2.8%） 5
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

東
ド
イ
ツ
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
地
域
の
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
も
州
議
会
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
い
ず
れ
の
州
で
も
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。

二
〇
一
〇
年
五
月
に
は
、
ド
イ
ツ
最
大
の
人
口
を
抱
え
、
各
党
に
と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
で
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
前
回
二
〇
〇
五
年
選
挙
で
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｇ
と
Ｐ
Ｄ
Ｓ
が
共
に
選
挙
に
参
加
し
て
惨
敗
し
た
州

で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
選
挙
で
は
、
得
票
率
を
二
・
五
％
上
積
み
し
て
五
・
六
％
と
し
、
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。

二
〇
一
一
年
二
月
に
行
わ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
議
会
選
挙
で
は
、
前
回
二
〇
〇
八
年
選
挙
に
続
き
六
・
四
％
の
得
票
率
を
上
げ
て
議
席

を
獲
得
し
た
。
同
年
三
月
に
は
東
ド
イ
ツ
地
域
の
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
、
西
ド
イ
ツ
地
域
の
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
で
州
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
で
は
二
三
・
七
％
の
得
票
率
で
第
二
党

の
地
位
を
維
持
し
た
一
方
で
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
議
会
選
挙
お
よ
び
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
議
会
選
挙
で
は

五
％
を
下
回
る
得
票
率
し
か
上
げ
ら
れ
ず
、
議
会
に
進
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
直
近
の
州
議
会
選
挙
で
あ
る
ブ
レ
ー
メ
ン
市
議

会
選
挙
で
は
、
得
票
率
は
下
が
っ
た
も
の
の
、
前
回
二
〇
〇
七
年
選
挙
に
続
い
て
五
％
を
ク
リ
ア
し
て
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
。

二
〇
一
一
年
六
月
の
時
点
で
、
左
派
党
は
、
ド
イ
ツ
全
一
六
州
（
西
ド
イ
ツ
地
域
一
一
州
、
東
ド
イ
ツ
地
域
五
州
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
も
西

ド
イ
ツ
地
域
に
あ
る
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
を
の
ぞ
く
、
一
三
の
州

議
会
・
市
議
会
で
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。

で
は
、
連
邦
議
会
選
挙
で
の
左
派
党
の
成
績
に
は
合
併
効
果
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
表
5
は
、
二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙

の
選
挙
結
果
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
全
体
で
の
得
票
率
で
は
、
左
派
党
は
得
票
率
を
三
・
二
％
伸
ば
し
て
二
桁
の
一
一
・
九
％
と
し
、
前
回

二
〇
〇
五
年
選
挙
に
続
い
て
第
四
党
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
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東
西
別
で
の
得
票
率
を
見
て
み
る
と
、
東
ド
イ
ツ
地
域
で
は
二
八
・
五
％
を
記
録
し
、

第
一
党
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
二
九
・
八
％
に
肉
薄
し
て
い
る
。
他
方
で
、
西
ド

イ
ツ
地
域
で
も
、
前
回
二
〇
〇
五
年
選
挙
か
ら
三
・
四
％
増
と
な
る
八
・
三
％
を
上
げ
た
。

ド
イ
ツ
の
総
人
口
は
約
八
三
〇
〇
万
人
で
あ
る
が
、
人
口
分
布
は
西
ド
イ
ツ
地
域
に

偏
っ
て
お
り
、
西
ド
イ
ツ
地
域
に
は
東
ド
イ
ツ
地
域
の
約
三
倍
の
人
々
が
居
住
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
、
西
ド
イ
ツ
地
域
で
の
支
持
基
盤
を
構
築
し
な
い
限
り
、

連
邦
議
会
で
の
安
定
し
た
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
連

邦
議
会
選
挙
で
は
、
左
派
党
は
、
西
ド
イ
ツ
地
域
に
お
い
て
も
五
％
を
は
る
か
に
超
え

る
得
票
率
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
全
ド
イ
ツ
地
域
に
支
持
基
盤
を
も
つ
政

党
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

左
派
党
が
東
ド
イ
ツ
の
地
域
政
党
か
ら
脱
却
し
て
西
ド
イ
ツ
地
域
に
も
安
定
し
た
支

持
基
盤
を
も
つ
政
党
と
な
り
、
得
票
率
で
も
一
〇
％
近
く
を
獲
得
す
る
勢
力
に
な
っ
た

こ
と
で
、
ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
も
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
を
特
徴
づ
け
て
き
た
連
政
権
形
成
パ
タ
ー
ン
、
す
な
わ
ち

「
二
大
政
党
＋
一
小
政
党
」
に
よ
る
連
合
政
権
が
成
立
し
な
い
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
戦
に
お
い
て
は
、
政
権
形
成
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
可
能

表 5　二〇〇九年連邦議会選挙結果

政党
得票率

議席数
全ドイツ 西ドイツ地域 東ドイツ地域

CDU/CSU 33.8%
（－1.4%）

34.6%
（－2.8%）

29.8%
（＋4.5%）

239
（＋13）

SPD 23.0%
（－11.2%）

24.1%
（－11.0%）

17.9%
（－12.5%）

146
（－76）

FDP 14.6%
（＋4.7%）

15.4%
（＋5.2%）

10.6%
（＋2.6%）

 93
（＋32）

緑の党 10.7%
（＋2.6%）

11.5%
（＋2.7%）

6.8%
（＋1.6%）

 68
（＋17）

左派党 11.9%
（＋3.2%）

8.3%
（＋3.4%）

28.5%
（＋3.2%）

 76
（＋22）
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
第
一
党
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
選
挙
戦
を
通
じ
て
Ｆ
Ｄ
Ｐ
と
の
連
合
政
権
形
成
を
表
明
し
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
側
で
も
、
選
挙
一
週
間
前
に
開
か
れ
た
特
別
党
大
会
で
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
の
連
合
形
成
を
明
確
に
表
明
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／

Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
組
み
合
わ
せ
で
過
半
数
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
二
大
政
党
の
大
連
合
政
権
が
継
続
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
予
想

さ
れ
た
。
他
に
も
二
大
政
党
の
い
ず
れ
か
と
二
つ
の
小
政
党
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
＋
Ｆ
Ｄ
Ｐ
＋
緑
の
党
の
「
ジ
ャ

マ
イ
カ
連
合
」、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
＋
Ｆ
Ｄ
Ｐ
＋
緑
の
党
の
「
信
号
連
合
」、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
＋
緑
の
党
＋
左
派
党
の
連
合
政
権
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
連
合
に
つ
い
て
は
選
挙
戦
を
通
じ
て
各
党
か
ら
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
て
い
た
。

連
邦
レ
ベ
ル
に
お
け
る
左
派
党
の
連
合
政
権
参
加
の
可
能
性
は
、
現
時
点
で
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
連
合
政
権
を
形
成
す
る
政
党
は
、

自
他
共
に
連
合
参
加
能
力
（K

oalitionsfähigkeit

）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
州
レ
ベ
ル
で
の
政
権
参
加
の

十
分
な
経
験
や
、
政
策
面
で
の
他
党
へ
の
接
近
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
点
か
ら
見
て
左
派
党
は
ま
だ
連
合
参
加
能
力
を
有
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
を
経
て
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
の
大
連
合
政
権
ま
で
政
権
政
党
の
地
位
を
享
受
し
て

き
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
党
の
政
策
を
右
傾
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、
左
派
グ
ル
ー
プ
の
反
発
お
よ
び
離
脱
を
引
き
起
こ
し
て

き
た
た
め
、
今
後
の
政
策
的
方
向
性
と
し
て
再
び
左
派
寄
り
の
政
策
位
置
へ
と
移
動
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

政
権
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
緑
の
党
だ
け
で
な
く
左
派
党
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

五　

展
望

本
稿
で
は
、
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
を
参
照
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
左
派
党
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
の
考

察
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
含
意
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
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リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
に
関
し
て
言
う
と
、
リ
ス
ク
を
負
う
よ
う
な
決
定
・
行
動
が
相
手
の
信
頼
を
高
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
交
渉
が

前
進
す
る
と
い
う
点
は
、
ド
イ
ツ
左
派
党
の
政
党
合
併
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
極
め
て
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

互
恵
的
信
頼
を
構
築
す
る
た
め
の
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
は
、
政
党
指
導
部
の
交
渉
な
ど
で
は
あ
る
程
度
容
易
に
観
察
可
能
か
も
し

れ
な
い
が
、
作
業
部
会
の
間
で
の
交
渉
で
は
観
察
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
政
党
合
併
は
、
そ
の
交
渉
の
成
否
そ

の
も
の
が
政
党
の
将
来
の
行
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
実
務
的
な
交
渉
に
関
し
て
は
非
公
開
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
点
で
作
業
部
会
の
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
の
分
析
に
は
困
難
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
で
示
さ

れ
て
い
た
、
作
業
部
会
の
リ
ス
ク
を
負
う
よ
う
な
決
定
・
行
動
で
あ
る
公
式
化
作
業
の
抑
制
、
お
よ
び
範
囲
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
低
減
に
つ

い
て
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
方
が
リ
ス
ク
を
負
う
決
定
・
行
動
を
取
り
、
そ
れ
を
他
方
が
認
識
し
、
態
度
や
戦
略
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
つ
ま
り
互

恵
的
信
頼
が
生
ま
れ
る
と
い
う
と
き
、
そ
の
信
頼
を
い
か
に
測
定
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
リ
ー
ズ
ら
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
実
際
に
リ
ー
ズ
ら
の
分
析
枠
組
み
で
事
例
を
考
察
し
て
み
る
と
、
互
恵
的
信
頼
が
構
築
さ
れ
た
の
か
否
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
分
析
枠
組
み
は
、
リ
ー
ズ
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
政
党
合
併
に
関
す
る
研
究
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
も
目
的

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
大
き
な
価
値
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
政
党
合
併
に
つ
い
て
、
合
併
を
行
う
理
由
の
分
析
と
、

実
際
の
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
と
を
分
け
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
政
党
合
併
が
失
敗
し
た
ケ
ー
ス
を
考

え
た
と
き
、
そ
の
失
敗
の
原
因
が
、
合
併
の
目
的
に
関
す
る
相
違
や
齟
齬
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
合
併
プ
ロ
セ
ス
の
進
め
方

を
め
ぐ
る
対
立
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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ド
イ
ツ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
左
派
党
の
形
成
（
荒
井
）

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
政
党
合
併
が
政
党
研
究
の
一
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
概
念
や
分
析
枠
組
み
に
つ
い
て

の
さ
ら
な
る
議
論
の
積
み
重
ね
と
と
も
に
、
日
本
も
含
め
さ
ら
に
多
く
の
事
例
に
つ
い
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
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付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
度
公
共
選
択
学
会
研
究
会
報
告
ペ
ー
パ
ー
（
未
定
稿
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に
、
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
行
い
書
き
改
め
た

も
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で
あ
る
。
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ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

一
八
三

1　

は
じ
め
に

2　
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
執
筆
の
経
緯

3　
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
出
版
の
歴
史

4　

お
わ
り
に

│
今
後
の
課
題

1　

は
じ
め
に

カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
代
表
者
の
一
人
ヨ
ー
ゼ
フ･

フ
ォ
ン･

ゾ
ネ
ン
フ
ェ

ル
ス
（Joseph von S

onnenfels. 1733-1817

）
の
偉
業
は
現
在
で
も
、

ウ
ィ
ー
ン
市
内
に
あ
る
通
り
の
名
称
（S

onnenfelsgasse

）
や
彼
の
い

く
つ
か
の
銅
像
な
ど
で
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る

（
1
）

。
こ
の
よ
う
に
ウ
ィ
ー
ン
で

愛
さ
れ
て
い
る
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
経
済
、
司
法
、
行
政
、
芸
術
と

い
っ
た
多
方
面
の
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
彼

の
生
涯
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も
に

（
2
）

、
彼
の
主
著
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商

業
、
財
政
の
基
本
原
理
』
の
出
版
の
歴
史
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
そ

れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
著
作
が
ど
の
よ
う
に
刊
行
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
官
房
学
の
歴
史
を

追
究
す
る
こ
と
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
筆
者
は
す
で
に
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』」

に
お
い
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
出
版
の
過
程
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
る

（
3
）

。

ヨ
ー
ゼ
フ
の
祖
父
は
、
ミ
ハ
エ
ル
・
コ
シ
ッ
ト
（M

ichael C
hossid, 

or M
ichel C

hassid

）
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
教
聖
職
者
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ゼ
フ
の
父
は
リ
ッ
プ
マ
ン
・
ペ
ル
リ
ン
（L

ipm
ann P

erlin, or 

B
erlin

）
で
、
博
識
な
ヘ
ブ
ラ
イ
語
学
者
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ゼ
フ
の
一
家

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』

川　
　

又　
　
　
　
　

祐
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か
し
な
が
ら
遂
に
、
一
七
六
三
年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ

学
お
よ
び
官
房
学
）
の
職
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
大
学
公
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
文
書
「
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス

に
対
す
る
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
お
よ
び
官
房
学
の
教
授

へ
の
任
命
」
に
よ
る
と
、
一
七
六
三
年
十
月
三
一
日
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ

ア
（M

aria T
heresia. 1717-1780

）
が
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
お
よ
び
官
房
学

の
講
座
を
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
担
当
教
授

に
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
学
長
と
コ
ン
ジ
ス
ト
リ
ウ
ム

に
通
知
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
講
座
に
出
席
し
て
、
十
分
な
成
果
を
収
め

た
学
生
が
、
優
先
的
に
国
務
に
採
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た

（
6
）

。

そ
の
後
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
大
学
教
授
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
官
僚
と
し
て
も
大
い
に
活
躍
し
た
。
彼
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
（Joseph II. 1741-1790

、
在
位
、

1765-1790

）、
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
（L

eopold II. 1747-1792

、
在
位
、

1790-1792

）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ツ
二
世
（F

ranz II. 1768-1835

、
在
位
、

1792-1806

、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
と
し
て
の
在
位
、

1804-1835

）
の
治
世
下
、
そ
の
能
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

2 　
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
執
筆

の
経
緯

先
ず
、
本
書
の
表
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ニ
コ
ル
ス
ブ
ル
ク
（N

ikolsburg zu M
ähren

、
現

在
の
チ
ェ
コ
の
ミ
ク
ロ
フ
）
へ
転
居
す
る
。
こ
の
ニ
コ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
お

い
て
一
七
三
三
年
、
ヨ
ー
ゼ
フ
が
生
ま
れ
た
。
父
リ
ッ
プ
マ
ン
は
、

一
七
三
五
年
に
三
人
の
子
ど
も
と
一
緒
に
キ
リ
ス
ト
教
へ
改
宗
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
リ
ッ
プ
マ
ン
は
、
ア
ロ
イ
ス
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
（A

lois 

W
iener, or A

loysius W
ienner

）
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
四
五

年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
勤
務
す
る
。
そ
し
て
翌
一
七
四
六
年
、
貴
族
に
列

せ
ら
れ
て
称
号“von S

onnenfels ”
を
得
て
い
る
。

ヨ
ー
ゼ
フ
は
、
ニ
コ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
ピ
ア
リ
ス
ト
会
学
校
に
通
い
、
一

家
が
ウ
ィ
ー
ン
に
転
居
し
て
後
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
学
業
を
続
け
た
。
そ
し

て
一
七
四
九
年
か
ら
五
四
年
ま
で
、
兵
役
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
兵
役

の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
た
ヨ
ー
ゼ
フ
は
法
学
と
語
学
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
）
の

勉
強
を
続
け
る
。
そ
し
て
彼
は
、
ハ
ー
ン
（M

athias von H
aan

）
と
と

も
に
一
七
五
七
年
、
法
律
学
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
大
学
学
位
論
文
『
ロ
ー

マ
法
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
、
法
的
救
済
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
理
念
』

（S
pecim

en
 ju

ris germ
an

ici d
e rem

ed
iis ju

ris, ju
ri rom

an
o 

in
cogn

itis

）
を
著
し
た

（
4
）

。
そ
の
後
「
ド
イ
ツ
語
協
会
」（D

eutsche 

G
esellschaft

）
に
加
わ
り
、
執
筆
活
動
を
送
る
。
そ
し
て
ボ
リ
エ

（E
gydius V

alentin F
reiherr v. B

orié （
5
）

）
の
後
援
を
受
け
、
就
職
活

動
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
一
七
六
二
年
ウ
ィ
ー
ン
大

学
の
ド
イ
ツ
語
教
授
職
に
応
募
す
る
。
こ
れ
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。
し



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

一
八
五

彼
の
主
著
の
表
題
と
し
て
こ
の
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基

本
原
理
。
政
治
学
研
究
の
手
引
き
』
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
本
書

を
『
基
本
原
理
』
と
略
す
こ
と
に
す
る
。『
基
本
原
理
』
は
、
版
を
重
ね

る
一
方
、
そ
の
手
引
き
書
や
、
他
言
語
訳
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る

（
7
）

。

な
ぜ
な
ら
、
本
書
は
表
題
の
変
遷
で
際
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
詳
細

は
後
に
譲
る
が
、
一
七
六
五
年
刊
行
の
第
一
巻
、
初
版
は
、『
ポ
リ
ツ
ァ

イ
、
商
業
学
お
よ
び
財
政
学
の
原
理
。
大
学
講
義
の
手
引
き
』（S

ätze 

au
s d

er P
olizey, H

an
d

lu
n

gs- u
n

d
 F

in
an

z-W
issen

sch
aft. Z

u
m

 

L
eitfad

en
 d

er akad
em

isch
en

 V
orlesu

n
gen

.

）
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
一
七
六
九
年
刊
行
の
第
二
巻
、
初
版
で
は
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
、
商

業
学
お
よ
び
財
政
学
の
原
理
。
大
学
講
義
の
手
引
き
』（S

ätze au
s d

er 

P
olizey- H

an
d

lu
n

g- u
n

d
 F

in
an

zw
issen

sch
aft. Z

u
m

 L
eitfad

en
 

d
er akad

em
isch

en
 V

orlesu
n

gen
.

）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

一
七
七
六
年
刊
行
の
第
三
巻
、
初
版
は
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財

政
学
の
基
本
原
理
』（G

ru
n

d
sätze d

er d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g 

u
n

d
 F

in
an

zw
issen

sch
aft

）
と
さ
れ
、
副
題
『
大
学
講
義
の
手
引
き
』

が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
七
六
八
年
刊
行
の
第
一
巻
、
第
二
・

増
訂
版
は
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
学
の
基
本
原
理
』

（G
r

u
n

d
s

ä
tz

e
 d

e
r

 d
e

r
 P

o
liz

e
y

, H
a

n
d

lu
n

g
 u

n
d

 

F
in

an
zw

issen
sch

aft

）
と
さ
れ
て
お
り
（
副
題
な
し
）、
表
題
が
変
遷

し
て
い
る
。
第
一
巻
の
表
題
は
、
第
五
・
増
訂
版
（
一
七
八
六
年
）
か
ら

一
八
一
九
年
刊
行
の
最
後
の
第
八
版
で
は
、『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ

び
財
政
の
基
本
原
理
。
政
治
学
研
究
の
手
引
き
』（G

ru
n

d
sätze d

er 

d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g u

n
d

 F
in

an
z. Z

u
 d

em
 L

eitfad
en

 d
es 

politisch
en

 S
tu

d
iu

m
s.

）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、

表 1　表題の変遷

1765年刊行の
第 1 巻、初版

『ポリツァイ、商業学および財政学の原理。大学講
義の手引き』

（Sätze aus der Polizey, Handlungs- und Finanz-
Wissenschaft. Zum Leitfaden der akademischen 
Vorlesungen.）

1768年刊行の
第 1 巻、
第 2 ・増訂版

『ポリツァイ、商業および財政学の原理』
（S ä t z e  a u s  d e r  Po l i z e y,  H a n d l u n g  u n d 
Finanzwissenschaft.）　副題なし

1769年刊行の
第 2 巻、初版

『ポリツァイ学、商業学および財政学の原理。大学
講義の手引き』

（S ä t z e  a u s  d e r  Po l i z e y -  H a n d l u n g -  u n d 
Finanzwis s enscha f t .  Zum Le i t faden  de r 
akademischen Vorlesungen.）

1776年刊行の
第 3 巻、初版

『ポリツァイ、商業および財政学の基本原理』
（Grundsätze  der  Po l i z ey, Handlung  und 
Finanzwissenschaft）　副題なし

第 5 ・増訂版
（1786年）以降

『ポリツァイ、商業および財政の基本原理。政治学
学研究の手引き』

（Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz. 
Zu dem Leitfaden des politischen Studiums.）　 副
題変更



一
八
六

あ
る

（
10
）

。
し
か
し
、
そ
の
間
、
講
義
用
教
科
書
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
に
間

違
い
は
な
い
。
そ
れ
が
『
基
本
原
理
』
と
な
っ
て
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
基
本
原
理
』
各
巻
の
序
言
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
ゾ
ネ
ン

フ
ェ
ル
ス
は
、
一
七
六
五
年
、『
基
本
原
理
』
初
版
、
第
一
巻
冒
頭
部
分

に
次
の
よ
う
に
書
い
た
（S

onnenfels, 1765, S
ignature: A

2-A
3

）。

「
私
は
、
読
者
に
対
し
て
こ
の
『
原
理
』（S

ätze

）
を
執
筆
し
た

意
図
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。
だ
が
読
者
も
同
じ
く
、『
原
理
』

が
執
筆
さ
れ
た
意
図
に
従
わ
ず
に
本
書
を
評
価
し
な
い
と
い
う
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
る
。

私
が
自
分
の
講
義
の
手
引
き
に
選
ぼ
う
と
思
っ
た
本
は
す
べ
て
、

扱
わ
れ
る
べ
き
内
容
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
扱
わ
れ
る
べ
き
時
代
に
つ

い
て
、
あ
ま
り
に
長
た
ら
し
い
か
、
あ
る
い
は
あ
ま
り
に
限
定
的
に

過
ぎ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
た
。
関
連
・
関
係
す
る
著
作
を
平
均
し
て
、

不
都
合
な
く
、
省
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
前

者
で
あ
れ
ば
〔
冗
長
部
分
を
〕
省
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
私

は
、
後
者
で
あ
れ
ば
不
足
分
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
だ
が
こ
う
し
た
追
加
部
分
は
、
私
の
聴
衆
の
大
部
分
に
と
っ
て

は
無
駄
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
私
が
そ
れ
を
口
述
し
て
筆
記
さ
せ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
か
ら
移
動
が
で
き
ず
に
、
多
く
の
時
間
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
そ
う
し
た
継
ぎ
は
ぎ
作
品
は
、
教
員
と
聴
衆
の
両
方

に
と
っ
て
始
末
に
負
え
な
い
。
だ
か
ら
私
は
あ
え
て
そ
の
継
ぎ
は
ぎ

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
教
鞭
を
執
る
前
に
、
ウ
ィ
ー
ン

に
は
あ
の
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
、
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・

フ
ォ
ン
・
ユ
ス
テ
ィ
（Johann H

einrich G
ottlob von Justi. 1717-

1771

）
が
い
た
。
ユ
ス
テ
ィ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
す
で
に
論
じ
て
い
る

（
8
）

。

ユ
ス
テ
ィ
は
、
一
七
五
〇
年
、
ウ
ィ
ー
ン
に
姿
を
現
す
。
ユ
ス
テ
ィ
は
同

年
、
官
吏
養
成
の
た
め
の
学
院
テ
レ
ジ
ア
ヌ
ム
（T

heresianum

）
教
授

に
招
聘
さ
れ
、「
ド
イ
ツ
語
修
辞
学
教
授
」
と
な
り
、
併
せ
て
財
政
、
商

業
、
租
税
そ
し
て
製
造
業
を
包
含
す
る
「
経
済
学
領
域
課
程
」
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
る
。
マ
リ
ア･

テ
レ
ジ
ア
は
一
七
五
二
年
、
テ
レ
ジ
ア
ヌ
ム

に
実
践
的
な
国
家
・
官
房
ア
カ
デ
ミ
ー
を
創
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
ユ

ス
テ
ィ
は
、
新
設
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
（R

itterakadem
ie

）
で
官
房
・

商
業
・
鉱
業
実
務
を
担
当
す
る
教
授
職
を
得
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ユ

ス
テ
ィ
は
、
一
七
五
三
年
に
は
も
う
す
で
に
ウ
ィ
ー
ン
を
後
に
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
滞
在
中
の
ユ
ス
テ
ィ
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
ユ
ス
テ
ィ
と
ゾ
ネ

ン
フ
ェ
ル
ス
が
対
面
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
は
、
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、

そ
の
十
年
後
、
上
述
の
よ
う
に
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で

ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
と
官
房
学
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
七
六
三
年
十
一

月
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
就
任
講
演
を
行
う
の
で
あ
る

（
9
）

。

さ
て
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
『
基
本
原
理
』
第
一
巻
を
公
刊
す
る
の
は

一
七
六
五
年
で
あ
る
。
就
任
講
演
の
一
七
六
三
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
間
、

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
授
業
を
し
た
の
か
は
、
不
明
で



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

一
八
七

S
ignature: A

2-A
5

）
で
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

本
書
で
あ
る
こ
の
「
政
治
学
的
な
商
業
学
概
説
が
、
取
引
を
し
て

い
る
人
た
ち
に
対
す
る
、
理
論
が
長
い
経
験
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
、

そ
し
て
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
重
要
な
贈
り
物
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
私
が
彼
ら
に
本
書
を
届
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

誤
り
を
彼
ら
に
正
し
て
も
ら
う
た
め
に
過
ぎ
な
い
。」

「
私
の
名
誉
欲
は
す
べ
て
、
私
の
若
い
友
人
た
ち
に
対
す
る
も
の

に
限
ら
れ
る
。
女
帝
の
お
慈
悲
に
よ
り
私
は
彼
ら
の
案
内
人
に
任
命

さ
れ
た
。
私
が
、
彼
ら
か
ら
、
彼
ら
の
義
務
に
つ
な
が
る
道
で
障
害

と
な
っ
て
い
る
も
の
を
か
な
り
取
り
除
い
た
の
で
あ
れ
ば
、〔
そ
し

て
〕
彼
ら
の
職
業
へ
の
準
備
を
楽
に
し
て
あ
げ
た
の
で
あ
れ
ば
、
私

の
目
的
は
十
分
に
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
」

「
な
る
ほ
ど
、
と
り
わ
け
商
業
と
い
う
科
目
に
お
い
て
完
璧
な
文

献
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
以
前

か
ら
、
対
象
〔
商
業
〕
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
対
象
は
、

公
共
の
福
祉
の
基
礎
と
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い

う
の
も
そ
れ
は
、
生
業
手
段
の
増
大
を
通
じ
て
、
人
口
の
基
礎
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
最
も
偉
大
な
人
た
ち
、
国
家
学
者
、
哲
人
、
歴
史

学
者
、
熟
達
者
た
ち
は
、
彼
ら
が
深
遠
な
無
限
に
関
す
る
学
説

（L
ehre vom

 U
nendlichen

）
を
分
析
す
る
時
よ
り
も
、
織
物
工
場

作
品
は
、
私
の
講
演
に
つ
き
も
の
の
快
活
さ
に
も
、
不
釣
合
い
に

な
っ
て
し
ま
う
と
告
白
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
原
理
』
が
印
刷
に
委
ね
ら
れ
る
の
は
、
官
房
諸
科
学
に
学

説
体
系
が
欠
け
て
い
る
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
や

商
業
学
を
、
そ
し
て
そ
の
説
明
が
私
の
講
義
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
な

ら
ぬ
財
政
学
の
部
分
を
、
他
と
混
ぜ
あ
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
十

か
月
で
足
り
る
大
き
さ
で
論
述
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

お
そ
ら
く
そ
う
で
な
く
と
も
こ
の
分
野
に
お
け
る
あ
ま
り
に
増
加
し

て
い
る
著
述
家
の
数
を
増
や
す
た
め
で
す
ら
な
く
、
ま
た
、
私
の
聴

衆
と
は
別
の
人
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
で
も
、
聴
衆
に
書
き
取

り
の
苦
労
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
ら
な
い
。
私
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
条
令
を
理
論
的
基
本
原
理
に
還
元
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
、
こ
の
労
苦
が
、
こ
れ
ら

『
原
理
』
が
本
来
的
に
献
呈
さ
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
非
常
に
有

益
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
簡
潔
さ
は
そ
の
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ

れ
は
、
す
で
に
切
り
開
か
れ
た
道
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
道
が
そ
れ

に
向
か
っ
て
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、〔
進
む
べ
き
〕
方
向

〔
を
示
し
た
〕
線
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
筆
記
、
一
七
六
五
年
九

月
二
十
日
。

Ｊ
・
ｖ
・
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
」

四
年
後
に
公
刊
さ
れ
た
第
二
巻
の
序
言
（S

onnenfels, 1769, 



一
八
八

よ
り
繁
栄
し
た
状
態
に
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
る
真
の
す
ぐ
れ
た
手

段
』
と
し
て
い
る

（
11
）

。

こ
れ
ら
四
冊
に
次
の
、
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
製
造

業
に
関
す
る
考
察
』、
フ
ォ
ー
ゲ
モ
ン
ト
の
『
ド
イ
ツ
の
増
大
し
た

幸
福
』、
ボ
ー
デ
の
『
君
主
の
権
力
術
』、
イ
エ
ル
ガ
ー
伯
の
『
国
庫

の
誓
い
』
を
加
え
て
も
八
冊
に
す
ぎ
な
い

（
12
）

。「
こ
う
し
た
分
野
で
私

た
ち
が
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
そ
れ
で
全
部
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
の
国
民
は
、
商
業
や
財
政
の
あ
ら
ゆ
る
部

分
に
つ
い
て
、
す
ぐ
れ
た
著
作
を
通
じ
て
教
育
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。」
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
状
況
を
憂
え
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
こ
う
し
た
文
献
が
欠
如
し
て
い
る
原
因
は
、

「
お
そ
ら
く
、
そ
の
原
因
が
主
と
し
て
、
著
述
家
た
ち
の
思
索
を
行

わ
せ
、
そ
れ
を
指
導
し
、
不
可
避
的
に
そ
の
基
礎
に
置
か
れ
て
い
る

に
違
い
な
い
補
助
材
料
を
獲
得
す
る
困
難
性
に
あ
る
。」
と
し
て
い

る
。「
住
民
の
強
さ
、
商
業
の
状
態
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
制
の

状
態
、
様
々
な
変
更
、
原
因
、
障
害
、
激
励
、
勤
勉
の
増
大
、
公
的

収
入
の
状
態
、
国
家
信
用
の
状
態
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
他
国
に
お

い
て
は
詳
細
に
、
公
的
記
録
簿
や
一
覧
表
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

た
ち
に
も
ち
ろ
ん
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。」

と
こ
ろ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
場
合
、「
こ
れ
ら
の
知
識
は
、
今
な

の
利
点
に
つ
い
て
語
る
時
の
方
が
、
世
界
の
そ
し
て
祖
国
の
役
に
立

つ
と
信
じ
て
い
た
。
彼
ら
の
書
物
は
、
初
め
て
教
育
を
受
け
る
読
者

と
い
う
よ
り
も
、
す
で
に
教
育
を
受
け
た
読
者
向
け
な
の
で
あ
る
。

…
」こ

こ
で
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
フ
ォ
ル
ボ
ネ
の
『
商
業
要
論
』
に

言
及
し
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ボ
ネ
が
想
定
し
て
い
た
目
的
や
読
者
と
、

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
そ
れ
ら
と
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
で
あ
る
。「
私
の
目
的
は
、
彼
の
目
的
と
は
ま
っ
た
く
相

反
し
て
い
る
。
私
は
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い

人
た
ち
の
た
め
に
書
い
て
い
る
。
彼
ら
は
、
こ
こ
で
そ
の
た
め
に
教

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
フ
ォ
ル
ボ
ネ
に
読
者
を
用
意

し
た
い
と
思
う
」
と
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
フ
ォ
ル
ボ
ネ
が
す
で

に
教
育
を
受
け
た
、
思
考
す
る
読
者
を
想
定
し
て
い
る
と
し
て
、
ゾ

ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
対
象
と
し
た
読
者
は
若
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

ま
た
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
国
家
財
産
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
文
献
は
、『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
至
上
論
』

│
総
じ
て
ヘ
ル

ニ
ッ
ク
に
、
し
か
し
若
干
は
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
帰
せ
ら
れ
る
。
シ
ュ

レ
ー
ダ
ー
の
『
君
主
の
シ
ャ
ッ
ツ=

、
レ
ン
ト=

カ
ン
マ
ー
』、
マ

イ
ク
ス
ナ
ー
の
『
皇
帝
・
国
王
世
襲
領
地
の
性
質
に
関
す
る
注
解
』、

匿
名
者
に
よ
る
『
皇
帝
・
国
王
の
世
襲
王
国
、
領
邦
が
よ
り
幸
福
で



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

一
八
九

あ
り
、
可
能
性
の
限
界
を
超
え
て
キ
メ
ラ
〔
荒
唐
無
稽
、
妄
想
〕
の

領
域
へ
と
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
租
税
に

関
し
て
多
く
言
及
し
て
お
り
、
例
と
し
て
、『
十
二
の
鍵
』
を
著
し

た
バ
シ
リ
ウ
ス
（B

asilius V
alentinus

）
な
ど
を
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル

ス
は
挙
げ
て
い
る
。

第
二
の
種
類
は
、
自
分
の
ペ
ン
と
熟
考
と
で
ゆ
す
り
〔
の
作
業
〕

に
仕
え
、「
臣
民
を
搾
取
す
る
手
段
を
一
つ
の
技
術
へ
と
導
い
た
」、

一
般
的
な
嫌
悪
に
値
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
レ
ン
ト
カ
ン

マ
ー
（R

entkam
m
er

、
国
庫
）
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、
君
主
収
入

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
だ
け
し
か
語
る
こ
と
を
し
な
い
。
彼
ら
が
狙
っ

て
い
る
計
算
は
、「
市
民
が
極
度
の
貧
窮
へ
の
敷
居
を
ま
た
が
な
い

う
ち
に
、
彼
の
収
入
に
応
じ
て
ど
れ
ほ
ど
彼
か
ら
強
奪
し
て
も
よ
い

か
」、
な
の
で
あ
る
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
第
二
の
著
述
家
た
ち

を
「
猟
師
の
内
臓
を
満
腹
に
す
る
た
め
に
、
猟
師
の
た
め
に
森
を
追

い
立
て
る
猟
犬
」
に
例
え
て
い
る
。

第
三
の
種
類
は
、
全
く
反
対
の
や
り
方
で
、「
人
民
の
境
遇
を
代

表
す
る
栄
誉
」
を
目
指
し
て
い
る
著
述
家
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

「
支
配
者
に
対
し
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
必
要
不
可
欠
分
を
上
回
っ

て
い
る
浪
費
を
非
難
す
る
」
の
で
あ
る
。

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
立
場
あ
る
い
は
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
明

言
は
さ
れ
て
は
い
な
い
が
お
そ
ら
く
、
第
三
の
種
類
の
著
述
家
で
あ

お
、
国
家
機
密
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
抑
制
〔
情
報
非
公

開
〕
に
何
か
し
ら
反
対
し
て
い
く
こ
と
に
、
私
は
距
離
を
置
い
て
い

る
。
そ
の
抑
制
に
は
疑
い
も
な
く
重
要
な
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
」。

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、「
私
の
功
績
は
、
ひ
と
が
私
の
論
文
の
価
値

を
一
面
的
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
常
に
限
定
的
で
あ
ろ
う
。
同

時
に
、
私
に
授
け
ら
れ
た
才
能
に
応
じ
て
国
家
の
役
に
立
と
う
と
す

る
、
い
か
に
も
考
慮
す
べ
き
意
図
、
奮
闘
が
、
寛
大
に
も
満
足
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
私
は
、
も
っ
と
理
解
し
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
彼

ら
の
よ
り
重
要
な
知
識
を
伝
達
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
な
く
と
も
一
つ
の
感
謝
を
得
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
る
。
彼
ら
は
、

私
が
そ
れ
を
行
っ
た
後
で
は
、
も
は
や
〔
情
報
非
公
開
を
〕
保
持
す

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ウ
ィ
ー
ン
、
一
七
六
九
年
三
月
三
十
日
。」

さ
ら
に
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
つ
い
に
『
基
本
原
理
』
の
第
三
巻
が
公

刊
さ
れ
る
に
際
し
て
、
そ
の
想
い
（E

rinnerung

）
を
つ
づ
っ
て
い
る

（S
onnenfels, 1776, pp.1-10.

）。

彼
は
ま
ず
、
自
分
の
立
場
を
「
中
道
を
行
き
、
か
つ
あ
ら
ゆ
る
党

派
か
ら
自
ら
を
遠
ざ
け
る
こ
と
を
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に

願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
こ
の
専
門
領
域
に

関
す
る
大
量
の
著
述
家
た
ち
に
つ
い
て
、
三
種
類
の
分
類
を
挙
げ
て

い
る
。

著
述
家
の
第
一
の
種
類
は
、
自
分
た
ち
の
考
え
方
に
そ
の
理
由
が



一
九
〇

の
基
礎
に
な
る
と
、
商
業
の
重
要
性
を
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

商
業
を
扱
う
、
国
家
財
産
と
も
い
う
べ
き
文
献
が
せ
い
ぜ
い
、
へ
ル
ニ
ッ

ク
、
マ
イ
ク
ス
ナ
ー
、
匿
名
者
、
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
、
フ
ォ
ー
ゲ
モ
ン
ト
、

ボ
ー
デ
、
イ
エ
ル
ガ
ー
の
著
作
し
か
な
い
こ
と
を
嘆
く
の
で
あ
る
。
文
献

の
不
足
は
、
執
筆
の
「
補
助
材
料
」
と
も
い
う
べ
き
情
報
（
住
民
の
強
さ
、

商
業
の
状
態
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
制
の
状
態
、
様
々
な
変
更
、
原
因
、

障
害
、
激
励
、
勤
勉
の
増
大
、
公
的
収
入
の
状
態
、
国
家
信
用
の
状
態
に

関
す
る
情
報
）
が
、
国
家
機
密
と
み
な
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は

公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
、
本
書
の
公
刊
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
自
ら
に
課
し
た
任
務
な
の
で
あ
る
。

『
基
本
原
理
』
が
三
巻
そ
ろ
う
の
は
奇
し
く
も
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の

『
国
富
論
』
刊
行
と
同
じ
一
七
七
六
年
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三

巻
の
序
文
は
、
一
七
七
二
年
五
月
二
三
日
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
。
公
刊

ま
で
四
年
の
開
き
が
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
公
刊
が
遅
れ
た
理
由
は
、
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
明
言
は
し
て
い
な
い
も
の

の
、
支
配
者
の
栄
誉
と
同
時
に
、「
人
民
の
境
遇
を
代
表
す
る
栄
誉
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
、
彼
の
行
動
原
理
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

3 　
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』
出
版

の
歴
史

こ
こ
で
『
基
本
原
理
』
の
出
版
の
歴
史
を
振
り
返
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

る
。
財
政
学
の
概
要
を
構
想
す
る
に
あ
た
っ
て
彼
は
、
第
一
に
、
不

可
能
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
る
も
の
を
無
視
す
る
こ
と
、
そ
し
て

第
二
に
、
そ
の
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
名
称
や
見
出
し
の
下
、
徴
収

さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
租
税
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
、
と
い
う
二

つ
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、

「
財
政
用
語
辞
典
で
は
な
く
、
財
政
学
の
原
理
を
作
り
上
げ
る
こ
と
」

で
あ
っ
た
。
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
を
賞
賛
し

て
、
一
七
七
二
年
五
月
二
三
日
付
で
、
こ
の
序
言
を
閉
じ
て
い
る
。

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
初
版
第
一
巻
に
お
い
て
、
冗
長
す
ぎ
な
い
、
あ

る
い
は
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
な
い
適
切
な
教
科
書
を
執
筆
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。
彼
は
、
読
者
が
学
生
、
若
者
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
理
論
的
基
本
原
理
に
立
ち
返
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ポ
リ

ツ
ァ
イ
条
令
を
論
じ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は

本
書
が
、
十
か
月
の
講
義
用
教
科
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
と
官
房
学
の
教
授
で
あ
っ
た
ゾ
ネ

ン
フ
ェ
ル
ス
に
与
え
ら
れ
た
講
義
期
間
が
十
か
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
だ
が
、
第
一
巻
を
用
い
た
十
か
月
の
間
に
商
業
や
財
政
に
関

す
る
部
分
も
講
義
さ
れ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

初
版
第
二
巻
も
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
要
請
に

従
い
、
学
生
向
け
の
教
科
書
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
商
業
こ
そ
が

公
共
の
福
祉
の
基
礎
で
あ
り
、
生
業
手
段
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
口
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表
5
か
ら
、『
基
本
原
理
』
各
巻
、
各
版
の
刊
行
年
を
示
し
た
も
の
が

表
6
で
あ
る
。

こ
の
表
5
、
表
6
か
ら
確
認
で
き
る
の
は

①　

初
版
全
三
巻
が
そ
ろ
う
の
に
、
一
七
六
五
年
か
ら
一
七
七
六
年
ま
で

十
一
年
が
か
か
っ
て
い
る
。

②　

こ
の
間
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
、
第
二
巻
と
第
三
巻
を
刊
行
す
る
前

に
第
一
巻
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。

③　
『
基
本
原
理
』
第
一
巻
は
、
八
版
を
数
え
る
が
、
少
な
く
と
も
十
回

公
刊
さ
れ
て
い
る
。

④　

第
二
・
増
訂
版
の
第
一
巻
（
一
七
六
八
年
）
に
は
、
索
引
と
正
誤
表

が
つ
い
て
い
る
も
の
と
つ
い
て
い
な
い
も
の
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。

⑤　

初
版
第
二
巻
（
一
七
六
九
年
）
に
も
、
表
題
頁
が
異
な
る
二
種
類
が

存
在
す
る
。

⑥　

③
や
④
の
よ
う
に
、
各
版
に
異
刷
り
（state

）
や
、
頁
数
・
折
記

号
な
ど
が
異
な
る
別
の
版
が
存
在
す
る
。

⑦　
『
基
本
原
理
』
第
四
版
の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

⑧　

現
状
に
お
い
て
は
、『
基
本
原
理
』
の
出
版
の
全
容
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
情
報
不
足
の
た
め
に
不
可
能
と
な
っ
て
い
る

（
15
）

。

こ
れ
ま
で
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
に
関
す
る
研

究
書
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
き
た
が
、
完

全
な
書
誌
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る

（
13
）

。

ま
ず
、
出
版
者
の
変
遷
を
表
2
で
確
認

し
て
お
こ
う

（
14
）

。

初
期
に
は
、
ト
ラ
ッ
ト
ナ
ー
と
ク
ル
ツ

ベ
ッ
ク
が
『
基
本
原
理
』
の
出
版
を
別
々

に
請
け
負
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
出

版
者
の
変
化
に
伴
い
、
表
題
頁
に
描
か
れ

て
い
る
モ
ッ
ト
ー
（M

otto

、
題
辞
）
や

ビ
ネ
ッ
ト
（V

ignette
、
挿
画
）
も
変
化

す
る
。（
表
3
）

さ
ら
に
は
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
肩

書
・
身
分
の
表
記
も
表
4
の
よ
う
に
変
化

す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル

ス
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
、
テ
レ
ジ
ア
・
ア

カ
デ
ミ
ー
、
そ
し
て
サ
ヴ
ォ
イ
・
ア
カ
デ

ミ
ー
で
も
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。

そ
し
て
表
5
は
、『
基
本
原
理
』
各

版
・
各
巻
の
書
誌
情
報
を
示
し
て
い
る
。

表 2　出版者の変遷

1765年、1769年、1770年 Johann Thomas Edler von Trattner（1717-1798）

1768年、1770年から1787年まで Joseph Ritter von Kurzböck（1736-1792）

第 6 版（刊行年不明）から1805年まで Albert Camesina（1770-1837）

1819年 Johann Gottlieb Heubner（1778-1859）

1819年から1822年まで Friedrich Volke（1780-1830）



一
九
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表 3　『基本原理』表題頁におけるモットー、ヴィネットの変遷

トラットナー（Trattner）

1765年第 1 巻
1770年第 1 巻

モットー、“Inglorius dum utilis.”「有用になるまでは、無名」
小屋で、老人男性が燭台の傍ら、足元に地球儀を置きながら、左手にペン
を握り、右手を口元に添えている図（作者署名なし）。

1769年第 2 巻 モットー、“Altius.” “Labore et favore.”「高みへ」。「勤勉と好意とによっ
て」
神殿で、女性（？）が書き物をしている。足元には鳥1羽が描かれている

（作者署名なし）。
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一
九
三

クルツベック（Kurzböck）

1768年第 1 巻 “Inglorius dum utilis.”「有用になるまでは、無名」
洞窟内で、老人男性が燭台の傍ら、足元に地球儀を置きながら、右手にペ
ンを持ち、左手で本を抑えている図。下の署名は、F. E. Weirotter inv. 
J. Mansfeld sc. とある（原画はヴァイロッターが描き、それをまねてマン
スフェルトが描いた）。

1771年第 2 巻 モットーなし。
署名は、F. E. Weirotter inv. J. Mansfeld sc. である。構図は同じながら、
老人男性の顔が変化している。
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四

1776年第 3 巻 モットーなし。署名は不明

1777年第 1 巻 モットー、“Inglorius dum utilis.” あり。
署名は不明

1786年第 1 巻
1787年第 1 巻

モンテスキューの肖像画

1787年第 2 巻 フォルボネの肖像画

1787年第 3 巻 シュリー公の肖像画
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一
九
五

カメジーナ（Camesina）

第 6 版、第 6 増訂
版、第 7 版第 1 巻

モンテスキューの肖像画

第 6 版、第 6 増訂
版、第 7 版第 2 巻

フォルボネの肖像画

第 6 版、第 6 増訂
版、第 7 版第 3 巻

シュリー公の肖像画

ホイプナーとフォルケ（Heubner, Volke）

第 8 版第 1 巻 モンテスキューの肖像画

第 8 版第 2 巻 フォルボネの肖像画

第 8 版第 3 巻 シュリー公の肖像画

表 4　『基本原理』表題頁におけるゾネンフェルスの肩書・身分

1765 表記なし

1768 Josephs von Sonnenfels k. k. Raths, ordentlichen, öffentlichen Lehrers der 
Polizey, Handlung und Finanzwissenschaft an der hohen Schule in Wien, wie 
auch an den beiden adelichen theresianischen und savoyschen Akademien.
皇帝・国王顧問官、ウィーン大学並びに貴族のテレジア・アカデミーとサヴォ
イ・アカデミー正式・公式のポリツァイ、商業および財政学教員ヨーゼフ・フォ
ン・ゾネンフェルス〔の〕。

1769 表記なし

1770
1771
1777
1776

Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, ordentlichen, 
öff entlichen Lehrers der Polizey, Handlung und Finanzwissenschaft.
オーストリア皇帝・国王の現統治顧問官、ポリツァイ、商業および財政学正式・
公式教員ヨーゼフ・フォン・ゾネンフェルス〔の〕。

1770 Josephs von Sonnenfels kaiserl. königl. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öff entlichen Lehrers der Polizey, Handlung und Finanzwissenschaft.
オーストリア皇帝・国王の現統治顧問官、ポリツァイ、商業および財政学正式・
公式教員ヨーゼフ・フォン・ゾネンフェルス〔の〕。

表 5　『基本原理』書誌情報

版、巻数 書誌情報

初版、第 1 巻
GK1　H1

Sätze aus der Polizey, Handlungs- und Finanz-Wissenschaft. Zum 
Leitfaden der akademischen Vorlesungen. WIEN gedruckt bey Johann 
Thomas Edlen von Trattnern, kaiserl. königl. Hofbuchdruckern und 
Buchhändlern. 1765. 

［1-9］, 10-252, 523［i.e. 253］, 254-308, ［Register: 10, Druckfehler: 3］ p.
Signature: A-T8 U2 ）（7  ［－）（8 ?］
　K の折記号が、K K2 K3 K2 K5と混乱している。
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初版、第 2 巻
GK2 

H2

Sätze aus der Polizey- Handlungs- und Finanzwissenschaft. Zweyter 
Theil. Enthaltend die Handlungswissenschaft. WIEN, gedruckt bey 
Johann Thomas Edl. v. Trattnern, kaiserl. königl. Hof-Buchdruckern 
und Buchhändlern. 1769. 

［1-3］, 4-10, ［11］, 12-318, 219-220［i.e. 319-320］, 321-428 p.
Signature: A-Z8 Aa-Cc8 Dd6

Sätze aus der Polizey- Handlungs- und Finanzwissenschaft. Zweyter 
Theil. Enthaltend die Handlungswissenschaft WIEN, gedruckt bey Joh. 
Thom. Edlen von Trattnern, kaiserl. königl. Hofbuchdruckern und 
Buchhändlern. 1769. 

［1-3］, 4-10, ［11］, 12-428 p.
Signature: A-Z8 Aa-Cc8 Dd6

　The title page of H2 is not identical to that of Gk2.

初版、第 3 巻
GK5 H3

N2

Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Dritter Theil. Mit allergnädigster k. k. Apostl. 
Majest. Freyheit. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch. Hof-
Buchdr. und Buchhändlern. 1776. 

［1］, 2-10, ［11-13］, 14-498 p. 
Signatures: π1 A-Z8 Aa-Gg8 Hh7 （－ Hh8） Ii2

Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft, Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft, Dritter Theil. Mit allergnädigster k. k. Apostl. 
Majest. Freyheit. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch. Hof-
Buchdr. und Buchhändlern. 1776. 

［1］, 210, ［11-13］, 14-181, 125［i.e. 182］, 183-205, 209［i.e. 206］, 207-
303, 307［i.e. 304］, 305-353, 334［i.e. 354］, 355-356, 157［i.e. 357］, 358-
498 p. 
Signatures: π1 A-Z8 Aa-Gg8 Hh7 （－ Hh8） Ii2

　The title page of N2 is not identical to that of Gk3 and H3.

L2 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Grundsätze der Polizey Handlung und 
Finanzwissenschaft: Dritter Theil. Mit allergnädigster k. k. Apostol.
Majest. Freyheit. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch. 
Hofbuchdrucker und Buchhändern. 1776. 

［1］, 2-8, ［9-11］, 12-109, 101-103［i.e. 110-112］, 113-208, 210［i.e. 209］, 
210-306 p.
Signature: π1 A-S8 T7 （－ T8） U2

T3 H4 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Grundsätze der Polizey Handlung und 
Finanzwissenschaft: Dritter Theil. Mit allergnädigster k. k. Apostol. 
Majest. Freyheit. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch. 
Hofbuchdrucker und Buchhändern. 1776. 

［1］, 2-8, ［9-11］, 12-109, 101-103［i.e. 110-112］, 113-306 p.
Signature: π1 A-S8 T7 （－ T8） U2 
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一
九
七

第 2 ・増訂版、
第 1 巻 K1

Josephs von Sonnenfels k. k. Raths, ordentlichen, öff entlichen Lehrers 
der Poli-zey, Handlung und Finanzwissenschaft an der Ho-hen Schule 
in Wien, wie auch an den beiden adelichen theresianischen und 
savoyschen Akademien, Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Erster Theil: zweyte, verbesserte und vermehrte 
Aufl age. WIEN, bey Joseph Kurtzböck, Universitätsbuchdrucker 1768. 

［16］, ［1-3］, 4-25, ［26-29］, 30-64, 63-78［i.e. 65-80］, 81-84, 83［i.e. 85］, 
86-436 p. 
Signature: π8 A-Z8 Aa-Dd8 Ee2

　Register、Druckfehler のページなし。

H5 Josephs von Sonnenfels k. k. Raths, ordentlichen, öff entlichen Lehrers 
der Poli-zey, Handlung und Finanzwissenschaft an der Ho-hen Schule 
in Wien, wie auch an den beiden adelschen theresianischen und 
savoyschen Akademien, Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Erster Theil: zweyte, verbesserte und vermehrte 
Aufl age. WIEN, bey Joseph Kurtzböck, Universitätsbuchdrucker 1768.
一橋大学図書館フランクリン文庫は、刊行年を1769としている。

［16］, ［1-3］, 4-25, ［26-29］, 30-64, 63-78［i.e. 65-80］, 81-84, 83［i.e. 85］, 
86-436, ［20］ p. 
Signature: A-Z8 Aa-Ee8 Ff4  （Ff4 blank）
　最後の20ページは、Register, 17 p, Druckfehler 1 p. 空白 2 p. を含む。

増訂版、第 2 巻
GK4

Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Hand-lung und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey, Handlung, und 
Finanzwissenschaft. Zweyter Theil. Verbesserte und vermehrte 
Aufl age. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientali-
s c h e n  H o f -  w i e  a u c h  N .  O e .  L a n d s c h a f t s -  u n d 
Universitätsbuchdruckern, 1771. 

［12］, ［1］, 2-517, ［518-528］, 529-531 p. 
Signature: ）（6 A-Z8 Aa-Kk8 Ll2

　PP.518-531は Register。

N1 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung- und 
Finanzwissenschaft: Grundsätze der Polizey, Handlung, und 
Finanzwissenschaft. Zweyter Theil. Verbesseret［sic］ und vermehrte 
Aufl age. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientali-
s c h e n  H o f -  w i e  a u c h  N .  O e .  L a n d s c h a f t s -  u n d 
Universitätsbuchdruckern, 1771. 

［12］, ［1］, 2-515, 716［i.e. 516］, 517, 518-528, 592［i.e. 529］, 530-531 p.
Signatures: ）（6 A-Z8 Aa-Kk8 Ll2

　PP.518-531は Register。
　The title page of N1 is not identical to that of Gk3.
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H6 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen öffentlichen Lehrers der Polizey, Hand-lung und 
Finanzwissenschaft. Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Zweyter Theil. Verbesserte und vermehrte 
Auflage. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch. und orientali-
s c h e n  H o f -  w i e  a u c h  N .  O e .  L a n d s c h a f t s -  u n d 
Universitätsbuchdruckern   1771. 

［12］, ［1］, 2-420, 221［i.e. 421］ 422-531 p.
Signatures: ）（6 A-Z8 Aa-Kk8 Ll2

　The title page of H6 is not identical to that of Gk4 and N1.

L1 T2 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Zweyter Theil. Verbesserte und vermehrte 
Auflage. WIEN, bey Joseph Kurzböck, k. k. illyrisch- und orien-
t a l i s c h e n  H o f -  w i e  a u c h  N .  O e .  L a n d s c h a f t s -  u n d 
Universitätsbuchdruckern. 1771

［8］, ［1］, 2-326, ［Register: 9］ p. 
Signature: *4 A-X8

第 3 版、第 1 巻 
GK3

K2

Josephs von Sonnenfels, kaiserl. königl. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft. Erster Theil, Dritte Aufl age. WIEN, gedruckt bey 
Johann Thomas Edlen von Trattnern, kaiserl. königl. Hofbuchdruckern 
und Buchhändlern. 1770. 

［12］, ［1］, 2-20, ［21-23］, 24-272, 283-331［i.e. 273-321］, 320［i.e. 322］, 
333-335［i.e. 323-325］, 324［i.e. 326］, 335［i.e. 327］, 338-339［i.e. 328-
329］, 330-331, 342-343［i.e. 332-333］, 334-335, 346［i.e. 336］, 437［i.e. 
337］, 48［i.e. 338］, 349-410［i.e. 339-400］ p. 
Signature: ）（6 A-Z8 Aa8 Bb2 Cc8 （Cc7, Cc8 blank?）
　Cc の折記号が、Cc C2 Cc3 C4 Cc5と混乱している。

Josephs von Sonnenfels, kaiserl. königl. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft. Erster Theil, Dritte Aufl age. WIEN, gedruckt bey 
Johann Thomas Edlen von Trattnern, kaiserl. königl. Hofbuchdruckern 
und Buchhändlern. 1770. 

［12］, ［1］, 2-20, ［21-23］, 24-272, 283-331［i.e. 273-321］, 320-321［i.e. 
322-323］, 334-335［i.e. 324-325］, 324-325［i.e. 326-327］, 338-339［i.e. 
328-329］, 330-331, 342-343［i.e. 332-333］, 334-335, 346［i.e. 336］, 437

［i.e. 337］, 48［i.e. 338］, 349-410［i.e. 339-400］ p. 
Signature: ）（6 A-Z8 Aa8 Bb2 Cc8 （Cc7, Cc8 blank） 
　Cc の折記号が、Cc C2 Cc3 C4 Cc5と混乱している。
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H7 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey, Hand-lung und 
Finanzwissenschaft. Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Erster Theil: Dritte Aufl age. WIEN, bey  Joseph 
Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientali-schen Hof- wie auch N. Oe. 
Landschafts- und Universitätsbuchdruckern 1770. 

［1-15］, 16-38, ［39-41］, 42-233, 334［i.e. 234］, 235-293, 244［i.e. 295］, 
295-345, 336-337［i.e. 346-347］, 348-430, 531［i.e. 431］, 432-472 p. 
Signature: A-Z8 Aa-Ff8 Gg4

第 3 版、第 1 巻 
GK6

N3 

Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey- Handlung- und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey- Handlung- und 
Finanzwissenschaft. Erster Theil Dritte Aufl age. WIEN, bey Joseph 
Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientalischen Hof- wie auch N. Oe. 
Landschafts- und Uni-versitätsbuchdruckern. 1777. 

［1-15］, 16-38, ［39-41］, 42-181, 82［i.e. 182］, 183-242, 140［i.e. 243］, 
244-420, 422［i.e. 421］, 422, 305［i.e. 423］, 424-448, 445［i.e. 449］, 450-
472 p.
Signature: A-Z8 Aa-Ff8 Gg4

Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey- Handlung- und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey- Handlung- und 
Finanzwissenschaft. Erster Theil Dritte Aufl age. WIEN, bey Joseph 
Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientalischen Hof- wie auch N. Oe. 
Landschafts- und Uni-versitätsbuchdruckern. 1777. 

［1-15］, 16-38, ［39-41］, 42-160, 116［i.e. 161］, 162-181, 82［i.e. 182］, 
183-242, 140［i.e. 243］, 244-420, 422［i.e. 421］, 422, 305［i.e. 423］, 424-
448, 445［i.e. 449］, 450-472 p. 
Signature: A-Z8 Aa-Ff8 Gg4

K3 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. Oe. Regierungsraths, 
ordentlichen, öff entlichen Lehrers der Polizey, Hand-lung und 
Fin anzwissenschaft［sic］ Grundsätze der Polizey, Handlung und 
Finanzwissenschaft: Erster Theil. Dritte Aufl age. WIEN, bey Joseph 
Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientali-schen Hof- wie auch N. Oe. 
Landschafts- und Universitätsbuchdruckern. 1777 （reprint. ［2009］）. 

［1-15］, 16-169, 107［i.e. 170］, 171-379, 389［i.e. 380］, 381-472 p. 
Signature: A-Z8 Aa-Ff8 Gg4

　The title page of K3 is not identical to that of Gk6.

L3 T1 Josephs von Sonnenfels k. k. wirkl. N. O. Regierungsraths, 
ordentlichen, öffentlichen Lehrers der Polizey- Handlungs- und 
Finanzwissenschaft Grundsätze der Polizey- Handlung- und 
Finanzwissenschaft. Erster Theil. Dritte Aufl age. WIEN, bey Joseph 
Kurzböck, k. k. illyrisch- und orientalischen Hof- wie auch N. Oe. 
Landschafts- und Univer-sitätsbuchdruckern, 1777. 

［1-11］, 12-26, ［27-29］, 30-211, 122［i.e. 212］, 213-300, ［Register: 11］ 
p. 
Signature: A-T8 U4
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第 5 ・増訂版、
第 1 巻 GK7

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k.  Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1786. 

［10］, ［1-3］, 4-117, ［118］, 119-329, 336［i.e. 330］, 331-448, 439-481［i.e. 
449-491］, 492, 483-530［i.e. 493-540］, 521［i.e. 541］, 532-533［i.e. 542-
543］, 524［i.e. 544］, 535-543［i.e. 545-553］, 554, 545-551［i.e. 555-561］, 
562 p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2 ?）

K4

（With exlibris of 
J o a n .  G e o r g . 
Danzer）

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k.  Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1786. 

［10］, ［1-3］, 4-37, 33［i.e. 38］, 39-248, 149［i.e. 249］, 250-327, 322［i.e. 
328］, 329, 336［i.e. 330］, 331-347, 248［i.e. 348］, 349-448, 439-484［i.e. 
449-494］, 385［i.e. 495］, 486-530［i.e. 496-540］, 521［i.e. 541］, 532-533

［i.e. 542-543］, 524［i.e. 544］, 535-543［i.e. 545-553］, 554, 545［i.e. 555］, 
446［i.e. 556］, 547-551［i.e. 557-561］, 562 p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2 ?）

K5 Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k.  Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1786. 

［10］, ［1-3］, 4-37, 33［i.e. 38］, 39-117, ［118］, 119-248, 149［i.e. 249］, 
250-327, 322［i.e. 328］, 329, 336［i.e. 330］, 331-347, 248［i.e. 348］, 349-
448, 439-484［i.e. 449-494］, 385［i.e. 495］, 486-530［i.e. 496-540］, 521

［i.e. 541］, 532-533［i.e. 542-543］, 524［i.e. 544］, 535-543［i.e. 545-553］, 
554, 545［i.e. 555］, 446［i.e. 556］, 547-552［i.e. 557-562］ p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2 ?）
　The title page of K5 is not identical to that of Gk7 and K6.
　Printing position of publication year “1786”.

第 5 ・増訂版、
第 1 巻 K6

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bey Joseph Edlen von Kurzbeck, k. k.  Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1787. 

［10］, ［1-3］, 4-37, 83［i.e. 38］, 39-63, 94［i.e. 64］, 65-198, 196［i.e. 199］, 
200-352, 355［i.e. 353］, 354-423, 224［i.e. 424］, 425-448, 439-486［i.e. 
449-496］, 497-500, 507［i.e. 501］, 502-508, 499［i.e. 509］, 510-540, 554

［i.e. 541］, 542-560, 551-552［i.e. 561-562］ p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2）



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

二
〇
一

K7 L4 Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bey Joseph Edlen von Kurzbeck, k. k.  Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1787. 

［10］, ［1-3］, 4-37, 83［i.e. 38］, 39-63, 94［i.e. 64］, 65-198, 196［i.e. 199］, 
200-352, 355［i.e. 353］, 354-423, 224［i.e. 424］, 425-448, 439-486［i.e. 
449-496］, 497-500, 507［i.e. 501］, 502-508, 499［i.e. 509］, 510-540, 554

［i.e. 541］, 542-560, 551-552［i.e. 561-562］ p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2 ?）
The title page of K7 and L4 is not identical to that of K6.

H8 Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbeck, k. k.  Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1787. 

［14］, ［1-3］, 4-423, 224［i.e. 424］, 425-428, 229［i.e. 429］, 430-436, 431
［i.e. 437］, 438-448, 439-507 ［i.e. 449-517］, 503［i.e. 518］, 509-552 ［i.e. 
519-562］ p. 
Signature: ）（7 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2 ?）
　The title page of H8 is not identical to that of K6, K7 and L4.

第 5 ・増訂版、
第 2 巻 GK8 

H9

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz; von Sonnenfels. Zu den
［sic］ Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-201, 200-201［i.e. 202-203］, 204-205, 204-205［i.e. 206-
207］, 208-224, 125［i.e. 225］, 226, 127［i.e. 227］, 228-230, 131［i.e. 231］, 
232-237, 138［i.e. 238］, 239-262, 26［i.e. 263］, 264-372, 372-374［i.e. 
373-375］, 376-461, 162［i.e. 462］, 463-596 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Oo8 Pp2 

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz; von Sonnenfels Zu den
［sic］ Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-209, 110［i.e. 210］, 211-224, 127［i.e. 225］, 226-376, 773
［i.e. 377］, 378-404, 407［i.e. 405］, 406-596 p.
Signature: ）（8 ; A-Z8 Aa-Oo8 Pp2

K8 Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz; von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbeck, k. k. Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-68, 44［i.e. 69］, 70-118, 11［i.e. 119］, 120-272, 2［i.e. 273］, 
274-382, 38［i.e. 383］, 384-422, 523［i.e. 423］, 423［i.e. 424］, 425-596 p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Oo8 Pp2



二
〇
二

L5 Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz; von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbeck, k. k. Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-68, 44［i.e. 69］, 70-118, 11［i.e. 119］, 120-382, 38［i.e. 383］, 
384-422, 523［i.e. 423］, 423［i.e. 424］, 425-596 p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Oo8 Pp2

　The title page of K8 and L5 is not identical to that of GK8 and H9.

K9 Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz; von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Fünfte, vermehrte und verbesserte 
Aufl age. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbeck, k. k. Hofbuchdrucker 
Groß- und Buchhändler. 1787.

［12］, ［1］, 2-68, 44［i.e. 69］, 70-118, 11［i.e. 119］, 120-376, 773［i.e. 
377］, 378-590 p.
Signature: ）（6 A-Z8 Aa-Oo7

　）（7と）（8が、Oo8、Pp1と Pp2が欠落している。
　The title page of K9 is not identical to that of GK8 and （K8.and L5）. 

第 5 ・増訂版、
第 3 巻 GK9 

H10

K10

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker, Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-204, 20［i.e. 205］, 206-254, 155［i.e. 255］, 256-352, 335［i.e. 
353］, 354-497, 198［i.e. 498］, 499-520 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker, Groß- und Buchhändler: 1787. 

［16］, ［1］, 2-254, 155［i.e. 255］, 256-352, 335［i.e. 353］, 354-497, 198
［i.e. 498］, 499-520 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker, Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-190, 192［i.e. 191］, 192-352, 335［i.e. 353］, 354-388, 893
［i.e. 389］, 390-433, 234［i.e. 434］, 435-520 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

　本来の折記号 Hh5が H5、Kk2が Kk とされている。



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

二
〇
三

K11 Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker, Groß- und Buchhändler. 1787.

［16］, ［1］, 2-254, 155［i.e. 255］, 256-497, 198［i.e. 498］, 499-520 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

　本来の折記号 Hh5が H5、Kk2が Kk とされている。
　K11は K10よりも厚みがある。
　K10　10.7 × 16.9 × 3.5 cm.
　K11　10.6 × 16.0 × 4.2 cm.

L6

K12

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker, Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-190, 192［i.e. 191］, 192-233, 34［i.e. 234］, 235-352, 335
［i.e.353］, 354-388, 893［i.e. 389］, 390-433, 234［i.e. 434］, 435-520 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Fünfte, vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien bei Joseph Edlen von Kurzbek, k. k. 
Hofbuchdrucker, Groß- und Buchhändler. 1787. 

［16］, ［1］, 2-190, 192［i.e. 191］, 192-352, 335［i.e. 353］, 354-388, 893
［i.e. 389］, 390-433, 234［i.e. 434］, 435-520 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

　The title page of L6 and K12 is not identical to that of GK9, H10, K10 
and K11.

第 6 版、第 1 巻
L7

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste Aufl age. Wien, bey Albert 
Camesina, Buchhändler in der untern Breunerstrasse. 刊行年なし
九州大学図書館所蔵本、書誌情報未確認

第 6 版、第 2 巻
K13

L8

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz; von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste Aufl age. Wein, bey Alb. 
Carmesina, Buchhändler in der untern Breunerstrasse No, 1189. 刊行
年なし

［14］, ［1］, 2-129, 0［i.e. 130］, 131-187, 184［i.e. 188］, 189-257, 158［i.e. 
258］, 259-586, 58［i.e. 587］, 588-592, ［Advertisement, 2］ p. 
Signature: ）（7 A-Z8 Aa-Oo8 広告ページには折記号なし

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz; von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste Aufl age. Wein, bey Alb. 
Carmesina, Buchhändler in der untern Breunerstrasse No, 1189. 刊行
年なし
九州大学図書館所蔵本、書誌情報未確認



二
〇
四

第 6 版、第 3 巻
L10

L9

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz, von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste Aufl age. Wein, bey Alb. 
Camesina, Buchhändl. in der untern Bräunerstrasse. 刊行年なし

［16］, ［1］-15, 61［i.e. 16］, 17-91, 29［i.e. 92］, 93-353, 254［i.e. 354］, 355-
499.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Hh8 Ii2

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz, von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste Aufl age. Wein, bey Alb. 
Camesina, Buchhändl. in der untern Bräunerstrasse. 刊行年なし
九州大学図書館所蔵本、書誌情報未確認

第 6 ・増訂版、
第 1 巻
GK10

K14

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste vermehrte und 
verbesserte Aufl age. Wien bey Joseph Camesina und Kompagnie, in der 
untern Breunerstrasse. 1798. 

［10］, ［1-3］, 4-234, 255［i.e. 235］, 136［i.e. 236］, 237-270, 171［i.e. 271］, 
272-300, 197［i.e. 301］, 302-322, 307［i.e. 323］, 324-347, 248［i.e. 348］, 
349-428, 229［i.e. 429］, 430-448, 439-548［i.e. 449-558］, 349［i.e. 559］, 
550-552［i.e. 560-562］ p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn1 （－ Nn2 ?）
　本来の折記号 Kk2が、K2とされている。

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste vermehrte und 
verbesserte Aufl age. Wien bey Joseph Camesina und Kompagnie, in der 
untern Breunerstrasse. 1798. 

［10］, ［1-3］, 4-234, 255［i.e. 235］, 136［i.e. 236］, 237-270, 171［i.e. 271］, 
272-300, 197［i.e. 301］, 302-322, 307［i.e. 323］, 324-347, 248［i.e. 348］, 
349-428, 229［i.e. 429］, 430-448, 439-548［i.e. 449-558］, 349［i.e. 559］ 
550-552［i.e. 560-562］ p. 
Signature: ）（5 A-Z8 Aa-Mm8 Nn2 （Nn2, blank）
　本来の折記号 Kk2が、K2とされている。

第 6 ・増訂版、
第 2 巻
GK11

K15

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien, 1798. Bey Joseph Camesima und 
Compagnie, in der untern Breunerstrasse Nro. 1189.

［16］, ［1］, 2-165, 142［i.e. 166］, 167-193, 196［i.e. 194］, 195-384, 389
［i.e. 385］, 386-520, 527［i.e. 521］, 522-523, 526［i.e. 524］, 525-594, 593
［i.e. 595］, 596 p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Oo8 Pp2

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Sechste vermehrte und 
verbesserte Auflage. Wien, 1798. Bey Joseph Camesima und 
Compagnie, in der untern Breunerstrasse Nro. 1189.

［16］, ［1］, 2-165, 142［i.e. 166］, 167-193, 196［i.e. 194］, 195-243, 

2

44 
［i.e. 244］, 245-384, 389［i.e. 385］, 386-520, 527［i.e. 521］, 522-523, 526
［i.e. 524］, 525-594, 593［i.e. 595］, 596 p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Oo8 Pp2



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
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イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
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原
理
』（
川
又
）

二
〇
五

第 6 ・増訂版、
第 3 巻
GK12

K16

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Sechste, vermehrte und 
verbesserte Aufl age. Wien, bei Joseph Camesina und Comp. Buchhändl. 
in der untern Bräunerstrasse. 刊行年なし

［16］, ［1］, 2-62, 65［i.e. 63］, 64-207, 203［i.e. 208］, 209-314, 319［i.e. 
315］, 316-338, 33［i.e. 339］, 340-374, 37［i.e. 375］, 876［i.e. 376］, 377-
520 p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums: Sechste, vermehrte und 
verbesserte Aufl age. Wien, bei Joseph Camesina und Comp. Buchhändl. 
in der untern Bräunerstrasse. 刊行年なし

［16］, ［1］, 2-62, 65［i.e. 63］, 64-338, 33［i.e. 339］, 340-375, 876［i.e. 
376］, 377-520 p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk4

第 7 ・改訂版、
第 1 巻
L11

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Siebente verbesserte Auflage. 
Wien, 1804 in der Camesinaischen Bucuhandlung.

［16］, ［1-3］, 4-80, 18［i.e. 81］, 82-145, 156［i.e. 146］, 147-172, 17［i.e. 
173］, 174-224, 229［i.e. 225］, 226-351, 252［i.e. 352］, 353-361, ［362-
363］, 364-514 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk1 （－ Kk2 ?）

第 7 ・改訂版、
第 2 巻
L12 H11

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz: von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Siebente verbesserte Auflage. 
Wien, bey Alb. Camesina, Buchhändler in der untern Breunerstrasse 
Nro. 1189. 刊行年なし（1804 or 1805）

［14］, ［1］, 2-125, 129［i.e. 126］, 127-142, 14［i.e. 143］, 144-246, 246［i.e. 
247］, 248-384, 853［i.e. 385］, 386-539, ［Advertisement, 5］ p. 
Signature: ）（7 A-Z8 Aa-Ll8

第 7 ・改訂版、
第 3 巻
L13 H12

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz, von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Siebente verbesserte Auflage. 
Wien 1805, in der Camesinaischen Buchhandlung.

［16］, ［1］, 2-17, 28［i.e. 18］, 19-219, 230［i.e. 220］, 221-224, 22［i.e. 
225］, 226-230, 312［i.e. 231］, 232-366, 167［i.e. 367］, 368-493, 

［Verzeichniß, 3］ p.
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Hh8

第 8 版、第 1 巻
GK13 K17 L14 H13

Grundsätze der Polizey, Handlung, und Finanz: von Sonnenfels. Zu 
dem Leitfaden des politischen Studiums. Erster Theil. Achte Aufl age. 
Wien, 1819 （復刻版、1970）, im Verlag von Heubner und Volke.

［I-III］, IV-XVI, ［1-3］, 4-459, 60［i.e. 460］, 461-514 p. 
Signature: ）（8 A-Z8 Aa-Ii8 Kk1 （－ Kk2 ?）
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第 8 版、第 2 巻
GK14 L15 H14

K18

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz: von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Zweyter Theil. Achte Auflage. 
Wien 1822. Verlag von Friedrich Volke.

［I-V］, VI-XI, ［XII］, ［1］, 2-539 p. 
Signature: π6 A-Z8 Aa-Kk8 Ll4 Mm2

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz: von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Zweyter Theil. Achte Auflage. 
Wien 1822 （復刻版、1970）. Verlag von Friedrich Volke.

［I-V］, VI-XI, ［XII］, ［1］, 2-220, ［221］, 222-318, 31［i.e. 319］, 320-539 
p. 
Signature: π6 A-Z8 Aa-Kk8 Ll4 Mm2

第 8 版、第 3 巻
GK15 K19 L16 H16

Grundsätze der Polizey, Handlung und Finanz: von Sonnenfels. Zu dem 
Leitfaden des politischen Studiums. Dritter Tehil. Achte Auflage. 
Wien 1822 （復刻版、1970）. Verlag von Friedrich Volke. 

［I-V］, VI-XIV, ［1］, 2-492, ［Advertisement, 3］ p. 
Signature: π7 A-Z8 Aa-Hh8

表 6　『基本原理』刊行年

刊行年 第 1 巻 第 2 巻 第 3 巻

1765 初版

1768 第 2 ・増訂版

1769 初版

1770 第 3 版

1771 増訂版

1776 初版

1777 第 3 版

1786 第 5 ・増訂版

1787 第 5 ・増訂版 第 5 ・増訂版 第 5 ・増訂版

？ 第 6 版 第 6 版 第 6 版

1798 第 6 ・増訂版 第 6 ・増訂版 第 6 ・増訂版？

1804 第 7 ・改訂版 第 7 ・改訂版

（1804 or 1805）1805 第 7 ・改訂版

1819 第 8 版

1822 第 8 版 第 8 版
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二
〇
七

と
、
第
六
版
に
つ
い
て
は
、
第
六
・
増
訂
版
と
オ
グ
リ
ス
が
取
り
違
え
た

可
能
性
も
残
っ
て
い
る
。
一
方
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
は
各
版
の
表
題
頁
に

版
表
示
を
し
て
い
る
の
で
、
オ
グ
リ
ス
が
第
四
版
と
第
五
・
増
訂
版
と
を

取
り
違
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
オ
グ
リ
ス
が
記
述

し
て
い
る
第
三
版
、
第
四
版
、
第
六
版
が
実
際
に
存
在
す
る
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

加
え
て
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
・
ク
レ
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
本
の
、

第
三
版
の
第
一
巻
（
一
七
七
七
年
）、
増
訂
版
の
第
二
巻
（
一
七
七
一
年
）、

そ
し
て
初
版
の
第
三
巻
（
一
七
七
六
年
）
の
全
三
冊
が
同
じ
装
丁
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
大
学
法
学
部
図
書
館
が
所
蔵
す
る
同
三
巻
本
も
ま
た
、
背

表
紙
が“S

onnenfels G
rundsätze ”

と
さ
れ
た
同
じ
装
丁
と
な
っ
て
い

る
。
も
し
か
す
る
と
こ
れ
ら
三
巻
は
、
刊
行
年
の
表
記
は
違
う
も
の
の
同

時
期
に
刊
行
さ
れ
て
製
本
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
第
二
巻
、

第
三
巻
は
第
三
版
、
第
四
版
な
ど
の
改
訂
が
な
さ
れ
ず
に
、
第
二
巻
は
増

訂
版
か
ら
、
第
三
巻
は
初
版
か
ら
直
接
に
第
五
・
増
訂
版
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

改
訂
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
七
七
七
年
か
ら
一
七
八
六
年
ま
で
の

間
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
『
基
本
原
理
』
が
存
在
す
る
の
か
、

も
今
後
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
解
答
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
表
6
や
表
7
、
そ
し
て
表

8
（
今
回
参
照
し
た
『
基
本
原
理
』
の
参
照
・
所
蔵
先
）
を
補
充
し
、
空

欄
を
埋
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

4　

お
わ
り
に

│
今
後
の
課
題

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
『
基
本
原
理
』
は
、
版
を
八
回
重
ね
て
い
る
こ
と

は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
に
引
用
し
た
オ
グ
リ
ス
の
注
記

（
13
）と
表
6
と
を
対
照
さ
せ
た
も
の
が
表
7
で
あ
る
。

オ
グ
リ
ス
は
残

念
な
が
ら
、
第
一

巻
各
版
原
典
の
所

蔵
先
を
明
記
し
て

い
な
い
の
で
、

一
七
七
一
年
刊
行

の

第

三

版
、

一
七
八
六
年
刊
行

の
第
四
版
、
そ
し

て
一
七
九
八
年
刊

行
の
第
六
版
原
典

を
筆
者
は
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
第
三
版

に
つ
い
て
は
、
第

二
巻
増
訂
版

（
一
七
七
一
年
）

表 7　『基本原理』第一巻の刊行年対照表

オグリスが記述した刊行年 筆者が確認した刊行年

第 1 巻初版 1765年 1765年

　〃　第 2 増訂版 1768年 1768年

　〃　第 3 版 1771年 1770年
1777年

　〃　第 4 版 1786年 未確認

　〃　第 5 ・増訂版 1787年 1786年
1787年

　〃　第 6 版 1798年 刊行年不明

　〃　第 6 ・増訂版 1798年

　〃　第 7 ・改訂版 1804年 1804年

　〃　第 8 版 1819年 1819年
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表 8　『基本原理』参照・所蔵先

原典記号 日本大学経済学部図書館所蔵ゴールドスミス・クレス・ライブラリー　
Goldsmiths’-Kress Library of Economic Literature in：Nihon University 
College of Economics Library

GK1 （1765）
GK2 （1769）

R. 835 no. 10066.5. Call number: MF||Y||1928　0904316

GK3 （1770） R. 961 no. 10683.8 Call number: MF||Y||1928　0904316

GK6 （1777）
GK4 （1771）
GK5 （1776）

R. 980 no. 10796.15 Call number: MF||Y||1928　0904316

GK7 （1786）
GK8 （1787）
GK9 （1787）

R. 1323 no. 13150.13 Call number: MF||Y||1581　 0901326

GK10 （1798）
GK11 （1798）
GK12

R. 345 no. 17254.22-2, suppl. Call number: MF||Y||3539　0902017

GK13 （1819）
GK14 （1822） 
GK15 （1822）

R. 2193 no. 22336 Call number: MF||Y||2453　0902553

原典記号 大学図書館請求記号　あるいは　URL

N1 日本大学法学部図書館　Call number: 331.314||So 43||2
Nihon university, College of Law Library

N2 日本大学法学部図書館　Call number: 331.314||So 43||3

N3 日本大学法学部図書館　Call number: 331.314||So 43||1

H1 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:221
Hitotsubashi University Library

H2 一橋大学図書館　Call number: Franklin:6689

H3 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:219:3

H4 一橋大学図書館　Call number: Franklin:6688

H5 一橋大学図書館　Call number: Franklin:6687

H6 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:219:2

H7 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:219:1

H8 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:220:1

H9 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:220:2

H10 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:220:3

H11 一橋大学図書館　Call number: 貴 B:43:2

H12 一橋大学図書館　Call number: 貴 B:43:3

H13 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:222:1貴 B:43:1

H14 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:222:2

H15 一橋大学図書館　Call number: Menger/A.D.:222:3
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二
〇
九

T1-3 東京大学経済学部資料室　3 v. in 1　 Call number: 1:323
University of Tokyo Library

L1 https://play.google.com/books/reader?id=N-kTAAAAQAAJ&printsec=front
cover&output=reader&hl=ja&pg=GBS.PP2

L2 https://books.google.co.jp/books/about/Grunds%C3%A4tze_der_Polizey_
Handlung_und_Fin.html?id=m1pLAAAAcAAJ&redir_esc=y
フルダ大学図書館　Call number: StW A 4/30
https://hds.hebis.de/hlbfu/Record/HEB181036215

L3 https://books.google.co.jp/books/about/Grunds%C3%A4tze_der_Polizey_
Handlung_und_Fin.html?id=FlpLAAAAcAAJ&hl=ja

L4 トロント大学図書館　Call number AGF-5153
https://archive.org/details/grundstzederpo01sonnuoft

L5 トロント大学図書館　Call number AGF-5153
https://archive.org/details/grundstzederpo02sonnuoft

L6 トロント大学図書館　Call number AGF-5153
https://archive.org/details/grundstzederpo00sonn

L7 九州大学図書館　Call number: S.G./2014/E（1）
Kyushu University Library

L8 九州大学図書館　Call number: S.G./2014/E（2）

L9 九州大学図書館　Call number: S.G./2014/E（3）

L10 関西学院大学図書館　Call number: 336:505:130
Kwansei Gakuin University Library

L11

L12

L13

ミシガン大学図書館
http://catalog.hathitrust.org/Record/001886943?type［］=all&lookfor［］
=Grunds%C3%A4tze%20der%20Polizey%2C%20Handlung%2C%20und%20
Finanz%20%3A%20Zu%20dem%20Leitfaden%20des%20politischen%20
Studiums&ft=

L14 https://books.google.co.jp/books?id=vMpMAAAAIAAJ&printsec=frontcover
&hl=ja&source=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false

L15 https://books.google.co.jp/books?id=0s9MAAAAIAAJ&printsec=frontcover
&hl=ja&source=gbs_ge_summary_r&cad=0#v=onepage&q&f=false

L16 https://books.google.co.jp/books?id=VtFMAAAAIAAJ&pg=PA495&lpg=PA
495&dq=Grunds%C3%A4tze+der+Polizey,+Handlung,+und+Finanz.+1822&so
urce=bl&ots=0Go_o2xkpj&sig=sGudKZJSR-rYgFNByrDYI4HOOKs&hl=ja
&sa=X&ved=0CB0Q6AEwAGoVChMI58rg_-ufxwIVpxumCh2zLgO1#v=
onepage&q=Grunds%C3%A4tze%20der%20Polizey%2C%20Handlung%2C%20
und%20Finanz.%201822&f=false

K1-19 川又個人蔵　Kawamata’s personal books.

ゾネンフェルスの『基本原理』各版は、http://reader.digitale-sammlungen.de/de/fs1/
object/display/bsb10767320_00005.html
あるいは
カリフォルニア大学図書館　Call number: SRLF_UCLA:LAGE-3226075
https://archive.org/details/gross を初めとして、内外の図書館ページやグーグルで公開
されている。
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注（
1
） 

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
有
名
な
銅
像
と
し
て
一
つ
目
は
、
マ
リ
ア･

テ
レ
ジ

ア
広
場
に
あ
る
マ
リ
ア･

テ
レ
ジ
ア
の
銅
像
の
台
座
に
ハ
ウ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
と

と
も
に
描
か
れ
て
い
る
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
像
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
ウ
ィ
ー
ン

市
庁
舎
前
の
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
立
像
で
あ
る
。
三
つ
目
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
ア

ル
カ
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
内
の
胸
像
で
あ
る
。

（
2
） 

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
コ
ペ
ツ
キ
ー

（F
ranz K

opetzky

）
や
、
ジ
モ
ン
・
カ
ー
ス
テ
ン
ス
（S

im
on K

arstens

）、

ド
ル
フ
・
リ
ン
ト
ナ
ー
（D

olf L
indner

）
の
著
作
を
参
照
せ
よ
。

（
3
） 

拙
稿
参
照
。
川
又
祐
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』」『
日
本

大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
第
二
巻
、
平
成
二
一
年
。

（
4
） 

本
書
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
図
書
館
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://dl.ub.uni-freiburg.de/diglit/sonnenfels1757
S

p
ecim

en
 ju

ris G
erm

a
n

ici d
e rem

ed
iis ju

ris, ju
ri R

om
a

n
o 

in
cogn

itis. A
d

 W
esten

berg. §. X
X

V
II. D

. d
e ju

d
iciis. S

u
bju

n
ctis 

position
ibu

s ex u
n

iversis P
an

d
ectaru

m
 partibu

s an
terioribu

s, 

q
u

a
s in

 fin
a

li d
isp

u
ta

tion
e p

rop
u

g
n

a
n

d
a

s su
scep

eru
n

t 

perilu
u

stres D
D

. M
ath

ias d
e H

aan
, et Joseph

u
s d

e S
on

n
en

fels, 

vin
d

obon
en

ses. In auditorio Juridico hora 4 pom
eridiana D

ie. 
V
iennae A

ustriae, T
ypis H

aeredum
 H

eyingeri, 1757.

（
5
） C

f., O
sterloh, S

. 31.

（
6
） 

ウ
ィ
ー
ン
大
学
公
文
書
館
（A

rchiv der U
niversität W

ien

）
の
分
類

記
号
（S
ignatur

）：A
T
-U

A
W

/C
A
 1.2.115

、
公
文
書
表
記
号
（S

ignatur 
A
rcivplan

）：C
A
 1.2.115

。
資
料
名
：“E

rnennung des Joseph von 
S
onnenfels zum

 P
rofessor der neu eingeführten P

olizei- und 
K
am

eralw
issenschaft ”.

http://scopeq.cc.univie.ac.at/Q
uery/detail.aspx?ID

=22100

（
7
） 

筆
者
が
所
有
し
て
い
る
『
基
本
原
理
』
の
手
引
き
書
や
ラ
テ
ン
語
訳
、
イ

タ
リ
ア
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

﹇A
nonym

,

﹈ L
eitfa

d
en

, in
 d

er P
o

lizey, H
a

n
d

lu
n

g
, u

n
d

 

F
in

an
zw

issen
sch

aft, zu
m

 G
ebrau

ch
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er S
tu

d
ieren

d
en. W

ien, 
gedruckt bey Joseph K

urzböcken, N
. O

e. L
andschafts und 

U
niversitätsbuchdruckern. 1770.

T
a

b
ella
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er E

n
tw
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rf ü

b
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ru
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d
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olizey, 
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z, vom
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e von
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en
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rten
 A

u
fla

ge. B
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Johann G
eorg G

astl, B
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attlergasse. 1791.
G

ru
n

d
ätze d

er S
taatspolizey, H

an
d

lu
n

g u
n

d
 F

in
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zw
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sch
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X
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en
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P
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Joseph von S
onnenfels, kaiserlich- königlichen, ordentlichen, 

öff entlichen P
rofessors der P

olizey und C
am

eral-w
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A
n
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en

 21. 

J
än

er, u
m

 d
ie 10. V

orm
ittgasstu

n
d

e verth
eid

igen
 w

ird
. W

ien, 
gedruckt und zu fi nden bey G

eorg L
udw

ig S
chulz, U

niversitäts-
buchdrucker in der R

öm
erstrasse. G

ooglebooks.

（
10
） 

赤
沢
元
務
に
よ
れ
ば
、
そ
の
出
典
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ゾ
ネ
ン

フ
ェ
ル
ス
は
ユ
ス
テ
ィ
の
『
国
家
経
済
学
』S

taatsw
irth

sch
aft

を
ウ
ィ
ー

ン
大
学
で
教
科
書
と
し
て
用
い
た
と
い
う
。
赤
沢
元
務
「
Ｊ
・
Ｈ
・
Ｇ
・
フ
ォ

ン
・
ユ
ス
テ
ィ
と
ベ
ル
リ
ン
の
啓
蒙
主
義
者
た
ち
」『
藝
文
研
究
』
慶
応
義
塾

大
学
藝
文
学
会
、
六
〇
号
、
一
九
九
二
年
、
六
三
頁
。

（
11
）（
12
）　

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
挙
げ
て
い
る
八
つ
の
文
献
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
が
挙
げ
た
文
献
の
版
、
刊
行
年
は
不
明
で
あ
る
。

H
örnigk, P

hilipp W
ilhelm

 von. Ö
sterreich

 ü
ber alles, w

an
n

 es n
u

r 

w
ill.

S
chröder, W

ilhelm
 von. F

ü
rstlich

e S
ch

atz=
 u

n
d

 R
en

t=
K

am
m

er. 
M

. C
. F

. 

（d.i. M
eixner C

.F
.

） A
n

m
erku

n
gen

 ü
ber d

ie n
atü

rlich
e 

B
esch

affen
h

eit.

A
nonym

. W
a

h
re u

n
d

 vortrefflich
e M

ittel, w
od

u
rch

 die k. k. 
E
rbkönigreiche und L

änder in einen glücklicheren und 
fl orissanteren Z

u
stan

d.

aerariae. P
osonii 1808. T

ypis et im
pensis G

eorgii A
loysii B

elnay.
P

rin
cip

ia
 p

olitia
e, com

m
ercii et rei a

era
ria

e. E
 germ

a
n

icis 

lu
cu

bra
tion

ibu
s cla

rissim
i viri J

osep
h

i S
on

n
en

fels L
a

tin
e 

red
d

ita
 a

 W
olfga

n
go B

eke, ... T
om

us 1. continens principia 
politiae. P

osonii 1823. T
ypis et im

pensis H
eredum

 B
elnayanorum

.
P

rin
cip

ia
 p

olitia
e, com

m
ercii et rei a

era
ria

e. E
 germ

a
n

icis 

lu
cu

bra
tion

ibu
s cla

rissim
i viri J

osep
h

i S
on

n
en

fels L
a

tin
e 

red
d

ita
 a

 W
olfga

n
go B

eke, ... T
om

us 2. continens principia 
com

m
ercii. P

osonii 1823. T
ypis et im

pensis H
eredum

 
B
elnayanorum

.
L

a scien
za d

el bu
on

 govern
o d

el sigor d
i S

on
n

en
fels T

rad
otto d

al 

T
ed

esco in
 Ita

lia
n

o. E
d

izion
e p

rim
a

 ven
eta

 D
iligen

tem
en

te 

corretta. In V
enezia 1785. A

ppresso G
iovanni V

itto In C
alle 

lunga a S
. M

aria F
orm

osa. C
on pubblica approvazione.

（
8
） 

拙
稿
参
照
。
川
又
祐
「
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
ォ

ン
・
ユ
ス
テ
ィ
の
国
家
と
科
学
と
の
関
係
」『
桜
文
論
叢
』
日
本
大
学
法
学
部
、

七
三
巻
、
二
〇
〇
九
年
。

（
9
） 

こ
の
就
任
講
演
の
原
典
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

Joseph von S
onnenfels kaiserlich königlichen, ordentlichen, 

öff entlichen P
rofessors der P

olizey und C
am

eral-w
issenschaften, 

A
n

trittsred
e geh

alten
 im

 N
ovem

ber 1763. W
ien, gedruckt m

it 
von E

helischen S
chriften. Im

 V
erlage P

aul K
raufens, 

B
uchhändlers in W

ien nächst der B
urg.

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
（B

ayerische S
taatsbibliothek

）
所
蔵
本　

http://reader.digitale-sam
m
lungen.de/de/fs1/object/display/

bsb10968021_00001.htm
l 



二
一
二

参
照
文
献

赤
沢
元
務
「
Ｊ
・
Ｈ
・
Ｇ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ス
テ
ィ
と
ベ
ル
リ
ン
の
啓
蒙
主
義
者
た

ち
」『
藝
文
研
究
』
慶
応
義
塾
大
学
藝
文
学
会
、
六
〇
号
、
一
九
九
二
年
、

六
三
頁
。

川
又
祐
「
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ス
テ
ィ
の
国

家
と
科
学
と
の
関
係
」『
桜
文
論
叢
』
日
本
大
学
法
学
部
、
七
三
巻
、
二
〇
〇
九

年
。

川
又
祐
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』」『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百

二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
第
二
巻
、
二
〇
〇
九
年
。

K
opetzky, F

ranz. Josef u
n

d
 F

ran
z von

 S
on

n
en

fels. D
as L

eben
 u

n
d

 

W
irken

 ein
es ed

len
 B

rü
d

erp
a

a
res. V

erlag von M
oritz P

erles. 
W

ien. 1882.
L
indner, D

olf. D
er M

an
n

 oh
n

e V
oru

rteil. Joseph
 von

 S
on

n
en

fels 

( 1733-1817). Ö
sterreichischer B

undesverlag. W
ien. 1983.

M
ayer, A

nton. “T
rattner, Johann T

hom
as E

dler von ” in: A
llgem

ein
e 

D
eu

tsch
e B

iograph
ie. 38, 1894. S

. 499-501. https://gso.gbv.de/
D
B
=1.65/

O
gris, W

erner 

（hrsg

）. J
osep

h
 von

 S
on

n
en

fels G
ru

n
d

sä
tze d

er 

P
olizey. C

. H
. B

eck, M
ünchen. 2003.

O
sterloh, K

arl-H
einz. Joseph

 von
 S

on
n

en
fels u

n
d

 d
ie österreich

isch
e 

R
eform

bew
egu

n
g im

 Z
eitalter d

es au
fgeklärten

 A
bsolu

tism
u

s. 

E
in

e S
tu

d
ie zu

m
 Z

u
sam

m
en

h
an

g von
 K

am
eralw

issen
sch

aft u
n

d
 

V
erw

a
ltu

n
gsp

ra
xis. M

atthiesen V
erlag. L

übeck und H
am

burg. 
1970.

R
einalter, H

elm
ut 

（hrsg

）. J
osep

h
 von

 S
on

n
en

fels. V
erlag der 

Ö
sterreichischen A

kadem
ie der W

issenschaften. W
ien. 1988

B
echer, Johann Joachim

. B
ed

en
k

en
 von

 M
a

n
u

fa
k

tu
ren

 in
 

D
eu

tsch
lan

d
.

V
ogem

ont, L
othar. D

eu
tsch

lan
d

s verm
eh

rter W
oh

lstan
d

.

B
ode, H

einrich von. F
ü

rstlich
e M

ach
t-K

u
n

st.

Jörger. V
ota C

am
eralia.

筆
者
は
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
『
考
察
』
の
原
典
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
13
）　

ラ
イ
ナ
ル
タ
ー
は
、
自
著
に
お
け
る
原
典
目
録
で
次
の
よ
う
に
記
述
し
て

い
る
（R

einalter, p.249.
）。“G

rundsätze der P
olizey, H

andlung 
und F

inanzw
issenschaft. B

d. 1: D
ie P

olizey 

（3W
ien 1770, 

5W
ien 

1787

）, B
d. 2: H

andlung 

（W
ien 1789

）, B
d. 3: F

inanzw
issenschaft 

（1772

）. ”

一
七
八
九
年
刊
の
第
二
巻
と
一
七
七
二
年
刊
の
第
三
巻
は
、
筆
者
未

見
で
あ
る
。
オ
グ
リ
ス
は
、『
基
本
原
理
』
第
一
巻
を
復
刻
す
る
に
際
し
て
、

次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
第
一
巻
の
初
版
は
一
七
六
五
年
に
刊
行
さ
れ

た
…
。
第
二
版
は
、
…
一
七
六
八
年
に
、
第
三
版
は
一
七
七
一
年
に
、
第
四
版

は
一
七
八
六
年
に
、
第
五
版
は
一
七
八
七
年
に
、
第
六
版
は
一
七
九
八
年
に
、

第
七
版
は
一
八
〇
四
年
に
、
第
八
版
は
一
八
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
（O

gris, 
p.299.

）」。

（
14
）　

出
版
者
の
生
年
、
没
年
は
、
マ
イ
ヤ
ー
（A

nton M
ayer

）
とV

D
18

に

お
け
る
記
載
を
参
照
。

M
ayer, A

nton, “T
rattner, Johann T

hom
as E

dler von ” in: A
llgem

ein
e 

D
eu

tsch
e B

iograph
ie 38. 1894. p. 499-501. 

V
D
18: https://gso.gbv.de/D

B
=1.65/

（
15
）　

本
稿
を
準
備
し
て
い
る
間
に
、
レ
イ
ネ
ル
ト
と
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
論
稿
が

刊
行
さ
れ
た
。
彼
ら
も
ま
た
、
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
『
基
本
原
理
』
に
つ
い
て

簡
単
な
目
録
を
作
成
し
て
い
る
（C

f., R
einert and C

arpenter, p.51.

）。



ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
『
ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
商
業
お
よ
び
財
政
の
基
本
原
理
』（
川
又
）

二
一
三

in
 d

en
 G

esch
äften

 d
er S

taatsw
irtsch

aft. G
eh

alten
 im

 N
ovem

ber 

1763. N
ebst an

geh
än

gten
 L

eh
rsätzen

 au
s d

er E
in

leitu
n

g in
 d

ie 

P
olizey u

n
d

 C
a

m
era

lw
issen

sch
a

ften
: w

elch
e A

m
brosiu

s von
 

S
trah

len
d

orf, au
s K

ärn
th

en
 von

 K
lagen

fu
rt, in

 d
em

 gew
öh

n
lich

en
 

H
örsa

le d
er K

a
m

era
lvorlesu

n
gen

 d
en

 21. J
ä

n
er, u

m
 d

ie 10. 

V
orm

ittgasstu
n

d
e verth

eid
igen

 w
ird

. W
ien, gedruckt und zu fi nden 

bey G
eorg L

udw
ig S

chulz, U
niversitäts-buchdrucker in der 

R
öm

erstrasse. 

﹇1764

﹈.

　

https://books.google.co.jp/

※
本
文
中
に
示
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
二
〇
一
六
年
現
在
の
も
の
で
あ
る
。

R
einert, E

rik S
., C

arpenter, E
., “G

erm
an L

anguage E
conom

ic 
B
estsellers before 1850 A

lso intoducing G
iovannni B

otero as a 
C
om

m
on R

eference P
oint of C

am
eralism

 and M
ercantilism

. ” in: 
E

con
om

ic G
row

th
 an

d
 th

e O
rigin

s of M
od

ern
 P

olitical E
con

om
y. 

E
con

om
ic R

eason
s of S

tate, 1500-2000. R
össner, P

hilipp R
. 

（ed

）. 
R
outledge, L

ondon and N
ew

 Y
ork. 2016.

S
onnenfels, Joseph von. G

ru
n

d
sätze d

er P
olizey, H

an
d

lu
n

g, u
n

d
 

F
in

an
z.

S
onnenfels, Joseph von. G

rundsätze der P
olizey, H

andlung und 
F
inanzw

issenschaft: E
rster T

heil. D
ritte A

uflage. W
IE

N
, bey 

Joseph K
urzböck, k. k. illyrisch- und orientali-schen H

of- w
ie auch 

N
. O

e. L
andschafts- und U

niversitätsbuchdruckern. 1777. R
eprint 

﹇2009

﹈, B
ibliolife.

本
書
（
川
又
個
人
蔵
：
K3
）
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
「
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
．
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
所
蔵
本
の
復
刻
と
思
わ
れ
る
。

https://archive.org/details/gross
Joseph von S

onnenfels kaiserlich königlichen, ordentlichen, 
öffentlichen P

rofessors der P
olizey und C

m
eral-w

issenschaften, 
A

n
trittsred

e geh
alten

 im
 N

ovem
ber 1763. W

ien, gedruckt m
it von 

E
helischen S

chriften. Im
 V

erlage P
aul K

raufens, B
uchhändlers in 

W
ien nächst der B

urg. 

﹇1764

﹈.

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
（B

ayerische S
taatsbibliothek

）
所
蔵
本　

http://reader.digitale-sam
m
lungen.de/de/fs1/object/display/

bsb10968021_00001.htm
l

Joseph von S
onnenfels, kaiserlich- königlichen, ordentlichen, 

öffentlichen P
rofessors der P

olizey und C
am

eral-w
issenschaften, 

A
n

trittsred
e von

 d
er U

n
zu

län
glich

keit d
er allein

igen
 E

rfah
ru

n
g 



二
一
四

S
um

m
ary

Joseph von Sonnenfels and his G
ru

n
d

sätze d
er P

olizey, H
an

d
lu

n
g, 

u
n

d
 F

in
an

z.

P
rofessor H

iroshi K
aw

am
ata, N

ihon U
niversity C

ollege of L
aw

Joseph von S
onnenfels 

（1733-1817

） is considered as one of the typical 
cam

eralists. H
is m

asterpiece is the textbook at W
ien, G

ru
n

d
sätze d

er 

P
olizey, H

a
n

d
lu

n
g, u

n
d

 F
in

a
n

z 
（3 vols.

）. T
he first volum

e of 
G

ru
n

d
sätze is published in 1765, the second in 1769 and the third in 

1776. T
he first edition of the first volum

e is published in 1765, the 
second, revised and enlarged is in 1768, the third is in 1770 and 1777, 
the fifth, revised and enlarged is in 1786 and 1787, the sixth is 
unfortunately w

ithout publication year, the sixth, revised and enlarged 
is in 1798, the seventh and revised is in 1804, the eighth is in 1819. T

he 
first volum

e goes through at least 8 editions and 10 publications. In 
addition, each volum

es of G
ru

n
d

sätze have a lot of estates 

（versions

）. I, 
how

ever, regret m
y inability to find the fourth edition of that. 

S
onnenfels ’ G

ru
n

d
sä

tze have been used as textbook still in 19th 
century. In the future, I m

ust give a full historical picture of the 
G

ru
n

d
sätze’s publication.
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政
経
研
究
所
共
同
研
究
最
終
報
告
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」

東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治

日
本
・
韓
国
・
北
朝
鮮
・
中
国
の
国
境
地
域
の
現
状

目　
　

次

は
じ
め
に

第
一
部　

現
地
調
査
に
よ
る
報
告
と
分
析

一
、
中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在 

佐
渡
友　
　
　

哲

 

孔　
　
　

義　

植

二
、
竹
島
・
独
島
か
ら
見
る
日
本
と
韓
国
の
現
在 

横　

田　

将　

志

二
一
七



第
二
部　

竹
島
・
独
島
を
め
ぐ
る
日
本
と
韓
国
の
現
状

一
、
竹
島
・
独
島
問
題
め
ぐ
る
視
点 

佐
渡
友　
　
　

哲

二
、
竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
【
論
説
】 

山　

田　

光　

矢

第
三
部　

資
料

一
、
韓
国
の
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て 

孔　
　
　

義　

植

 

崔　
　
　

永　

鎬

は
じ
め
に

日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
で
は
二
〇
一
四
年
度
よ
り
、「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
ヶ
年
計
画
で
共
同
研
究
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
東
ア
ジ
ア
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
隣
接
す
る
韓
国
（
北
朝
鮮
を
含
む
）
や
中
国
（
台
湾
を
含
む
）
と
日
本
の
関
係

に
注
目
し
研
究
を
し
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
・
中
国
・
台
湾
・
韓
国
・
北
朝
鮮
の
政
治
的
関
係
を
理
論
的
に
分
析
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
足
元
の
国
境
地
域
で
何
が
起
こ
り
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
交
流
史
が
あ
り
、
そ
こ
に
政
治
的
影
響
が
ど
の
よ
う
に

及
ん
で
い
る
の
か
な
ど
に
関
心
を
向
け
、
現
地
調
査
を
中
心
に
研
究
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
現
場
で
起
き
て
い
る
現
実
に
つ
い
て
の
実
証

二
一
八



政
経
研
究
所
共
同
研
究
最
終
報
告
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」

的
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
韓
国
と
の
関
係
で
は
釜
山
と
対
馬
を
訪
問
し
、
台
湾
と
の
関
係
で
は
台
湾
宜
蘭
県
蘇
澳
鎮
と
沖
縄
県
八
重
山

地
域
を
訪
問
し
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

昨
年
度
は
、
夏
に
は
中
国
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
を
訪
問
し
、
延
吉
市
を
拠
点
に
中
国
と
北
朝
鮮
の
国
境
の
実
態
を
中
心
に
現
地

調
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
三
月
に
は
韓
国
慶
尚
北
道
鬱
陵
郡
鬱
陵
邑
を
訪
問
し
、
崔
永
鎬
先
生
の
お
骨
折
り
で
、
鬱
陵
島
を
拠
点
に
竹

島
・
独
島
（
ド
ク
ド
）
へ
の
上
陸
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
日
本
と
韓
国
の
竹
島
を
め
ぐ
る
国
境
問
題
を
中
心
と
し
た
現
地
調
査
や
実
態

調
査
を
行
っ
て
き
た
。
鬱
陵
島
か
ら
独
島
・
竹
島
へ
の
移
動
の
時
に
は
米
韓
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
航
空
母
艦
な
ど
に
も
遭
遇
し

た
こ
と
で
、
韓
国
と
北
朝
鮮
の
緊
張
状
態
の
一
端
に
も
触
れ
て
き
た
。

今
回
の
報
告
書
の
提
出
を
も
っ
て
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
す
る
。
多
く
の
地
域
で
我
々
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
は
こ
の
紙
面
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
特
に
韓
国
の
調
査
に
お
い
て
は
、
複
雑
な
国
境
問
題
を
考
慮
し
て
、
事
前
に

関
係
当
局
と
連
絡
を
取
り
、
平
穏
な
研
究
調
査
の
進
行
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
崔
永
鎬
先
生
に
は
、
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
日
韓

（
韓
日
）
調
査
研
究
が
思
っ
た
以
上
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
崔
先
生
の
ご
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
ま
た

訪
問
の
度
に
温
か
く
我
々
を
迎
え
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
与
え
て
下
さ
っ
た
新
羅
大
学
の
先
生
方
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

二
一
九
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1
．
は
じ
め
に

こ
の
報
告
書
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
実
施
し
た
中
国
と
北
朝
鮮
の
国

境
地
域
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
日
中
韓
の
三
か
国
で
唯
一
、
陸
路
で
国
境
が
接
し
て
い
る
地
域
が

中
朝
間
で
あ
る
。
中
朝
国
境
は
、
東
側
辺
境
で
は
、
ロ
シ
ア
と
も
国
境
を

接
す
る
図
們
江
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
西
側
で
は
、
長
白
山
を

源
流
と
す
る
鴨
緑
江
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
朝
国
境
地
域
を
私
た
ち
は
、
東
端
の
防
川
か
ら
西
端
の
都
市
、

丹
東
市
ま
で
、
二
つ
の
川
（
江
）
に
沿
っ
て
、
お
よ
そ
九
〇
〇
キ
ロ
の
国

道
を
四
日
間
で
走
っ
て
き
た
（
地
図
参
照
）。
私
た
ち
は
中
国
か
ら
国
境

を
超
え
て
北
朝
鮮
に
渡
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
途
中
、
数
百
キ
ロ
に
わ

た
る
鴨
緑
江
に
沿
っ
た
国
道
で
は
、
数
十
メ
ー
ト
ル
先
の
対
岸
で
生
活
し

中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在

佐
渡
友　
　
　
　
　

哲

孔　
　
　
　
　

義　
　

植



二
二
二

て
い
る
北
朝
鮮
の
農
民
た
ち
や
仕
事
中
の
兵
士
の
姿
も
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
特
に
、
北
朝
鮮
の
町
と
接
す
る
長
白
市
と
丹
東
市
で
は
、

対
岸
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
恵
山
市
、
新
義
州
市
を
定
点
観
測
で
き
た
。
中
朝

国
境
地
域
に
は
、
中
国
側
か
ら
対
岸
の
北
朝
鮮
の
町
の
状
況
を
観
察
で
き

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
」
が
何
か
所
か
あ
る
。
本

報
告
は
、
こ
う
し
た
現
場
の
観
察
を
含
め
、
中
国
側
の
開
発
区
の
ス
タ
ッ

フ
、
研
究
者
、
そ
し
て
地
元
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
面
接
調
査
を
し

た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

2
．
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
延
吉
市

中
朝
国
境
地
域
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
そ
の

中
心
都
市
で
あ
る
延
吉
市
の
実
態
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
調
査

に
出
か
け
る
前
に
私
た
ち
は
、
八
月
一
八
日
〜
一
九
日
に
吉
林
省
延
吉
市

に
あ
る
延
辺
大
学
で
行
わ
れ
た
「
日
中
韓
朝
言
語
文
化
比
較
研
究
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
た
。
延
吉
市
は
、
吉
林
省
南
東
部
に
位
置
す
る

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
中
心
都
市
（
人
口
約
六
〇
万
）
で
あ
る
。
延
吉
市

そ
の
も
の
は
大
都
市
で
は
な
い
が
、
延
辺
大
学
は
一
九
四
九
年
に
民
族
大

学
と
し
て
創
設
さ
れ
、
今
日
で
は
政
府
か
ら
吉
林
省
重
点
総
合
大
学
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
こ
の
数
年
間
で
新
し
く
拡
充
・

改
装
さ
れ
て
、
快
適
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
の
研
究
者
が
二
年
に
一
度
集
い
、
言
語
、
文
学
、

ロシア

北 朝 鮮

中　国

黒龍江省

遼　寧　省

遼東湾

黄 海
渤海

防川

琿春
圏河
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吉林

臨江
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河口断橋

天逸埠頭
丹東

満浦
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会寧

100km0

長春

瀋陽

大連

天池
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内
蒙
古
自
治
区

日
本
海

　　　　鴨
　　緑
江

ウラジオストク

吉　林　省
図

江
們

豆

江
）

（
満

延辺朝鮮族自治州
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二
二
三

五
五
の
民
族
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
の
人
口
は
約
二
二
〇
万
人
で
あ
る
が
、

実
態
か
ら
い
う
と
、
住
民
は
漢
族
（
約
六
〇
％
）、
朝
鮮
族
（
約
三
五
％
）

の
ほ
か
、
満
州
族
、
回
族
な
ど
一
九
の
民
族
か
ら
な
る
。
延
吉
市
に
お
い

て
も
朝
鮮
族
は
少
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
実
際
、
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
は
男
性
も
女
性
も
ほ
と
ん
ど
が
漢
族
で
、
延
吉
市
に
出
稼
ぎ
に
き

た
人
々
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
朝
鮮
族
は
、
仕
事
を
す
る
た

め
に
中
国
の
大
都
市
や
韓
国
へ
気
軽
に
出
て
い
く
傾
向
が
あ
り
、
日
本
に

親
戚
や
知
人
が
い
て
日
本
語
が
話
せ
る
人
は
日
本
も
訪
れ
る
。
学
生
た
ち

も
中
国
ば
か
り
で
な
く
韓
国
や
日
本
に
留
学
す
る
者
も
少
な
く
な
い
と
い

う
。
定
期
的
に
外
国
で
働
き
、
帰
国
し
て
そ
の
稼
ぎ
で
豊
か
な
生
活
を
実

現
す
る
。
自
分
た
ち
が
や
ら
な
い
仕
事
は
漢
族
に
任
せ
る
、
と
い
う
傾
向

が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
北
朝
鮮
に
は
気
軽
に
出
か
け
ら
れ
な
い
が
、

そ
こ
に
親
戚
や
知
人
を
持
つ
も
の
も
い
る
。
朝
鮮
族
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

い
い
、
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
朝
鮮
族
は
北
東
ア
ジ
ア
の
人
や
文
化
を
結

び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

3
．
調
査
の
行
程
と
中
朝
露
国
境
地
域

私
た
ち
の
中
朝
国
境
地
域
の
調
査
は
、
ロ
シ
ア
国
境
に
近
い
東
側
の
辺

境
か
ら
始
め
た
。
日
程
表
に
あ
る
よ
う
に
、
一
日
目
は
、
ロ
シ
ア
と
北
朝

鮮
が
見
渡
せ
る
防
川
か
ら
琿
春
市
、
図
們
市
へ
と
内
陸
へ
足
を
運
ん
だ
。

防
川
の
展
望
台
か
ら
の
眺
め
は
、
地
の
果
て
を
思
わ
せ
る
広
大
な
絶
景
で

歴
史
、
民
族
、
そ
し
て
政
治
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
究
と
意
見
の
交
換
を
す

る
場
で
あ
る
。
お
よ
そ
三
〇
〇
名
が
参
加
す
る
会
場
に
は
、
中
国
語
、
朝

鮮
語
（
韓
国
語
）、
日
本
語
が
飛
び
交
い
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
①
吉
林
省
が
中
朝
国
境
地
域
の
三
分
の

二
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
②
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
で
は
漢
族
（
中
国
人
）

と
朝
鮮
族
の
二
つ
の
言
語
、
文
化
、
習
慣
が
融
合
し
て
い
る
こ
と
、
③
延

辺
大
学
は
中
朝
ば
か
り
で
な
く
韓
国
、
日
本
を
含
め
た
、
北
東
ア
ジ
ア
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
延
辺
大
学
で
は
研
究
者
の
交
流
ば
か
り
で
な
く
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、

モ
ン
ゴ
ル
、
日
本
、
タ
イ
な
ど
三
〇
か
国
以
上
か
ら
、
数
百
名
の
留
学
生

が
学
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
北
東
ア
ジ
ア
の
交
流
の
縮
図
で
あ
り
、
少
し
大

げ
さ
に
い
え
ば
、
将
来
、
こ
の
地
域
に
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共

有
す
る
こ
と
の
で
き
る
若
者
た
ち
を
育
て
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
朝
鮮
族
と
は
、
何
世
代
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
半

島
か
ら
北
上
し
、
主
に
吉
林
省
東
南
部
に
定
住
し
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
後
に
延
辺
朝
鮮
族
自
治
区
と
な
り
、
一
九
五
五

年
に
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
政
府
が
認
め
る



二
二
四

は
あ
る
が
、
中
朝
露
の
国
境
が
接
し
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
往
来
す
る
地
域
と

考
え
れ
ば
、
見
る
目
は
違
っ
て
く
る
。
防
川
か
ら
図
們
江
に
沿
っ
て
北
上

す
る
こ
と
約
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
、
そ
の
証
拠
が
あ
る
。
琿
春
国
際
開
発

区
で
あ
る
。

八
月
二
〇
日
①
防
川
（
中
朝
露
三
国
国
境
地
帯
）、
②
琿
春
市
（
国
際

開
発
区
訪
問
、
中
露
国
境
、
税
関
）
③
長
嶺
子
（
中
露
国

境
、
税
関
）、
④
図
們
市
（
中
朝
国
境
橋
、
税
関
）

八
月
二
一
日
⑤
龍
井
市
の
三
合
鎮
（
中
朝
国
境
、
税
関
）、
⑥
和
龍
市

の
崇
仙
郷
（
中
朝
国
境
、
税
関
）

午
後
は
長
白
市
へ
向
か
う

八
月
二
二
日
⑦
長
白
市
（
対
岸
北
朝
鮮
の
恵
山
市
を
望
む
）

集
安
市
、
通
化
市
を
経
由
し
て
丹
東
へ
向
か
う

八
月
二
三
日
⑧
丹
東
市
（
地
元
記
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
中
朝
国
境

橋
の
視
察
、
対
岸
の
新
義
州
市
を
望
む
）

こ
の
国
際
開
発
区
の
広
大
な
土
地
が
、
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
と
の
貿
易
で
、

石
炭
な
ど
の
資
源
、
軽
工
業
製
品
、
水
産
物
な
ど
の
物
流
の
拠
点
に
な
っ

て
い
る
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
国
際
開
発
区
事
務
局
の
新
し
く
巨
大
な
ビ
ル

（
写
真
①
）
を
見
た
だ
け
で
も
、
貿
易
に
対
す
る
中
国
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
聞
き
取
り
調
査
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
副
局
長
（
匿
名

希
望
）
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
。

琿
春
国
際
開
発
区
か
ら
ロ
シ
ア
の
ザ
ル
ビ
ノ
へ
は
鉄
道
が
あ
り
、
軽

工
業
製
品
、
果
物
、
野
菜
、
水
産
物
な
ど
、
年
間
約
三
〇
万
ト
ン
が
輸

出
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
は
木
材
、
石
油
、
水
産
物
な
ど
年
間

八
〇
万
ト
ン
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
琿
春
に
は
毎
年
約
一
七
万
人
の
ロ

シ
ア
人
が
入
国
し
て
い
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
人
は
、
観
光
目
的
で
は
な
く

主
に
「
担
ぎ
屋
」
を
商
売
と
し
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
中
国
製
品
だ

け
で
は
な
く
、
大
連
、
青
島
、
丹
東
な
ど
か
ら
入
っ
た
韓
国
製
の
家
電

製
品
、
衣
類
、
軽
工
業
製
品
を
買
い
付
け
、
ロ
シ
ア
へ
運
ん
で
い
く
。

一
人
の
担
ぎ
屋
が
運
搬
で
き
る
荷
物
量
は
、
公
式
的
に
は
三
五
キ
ロ
ま

で
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
五
〇
キ
ロ
ま
で
黙
認
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア

の
会
社
が
、
担
ぎ
屋
を
雇
用
し
て
商
売
を
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

琿
春
国
際
開
発
区
か
ら
北
朝
鮮
へ
は
、
日
用
品
や
軽
工
業
製
品
な
ど
、

年
間
約
六
〇
万
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
か
ら
は
、
年
間
約

八
〇
万
ト
ン
の
石
炭
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
開
発
区
か
ら
北
朝

鮮
の
羅
先
工
業
地
域
へ
は
鉄
道
が
あ
り
、
一
日
約
五
〇
〇
両
の
貨
車
が

出
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
北
朝
鮮
の
ウ
ォ
ン
ジ
ョ
ン
リ
の
間
に
は
、
新
し

い
税
関
が
建
立
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
琿
春
国
際
開
発
区
に
は
韓

国
や
日
本
の
企
業
も
多
く
進
出
し
て
い
る
ほ
か
、
北
朝
鮮
か
ら
は
お
よ



中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
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係
の
現
在
（
佐
渡
友
・
孔
）

二
二
五

そ
二
、四
〇
〇
人
の
労
働
者
が
来
て
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は
水
産
加
工

や
縫
製
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
労
働
者
を
雇
用
で

き
る
の
は
中
国
企
業
だ
け
で
あ
る
。
北
朝
鮮
労
働
者
は
主
に
女
性
で
、

宿
舎
が
与
え
ら
れ
、
許
さ
れ
る
滞
在
期
間
は
三
年
間
で
、
二
年
間
の
延

長
が
可
能
で
あ
る
。

4
．
丹
東
に
お
け
る
中
朝
関
係

丹
東
は
遼
寧
省
の
南
東
部
に
あ
り
、
北
朝
鮮
と
国
境
を
接
し
た
中
国
の

都
市
と
し
て
は
、
最
大
級
の
辺
境
都
市
で
あ
る
。
丹
東
の
人
口
は
約

二
四
〇
万
人
、
丹
東
市
街
地
の
居
住
者
は
約
七
〇
万
人
で
あ
る
。
市
内
に

住
む
朝
鮮
族
は
約
一
八
、〇
〇
〇
人
で
、
鴨
緑
江
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る

北
朝
鮮
の
新
義
州
市
で
は
約
四
〇
万
人
が
生
活
し
て
い
る
。
丹
東
駅
か
ら

数
百
メ
ー
ト
ル
南
に
は
鴨
緑
江
が
あ
り
、
新
義
州
市
へ
向
か
う
中
朝
友
誼

橋
（
全
長
九
四
六
ｍ
）
が
架
か
っ
て
い
る
。
こ
の
橋
に
は
鉄
道
と
道
路
が

敷
か
れ
て
い
て
、
中
朝
国
境
を
跨
ぐ
物
流
と
人
流
の
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
中
朝
貿
易
の
七
割
が
丹
東
を
通
過
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
橋
は
そ
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
丹
東
の
税
関
で
は
毎

朝
、
こ
の
中
朝
友
誼
橋
を
通
っ
て
北
朝
鮮
へ
貨
物
を
運
ぶ
通
関
待
ち
の
ト

ラ
ッ
ク
が
列
を
な
す
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
物
流
の
増
大
を
見
越
し
て
、
こ

の
橋
の
下
流
に
は
最
新
の
吊
り
橋
型
の
巨
大
橋
が
建
設
中
で
あ
る
。
こ
の

新
鴨
緑
江
大
橋
は
現
在
の
四
倍
も
の
交
通
量
に
対
応
可
能
で
、
二
〇
一
五

（写真①）琿春国際開発区の事務局



二
二
六

年
中
に
は
開
通
予
定
だ
と
聞
い
た
。
こ
の
地
域
に
は
「
丹
東
新
区
」
と
呼

ば
れ
る
大
規
模
な
経
済
開
発
区
が
建
設
中
で
あ
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
中
国
か
ら
北
朝
鮮
へ
の
石
油
輸
出
で

あ
る
。
北
朝
鮮
は
石
油
の
ほ
ぼ
全
量
を
中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

そ
の
多
く
が
、
こ
こ
丹
東
の
山
岳
部
に
あ
る
巨
大
な
原
油
貯
蔵
施
設
か
ら

鴨
緑
江
の
地
下
を
通
過
し
て
北
朝
鮮
の
原
油
精
製
施
設
（
平
安
北
道
）
に

至
る
全
長
約
三
〇
キ
ロ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
依
存
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
に

と
っ
て
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
「
命
綱
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
こ
の
丹
東
市
で
、
地
元
紙
「
遼
寧
日
報
」
の
前
丹
東

支
局
長
（
匿
名
希
望
）
に
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
容
は
下
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
毎
年
一
〇
億
ド
ル
規
模
の
中
朝
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
か
ら
丹
東
へ
は
、
石
炭
、
胡
麻
、
漢
方
薬
剤
、
蕨
な
ど
が
輸
入

さ
れ
て
い
る
。
丹
東
の
朝
鮮
族
は
、
北
朝
鮮
と
の
貿
易
に
従
事
す
る
人

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
の
貿
易
の
た
め
に
朝
鮮
族
の
人
口
は
増
え
て

い
る
。
貿
易
の
形
態
は
、
政
府
が
介
入
し
た
民
間
人
貿
易
で
あ
る
。
韓

国
か
ら
商
売
を
目
的
と
し
て
丹
東
に
滞
在
す
る
人
は
、
約
六
、七
〇
〇

人
で
あ
る
。
最
近
、
韓
国
人
に
対
す
る
中
国
入
国
ビ
ザ
発
給
が
厳
し
く

な
っ
た
。
韓
国
人
は
北
朝
鮮
で
委
託
加
工
式
の
生
産
を
し
て
い
た
が
、

（写真②）長白市から対岸の恵山市（北朝鮮）を望む



中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在
（
佐
渡
友
・
孔
）

二
二
七

韓
国
政
府
に
よ
る
対
北
朝
鮮
経
済
制
裁
措
置
（
五
・
二
四
措
置
）
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
中
止
に
な
っ
た
。
丹
東
か
ら
中
国
人
が
北
朝
鮮
観
光

に
出
か
け
る
。
新
義
州
市
へ
の
日
帰
り
観
光
を
は
じ
め
、
東
海
滝
へ
の

二
日
間
観
光
、
平
壌
・
板
門
店
へ
の
三
日
間
観
光
な
ど
が
あ
る
。
毎
日
、

約
二
、三
〇
〇
人
が
北
朝
鮮
へ
観
光
に
出
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

丹
東
地
域
へ
の
北
朝
鮮
か
ら
の
脱
北
者
は
あ
ま
り
い
な
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
新
義
州
市
の
経
済
事
情
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
年
前
、
鴨
緑
江
に
廃
船
を
利
用
し
た
カ
ジ
ノ
事
業
が
計
画
さ
れ
た

が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。

5
．
調
査
の
ま
と
め

中
朝
国
境
地
域
を
現
地
調
査
し
て
、
そ
こ
に
は
国
境
を
管
理
す
る
国
家

の
政
策
、
そ
こ
か
ら
経
済
発
展
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
発
展
計
画
、
国

境
を
超
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
民
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
国
境
を
観
光

の
目
玉
に
し
よ
う
と
す
る
国
や
民
間
の
思
い
、
な
ど
様
々
な
視
点
が
見
え

て
き
た
。
本
報
告
で
は
、
①
格
差
、
②
国
境
線
、
③
開
発
区
、
④
観
光
、

⑤
労
働
移
動
、
⑥
政
治
的
影
響
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
し
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
鴨
緑
江
を
挟
ん
で
両
岸
に
二
つ
の
町
が
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
で

は
、
両
者
の
発
展
の
格
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

長
白
市
と
恵
山
市
、
丹
東
市
と
新
義
州
市
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
か

つ
て
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
は
北
朝
鮮
側
が
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
が
、

（写真③）　丹東の鴨緑江を一望できる遊覧ボート：左岸が中国側、右岸が北朝鮮・新義州。
かつては新義州側の方が栄えていたが、現在、丹東側には高層ビルや高級ホテルが乱立し
その格差は歴然としている。



二
二
八

今
日
で
は
中
国
側
が
そ
の
規
模
、
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
で
圧
倒
的
な
経

済
力
を
誇
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
朝
鮮
側
の
町

で
は
古
い
建
物
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
発
展
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
が
、
中
国
側
の
町
で
は
、
た
と
え
ば
丹
東
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

高
層
ア
パ
ー
ト
と
高
級
ホ
テ
ル
が
乱
立
し
て
、
対
岸
か
ら
は
ま
る
で
「
発

展
の
見
本
市
」
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
両
岸
の
都
市
の
歴
然
と
し

た
経
済
格
差
は
隠
し
よ
う
が
な
く
、
両
国
民
も
訪
れ
る
観
光
客
も
み
な
事

実
と
し
て
感
じ
取
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
数
百
キ
ロ
に
及
ぶ
鴨
緑
江
が
中
朝
の
国
境
線
と
な
る
長
白
市

か
ら
丹
東
市
ま
で
は
、
中
国
側
に
部
分
的
に
鉄
条
網
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
柵
や
検
問
所
の
な
い
自
然
が
国
境
線
そ
の
も
の
だ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
に
も
対
岸
の
農
民
が
川
で
洗
濯
を
し
て
い
る
様

子
が
見
て
取
れ
、
川
を
渡
れ
ば
容
易
に
行
き
来
が
で
き
る
状
況
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
た
。
現
地
で
聞
い
た
最
近
の
情
報
に
よ
る
と
、
数
か
月
前

に
北
朝
鮮
の
兵
隊
が
数
名
、
川
を
渡
り
中
国
に
や
っ
て
き
て
中
国
人
宅
を

襲
い
、
殺
人
事
件
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
中
国
側
の
警
戒
が

厳
し
く
な
り
、
道
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
聞
い
た
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
北
朝
鮮
の
農
村
は
、
人
口
の
少
な
い
遥

か
辺
境
の
地
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
交
流
は
な
く
、
中

朝
両
政
府
に
と
っ
て
も
開
発
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
た
脱
北

（写真④）　丹東と北朝鮮・新義州を結ぶ橋：手前は戦前の日本が建設した鴨緑江断橋（朝
鮮戦争中に米軍の爆撃機によって破壊されそのままになっている）。向こう隣が中朝友誼橋
で鉄道と道路が敷かれ経済交流の象徴となっている。
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二
二
九

者
の
ル
ー
ト
と
し
て
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
朝

国
境
地
域
は
、
壁
が
築
か
れ
た
り
お
互
い
の
兵
隊
が
厳
し
く
対
峙
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
保
持
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

第
三
に
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
行
き
来
し
、
将
来
の
経
済
開
発
拠
点
と
見
込

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
政
府
が
重
点
的
に
資
金
と
技
術
を
注
ぎ
込
む

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た
琿
春
国
際
開
発
区
は
、
ロ
シ

ア
、
北
朝
鮮
、
日
本
と
の
将
来
に
お
け
る
貿
易
と
経
済
・
技
術
交
流
を
見

据
え
た
一
大
拠
点
で
あ
る
。
図
們
江
に
あ
る
琿
春
の
港
か
ら
は
大
型
船
で

日
本
海
／
東
海
に
貨
物
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
ぐ
近
く
の
ロ
シ
ア

の
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
ザ
ル
ビ
ノ
に
鉄
道
で
貨
物
を
運
ん
で
か
ら
日
本
の
港
へ

行
く
こ
と
に
な
る
。
物
流
の
専
門
家
の
間
で
は
、
図
們
江
の
川
底
を
深
く

改
修
し
て
琿
春
港
か
ら
直
接
、
新
潟
港
や
境
港
へ
貨
物
を
出
す
計
画
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
大
連
港
か
ら
輸

出
し
て
い
た
中
国
東
北
部
の
生
産
物
は
、
琿
春
か
ら
近
い
ル
ー
ト
を
通
っ

て
日
本
に
や
っ
て
く
る
。
距
離
と
時
間
を
短
縮
し
た
日
本
海
／
東
海
の
物

流
革
命
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
こ
の
構
想
は
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
話

題
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
巨
額
な
資
金
が
必
要
と
な
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
中
国
政
府
が
国
境
地
域
に
重
点
的
に
資
金
と
技
術
を
注
ぎ
込
む

事
例
と
し
て
は
他
に
、
対
岸
の
恵
山
市
を
に
ら
み
新
し
い
税
関
と
巨
大
な

物
産
展
会
場
が
造
ら
れ
て
い
る
長
白
口
岸
国
際
商
貿
城
、
そ
し
て
、
丹
東

市
に
建
設
中
の
新
鴨
緑
江
大
橋
に
象
徴
さ
れ
る
「
丹
東
新
区
」
と
呼
ば
れ

る
経
済
開
発
区
で
あ
る
。

第
四
に
、
中
国
の
辺
境
に
あ
る
国
境
で
は
、
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
人
工
的
に
作
り
上
げ
集
客
を
狙
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
防
川
で

は
石
造
り
の
展
望
台
が
あ
り
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
が
一
望
に
で
き
た
。
丹
東

で
は
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
の
雰
囲
気
を
真
似
し
た
高
級
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
て
い
た
。
頓
挫
し
た
が
丹
東
に
は
カ
ジ
ノ
構
想
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
っ
た
く
別
の
地
域
の
話
で
あ
る
が
、
中
国
南
部
の
雲
南
省
と
ラ
オ
ス
の

国
境
地
域
に
は
中
国
資
本
の
カ
ジ
ノ
が
何
軒
も
あ
る
し
、
空
港
並
み
の
き

れ
い
な
免
税
店
が
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
私
た
ち
が
現
地
で
確
認
で

き
た
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
誰
も
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
辺
境
の
地
に
、
乗
用

車
や
観
光
バ
ス
で
人
々
が
や
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
速
道
路

が
発
達
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け

で
は
な
い
。
国
境
地
域
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
経
済
発
展
の
可
能
性
と
隣

国
と
の
将
来
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
│
Ｗ
Ｉ
Ｎ
関
係
を
見
越
し
て
先
行
投
資
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
中
国
で
は
辺
境
に
熱
い
視

線
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
国
境
地
域
に
お
け
る
ヒ
ト
の
往
来
と
労
働
移
動
に
注
目
す
る



二
三
〇

こ
と
で
あ
る
。
国
境
地
域
で
の
人
の
移
動
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
丹

東
で
は
、
毎
日
二
、〇
〇
〇
人
以
上
の
中
国
人
が
日
帰
り
や
三
日
の
ツ

ア
ー
な
ど
で
北
朝
鮮
を
訪
れ
て
い
る
し
、
六
、〇
〇
〇
人
以
上
の
韓
国
人

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
滞
在
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

中
露
国
境
近
く
の
中
国
側
の
い
く
つ
か
の
町
か
ら
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
や
ボ
グ
ラ
ニ
チ
ヌ
イ
な
ど
へ
国
際
定
期
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

る
。
琿
春
だ
け
で
も
毎
年
約
一
七
万
人
の
ロ
シ
ア
人
が
入
国
し
て
い
る
こ

と
を
現
地
で
聞
い
た
。
延
吉
や
丹
東
な
ど
の
主
要
都
市
に
は
、
北
朝
鮮
女

性
ら
が
シ
ョ
ー
を
披
露
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
彼
女
ら
は
数
人
で
バ

ン
ド
を
組
み
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し
サ
ー
ビ
ス
精
神
も
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
晩
に
は
興
業
を
し
、
昼
は
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
ェ
ー
ト
レ
ス
と
し

て
働
く
。
店
に
入
る
だ
け
で
、
彼
女
た
ち
が
北
朝
鮮
で
訓
練
さ
れ
選
ば
れ

た
プ
ロ
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
る
。
こ
う
し
た
店
は
、
街
中
で
ひ

と
き
わ
目
立
ち
、
他
の
中
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
比
較
し
て
も
き
れ
い
で
洗

練
さ
れ
て
い
て
や
や
高
価
で
あ
る
。
韓
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客
も

多
く
訪
れ
る
場
所
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
体
験
し
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ

る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
活
動
が
北
朝
鮮
に
と
っ
て
の
外
貨
稼
ぎ

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
国
境
地
域
の
労
働
移
動
の
特
徴
は
、

そ
の
地
域
だ
け
に
許
可
さ
れ
た
制
度
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
訪
れ

た
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
の
町
に
も
、
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は
別
の
中
国

人
専
用
の
隣
国
へ
の
通
行
証
が
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
い
て
い
る
若
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
一
年
間
の
中
国
労
働
ビ
ザ
を
有
料
で
入
手
し
て
い
た
。

第
六
に
、
こ
う
し
た
国
境
地
域
に
み
ら
れ
る
独
特
な
環
境
に
政
治
的
影

響
が
ど
の
よ
う
に
及
ん
で
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
地
域
の
活
動
が
二
国
間
、

多
国
間
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
注
目
す
る
こ
と

で
あ
る
。
国
境
地
域
の
状
況
は
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
、
国
境
地
域
特
有
の
ヒ
ト

と
モ
ノ
の
交
流
が
、
政
府
の
政
策
に
影
響
を
与
え
た
り
、
国
民
国
家
と
は

異
な
っ
た
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
新
た
な
地
域
空
間
を
形
成
す
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
か
。
い
ま
、
政
治
学
や
国
際
関
係
論
な
ど
の
研
究

者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
国
民
国
家
を
見
直
そ
う
と
す
る
越
境

地
域
（cross-border region

）
や
下
位
地
域
主
義
（sub-regionalism

）

の
研
究
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
解
説
す
る

こ
と
に
す
る
。6

．
下
位
地
域
圏
研
究
の
展
望

国
民
国
家
は
領
土
・
領
海
と
国
境
を
明
確
に
し
、
主
権
を
至
上
の
も
の

と
考
え
る
。
同
時
に
私
た
ち
が
調
査
し
て
き
た
よ
う
に
国
境
地
域
で
は
、

過
去
か
ら
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
り
、
特
殊
な
空
間
を
形

成
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
地
域
の
交
流
や
活
動
は
そ

の
時
々
の
政
治
的
状
況
や
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
や
す
い
の



中
朝
国
境
地
帯
か
ら
見
る
中
国
・
北
朝
鮮
関
係
の
現
在
（
佐
渡
友
・
孔
）

二
三
一

も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
中
朝
国
境
地
域
が

最
近
の
政
治
状
況
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
き
た
か
に
つ
い

て
分
析
し
、
そ
し
て
国
境
地
域
と
国
民
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
展
望
を
述

べ
て
み
た
い
。

二
〇
一
六
年
二
月
、
中
国
人
が
最
も
大
切
に
す
る
春
節
（
旧
正
月
）
に

あ
た
る
七
日
に
、
北
朝
鮮
に
よ
っ
て
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、

沖
縄
地
方
上
空
を
通
過
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
中
国
は
こ
れ
ま
で
北

朝
鮮
の
「
後
ろ
盾
国
」
と
し
て
主
要
国
の
経
済
制
裁
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
こ
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
の
貿
易
割
合
で
は
対
中
国
が
九
割
を
占
め
、

石
炭
を
中
国
へ
輸
出
し
て
は
い
る
も
の
の
、
原
油
の
ほ
ぼ
全
量
を
中
国
か

ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
生
命
線
を
握
っ
て
い
る
中
国
が
、

本
格
的
な
制
裁
に
踏
み
切
っ
た
ら
、
中
国
が
恐
れ
る
北
朝
鮮
の
体
制
崩
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
中
国
は
国
連
の
場
で
も
制
裁
に
踏
み
切
ら
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
六
年
一
月
六
日
の
核
実
験
に
続
い
て
、
こ
の

よ
う
な
北
朝
鮮
の
行
為
に
対
し
て
状
況
が
変
化
し
て
き
た
。
二
月
に
中
国

外
務
省
は
「
国
際
社
会
の
反
対
を
顧
み
ず
、
か
た
く
な
に
発
射
を
実
施
し

た
こ
と
は
遺
憾
だ
」
と
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
中
国
政
府
の
態
度
が
、
中

朝
貿
易
の
七
割
を
占
め
る
丹
東
の
状
況
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
の
か
。
二
〇
一
六
年
二
月
〜
三
月
の
報
道
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

現
地
取
材
に
基
づ
く
い
く
つ
か
の
報
道
に
よ
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
丹
東
の
税
関
で
は
、
貿
易
関
係
の
荷
物
検
査
を
一
部
で
厳
し
く
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
中
国
側
が
北
朝
鮮
へ
の
投
資
事
業
を
見
合
わ
せ
る
動

き
が
あ
る
。
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
北
朝
鮮
に

よ
る
最
初
の
核
実
験
を
受
け
た
制
裁
措
置
と
し
て
、「
ぜ
い
た
く
品
」
の

禁
輸
を
各
国
に
義
務
付
け
て
き
た
が
、
丹
東
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
ろ

う
か
。
丹
東
税
関
の
近
く
の
楽
器
店
に
は
ヤ
マ
ハ
の
中
古
ピ
ア
ノ
が
並
ん

で
い
て
、
一
月
の
核
実
験
後
も
、
一
台
約
二
万
元
（
約
三
四
万
円
）
の
ピ

ア
ノ
が
同
税
関
を
通
っ
て
二
台
が
北
朝
鮮
に
運
ば
れ
た
と
い
う
。
丹
東
か

ら
は
こ
の
ほ
か
、
日
本
製
の
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
も
北
朝
鮮
に
輸
出
さ
れ

て
い
て
、
韓
国
の
国
会
議
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
金
正
恩
政
権
の
ぜ
い
た

く
品
輸
入
は
、
二
〇
一
二
〜
一
四
年
で
計
約
二
一
億
ド
ル
（
約
二
、三
六
〇

億
円
）
に
達
し
た
。
中
国
の
公
式
統
計
で
は
一
四
、
一
五
両
年
の
原
油
輸

出
は
ゼ
ロ
で
、
中
国
が
輸
出
を
停
止
・
調
整
し
て
い
る
と
の
見
方
も
出
て

い
る
。
し
か
し
、
丹
東
山
岳
部
に
あ
る
巨
大
な
原
油
貯
蔵
施
設
か
ら
鴨
緑

江
の
地
下
を
通
っ
て
北
朝
鮮
へ
つ
な
が
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
、
一

定
量
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
政
府
は
年
間
五
〇
万

ト
ン
程
度
の
原
油
輸
出
が
続
い
て
い
る
と
み
て
い
る
（「
読
売
新
聞
」

二
〇
一
六
年
二
月
八
日
、
二
月
二
三
日
／
「
朝
日
新
聞
」
二
〇
一
六
年
三

月
一
五
日
）。



二
三
二

政
治
学
や
国
際
関
係
論
あ
る
い
は
国
際
政
治
学
が
め
ざ
す
国
境
地
域
の

研
究
に
は
、
ひ
と
つ
の
仮
説
が
存
在
す
る
。
国
境
を
超
え
た
ヒ
ト
の
移
動

や
接
触
が
深
化
す
る
こ
と
に
よ
り
国
境
を
超
え
る
交
流
圏
が
形
成
さ
れ
、

新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
起
す
る
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
国
境

地
域
の
研
究
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
よ
う
な
国
家
を
構
成
員
と
す
る
よ
う
な
地
域
研
究
で

は
な
く
、
国
家
の
一
部
を
な
す
地
域
が
国
境
を
超
え
て
新
た
な
交
流
圏
を

見
出
そ
う
と
す
る
研
究
で
も
あ
る
。
主
権
国
家
の
枠
組
み
に
基
づ
く
領
域

性
の
み
を
前
提
と
し
た
現
実
認
識
と
は
違
っ
た
視
点
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
場
合
の
地
域
交
流
圏
は
下
位
地
域
圏
（sub-region

）
と
も

呼
ば
れ
る
。
実
際
、
Ｅ
Ｕ
の
周
辺
部
に
あ
る
バ
ル
ト
海
沿
岸
や
北
海
沿
岸

地
域
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な

ど
の
国
境
を
接
す
る
地
域
で
下
位
地
域
圏
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
調
査
研
究
で
は
中
朝
国
境
地
域
を
、
格
差
、
国
境
線
、
開
発
区
、
観

光
、
労
働
移
動
、
政
治
的
影
響
と
い
う
六
つ
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
き
た

が
、
こ
れ
も
下
位
地
域
圏
の
形
成
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
み
で
あ
る
。

た
だ
、
中
朝
国
境
地
域
に
は
他
の
下
位
地
域
圏
に
は
な
い
複
雑
な
国
際
環

境
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
の
核
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
安
全
保
障
問
題
や
不
安
定
な
中
朝
韓
日
の
相
互
関
係
な
ど
が
直
接
、

こ
の
下
位
地
域
圏
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
今
回
の
現
地

調
査
で
新
た
に
認
識
で
き
た
こ
と
は
、
人
の
集
住
は
ま
だ
希
薄
で
は
あ
る

が
、
中
朝
国
境
の
東
側
辺
境
に
あ
る
中
朝
露
が
形
成
す
る
下
位
地
域
圏
の

可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
図
們
江
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
国
連

も
関
わ
っ
た
多
国
間
協
力
の
場
で
は
あ
っ
た
が
、
開
発
区
、
観
光
、
労
働

移
動
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
更
な
る
研
究
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印

象
で
あ
っ
た
。

（
付
記
：
現
地
調
査
に
お
い
て
行
程
計
画
、
現
地
面
会
者
と
の
調
整
、

通
訳
な
ど
で
現
地
研
究
協
力
者
と
し
て
尽
力
く
だ
さ
っ
た
北
陸
大
学
の
李

鋼
哲
教
授
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
二
〇
一
六
年
五
月
脱
稿
）



竹
島
・
独
島
か
ら
見
る
日
本
と
韓
国
の
現
在
（
横
田
）

二
三
三

一　

は
じ
め
に

筆
者
た
ち
は
二
〇
一
六
年
三
月
、
竹
島
・
独
島
を
訪
問
す
る
機
会
を
得

た
。
韓
国
南
東
部
の
浦
項
か
ら
鬱
陵
島
を
経
由
し
て
、
竹
島
・
独
島
に
渡

る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航
プ
ロ

セ
ス
、
お
よ
び
竹
島
・
独
島
と
そ
の
中
継
地
と
し
て
機
能
し
て
い
る
鬱
陵

島
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
る
。

次
節
で
は
、
日
本
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航
の
概
況
に
つ
い
て
見
て

い
く
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
続
け
て
、
日
本
か
ら
鬱
陵
島
へ
の
渡
航
、

鬱
陵
島
で
の
筆
者
た
ち
の
行
動
、
鬱
陵
島
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航
、

そ
し
て
竹
島
・
独
島
の
様
子
、
実
情
、
お
よ
び
印
象
に
つ
い
て
論
じ
る
。

筆
者
は
竹
島
・
独
島
訪
問
後
の
二
〇
一
六
年
九
月
、
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺

院
周
辺
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と
の
国
境
地
帯
を
訪
れ
た
。
そ
の
国
境
地

帯
は
竹
島
・
独
島
同
様
、
領
有
権
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
領
有
権
を
争
う

両
国
に
と
っ
て
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
相

違
点
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
国

境
で
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
竹
島
・
独
島
に
つ
い
て
一
考
察
を
加
え

る
。

竹
島
・
独
島
か
ら
見
る
日
本
と
韓
国
の
現
在

横　
　

田　
　

将　
　

志



二
三
四

韓
国
の
も
の
だ
と
思
う
の
か
」
と
い
う
趣
旨
の
質
問
を
さ
れ
た
事
例
も
存

在
す
る
（
3
）

。
こ
の
ケ
ー
ス
の
と
き
、
鬱
陵
島
ま
で
は
行
く
こ
と
が
で
き
た

が
、
同
島
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
渡
る
フ
ェ
リ
ー
に
乗
ろ
う
と
し
た
際
に
も

同
様
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
結
果
、
竹
島
・
独
島
訪
問
は
実
現
し
な

か
っ
た
。

三　

筆
者
た
ち
の
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航

（
一
）
鬱
陵
島
ま
で
の
渡
航
と
鬱
陵
島
で
の
行
動

筆
者
た
ち
は
二
〇
一
六
年
三
月
一
一
日
、
成
田
空
港
か
ら
出
国
し
、
ま

ず
韓
国
南
部
の
釜
山
へ
と
降
り
立
っ
た
。
釜
山
か
ら
は
、
車
で
鬱
陵
島
行

き
フ
ェ
リ
ー
の
出
航
地
で
あ
る
浦
項
へ
と
向
か
っ
た
。
釜
山
か
ら
浦
項
へ

は
、
高
速
道
路
を
経
由
し
て
約
二
時
間
で
到
着
し
た
。

翌
一
二
日
、
浦
項
か
ら
鬱
陵
島
へ
と
移
動
す
る
。
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
海
洋
警
察
か
ら
の
質
問
を
受
け
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
警
察
官
の
姿
を
ほ
と
ん
ど
目
に
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、

竹
島
・
独
島
を
説
明
す
る
プ
レ
ー
ト
と
島
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映

し
出
す
モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
け
た
（
4
）
。

浦
項
港
で
、
鬱
陵
島
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
む
。
乗
船
の
際
、
パ

ス
ポ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、
韓
国
人
の
乗
客
も
身
分
証
を
提
示

し
て
い
た
。
日
本
人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
の
み
を
対
象
と
し
て
身
分

確
認
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
5
）
。
筆
者
た
ち
が
乗
船
し
た

二　

日
本
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航

竹
島
・
独
島
は
現
在
、
日
本
か
ら
直
接
渡
航
で
き
な
い
。
日
本
国
内
の

各
港
か
ら
向
か
う
船
便
が
存
在
し
な
い
。
日
本
政
府
も
領
有
権
を
主
張
し

て
い
る
一
方
で
、
韓
国
政
府
が
実
効
支
配
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
日
本

各
地
か
ら
日
本
の
領
土
の
一
部
と
し
て
、
国
境
を
越
え
る
こ
と
な
く
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
韓
国
領
と
し
て
訪
問
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
外
務
省
は
国
民
に
対
し
て
、
竹
島
へ
の
渡
航
を
自
粛
す
る
よ
う

に
呼
び
か
け
て
い
る
（
1
）

。
竹
島
・
独
島
へ
の
訪
問
は
、
現
状
で
は
韓
国
を
経

由
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
韓
国
国
内
の
い
ず
れ
か
の
空
港
も
し
く
は
港
で
入

国
審
査
を
受
け
た
う
え
で
、
韓
国
領
の
一
部
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
。

黙
示
的
に
、
韓
国
の
竹
島
・
独
島
に
対
す
る
領
有
権
を
認
め
る
か
た
ち
に

な
る
。
こ
れ
は
、
韓
国
政
府
に
よ
る
竹
島
の
実
効
支
配
を
違
法
行
為
だ
と

主
張
し
て
い
る
日
本
政
府
の
立
場
と
は
、
相
容
れ
な
い
。

日
本
人
が
韓
国
側
か
ら
竹
島
・
独
島
に
渡
航
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た

例
も
、
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
八
月
に
は
、
自
民
党

の
国
会
議
員
三
名
が
竹
島
問
題
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
目
的
で
韓
国
の

鬱
陵
島
を
視
察
す
る
た
め
に
韓
国
に
向
か
っ
た
際
、
ソ
ウ
ル
の
金
浦
空
港

に
お
い
て
入
国
を
拒
否
さ
れ
た
（
2
）

。
一
般
の
日
本
人
が
竹
島
・
独
島
に
向
お

う
と
し
た
際
、
韓
国
南
東
部
の
浦
項
か
ら
鬱
陵
島
行
き
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗

船
す
る
前
に
、
韓
国
の
海
洋
警
察
の
人
間
か
ら
「
独
島
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
、
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島
が
韓
国
領
で
あ
る
こ
と
か
ら
否
定
的
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
訪
問

に
伴
う
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
懸
念
し
て
、
神
経
質
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
（
7
）

。

筆
者
た
ち
は
海
洋
警
察
署
訪
問
の
後
、
鬱
陵
島
内
に
あ
る
「
安
龍
福
記

念
館
」
に
足
を
運
ん
だ
。
同
記
念
館
は
、
二
〇
一
三
年
に
開
館
し
た
。
立

派
な
施
設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
館
無
料
だ
っ
た
。
記
念
館
の
設

フ
ェ
リ
ー
は
、
大
型
の
高
速
船
で
あ
っ
た
。
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、

登
山
用
の
ウ
ェ
ア
を
着
込
ん
だ
韓
国
人
観
光
客
た
ち
で
ほ
ぼ
満
席
だ
っ
た
。

鬱
陵
島
に
は
、
約
三
時
間
半
で
到
着
し
た
。
降
り
立
っ
た
桟
橋
に
は
、

“D
okdo of K

orea ”

と
書
か
れ
た
旗
が
大
量
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
到
着

後
は
ま
ず
、
同
島
に
所
在
す
る
海
洋
警
察
署
（
6
）

を
訪
問
し
た
（
写
真
1
）。

翌
日
に
迫
っ
た
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航
に
備
え
て
の
訪
問
で
あ
る
。
署
内

で
は
、
数
名
の
署
員
が
対
応
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。
最
初
、
若
干
緊
張
し

た
よ
う
な
雰
囲
気
が
署
内
を
覆
っ
た
が
、
そ
れ
も
す
ぐ
に
和
ん
だ
。
や
り

と
り
の
な
か
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
と
ら
れ
た
り
、
筆
者
た
ち

の
職
業
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
り
も
し
た
が
、
シ
ビ
ア
な
交
渉
は
な
か
っ

た
。
一
〇
分
程
度
の
滞
在
で
あ
っ
さ
り
と
、
筆
者
た
ち
の
竹
島
・
独
島
訪

問
が
認
め
ら
れ
た
。
署
を
離
れ
た
後
、
独
島
に
駐
在
す
る
海
洋
警
察
の
幹

部
か
ら
訪
問
を
歓
迎
す
る
意
の
電
話
も
も
ら
っ
た
。

緊
張
や
交
渉
と
い
っ
た
点
で
は
事
前
の
予
想
を
は
る
か
に
下
回
っ
た
海

洋
警
察
署
の
訪
問
と
な
っ
た
が
、
署
員
か
ら
、
か
つ
て
日
本
人
の
観
光
客

や
政
治
家
が
独
島
訪
問
の
際
に
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
話
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
う
え
で
、
筆
者
た
ち
に
、
訪
問
時
に
問
題

を
起
こ
す
よ
う
な
行
動
を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
付
言
さ
れ
た
。
訪
問
目
的

に
つ
い
て
、
こ
ち
ら
が
「
研
究
調
査
の
た
め
」
と
言
う
と
、「
観
光
で
す

よ
ね
」
と
い
う
か
た
ち
の
念
押
し
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
海
洋

警
察
が
日
本
人
の
竹
島
・
独
島
訪
問
に
関
し
て
、
領
土
問
題
の
存
在
や
独

写真 1　鬱陵島に所在する海洋警察署

（出典：筆者撮影）
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置
費
や
維
持
費
、
運
営
費
に
つ
い
て
館
員
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
政
府
系

の
ど
こ
か
ら
か
」
と
い
う
曖
昧
な
返
答
が
返
っ
て
き
た
（
8
）

。

安
龍
福
は
、
一
七
世
紀
の
人
物
だ
。
大
韓
民
国
建
国
後
の
二
〇
世
紀
半

ば
に
な
っ
て
か
ら
、
独
島
が
朝
鮮
領
で
あ
る
こ
と
を
日
本
側
に
認
め
さ
せ

た
人
物
と
し
て
、
英
雄
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
韓
国
の
愛
国
団
体
で

あ
る
「
大
東
文
教
会
」
に
よ
っ
て
一
九
五
四
年
か
ら
、「
将
軍
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
朝
鮮
の
政
府
役
人
の
肩
書
を
勝
手

に
名
乗
っ
て
日
本
側
と
交
渉
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

記
念
館
は
、
模
型
や
古
文
書
、
映
像
等
を
使
用
し
て
、
安
龍
福
の
足
跡

や
功
績
を
展
示
し
て
い
る
。
韓
国
語
の
説
明
文
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
と

日
本
語
（
一
部
は
さ
ら
に
中
国
語
）
の
説
明
文
も
設
置
し
て
あ
っ
た
。

（
二
）
鬱
陵
島
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航

筆
者
た
ち
は
海
洋
警
察
署
と
安
龍
福
記
念
館
を
訪
問
し
た
翌
日
の
一
三

日
、
竹
島
・
独
島
へ
と
向
か
っ
た
。
独
島
行
き
フ
ェ
リ
ー
は
、
浦
項
行
き

フ
ェ
リ
ー
と
別
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。
浦
項
行
き
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
車
で
一
〇
分
ほ
ど
離
れ
た
、
島
の
反
対
側
に
位
置
す
る
桟
橋
か

ら
出
港
す
る
。
独
島
行
き
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
は
、
海
洋
警
察
署
の
そ
ば
で
、

ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
。
フ
ェ
リ
ー
を
待
つ
人
々
も
落
ち
着
い
た
様
子
で
、

韓
国
の
国
旗
を
掲
げ
た
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
組
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
が

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
横
断
幕
を
出
し
て
、
集
合
写
真
を
撮
っ
て
い
る
程

度
で
あ
っ
た
。

予
定
時
刻
に
な
り
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
む
。
前
日
に
海
洋
警
察
署
を

訪
れ
て
事
前
に
承
認
を
取
り
つ
け
て
お
い
た
か
ら
か
ど
う
か
は
判
然
と
し

な
か
っ
た
が
、
先
述
し
た
よ
う
な
日
本
人
を
対
象
と
し
た
竹
島
・
独
島
に

関
す
る
質
問
を
受
け
な
か
っ
た
。
韓
国
人
の
乗
客
と
同
様
に
、
乗
船
券
と

身
分
証
明
書
の
確
認
だ
け
で
、
乗
船
で
き
た
。

筆
者
た
ち
を
乗
せ
た
フ
ェ
リ
ー
は
、
浦
項
と
鬱
陵
島
の
間
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
を
運
航
し
て
い
る
船
会
社
が
運
航
し
て
い
る
。
四
〇
〇
人
乗
り
の
新

し
い
双
胴
高
速
船
で
、
船
会
社
が
自
前
で
建
造
し
た
も
の
だ
（
写
真
2
）。

政
府
か
ら
の
補
助
金
等
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
鬱
陵
島

│
独
島
航
路
が
そ
れ
だ
け
の
利
益
を
生
み
出
す
路
線
で
あ
る
こ
と
を
象
徴

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
竹
島
・
独
島
へ
の
訪
問
者
は
、
年
間
約
二
〇
万

人
に
及
ぶ
（
9
）

。

当
日
の
乗
船
率
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
た
め
に
、
四
割
程
度
で

あ
っ
た
（
10
）

。
竹
島
・
独
島
は
、
年
間
六
〇
日
ほ
ど
し
か
フ
ェ
リ
ー
か
ら
上
陸

で
き
な
い
。
日
本
海
（
東
海
）
の
真
ん
中
に
浮
か
ぶ
小
島
で
あ
り
、
か
つ

港
湾
設
備
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
波
の
高
い
日
や
風
の
強

い
日
の
上
陸
が
難
し
い
。
筆
者
た
ち
が
訪
問
し
た
三
月
中
旬
は
ま
だ
、
波

が
高
く
、
風
も
強
い
時
期
だ
。
上
陸
で
き
な
い
日
も
多
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
フ
ェ
リ
ー
船
内
で
は
出
航
後
、
独
島
へ
の
上
陸
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

な
ら
び
に
乗
客
が
少
な
い
た
め
に
独
島
か
ら
の
帰
路
、
独
島
周
辺
を
一
周
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し
て
か
ら
鬱
陵
島
へ
向
か
う
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ
た
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ
っ
た
船
内
は
し
ば
ら
く
す
る
と
、
に
わ
か
に

騒
々
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
窓
の
外
を
見
る
と
、
前
方
に
は
目
的
地
で
あ

る
竹
島
・
独
島
が
見
え
は
じ
め
て
き
た
。
鬱
陵
島
を
出
発
し
て
か
ら
、
約

一
時
間
半
が
経
過
し
て
い
た
。

四　

竹
島
・
独
島
の
実
情

竹
島
・
独
島
は
、
男
島
（
西
島
）
と
女
島
（
東
島
）
の
二
つ
の
小
さ
な

島
、
お
よ
び
三
七
の
岩
礁
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
た
ち
を
乗
せ
た

船
は
午
前
一
〇
時
一
五
分
、
女
島
に
整
備
さ
れ
た
船
舶
停
泊
施
設
に
着
岸

し
た
。
船
を
降
り
る
と
、
同
島
に
駐
在
す
る
海
洋
警
察
の
人
間
が
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
。
島
へ
の
上
陸
に
際
し
て
、
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
も
身
分
証

の
確
認
も
な
か
っ
た
。
船
員
や
海
洋
警
察
の
隊
員
か
ら
何
ら
か
の
注
意
を

受
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
韓
国
人
訪
問

者
も
同
様
で
あ
っ
た
。

竹
島
・
独
島
は
、
海
洋
警
察
に
よ
っ
て
警
備
さ
れ
て
い
た
。
同
地
に
は

現
在
、
約
五
〇
名
が
滞
在
し
て
い
る
（
11
）

。
海
洋
警
察
へ
の
配
属
と
な
っ
た
徴

兵
期
間
中
の
人
間
が
五
〇
日
周
期
で
交
代
し
な
が
ら
、
警
戒
に
あ
た
っ
て

い
る
（
12
）

。
竹
島
・
独
島
滞
在
中
、
多
く
の
海
洋
警
察
の
隊
員
の
姿
を
目
に
し

た
が
、
何
ら
か
の
脅
威
、
ま
し
て
や
日
本
に
対
し
て
備
え
て
い
る
と
い
っ

た
印
象
は
な
か
っ
た
。
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
を
携
帯
し
た
隊
員
を
一
人
だ
け

見
か
け
た
が
、
外
部
か
ら
の
侵
攻
に
対
し
て
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
一
般
の
訪
問
者
が
立
入
禁
止
区
域
に
入
ら
な
い
よ
う
警
戒
し
て

い
る
様
子
だ
っ
た
（
13
）

。

筆
者
は
竹
島
・
独
島
滞
在
中
、
立
ち
入
り
が
許
可
さ
れ
て
い
る
区
域
を

く
ま
な
く
回
っ
た
。
同
島
を
訪
れ
て
い
た
韓
国
人
の
大
半
は
、
前
日
に
浦

写真 2　鬱陵島と独島を結ぶ高速船
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二
三
八

項
か
ら
鬱
陵
島
に
渡
っ
て
く
る
高
速
船
で
乗
り
合
わ
せ
た
人
々
と
同
様
に
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
格
好
を
し
て
い
た
。
国
旗
を
出
し
た
り
、
横
断
幕
を
出

し
た
り
と
い
っ
た
、
独
島
が
韓
国
領
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
よ
う
な
振

る
舞
い
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
竹
島
・
独
島
そ
の
も
の
や
そ
こ
か
ら
望
む

大
海
原
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。
な
か
で
も
、「
大
韓
民
国
最
東
端
の

地
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
を
格
好
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
い
た
（
写
真

3
）。
そ
の
石
碑
の
前
で
も
、
独
島
の
領
有
権
を
主
張
す
る
よ
う
な
行
為

を
し
て
い
な
か
っ
た
。

竹
島
・
独
島
で
は
、
韓
国
人
観
光
客
か
ら
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頼
ま
れ
る
機
会
が
数
回
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
英
語

と
ご
く
簡
単
な
韓
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。
撮
影
を
頼

ん
で
き
た
韓
国
人
は
こ
の
た
め
、
筆
者
を
日
本
人
だ
と
理
解
し
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
竹
島
・
独
島
に
つ
い
て
何
ら
か
の
こ
と
を
主
張
し

て
き
た
り
、
ま
た
態
度
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
た
っ
て

友
好
的
に
対
応
し
て
く
れ
た
。
写
真
を
撮
り
終
え
て
カ
メ
ラ
を
返
し
た
際

に
、
日
本
語
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
人
間
も
い
た
。

二
〇
一
二
年
八
月
に
当
時
の
李
明
博
大
統
領
が
竹
島
・
独
島
を
訪
問
し

た
（
14
）

。
李
明
博
大
統
領
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
降
り
立
ち
、「
韓
国
領
」
と
書

か
れ
た
石
碑
と
と
も
に
写
真
に
収
ま
っ
た
。
今
回
の
竹
島
・
独
島
訪
問
の

際
、
そ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
石
碑
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
海
洋
警

察
等
の
施
設
も
見
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
筆
者
た
ち
が
上
陸
し
た
女
島

の
頂
上
付
近
に
位
置
し
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ー
の
停
泊
し
て
い
る
岸
壁
か
ら

は
急
峻
な
岩
肌
を
登
ら
な
く
て
は
た
ど
り
着
け
な
い
。
一
般
の
訪
問
者
は

こ
の
た
め
、
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
15
）

。
女
島
の
周
囲
の
護
岸
工
事
が
な

さ
れ
た
わ
ず
か
な
空
間
の
み
に
し
か
立
ち
入
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
ト
イ
レ

な
ど
の
設
備
も
な
い
た
め
、
三
〇
分
の
滞
在
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

筆
者
た
ち
も
他
の
韓
国
人
訪
問
者
と
一
緒
に
、
三
〇
分
ほ
ど
の
滞
在
の
後
、

写真 3　「大韓民国最東端の地」と刻まれた石碑

（出典：筆者撮影）
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来
た
と
き
と
同
じ
高
速
船
で
竹
島
・
独
島
を
後
に
し
た
（
16
）

。

五　

竹
島
・
独
島
の
印
象

筆
者
た
ち
を
乗
せ
た
高
速
船
は
、
午
前
一
〇
時
五
〇
分
に
竹
島
・
独
島

を
離
れ
た
。
鬱
陵
島
へ
と
進
路
を
と
る
前
に
、
島
の
周
囲
を
一
回
り
し
た
。

乗
船
客
が
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
少
な
か
っ
た
た
め
の
特
別
措
置
だ
。
乗
船
客

の
多
く
は
寒
い
な
か
デ
ッ
キ
に
出
て
、
竹
島
・
独
島
の
写
真
を
カ
メ
ラ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
収
め
て
い
た
。
船
に
寄
っ
て
き
た
海
鳥
に
餌
を
あ
げ

て
い
る
人
間
も
い
た
。

筆
者
は
デ
ッ
キ
で
写
真
を
撮
り
つ
つ
、
竹
島
・
独
島
を
眺
め
た
（
写
真

4
）。
船
上
か
ら
眺
め
る
竹
島
・
独
島
は
、「
島
」
と
い
う
よ
り
も
大
き
な

「
岩
」
に
見
え
た
（
17
）

。
平
地
が
な
く
、
岩
肌
も
む
き
出
し
で
、
人
が
住
め
る

よ
う
な
場
所
で
は
な
い
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。
筆
者
た
ち
を
乗
せ
て
き
た

高
速
船
も
、
年
間
六
〇
日
ほ
ど
し
か
着
岸
で
き
な
い
。
携
帯
電
話
は
通
じ

た
が
、
真
水
も
耕
作
に
適
し
た
土
地
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
護
岸
工
事
な
ど

を
行
っ
て
よ
う
や
く
人
間
が
滞
在
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
だ
と
感
じ

ら
れ
た
。
今
回
の
訪
問
を
と
お
し
て
、
筆
者
の
竹
島
・
独
島
に
対
す
る
印

象
が
「
島
」
か
ら
「
岩
」
へ
と
傾
い
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。

竹
島
・
独
島
は
、
人
間
の
居
住
や
開
発
に
適
さ
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

貴
重
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。
鉛
色
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
日
本
海
（
東

海
）
で
あ
る
が
、
竹
島
・
独
島
を
取
り
囲
む
海
の
水
は
、
高
い
透
明
度
を

誇
っ
て
い
た
。
竹
島
・
独
島
を
訪
れ
て
い
た
韓
国
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
の
格
好
を
し
て
い
た
。
鬱
陵
島
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
目
的

と
し
て
い
た
よ
う
だ
（
18
）

。
歴
史
的
・
民
族
的
重
要
性
だ
け
で
は
な
く
、
貴
重

な
自
然
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
竹
島
・
独
島
に
訪
問
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
竹
島
・
独
島
訪
問
に
お
い
て
、
筆
者
が
日
本
人
で
あ
る
か
ら
と

写真 4　竹島・独島全景
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二
四
〇

い
っ
て
差
別
さ
れ
た
り
、
特
別
な
処
遇
を
受
け
た
り
、
問
題
に
見
舞
わ
れ

た
り
す
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
。
事
前
に
日
本
人
が
渡
航
で
き
な
か
っ
た

事
例
を
聞
い
て
い
た
こ
と
か
ら
念
の
た
め
に
、
海
洋
警
察
署
に
も
出
向
い

た
が
、
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
あ
っ
け
な
く
、
竹
島
・
独
島
に
行
っ
て
、

戻
っ
て
こ
ら
れ
た
。「
国
境
の
島
」
や
「
対
立
の
島
」
と
い
う
印
象
か
ら
、

日
本
人
の
渡
航
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
で
き
た
と
し
て
も
困
難
な
状
況
に

直
面
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
憂
慮

は
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
人
の
竹
島
・
独
島
訪
問
は
、
日
韓
両
国
の
政
府
間
関
係
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
側
面
も
あ
る
。
筆
者
た
ち
の
訪
問
が
天
候
的
に
だ
け
で
は
な

く
、
両
国
間
の
関
係
の
面
で
も
恵
ま
れ
て
い
た
点
は
否
定
で
き
な
い
（
19
）

。
し

か
し
な
が
ら
、
今
回
の
訪
問
を
と
お
し
て
、
竹
島
・
独
島
現
地
で
「
国
境

の
島
」
や
「
対
立
の
島
」
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、
事

実
で
あ
る
。

六 　

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と
の
国
境
地
帯
か
ら
の
一

考
察

竹
島
・
独
島
は
、
歴
史
的
に
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
。
韓
国
で
は
、

主
権
や
民
族
の
観
点
か
ら
認
識
・
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
（
20
）

。

象
徴
的
意
味
合
い
を
も
つ
領
土
問
題
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と
の
間

に
も
存
在
す
る
。
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
付
近
の
国
境
地
帯
が
こ
れ
に
該
当

す
る
（
21
）

。
同
寺
院
は
、
九
世
紀
に
ク
メ
ー
ル
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
、
タ
イ

が
実
行
支
配
し
て
い
た
。
現
在
は
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
な
ど
を
受
け

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
両
国

間
の
懸
案
事
項
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
近
年
で
は
二
〇
〇
八
年
と

二
〇
一
一
年
に
、
付
近
の
国
境
地
帯
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
軍
と
タ
イ
軍
と
の
間

で
小
規
模
な
軍
事
衝
突
が
発
生
し
、
双
方
に
死
者
を
出
し
た
（
22
）

。
日
本
の
外

務
省
は
こ
の
よ
う
な
点
を
鑑
み
て
、
国
境
地
域
タ
イ
側
へ
の
不
要
不
急
の

渡
航
を
や
め
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
（
23
）

。

筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
九
月
一
一
日
に
タ
イ
人
研
究
者
と
と
も
に
、
プ

レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
国
境
地
帯
の
タ
イ
側
（
シ
ー
サ
ケ
ー
ト
県
カ
ン
タ

ラ
ラ
ッ
ク
郡
）
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
（
24
）

。
国
境
付
近
、
お
よ
び
そ
の
周
辺

の
村
で
は
、
数
多
く
の
防
空
壕
や
バ
ン
カ
ー
を
目
に
し
た
。
国
境
付
近
に

は
、
警
察
の
一
組
織
で
あ
る
国
境
警
備
隊
だ
け
で
は
な
く
、
陸
軍
も
配
備

さ
れ
て
い
た
。
数
年
前
に
実
際
に
軍
事
衝
突
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き

る
状
況
に
あ
っ
た
。

国
境
地
帯
の
タ
イ
側
は
、
カ
オ
・
プ
ラ
・
ウ
ィ
ハ
ー
ン
国
立
公
園

（K
hao P

ra W
ihan N

ational P
ark

）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の

国
境
警
備
隊
や
陸
軍
が
駐
屯
し
、
防
空
壕
が
あ
り
な
が
ら
も
、
周
辺
住
民

に
と
っ
て
の
手
軽
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た
（
25
）

。
休
日
に

な
る
と
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
。
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
や
手
荷
物
検
査
、
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身
分
証
の
確
認
等
な
し
で
入
場
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
国
立
公
園
か
ら

国
境
を
越
え
て
、
至
近
に
あ
る
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
に
行
く
こ
と
は
、
現

在
で
き
な
い
。
こ
の
象
徴
的
意
味
合
い
を
も
つ
国
境
地
帯
に
お
い
て
、
国

境
を
越
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
（
26
）

。

筆
者
が
訪
問
し
た
日
は
偶
然
に
も
、
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
│
タ
イ
国
境
に
と
っ
て
、
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
日
で
あ
っ
た
。

タ
イ
側
の
国
立
公
園
で
、「
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
友
好
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
軍
も
参
加
し
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
軍
の
参
加
者
は
、
平
和
裏
に
タ
イ
側
の
了
承
の
も
と
、
パ
ス

ポ
ー
ト
も
持
た
ず
に
、
国
境
を
陸
路
で
越
え
て
き
た
。
こ
れ
は
、
史
上
初

め
て
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
同
地
で
、
将
校
ク
ラ

ス
の
初
の
公
式
会
談
も
行
わ
れ
た
（
27
）

。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ア
ビ
ヒ

ア
寺
院
周
辺
の
国
境
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
象
徴
す

る
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
の
国
境
地
帯
の
状
況
は
、
数
年
前
ま
で
実
際

に
戦
火
を
交
え
て
い
た
相
手
同
士
が
友
好
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ

ど
ま
で
に
改
善
し
て
き
て
い
る
。
近
い
将
来
、
現
在
は
不
可
能
で
あ
る
タ

イ
側
か
ら
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
へ
の
カ
オ
・
プ
ラ
・
ウ
ィ
ハ
ー
ン
国
立
公

園
経
由
で
の
訪
問
も
実
現
す
る
見
通
し
だ
。
同
国
境
を
と
お
し
た
経
済
・

貿
易
・
観
光
の
活
性
化
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
28
）

。

竹
島
・
独
島
の
事
例
と
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
の
事
例
と
の
間
に
は
、

相
違
点
が
あ
る
。
日
韓
間
に
は
植
民
地
支
配
の
歴
史
が
存
在
す
る
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と
の
間
に
は
同
様
の
歴
史
が
な
い
（
29
）

。
前
者
は
領
土
を
め

ぐ
っ
て
の
武
力
衝
突
の
経
験
を
も
た
ず
、
そ
の
発
生
見
込
み
も
極
め
て
低

い
。
後
者
は
武
力
衝
突
を
幾
度
も
経
験
し
て
い
る
う
え
に
、
現
在
も
そ
の

可
能
性
を
排
除
し
き
れ
な
い
。
前
者
は
国
際
司
法
裁
判
所
で
扱
わ
れ
て
い

な
い
が
、
後
者
は
同
裁
判
所
に
よ
っ
て
国
境
線
が
判
断
さ
れ
た
経
緯
を
も

つ
（
30
）

。
竹
島
・
独
島
が
海
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
プ
レ
ア
ビ
ヒ

ア
寺
院
周
辺
は
陸
上
の
国
境
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
双
方
の
間
に
は
類
似
点
も
あ
る
。
竹
島
・
独
島
に
は
、

実
効
支
配
し
て
い
る
韓
国
側
か
ら
し
か
行
け
な
い
。
日
本
側
か
ら
直
接
訪

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
に
は
、
同
じ
く
実
効
支
配

し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
は
行
け
る
が
、
タ
イ
側
か
ら
は
行
け
な
い
。

そ
し
て
、
竹
島
・
独
島
も
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
も
、
観
光
地
化
し
て
い
る
。

プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
国
境
の
事
例
は
、
対
立
の
火
種
が
残
っ
た
ま

ま
で
も
、
国
境
地
帯
を
新
た
な
交
流
の
地
へ
と
の
変
革
で
き
る
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。
竹
島
・
独
島
も
豊
か
な
自
然
と
い
う
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
陸
上
国
境
で
は
な
い
た
め
、
経
済
・
貿
易
の
ゲ
ー
ト
と
な
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
観
光
を
軸
と
し
た
交
流
の
場
と
す
る

こ
と
は
で
き
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。



二
四
二

七　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
日
本
か
ら
竹
島
・
独
島
へ
の
渡
航
と
同
島
の
現
状
に
つ
い

て
、
鬱
陵
島
で
の
筆
者
た
ち
の
動
き
を
交
え
て
述
べ
て
き
た
。

竹
島
・
独
島
へ
の
訪
問
は
、
日
本
人
で
あ
っ
て
も
大
き
な
困
難
を
伴
わ

な
か
っ
た
。
念
の
た
め
、
海
洋
警
察
署
を
訪
ね
た
う
え
で
行
っ
た
が
、
一

般
の
韓
国
人
と
同
様
で
あ
っ
た
。
竹
島
・
独
島
で
は
、「
対
立
の
島
」
や

「
紛
争
の
島
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、

自
然
豊
か
な
大
き
な
「
岩
」
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
│
タ
イ
国
境
は
、
竹
島
・
独

島
を
め
ぐ
る
も
の
よ
り
も
厳
し
い
対
立
の
も
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

国
境
の
開
放
や
こ
れ
を
と
お
し
た
交
流
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
竹
島
・
独
島
が
今
後
、「
対
立
の

島
」
か
ら
「
交
流
の
島
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
） 

日
本
国
外
務
省
「
韓
国
の
出
入
国
手
続
に
従
っ
た
竹
島
入
域
の
自
粛
に
つ

い
て
」http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/a_o/na/takeshim
a/page1w

_
000030.htm

l

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
2
） 

「
韓
国
、
異
例
の
入
国
拒
否
」『
朝
日
新
聞
』（
二
〇
一
一
年
八
月
二
日
、

東
京
朝
刊
）
三
面
。

（
3
） 

崔
永
鎬
（
韓
国
・
浦
項
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
一
日
聞
き
取
り
）。
こ
の

と
き
、
質
問
さ
れ
た
日
本
人
が
「
独
島
は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
韓
国
の
も
の

だ
」
と
発
言
す
る
と
、
海
洋
警
察
の
担
当
者
は
「
独
島
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

韓
国
の
も
の
だ
」
と
応
答
し
た
。

（
4
） 

筆
者
た
ち
が
訪
れ
た
際
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
何
も
映
し
出
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

（
5
） 

飛
行
機
の
国
内
線
や
内
航
の
フ
ェ
リ
ー
に
搭
乗
・
乗
船
す
る
際
に
、
身
分

証
の
確
認
を
行
う
国
は
数
多
く
存
在
す
る
。

（
6
） 

韓
国
の
海
洋
警
察
庁
は
二
〇
一
四
年
四
月
に
発
生
し
た
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没

事
故
を
受
け
て
、
同
年
一
一
月
に
国
民
安
全
処
海
洋
警
備
安
全
本
部
へ
と
改
組

さ
れ
た
。

（
7
） 

日
本
人
が
韓
国
側
か
ら
竹
島
・
独
島
に
訪
問
す
る
行
為
は
、
同
島
に
対
す

る
韓
国
の
領
有
権
を
黙
示
的
に
認
め
る
行
為
に
当
た
る
た
め
、
韓
国
政
府
の
立

場
の
強
化
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
） 

韓
国
国
内
の
愛
国
者
団
体
と
い
っ
た
民
間
団
体
が
設
置
・
運
営
し
て
い
る

可
能
性
も
排
除
し
き
れ
な
い
。
な
お
、
安
龍
福
記
念
館
の
館
長
は
、
同
じ
く
鬱

陵
島
内
に
あ
る
「
独
島
博
物
館
」
の
館
長
が
兼
任
し
て
い
る
。

（
9
） 

鬱
陵
島
の
訪
問
者
数
は
、
年
間
三
〇
万
〜
四
〇
万
人
程
度
で
あ
る
。

（
10
） 

韓
国
で
は
二
〇
一
四
年
五
月
に
発
生
し
た
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
後
、
船

旅
を
敬
遠
す
る
風
潮
が
見
ら
れ
る
。

（
11
） 

韓
国
海
洋
警
備
安
全
本
部
（
独
島
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
三
日
聞
き
取

り
）。

（
12
） 

韓
国
の
徴
兵
制
度
で
は
、
陸
海
空
軍
お
よ
び
海
兵
隊
だ
け
で
は
な
く
、
警

察
や
海
洋
警
察
、
法
務
部
（
刑
務
官
）
な
ど
の
部
門
に
も
配
属
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
。

（
13
） 
海
洋
警
察
の
隊
員
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
話
を
し
た
り
す
る
人
間
を

数
多
く
見
か
け
た
。
隊
員
は
、
筆
者
の
質
問
に
も
快
く
答
え
て
く
れ
た
。



竹
島
・
独
島
か
ら
見
る
日
本
と
韓
国
の
現
在
（
横
田
）

二
四
三

（
14
） 

韓
国
の
現
職
大
統
領
に
よ
る
竹
島
・
独
島
訪
問
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で

あ
っ
た
。

（
15
） 
独
島
に
駐
在
し
て
い
る
海
洋
警
察
の
隊
員
ら
の
た
め
の
物
資
等
は
多
く
が

船
便
で
届
け
ら
れ
る
。
船
舶
停
泊
施
設
か
ら
海
洋
警
察
等
の
施
設
が
あ
る
女
島

頂
上
付
近
ま
で
、
荷
物
運
搬
用
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
張
ら
れ
て
い
る
。

（
16
） 

鬱
陵
島
と
独
島
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
は
、
筆
者
た
ち
が
利
用
し
た
午
前
中
の

一
往
復
の
み
で
あ
る
。

（
17
） 

竹
島
・
独
島
は
、
英
語
で
は
「
リ
ア
ン
ク
ー
ル
岩
礁
」（L
iancourt 

R
ocks

）
と
呼
ば
れ
る
。
竹
島
・
独
島
問
題
に
関
し
て
中
立
の
立
場
を
と
る
第

三
国
で
は
一
般
的
に
、
こ
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
。

（
18
） 

鬱
陵
島
に
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
点
在
し
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

（
19
） 

日
韓
関
係
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
の
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
合
意
以
降
、

好
転
の
兆
し
を
見
せ
た
。

（
20
） 

竹
島
・
独
島
が
日
本
（
島
根
県
）
に
編
入
さ
れ
た
一
九
〇
五
年
、
当
時
の

大
韓
帝
国
は
日
本
の
保
護
国
と
な
り
、
外
交
権
を
失
っ
た
。
韓
国
国
内
で
は
こ

の
た
め
、
竹
島
・
独
島
の
日
本
編
入
を
一
九
一
〇
年
に
始
ま
っ
た
植
民
地
支
配

へ
の
一
里
塚
と
み
な
す
傾
向
が
強
い
。

（
21
） 

プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
は
タ
イ
で
は
、「
カ
オ
・
プ
ラ
・
ウ
ィ
ハ
ー
ン
遺
跡
」

と
呼
ば
れ
る
。

（
22
） 

プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
国
境
紛
争
と
国
境
画
定
に
関
す

る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
。
な
お
、
次
の
論
考
が
詳
し
い
。

John B
urgess, T

em
ple in

 th
e C

lou
d
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d
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on

fl ict at P
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V
ih

ear (B
angkok: R

iver B
ooks, 2015).

（
23
） 

日
本
国
外
務
省
「
タ
イ
に
つ
い
て
の
海
外
安
全
情
報
（
危
険
情
報
）
の
発

出
」
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.anzen.m

ofa.go.jp/info/

pchazardspecifi cinfo_2016T
055.htm

l#ad-im
age-0

、
二
〇
一
六
年
一
〇

月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
24
） 

訪
問
に
際
し
て
は
、
同
行
し
た
タ
イ
人
研
究
者
を
と
お
し
て
、
事
前
に
安

全
性
を
十
分
に
確
認
し
た
。

（
25
） 

晴
れ
て
い
る
と
、
眼
下
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
風
景
が
一
望
で
き
る
。

（
26
） 

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
タ
イ
と
の
間
で
は
、
他
の
多
く
の
地
点
で
は
陸
上
国
境
を

越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
イ
側
か
ら
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
へ
の
訪
問
は
、
こ

れ
ら
の
国
境
も
し
く
は
空
路
で
迂
回
す
る
か
た
ち
で
あ
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
。

（
27
） 

非
公
式
の
会
合
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
28
） 

プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
周
辺
の
国
境
の
開
放
に
関
し
て
は
二
〇
一
六
年
九
月

の
時
点
で
、
タ
イ
側
で
は
す
で
に
承
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
で

は
事
務
的
な
手
続
き
の
遅
れ
の
た
め
、
ま
だ
承
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
29
） 

か
つ
て
の
ク
メ
ー
ル
王
朝
が
現
在
の
タ
イ
の
大
部
分
に
あ
た
る
地
域
を
支

配
し
て
い
た
歴
史
や
タ
イ
の
王
朝
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
属
国
と
し
て
い
た
過
去
は

存
在
す
る
。

（
30
） 

こ
の
事
例
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
断
に
よ
る
領
土
紛
争
・
対
立
の
解

決
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
。

主
要
参
考
文
献

池
内
敏
『
竹
島

│
も
う
ひ
と
つ
の
日
韓
関
係
史
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
六
年
）。

上
田
広
美
、
岡
田
知
子
編
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
知
る
た
め
の
62
章
（
第
2
版
）』（
明

石
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。

柿
崎
一
郎
『
物
語
タ
イ
の
歴
史

│
微
笑
み
の
国
の
真
実
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
七
年
）。

韓
国
外
務
省
「
独
島
」（http://dokdo.m

ofa.go.kr/jp/

、
二
〇
一
六
年
一
〇
月



二
四
四

二
八
日
ア
ク
セ
ス
）。

高
橋
勝
幸
「
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
関
係

│
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
寺
院
を
め
ぐ
る
ウ
ボ

ン
大
学
学
生
の
反
応
」『
タ
イ
国
情
報
』（
四
四
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
二
六

│
四
二
頁
。

日
本
国
外
務
省
「
竹
島
」（http://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/takeshim
a/

、

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）。

ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
『
竹
島
密
約
』（
草
思
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

John B
urgess, T

em
ple in

 th
e C

lou
d

s: F
aith

 an
d

 C
on

fl ict at P
reah

 

V
ih

ear (B
angkok: R

iver B
ooks, 2015).



竹
島
・
独
島
問
題
を
考
え
る
視
点
（
佐
渡
友
）

二
四
五

1
．
は
じ
め
に

こ
の
報
告
書
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
実
施
し
た
竹
島
（
韓
国
名
：
独

島
ド
ク
ド
）
訪
問
の
現
地
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
竹
島
・
独
島
を
め
ぐ
っ
て
は
韓
国
政
府
が
自
国
の
固
有

の
領
土
と
し
て
実
効
支
配
し
て
い
て
、
日
本
政
府
も
「
わ
が
国
の
固
有
の

領
土
」
と
主
張
し
て
い
る
。
竹
島
・
独
島
は
、
二
つ
の
島
（
西
島
と
東

島
）
と
岩
礁
か
ら
な
り
、
総
面
積
が
〇
・
二
三
平
方
キ
ロ
と
小
さ
く
、
歴

史
的
に
人
が
暮
ら
し
た
形
跡
の
な
い
島
で
あ
る
。
日
本
で
は
島
根
県
隠
岐

郡
隠
岐
島
町
に
属
し
、
韓
国
で
は
慶
尚
北
道
鬱
陵
郡
鬱
陵
邑
に
所
属
さ
せ

て
い
る
。
日
本
か
ら
の
視
点
で
は
、
竹
島
問
題
は
係
争
中
の
「
領
土
問
題

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
韓
国
側
か
ら
見
る
と
、
固
有
の
領
土

で
あ
る
独
島
は
実
効
支
配
さ
れ
て
お
り
「
領
土
問
題
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

本
報
告
書
の
目
的
は
、
竹
島
・
独
島
が
日
韓
ど
ち
ら
の
国
に
属
す
る
の

か
に
つ
い
て
、
歴
史
的
、
国
際
法
的
に
分
析
し
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
私
た
ち
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
が
、
多
く
の
韓
国
人
ツ
ア
ー
乗
客
と
一
緒
に
フ
ェ
リ
ー
で
竹
島
・
独

島
に
渡
り
、
海
洋
警
備
の
若
い
隊
員
な
ど
か
ら
話
を
聞
き
だ
し
て
得
ら
れ

た
知
見
、
韓
国
に
多
く
存
在
す
る
独
島
研
究
機
関
や
運
動
団
体
の
主
張
や

竹
島
・
独
島
問
題
を
考
え
る
視
点

佐
渡
友　
　
　
　
　

哲



二
四
六

【
地
図
】
竹
島
・
独
島
を
め
ぐ
る
領
海
及
び
漁
業
水
域
の
変
遷

N
3
7
°3
0
′

E1
3
1
°1
0
′

竹
島

（
独
島
）

N
3
7
°3
0
′

E1
3
1
°1
0
′

竹
島

（
独
島
）

 
（
出
所
）
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
［
2008年

］
10頁
に
加
筆
修
正



竹
島
・
独
島
問
題
を
考
え
る
視
点
（
佐
渡
友
）

二
四
七

う
な
多
様
な
視
点
か
ら
竹
島
・
独
島
問
題
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

2
．
歴
史
的
視
点

竹
島
・
独
島
に
は
、
一
七
世
紀
か
ら
朝
鮮
（
韓
国
）
人
も
日
本
人
も
主

に
漁
業
目
的
で
渡
航
し
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
日
韓
双
方
と
も
、
過
去
に

こ
の
島
に
関
わ
っ
た
人
物
の
固
有
名
詞
を
記
録
に
残
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
な
り
の
「
物
語
」
が
成
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
一
七
世
紀
の

日
本
で
は
、
松
前
藩
士
の
斉
藤
豊
仙
が
、
隠
岐
か
ら
北
西
に
向
か
い
竹
島

や
鬱
陵
島
（
ウ
ル
ル
ン
ド
）
を
発
見
し
て
そ
の
存
在
を
記
録
し
て
い
る
。

韓
国
で
は
、
一
七
世
紀
の
人
物
で
あ
る
安
龍
福
が
、
独
島
が
朝
鮮
領
で
あ

る
こ
と
を
日
本
側
に
認
め
さ
せ
た
英
雄
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
（
四
頁
、

安
龍
福
記
念
館
を
参
照
）。
日
韓
双
方
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
事
実
や

「
物
語
」
を
竹
島
・
独
島
の
領
有
権
を
主
張
す
る
根
拠
に
し
よ
う
と
す
る

が
、
双
方
の
主
張
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
最
近
、

日
本
で
出
版
さ
れ
た
著
書
で
は
下
記
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
政
府
は
、
日
本
人
が
竹
島
や
鬱
陵
島
周
辺
で
漁
業
を
営
ん
で
い

た
一
七
世
紀
半
ば
に
は
竹
島
の
領
有
権
を
確
立
し
て
お
り
、
一
九
〇
五
年

の
閣
議
決
定
で
竹
島
を
領
有
す
る
意
思
を
『
再
確
認
』
し
た
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
韓
国
側
は
、
一
九
〇
〇
年
に
大
韓
帝
国
政
府
が
発
令

し
た
『
勅
令
第
四
一
号
』
が
根
拠
。
鬱
陵
島
を
鬱
島
郡
に
昇
格
さ
せ
た
こ

の
文
章
で
、
行
政
区
域
に
明
記
し
た
石
島
（
ソ
ク
ド
）
の
『
石
』
が
、
竹

現
状
、「
竹
島
の
日
」
を
条
例
で
定
め
た
島
根
県
な
ど
の
日
本
の
自
治
体

か
ら
の
視
点
な
ど
、
現
場
の
多
様
な
角
度
か
ら
こ
の
報
告
書
は
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
竹
島
・
独
島
を
め
ぐ
る
日
韓
双
方
の
歴
史
的
関
わ
り
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
（
一
九
五
一
年
）
や
日
韓
基
本
条
約

（
一
九
六
五
年
）
と
い
っ
た
国
際
法
的
取
り
決
め
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る

「
竹
島
密
約
」（
一
九
六
五
年
）
と
い
う
政
治
決
着
（
？
）
な
ど
に
つ
い
て

の
要
点
を
解
説
し
、
日
本
で
い
う
竹
島
問
題
の
概
要
を
簡
潔
に
説
明
す
る

も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
あ
る
中
国
の
歴
史
研
究
者
が
述
べ
た
言
葉
を
記
憶
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
人
々
の
歴
史
に
対
す
る
態
度
に
は
、
感
情
の
レ
ベ
ル
、
歴
史
観

の
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
客
観
的
分
析
の
レ
ベ
ル
、
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
。
領
土
の
帰
属
問
題
に
も
こ
の
よ
う
な
三
つ

の
レ
ベ
ル
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
島
に
渡
っ

た
漁
民
の
記
録
、
渡
海
免
許
や
閣
議
決
定
な
ど
行
政
の
記
録
、
そ
し
て
条

約
な
ど
の
取
り
決
め
な
ど
を
客
観
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
大

切
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
感
情
の
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
島
に
対
す
る
国
民
の

情
熱
）、
人
々
が
信
念
や
経
験
か
ら
抱
く
歴
史
観
も
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
領
土
問
題
に
は
こ
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

実
効
支
配
の
現
実
、
教
育
活
動
、
啓
蒙
運
動
な
ど
他
の
フ
ァ
ク
タ
ー
も
加

え
て
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
の
現
地
調
査
に
は
、
こ
の
よ



二
四
八

島
の
韓
国
名
で
あ
る
独
島
（
ト
ク
ド
）
の
『
独
』
と
発
音
が
近
く
、
石
島

が
独
島
を
示
す
と
し
た
。
韓
国
側
は
日
本
政
府
の
閣
議
決
定
に
つ
い
て
、

韓
国
が
外
交
権
を
奪
わ
れ
た
中
で
の
行
為
で
、
国
際
法
上
無
効
で
あ
り

『
侵
略
の
第
一
歩
』
と
訴
え
て
い
る
」（
琉
球
新
報
・
山
陰
中
央
新
報 

編

﹇
二
〇
一
五
年
﹈、
一
〇
〜
一
一
頁
）。
ま
た
、
島
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
も
竹
島
の
こ
と
を
松
島
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
時
に
は
鬱

陵
島
と
の
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

話
を
第
二
次
大
戦
後
に
進
め
て
み
よ
う
。
そ
れ
ま
で
三
五
年
間
、
日
本

の
植
民
地
と
さ
れ
て
き
た
韓
国
は
、
日
本
と
切
り
離
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
日
本
を
占
領
し
た
連
合
国
軍
は
、
日
本
と
韓
国
の
間
に
「
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
境
界
線
を
設
定
し
た
。
こ
の
境
界
線
は
、
事

実
上
、
竹
島
を
韓
国
側
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

一
九
五
一
年
九
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
調
印
さ
れ
た
対
日

講
和
条
約
で
、
竹
島
・
独
島
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
第

二
次
大
戦
で
韓
国
は
、
戦
勝
国
で
も
敗
戦
国
で
も
な
く
、
こ
の
講
和
会
議

で
は
当
事
者
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
日
本
の
戦
後
処
理
の
一
環
と
し
て
の

対
日
講
和
条
約
で
は
、
領
土
問
題
も
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
竹
島
・
独
島

の
名
前
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
講
和
条
約
の
第
二
条
第
一
項
に
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
日
本
国
は
、
朝
鮮
の
独
立
を
承
認
し
て
、

済
州
島
（
ジ
ェ
ジ
ュ
ド
）、
巨
文
島
（
コ
ム
ン
ド
）
及
び
鬱
陵
島
を
含
む

朝
鮮
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
」。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
中
身
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
日
本
に
と
っ

て
は
外
交
的
勝
利
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
竹
島
・
独
島
が

い
ま
だ
に
日
韓
の
間
で
論
争
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
出
発
点
が
こ
こ
に
あ

る
（
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
﹇
二
〇
〇
八
年
﹈、
二
一
頁
）。

［図表］　竹島・独島をめぐる日本と韓国の主張

日本 主な対立点 韓国

日本政府が1905年に閣

議決定で竹島を島根県

に編入．竹島領有の意

思を再確認した

竹島（韓国名・独島）

領有の根拠

1900年の勅令第41号で

鬱島郡の管轄区域とし

て示された「石島」が

竹島

韓国が米国に，日本が

放棄すべき領土に竹島

を含めるよう求めたが

米国が拒否

サンフランシスコ講和

条約の起草過程での竹

島の扱い

独島条項が削除された

のは米国が日本を抱き

込むため

竹島の不法占拠
李承晩ラインに対する

見解

独島が韓国領土である

ことを世界に知らしめ

た

竹島が紛争地に含まれ

る

日韓両国の紛争の平和

的解決における交換公

文の解釈

独島は紛争地に含まれ

ない

（出所）琉球新報・山陰中央新報［2015年］、10頁
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）

二
四
九

3
．「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
と
「
竹
島
密
約
」

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
か
ら
数
か
月
後
、
韓
国
の
李
承
晩
大
統

領
は
、「
大
韓
民
国
の
隣
接
海
洋
で
の
主
権
に
関
す
る
大
統
領
の
宣
言
」

を
発
表
し
た
。
竹
島
・
独
島
を
韓
国
側
の
排
他
的
主
権
領
域
に
組
み
入
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
の
後
、

た
だ
ち
に
日
本
を
は
じ
め
米
国
、
英
国
、
台
湾
な
ど
か
ら
抗
議
の
声
が
上

が
っ
た
。
同
大
統
領
は
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
と
は
言
わ
ず
「
平
和
線
」
と

対
応
し
た
。
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
に
よ
る
と
、
各
国
か
ら
の
抗
議
の
後
、
韓

国
政
府
は
あ
わ
て
て
大
統
領
名
で
談
話
を
発
表
し
、
こ
の
目
的
を
「
韓
日

両
国
間
の
平
和
の
維
持
に
あ
る
」
と
対
応
し
た
こ
と
が
、
韓
国
で
使
う

「
平
和
線
」
の
言
葉
の
由
来
だ
と
い
う
。
ま
た
、
独
立
し
た
ば
か
り
の
韓

国
政
府
が
「
平
和
線
」
を
大
胆
に
宣
言
し
た
背
景
に
は
、
竹
島
・
独
島
を

韓
国
側
に
含
め
、
漁
業
資
源
の
乱
獲
を
防
ご
う
と
し
た
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

ラ
イ
ン
」
が
対
日
講
和
条
約
に
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
危
機
感
が
あ
り
、
そ

の
「
自
救
策
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。（
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル

﹇
二
〇
〇
八
年
﹈、
三
二
〜
三
三
頁
）。

と
こ
ろ
で
、
外
交
交
渉
は
原
則
、
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
。
特
に
領
土

（
島
）
の
帰
属
を
め
ぐ
る
交
渉
に
は
、
そ
の
帰
属
を
明
確
に
せ
ず
、
い
っ

た
ん
棚
上
げ
に
し
て
国
交
回
復
や
平
和
条
約
締
結
と
い
う
大
き
な
目
標
を

優
先
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
係
争
中
の
帰
属
問
題
の
解
決
は
次
世
代
に
任

せ
る
、
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
を
前
に
、

日
中
両
国
の
間
で
懸
案
と
な
っ
て
い
た
尖
閣
諸
島
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
、

鄧
小
平
が
提
案
し
た
「
未
解
決
の
解
決
」
と
い
う
棚
上
げ
構
想
は
、
ま
さ

に
こ
の
事
例
で
あ
る
。
共
同
声
明
文
に
も
条
約
文
に
も
明
記
さ
れ
な
い
こ

う
し
た
裏
約
束
は
、「
密
約
」
と
い
わ
れ
る
。
一
般
的
に
は
否
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
外
交
交
渉
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の
二
〇
年
も
前
に
、
日
韓
の
間
に
竹
島
・
独
島

の
帰
属
を
め
ぐ
る
「
密
約
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ソ
ウ
ル
生
ま
れ
で
米
国
で
国
際
政
治
学
を
研
究
し
て
学
位
を
取
得
し
た

ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
の
著
書
『
竹
島
密
約
』
に
よ
る
と
、
日
韓
基
本
条
約
の

締
結
に
向
け
て
秘
密
交
渉
を
行
っ
た
の
は
、
河
野
一
郎
（
副
総
裁
・
国
務

大
臣
）
と
金
鍾
珞
（
韓
一
銀
行
常
務
）
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
は
、

日
本
で
元
首
相
、
政
治
家
、
元
政
治
家
秘
書
、
元
新
聞
記
者
、
財
界
人
な

ど
、
日
韓
交
渉
に
携
わ
っ
た
人
を
含
め
、
多
く
の
人
々
に
面
会
し
て
情
報

を
入
手
し
、
こ
の
著
書
を
書
き
上
げ
た
。
そ
し
て
、
竹
島
・
独
島
の
帰
属

問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
一
月
に
河
野
と
丁
一
権
（
総
理
）
の
間

で
結
ば
れ
た
「
竹
島
密
約
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
そ
の
内
容

は
次
頁
の
と
お
り
で
あ
る
。



二
五
〇

竹
島
・
独
島
問
題
は
、
解
決
せ
ざ
る
を
も
っ
て
、
解
決
し
た
と
み
な
す
。

し
た
が
っ
て
、
条
約
で
は
触
れ
な
い
。

イ　

両
国
と
も
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
、
同
時

に
そ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

ロ　

し
か
し
、
将
来
、
漁
業
区
域
を
設
定
す
る
場
合
、
双
方
と
も
竹
島

を
自
国
領
と
し
て
線
引
き
し
、
重
な
っ
た
部
分
は
共
同
水
域
と
す
る
。

ハ　

韓
国
は
現
状
を
維
持
し
、
警
備
員
の
増
強
や
施
設
の
新
設
、
増
設

を
行
わ
な
い
。

ニ　

こ
の
合
意
は
以
後
も
引
き
継
い
で
い
く
。

（
出
所
）　

ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
﹇
二
〇
〇
八
年
﹈、
二
〇
八
頁

ま
た
同
時
に
、
日
韓
両
国
が
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
前
に
、
も
う
ひ

と
つ
、「
請
求
権
資
金
」
に
つ
い
て
の
秘
密
の
取
り
決
め
が
先
行
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
九
六
二
年
一
一
月
に
大
平
正
芳
（
外
相
）

と
金
鍾
泌
（
中
央
情
報
部
長
）
の
間
で
結
ば
れ
た
「
大
平
・
金
メ
モ
」
で

あ
る
。
つ
ま
り
日
韓
交
渉
の
実
質
的
な
二
つ
の
柱
で
あ
っ
た
「
カ
ネ
」
と

「
領
土
」
の
問
題
が
、
い
ず
れ
も
秘
密
の
取
り
決
め
に
よ
っ
て
決
着
を
見

た
と
し
て
い
る
（
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
﹇
二
〇
〇
八
年
﹈、
一
四
頁
）。

一
九
六
五
年
か
ら
の
日
韓
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

4
．
今
日
の
課
題

日
韓
基
本
条
約
締
結
か
ら
五
一
年
が
経
ち
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

そ
の
後
の
出
来
事
は
、
両
国
の
関
係
に
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

た
。
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
島
根
県
議
会
が
「
竹
島
の
日
」
条
例
を
制
定
。

二
〇
〇
六
年
に
韓
国
が
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
財
団
を
設
立
し
て
、
日
本
に
よ

る
竹
島
領
有
の
主
張
の
「
不
当
性
」
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
。
二
〇
〇
八
年

に
日
本
の
文
部
科
学
省
が
学
習
指
導
要
領
解
説
社
会
科
編
で
竹
島
問
題
を

指
導
す
る
よ
う
記
載
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
夏
に
は
、
当
時
の
李
明
博
大

統
領
が
独
島
に
初
上
陸
、
な
ど
が
続
い
た
。
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

本
報
告
書
は
、
竹
島
・
独
島
が
日
韓
の
ど
ち
ら
に
帰
属
す
る
か
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。
歴
史
的
な
事
実
か
ら
両
国

の
主
張
を
客
観
的
に
比
較
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
島
が
ど
ち
ら
に

帰
属
す
る
の
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
国
際
法
的
視
点
か
ら

の
判
断
も
難
し
い
。
領
有
権
問
題
の
結
論
で
は
な
く
、
現
場
か
ら
の
情
勢

分
析
が
今
回
の
調
査
の
目
的
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
利
用
し
た
鬱
陵
島
か

ら
独
島
ま
で
の
フ
ェ
リ
ー
は
、
毎
年
お
よ
そ
二
〇
万
人
を
上
陸
さ
せ
て
い

る
と
い
う
。
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
韓
国
人
の
独
島
に
対
す
る
思
い
入
れ

や
情
熱
は
、
日
本
人
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

島
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
紛
争
が
複
雑
で
解
決
困
難
に
な
る
こ
と
に
は
、

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の



竹
島
・
独
島
問
題
を
考
え
る
視
点
（
佐
渡
友
）

二
五
一

弱
小
の
国
に
と
っ
て
は
、
国
内
の
秩
序
形
成
や
経
済
的
発
展
が
何
よ
り
の

関
心
事
で
、
海
洋
権
益
や
島
を
め
ぐ
る
主
権
領
域
の
確
定
な
ど
は
後
回
し

に
さ
れ
る
。
そ
の
後
国
内
が
安
定
し
経
済
的
な
余
裕
が
で
き
る
と
、
こ
れ

ま
で
隣
国
が
構
築
し
た
海
洋
権
益
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
形
で
自
己
主
張
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
主
張
と
こ
れ
ま
で
の
「
慣
習
」
が
衝

突
す
る
の
で
あ
る
。
南
シ
ナ
海
の
島
嶼
を
め
ぐ
る
中
国
の
態
度
は
こ
の
事

例
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
自
国
の
島
と
し
て
領
有
権
を
主
張
し
て
も
、
大

戦
の
戦
勝
国
や
覇
権
国
家
を
相
手
に
し
た
場
合
、
そ
の
正
当
性
は
弱
め
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
主
張
は
、
基
本

的
に
戦
勝
国
の
態
度
で
あ
る
。
第
三
に
、
戦
勝
国
や
大
国
間
の
国
際
的
取

り
決
め
に
係
争
中
の
島
の
名
前
が
明
記
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
は
竹
島
・

独
島
の
名
前
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
ヤ
ル
タ
会
談
（
一
九
四
五

年
）
に
お
け
る
米
ソ
の
対
日
秘
密
協
定
の
中
に
、
北
方
四
島
の
具
体
的
名

称
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
勝
国
の
責
任
は
重
大

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

竹
島
・
独
島
問
題
あ
る
い
は
尖
閣
諸
島
問
題
な
ど
を
考
え
て
み
て
も
、

日
本
政
府
は
長
い
間
、
国
境
に
位
置
す
る
島
嶼
地
域
に
つ
い
て
は
政
策
的

な
注
目
を
し
て
こ
な
か
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
二
〇
一
六
年
一
二
月
の
報
道

に
よ
る
と
、
日
本
政
府
は
、
領
海
保
全
に
向
け
て
国
境
に
位
置
す
る
離
島

の
管
理
を
強
化
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域

（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
基
点
に
な
る
四
三
一
の
無
人
島
の
う
ち
、
所
有
者
の
い
な

い
二
七
七
島
を
今
年
度
内
に
国
有
財
産
に
登
録
し
、
そ
の
管
理
を
国
が
担

う
よ
う
に
す
る
。
有
人
の
国
境
離
島
は
住
民
へ
の
生
活
支
援
を
手
厚
く
す

る
。
無
人
島
化
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
日
本
の
領
海
や
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
周
辺
に
艦

船
や
漁
船
を
送
り
込
む
中
国
な
ど
を
牽
制
す
る
ね
ら
い
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
領
海
や
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
基
点
に
な
る
離
島
は
、
今
回
の
四
三
一
の
無

人
島
に
、
人
が
住
む
六
〇
島
を
加
え
た
四
九
一
島
あ
る
（
日
本
経
済
新
聞
、

二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日
）。

島
を
め
ぐ
る
帰
属
問
題
の
解
決
に
は
何
世
代
も
の
時
間
を
必
要
と
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
何
世
代
も
の
間
、
係
争
中
の
両
国
民
が
い
が
み

合
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
実
効
支
配
を
継
続
す
る
こ
と
で
解
決
す
る

の
か
。「
棚
上
げ
」
に
よ
る
「
未
解
決
の
解
決
」
に
す
る
の
か
。
共
同
管

理
や
共
同
経
済
活
動
と
い
う
別
の
道
を
選
ぶ
の
か
。
島
の
領
有
を
め
ぐ
る

問
題
に
は
、
政
府
間
の
声
明
や
条
約
、
大
国
の
関
わ
り
、
戦
後
処
理
、
国

益
、
政
権
の
現
在
の
立
場
、
歴
史
の
解
釈
や
教
育
、
国
民
感
情
と
情
熱
、

報
道
の
仕
方
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
だ
け

は
確
か
で
あ
る
。

主
要
参
考
文
献

・
浦
野
起
央
﹇
二
〇
一
三
年
﹈『
日
本
の
国
境
：
分
析
・
資
料
・
文
献
』
三
和
書

籍
。



二
五
二

・
内
藤
正
中
﹇
二
〇
〇
六
年
﹈「
竹
島
（
独
島
）
問
題
」
環
日
本
海
学
会
編
『
北

東
ア
ジ
ア
事
典
』。

・
琉
球
新
報
・
山
陰
中
央
新
報
﹇
二
〇
一
五
年
﹈『
環
り
の
海
：
竹
島
と
尖
閣 

国

境
か
ら
の
問
い
』。

・
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
﹇
二
〇
〇
八
年
﹈『
竹
島
密
約
』
草
思
社
。



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の

関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状

山　
　

田　
　

光　
　

矢

1
．
日
本
の
近
代
と
国
境
線

2
．
竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
韓
両
国
の
国
民
に
対
す
る
情
報
の
非
対
称

3
．
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
関
係
と
日
韓
領
土
対
立
の
根
源

4
．
島
根
県
の
竹
島
（
独
島
）
と
鬱
陵
郡
の
独
島
（
竹
島
）
に
関
す
る
情
報
発
信

5
．
日
本
と
韓
国
の
国
境
線
に
絡
ん
で
見
え
て
く
る
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状

6
．
中
国
の
海
洋
進
出
と
混
乱
す
る
北
東
ア
ジ
ア

7
．
柔
軟
な
国
境
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
今
後
の
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

二
五
三



1
．
日
本
の
近
代
と
国
境
線

国
境
は
「
人
間
が
生
存
す
る
実
態
空
間
そ
の
も
の
お
よ
び
そ
の
人
間
の
有
す
る
空
間
お
よ
び
集
合
認
識
の
中
で
派
生
す
る
差
異
化
（
自

他
の
区
別
）
を
も
た
ら
す
境
界

（
1
）

」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
、
つ
ま
り
主
権
と
い
う
概
念
で
空
間
に
線
を
引
き
、
そ

の
空
間
の
な
か
を
排
他
的
に
権
力
が
支
配
す
る
体
制
が
起
源
」
と
な
る
も
の
で
あ
り
、「
境
界
で
囲
ま
れ
た
空
間
に
暮
ら
す
人
々
を
『
国

民
』
と
し
、」
空
間
の
中
で
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
を
一
元
化
し
て
こ
れ
に
従
わ
な
い
も
の
を
『
異
分
子
』
と
し
て
排
除
、
あ
る
い
は
同
化

す
る
」
領
域

（
2
）

で
あ
り
、「
あ
る
空
間
の
中
で
権
威
と
権
力
を
一
致
さ
せ
て
い
く
流
れ

（
3
）

」
の
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。
現
在

で
は
南
極
以
外
の
地
域
に
は
陸
だ
け
で
は
な
く
、
島
と
島
、
島
と
大
陸
の
間
に
も
国
境
線
が
ひ
か
れ
て
い
る

（
4
）

。
こ
の
国
境
線
で
囲
ま
れ
た

範
囲
が
広
い
意
味
で
の
領
土
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
も
と
を
正
せ
ば
、
領
土
と
は
『
縄
張
り
』
の
こ
と
」
で
あ
り
、
人
間
は
「
集
団
が
大
き
く
な
っ
て
国
を
作
り
、
縄
張
り
は

や
が
て
領
土
に
、
縄
張
り
の
境
界
は
国
境
線
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
近
代
化
さ
れ
る
以
前
、
人
類
が
世
界
全
体
を
支
配
す
る

に
は
『
力
』
が
不
足
し
て
い
た
。
人
類
の
全
人
口
は
現
在
に
比
べ
て
格
段
に
少
な
く
、
統
治
の
た
め
に
必
要
な
通
信
手
段
や
輸
送
手
段
も

不
足
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
の
統
治
力
は
中
心
か
ら
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
弱
く
な
り
、
力
の
及
ば
な
い
『
空
白
の
領
域
』
が

世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
「
倭
国
は
六
八
九
年
の
飛
鳥
浄
御
原
令
で
公
式
に
日
本
国
と
な
っ
た
。

そ
の
後
日
本
国
は
畿
内
か
ら
領
域
を
拡
大
し
て
い
き
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
至
る
領
域
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
領
域
は
あ

け
す
け
な
国
境
線
で
あ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
囲
ま
れ
て
い
た

（
5
）

」
国
家
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
が
明
確
な
国
境
す
な
わ
ち
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
を
設
定
す
る
の
は
江
戸
末
期
の
ロ
シ
ア
と
の
国
境
線
の
画
定
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後

二
五
四



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

の
琉
球
処
分
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
琉
球
藩
設
置
に
始
ま
り
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
沖
縄
県
の
設
置
で
終
了
し
た
。
琉

球
処
分
に
関
し
て
清
国
と
日
本
は
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
に
、「
宮
古
・
八
重
山
諸
島
を
清
国
に
割
譲
し
、
そ
の
引
き
換
え
に
日
本

商
人
が
清
国
で
欧
米
諸
国
並
み
の
通
商
が
で
き
る
よ
う
に
日
清
友
好
条
規
に
条
文
を
追
加
す
る
」
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
す
る
「
分
島
増

約
案
」
を
妥
結
し
、
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
。
た
だ
し
清
国
が
「
分
島
増
約
」
に
調
印
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
宮
古
・
八
重
山
諸
島
」

は
日
本
の
領
土
と
し
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
6
）

。
こ
の
結
果
、
日
本
の
領
土
は
府
県
が
設
置
さ
れ
た
地
域
と
北
海
道
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
領
域
、
す
な
わ
ち
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
に
至
る
領
域
を
領
土
と
し
て
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
月
に
尖
閣
諸
島
を
、「
無
主
地
先
占
」
を
理
由
に
日
本
の
領
域
に
編
入
し
た
。
こ
の
時
期
は
、

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
八
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
日
清
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
四
月
の
下
関
条

約
に
お
い
て
台
湾
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
尖
閣
諸
島
が
沖
縄
に
帰
属
す
る
島
々
な
の
か
、
台
湾
に
属
す
る
島
々
な
の
か
に
つ

い
て
の
争
い
は
生
じ
よ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
問
題
と
な
る
の
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
の
日
本
の
領
域
に
関
す
る
複
数
の
解
釈
が

存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
一
月
に
竹
島
（
独
島
）
を
、
同
じ
く
「
無
主
地
先
占
」
を
理
由
に
日
本
の
領
域

に
編
入
し
た
。
こ
の
時
期
も
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
か
ら
翌
年
九
月
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
日
露
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
日
本
の
「
無
主
地
先
占
」
に
よ
る
領
土
確
定
宣
言
と
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
関
係
に
少
し
考
慮
す
る
主
張
も
み
ら
れ
る

（
7
）

。

こ
う
し
た
「
無
主
地
先
占
」
に
続
い
て
日
本
は
、
一
八
九
五
年
に
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
遼
東
半
島
（
三
国
干
渉
に
よ
り
一
八
九
五
年

返
還
）
と
台
湾
を
領
有
し
、
一
九
〇
五
年
に
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
南
樺
太
を
領
有
す
る
と
と
も
に
、
遼
東
半
島
の
南
部
を
租
借
地
と

し
関
東
州
と
し
て
支
配
下
に
お
い
た
。
ま
た
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
は
韓
国
を
併
合
し
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
第
一
次
世

界
大
戦
の
勝
利
に
よ
り
南
洋
群
島
を
委
任
統
治
領
と
し
て
獲
得
し
た
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
は
満
州
事
変
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

二
五
五



を
通
じ
て
満
州
国
を
発
足
さ
せ
、
実
質
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
の
尋
常
小
学
校
高
学
年
用
の
『
地

理
書
（
巻
二
）』
に
は
、
関
東
・
奥
羽
・
中
部
・
近
畿
・
中
国
・
四
国
・
九
州
以
外
の
日
本
の
領
土
と
し
て
、「
北
海
道
、
樺
太
、
台
湾
、

朝
鮮
、
関
東
州
、
我
が
南
洋
群
島
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
8
）

。

こ
の
よ
う
に
日
本
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
間
に
戦
勝
国
と
し
て
領
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
か

ら
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
ま
で
の
（
広
義
の
）
日
中
（
中
日
）
戦
争
に
お
い
て
中
国
東
北
・
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
へ
の
軍
事
的
な
影
響
力
を
高

め
、
溥
儀
を
元
首
と
す
る
傀
儡
国
家
で
あ
る
満
州
国
を
発
足
さ
せ
、
実
質
的
に
支
配
下
に
お
い
た

（
9
）

。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に

よ
っ
て
日
本
の
領
土
は
日
清
戦
争
以
前
に
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
島
嶼
部
の
帰
属
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
国
境

線
問
題
が
残
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
│
七
六
六
号
／
一
〇
三
三
号
（
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
・
ラ
イ
ン
）、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
内
容
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
領
土
問
題
の
根
幹
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
中
心
的
な
地
域
が
北
方
四
島
、
尖
閣
諸
島
、
竹
島
（
独
島
）
な
の
で
あ
る

（
10
）

。

2
．
竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
韓
両
国
の
国
民
に
対
す
る
情
報
の
非
対
称

竹
島
（
独
島
）
は
北
緯
三
七
度
一
四
分
、
東
経
一
三
一
度
五
二
分
（
北
緯
三
七
度
〇
九
分
、
東
経
一
三
一
度
五
五
分
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
）

に
あ
り
、
日
本
で
は
島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
に
所
属
す
る
竹
島
と
よ
ば
れ
る
離
島
で
あ
り
、
韓
国
で
は
慶
尚
北
道
鬱
陵
郡
鬱
陵
邑
に

所
属
す
る
独
島
と
よ
ば
れ
る
離
島
で
あ
り
、
竹
島
（
独
島
）
は
東
島
（
女
島
）
と
西
島
（
男
島
）
と
岩
礁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
総
面
積

〇
・
二
〇
㎢
（
〇
・
二
三
㎢
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
）
の
群
島
で
あ
る
。
本
州
か
ら
は
約
二
一
一
㎞
の
位
置
に
あ
り
、
朝
鮮
（
韓
）
半
島
か
ら

は
約
二
一
七
㎞
の
位
置
に
あ
る
、
両
国
の
ほ
ぼ
中
間
（
若
干
日
本
の
方
が
近
い
）
に
位
置
す
る
群
島
で
あ
る
。
本
州
か
ら
約
六
七
㎞
の
隠
岐

二
五
六



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

諸
島
か
ら
は
約
一
五
八
㎞
の
位
置
に
あ
り
、
朝
鮮
（
韓
）
半
島
か
ら
約
一
四
〇
㎞
の
鬱
陵
島
か
ら
約
八
八
㎞
の
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

島
か
ら
の
距
離
で
は
韓
国
の
方
が
約
半
分
の
距
離
と
な
っ
て
い
る

（
11
）

。

竹
島
が
日
韓
（
韓
日
）
の
歴
史
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
月
一
八
日
の
大
統
領
宣
言
（「
隣
接
海
洋
に
よ
る
主

権
宣
言
」）
い
わ
ゆ
る
「
李
承
晩
ラ
イ
ン
」
の
設
定
の
結
果
で
あ
っ
た
。
日
本
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し

停
戦
し
、
敗
戦
国
と
し
て
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
る
統
治
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
日
本
は
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
九
月
八
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
に
出
席
し
平
和
条
約
を
締
結
し
、
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
の
平
和
条
約
の

発
行
に
よ
っ
て
主
権
を
回
復
し
た
。
平
和
条
約
に
付
随
し
て
、
竹
島
へ
の
日
本
漁
民
の
活
動
を
制
限
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ラ
イ
ン
も
失

効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
李
承
晩
は
、
日
本
海
に
お
け
る
韓
国
側
に
極
端
に
優
位
な
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ラ
イ
ン
の
権
益
確
保
を

目
的
の
一
つ
と
し
て
大
統
領
宣
言
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
李
承
晩
ラ
イ
ン
を
一
方
的
に
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

李
承
晩
ラ
イ
ン
が
ひ
か
れ
た
背
景
に
は
、
戦
後
の
日
本
海
で
は
、「
日
本
の
漁
業
が
韓
国
を
圧
倒
し
、
韓
国
沿
岸
近
辺
に
ま
で
押
し
寄

せ
て
お
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
食
い
止
め
る
か
が
韓
国
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
日
本
は
自
粛
ラ
イ
ン
を
引
い
て
韓
国
沿
岸

に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
」
と
い
っ
た
状
況
が
あ
っ
た
。
韓
国
沿
岸
で
の
日
本
漁
業
の
圧
力
を
抑
制
す
る
こ
と
が

李
承
晩
ラ
イ
ン
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
そ
も
そ
も
李
承
晩
ラ
イ
ン
の
原
案
に
は
竹
島
は
入
っ
て
い
な

か
っ
た
」
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
韓
国
で
は
「
ラ
イ
ン
を
検
討
す
る
過
程
に
お
い
て
、
韓
国
外
交
部
が
こ
れ
を
押
し
込
ん
だ
」
の
で

あ
り
、
ラ
イ
ン
そ
の
も
の
が
一
種
の
政
治
的
な
操
作
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
と
同
時
に
、
当
時
は
韓
国
も
独
島
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
い
っ
た
評
価
か
ら
も
理
解
で
き
る

（
12
）

。

李
承
晩
ラ
イ
ン
の
設
定
に
対
し
て
日
本
は
、
一
九
五
二
年
一
月
二
八
日
に
「
韓
国
は
竹
島
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
海
の
小
島
に
領
土
権

二
五
七



を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
日
本
政
府
は
、
韓
国
の
か
か
る
僭
称
ま
た
は
要
求
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
見
解
を
表
明

し
、
韓
国
の
一
方
的
な
現
状
変
更
を
非
難
し
た
。
他
方
韓
国
は
、
二
月
一
二
日
に
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
│
六
七
七
お
よ
び
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・

ラ
イ
ン
が
韓
国
の
竹
島
領
有
権
を
裏
付
け
、
確
認
し
て
い
る
」
と
主
張
し
、
自
ら
の
行
動
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
そ
の
後
両
国
間
に
は

領
土
標
柱
の
設
置
・
撤
去
合
戦
、
領
海
侵
犯
に
対
す
る
抗
議
や
、
文
書
に
よ
る
領
土
主
張
の
応
酬
が
あ
っ
た

（
13
）

。
こ
う
し
た
動
き
が
一
時
停

止
し
た
の
は
、
一
九
五
一
年
七
月
に
連
合
国
軍
総
司
令
部
覚
書
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
）
第
二
一
六
〇
号
を
も
っ
て
、
竹
島
を
米
軍
の
爆
撃
訓

練
区
域
と
し
て
指
定
し
て
い
た
米
軍
が
、
一
九
五
二
年
七
月
に
日
米
行
政
協
定
に
基
づ
き
、
同
協
定
の
日
米
両
国
の
協
議
機
関
で
あ
る
合

同
委
員
会
を
通
じ
て
、
在
日
米
軍
の
使
用
す
る
爆
撃
訓
練
区
域
の
一
つ
と
し
て
竹
島
を
指
定
し
、
外
務
省
も
そ
の
旨
を
告
示
し
た
た
め
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
三
月
に
合
同
委
員
会
が
竹
島
を
爆
撃
訓
練
区
域
か
ら
除
外
し
た
こ
と
か
ら
、
竹
島
（
独

島
）
を
め
ぐ
る
日
韓
（
韓
日
）
の
動
き
が
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
14
）

。

竹
島
周
辺
で
の
漁
業
再
開
が
実
現
し
た
後
、
韓
国
漁
民
の
不
法
漁
業
に
対
し
て
退
去
を
命
じ
た
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
が
、
韓
国
漁
民

を
援
護
し
て
い
た
韓
国
官
憲
に
よ
っ
て
銃
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
六
月
に
韓
国
内
務

部
は
、
韓
国
沿
岸
警
備
隊
（
海
上
警
察
）
の
駐
留
部
隊
を
竹
島
（
独
島
）
に
派
遣
し
、
八
月
に
は
竹
島
周
辺
を
航
行
し
て
い
た
海
上
保
安
庁

の
巡
視
船
が
銃
撃
さ
れ
て
い
る

（
15
）

。
現
在
も
韓
国
に
よ
る
竹
島
（
独
島
）
の
実
効
支
配
は
続
い
て
お
り
、
そ
の
違
法
性
を
主
張
す
る
日
本
と
、

正
当
性
を
主
張
す
る
韓
国
が
、
数
々
の
歴
史
的
資
料
を
列
挙
し
合
っ
て
、
相
互
に
自
国
の
正
当
性
を
主
張
し
合
う
と
い
う
形
の
対
立
が
継

続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
日
本
政
府
や
学
識
者
を
中
心
に
、
竹
島
が
日
本
の
領
土
で
あ
る
と
す
る
証
拠
を
列
挙
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の

主
張
だ
け
を
見
聞
き
し
て
い
れ
ば
、
韓
国
側
の
不
当
性
へ
の
認
識
が
当
然
の
ご
と
く
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
韓
国
に
お
い
て
も

二
五
八



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

独
島
（
竹
島
）
が
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
す
る
証
拠
を
列
挙
し
、
教
育
や
音
楽
な
ど
を
通
じ
て
日
本
の
不
当
性
を
強
調
し
国
民
の
反
日
感

情
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

（
16
）

。
両
国
の
一
方
的
な
情
報
の
提
供
と
正
当
性
の
強
調
は
、
両
国
民
に
対
し
て
情
報
の
非
対
称
性
と
し
て
現

れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
現
状
の
固
定
化
が
進
む
だ
け
で
あ
り
、
両
国
民
の
対
立
感
情
を
醸
成
す
る
だ
け
と
な
る
危
険

を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

3
．
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
関
係
と
日
韓
領
土
対
立
の
根
源

戦
後
日
本
の
領
域
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
り
、「
日
本
国
ノ
主
権
ハ
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
竝
ニ
我
等
ノ
決
定
ス
ル

諸
小
島
ニ
局
限
セ
ラ
ル
ベ
シ
」
と
の
規
定
に
よ
っ
て
、
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
以
外
の
諸
小
島
の
範
囲
は
連
合
国
が
定
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
二
九
日
連
合
国
最
高
司
令
部
訓
令
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
）
第
六
六
七
号
に

よ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
占
領
す
る
国
と
し
て
の
日
本
の
範
囲
を
決
定
し
た
の
で
あ
る

（
17
）

。
訓
令
に
は
「
日
本
と
い
う
場
合
は
次
の
定
義
に
よ

る
」
と
の
規
定
が
お
か
れ
、「
日
本
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
地
域
」
と
し
て
「
⒜
鬱
陵
島
、
竹
島
、
済
州
島
、
⒝
北
緯
三
〇
度
以
南
の
琉

球
（
南
西
）
列
島
（
以
下
略
）、
⒞
千
島
列
島
、
歯
舞
諸
島
（
略
）、
色
丹
島
」
な
ど
が
し
め
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
竹
島
（
独
島
）
は
日
本
か

ら
除
か
れ
た
が
、
こ
こ
に
い
う
範
囲
は
、
日
本
の
行
政
権
を
排
除
し
、
そ
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
権
限
が
及
ぶ
地
域
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
で
い
う
日
本
の
領
土
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
18
）

。

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
に
発
効
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
は
、
第
二
章
「
領
域
」
第
二
条
に
お
い
て
日
本
の
放
棄
す
べ

き
領
域
を
規
定
し
、
そ
れ
以
外
を
日
本
の
領
域
と
し
た
。
そ
の
内
容
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。
そ
れ
は
、

⒜　

日
本
国
は
、
朝
鮮
の
独
立
を
承
認
し
て
、
済
州
島
、
巨
文
島
及
び
鬱
陵
島
を
含
む
朝
鮮
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
限
及
び
請

二
五
九



求
権
を
放
棄
す
る
。

⒝　

日
本
国
は
、
台
湾
及
び
澎
湖
諸
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
限
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
。

⒞　

日
本
国
は
、
千
島
列
島
竝
び
に
日
本
国
が
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
結
果
と
し
て
主
権
を
放
棄
し
た
樺
太
の

一
部
及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
諸
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
限
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
。

　

…　

以
下
略　

…

⒡　

日
本
国
は
、
新
南
群
島
及
び
南
沙
群
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
権
限
及
び
請
求
権
を
放
棄
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
⒜
に
は
竹
島
（
独
島
）
が
、
⒝
に
は
尖
閣
諸
島
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
⒞
で
は
北
方
領
土
の
扱
い
が
不
明
確
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
明
確
さ
が
現
在
の
日
本
の
領
土
問
題
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る

（
19
）

。

竹
島
（
独
島
）
は
一
九
四
六
年
の
訓
令
第
六
七
七
号
で
日
本
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
地
域
と
な
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
八
月
一
〇
日
に

ラ
ス
ク
国
務
次
官
補
が
ド
・
チ
ャ
ン
・
ヤ
ン
韓
国
大
使
に
対
し
て
、「
我
々
の
情
報
に
よ
れ
ば
独
島
は
朝
鮮
の
一
部
と
扱
わ
れ
た
こ
と
は

一
度
も
な
く
、
一
九
〇
五
年
以
降
島
根
県
隠
岐
島
司
の
所
管
に
あ
る
」
と
し
て
、
竹
島
（
独
島
）
が
日
本
領
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
で
は
、
⒜
に
は
竹
島
（
独
島
）
の
規
定
が
、
⒝
で
は
尖
閣
諸
島
の
規
定
が
な
く
、
⒞
で
は
地
理

上
の
千
島
列
島
と
外
交
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
千
島
列
島
の
相
違
や
、
北
海
道
の
一
部
で
あ
る
歯
舞
群
島
と
色
丹
島
の
相
違
な
ど
は
不
明
確

な
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
扱
い
と
、
日
本
が
放
棄
し
た
相
手
先
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
解
釈
上
の
相
違
も
周
辺
諸

国
と
の
対
立
の
主
た
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
、
竹
島
（
独
島
）
や
尖
閣
諸
島

や
い
わ
ゆ
る
北
方
領
土
の
規
定
が
な
か
っ
た
以
上
、
そ
れ
ら
の
地
域
は
日
本
領
で
あ
る
と
す
る
主
張
と
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
帰
属
先
が
不

明
確
と
な
り
国
際
紛
争
の
火
種
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
主
張
に
大
別
で
き
る
。

二
六
〇



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

前
者
の
代
表
的
な
主
張
は
、「
日
本
は
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
と
し
て
平

和
条
約
を
締
結
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
第
二
条
で
は
日
本
の
領
域
が
定
め
ら
れ
、
明
治
維
新
以
降
、
日
本
が
幾
度
か
の

戦
争
に
よ
り
獲
得
し
た
支
配
地
域
に
対
す
る
領
有
権
の
放
棄
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
的
に
見
て
日
本
が
支
配
つ
づ
け
て
い
た
地
域
だ

け
が
『
日
本
国
』
の
固
有
の
領
土
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
ま
で
領
有
し
て
い
た
地
域
の
中
で
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
放
棄
す
べ
き
地
域
と
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
、
必
然
的
に
日
本
の
領
土
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と

み
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
こ
の
領
有
権
を
放
棄
す
べ
き
地
域
の
中
に
は
、
竹
島
も
北
方
領
土
も
尖
閣
諸
島
も
入
っ
て
い
な
い
」

こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
韓
国
に
支
配
さ
れ
て
い
る
竹
島
も
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
）
に
支
配
さ
れ
て
い
る
北
方
領
土
も
中
国
が
領
有

権
を
主
張
す
る
尖
閣
諸
島
も
、
疑
う
余
地
も
無
く
日
本
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る

（
20
）

。

他
方
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
は
、「『
未
解
決
の
諸
問
題
』
が
発
生
す
る
様
々
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
」
と
す
る
考
え
も
あ

る
。
そ
こ
で
は
、「
こ
こ
に
至
っ
て
⒜
か
ら
『
竹
島
』
と
い
う
地
名
は
消
え
て
、
日
本
の
も
の
か
ど
う
か
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、

『
朝
鮮
』
が
南
北
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
も
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
⒝
⒞
か
ら
は
『
ソ
連
』『
中
国
』
と
い
う
帰
属
先
が
消
え
て
い
た
」

こ
と
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
二
条
の
⒜
は
朝
鮮
の
主
権
と
竹
島
、
⒝
は
台
湾
の
主
権
、
⒞
は
南
樺
太
・
千
島
列
島
、
⒡
は
南

沙
・
西
沙
諸
島
の
帰
属
問
題
に
関
係
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
条
約
で
は
日
本
に
よ
る
領
土
放
棄
が
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、『
ど
の

国
（
政
府
）』
に
対
し
て
放
棄
さ
れ
た
の
か
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
紛
争
の
種
が
残
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
「
条
約
は
日
本
が
放
棄
し
た
領
土
の
範
囲
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
を
し
て
い
な
い
」
こ
と
が
、
北
方
領
土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
が
将

来
紛
争
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
残
さ
れ
た
」
こ
と
を
大
き
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る

（
21
）

。

二
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4
．
島
根
県
の
竹
島
（
独
島
）
と
鬱
陵
郡
の
独
島
（
竹
島
）
に
関
す
る
情
報
発
信

日
本
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
八
日
か
ら
一
九
〇
五
年
九
月
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
露
戦
争
の
最
中
の
、
一
九
〇
五
年
一
月
二
八
日

に
「
他
国
に
於
い
て
之
を
占
領
し
た
り
と
認
む
へ
き
形
跡
」
が
な
い
と
し
て
、
無
人
島
を
竹
島
と
命
名
し
、
島
根
県
隠
岐
郡
の
所
管
と
し
、

二
月
二
二
日
に
島
根
県
に
正
式
に
編
入
し
て
い
る
。
日
本
が
韓
国
に
竹
島
の
編
入
を
通
知
し
た
の
は
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
に
ソ
ウ
ル
に

総
督
府
を
お
い
た
後
の
一
九
〇
六
年
三
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
は
一
九
一
〇
年
に
韓
国
併
合
条
約
を
大
韓
民
国
に
調
印
さ
せ
た
こ
と

か
ら
、
韓
国
で
は
竹
島
（
独
島
）
を
日
韓
併
合
の
象
徴
と
す
る
見
方
も
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
他
方
李
承
晩
ラ
イ
ン
で
韓
国
に
よ
る
独

島
（
竹
島
）
の
実
効
支
配
が
開
始
さ
れ
た
後
も
、
竹
島
は
両
国
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
平
和
的
な
両
国
間
の
交
流
の
障
害
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
中
華
民
国
（
臺
灣
、
台
湾
）
を
国
家
に
準
じ
た
独
立
し
た
地
域
政
府
と
考
え

た
場
合
の
、
台
湾
（
臺
灣
）
と
日
本
に
お
け
る
尖
閣
諸
島
の
関
係
と
も
あ
る
程
度
共
通
し
た
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
韓
（
韓
日
）
の
対
立
は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
八
月
の
韓
国
政
府
に
よ
る
「
日
韓
断
交
」
に
ま
で
突

き
進
ん
だ
。
こ
の
閉
塞
し
た
日
韓
（
韓
日
）
関
係
を
改
善
さ
せ
た
も
の
が
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
四
月
の
学
生
蜂
起
に
よ
る
李
承
晩

政
権
の
転
覆
で
あ
っ
た
。
翌
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
た
朴
正
熙
は
、
韓
日
（
日
韓
）
国
交
回
復
交
渉
に

着
手
し
た
の
で
あ
る
。
国
交
回
復
交
渉
に
お
い
て
、
実
行
に
は
移
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
竹
島
（
独
島
）
爆
破
の
話
が
両
国
か
ら
提
言

さ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
問
題
は
国
交
回
復
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
竹
島
・
独
島
問
題
は
、
解
決
せ
ざ
る
を
も
っ

て
、
解
決
し
た
も
の
と
み
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
条
約
で
は
触
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
竹
島
・
独
島
問
題
を
先
送
り

す
る
こ
と
で
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
六
月
二
二
日
に
、
日
本
と
大
韓
民
国
は
「
交
換
公
文
」
と
と
も
に
「
日
韓
（
韓
日
）
基
本
条

二
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竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

約
」
を
締
結
し
た
の
で
あ
る

（
22
）

。
こ
の
時
同
時
に
「
一
、
沿
岸
か
ら
一
二
海
里
（
約
二
二
㎞
）
ま
で
の
水
域
は
、
漁
業
に
関
し
て
沿
岸
国
が

管
轄
権
を
持
つ
こ
と
と
、
二
、
そ
の
外
側
の
水
域
で
は
両
国
が
自
由
に
操
業
で
き
る
が
、
韓
国
周
辺
に
共
同
水
域
を
設
け
、
資
源
保
護
の

た
め
に
両
国
が
操
業
の
規
制
を
行
う
」
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
す
る
「
日
韓
（
韓
日
）
漁
業
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
23
）

。

竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
両
国
関
係
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
も
の
が
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年

一
二
月
に
締
結
さ
れ
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
一
一
月
に
発
効
し
た
「
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
」（
国
連
海
洋
法
条
約
）
で
あ
る
。

日
韓
（
韓
日
）
両
国
に
お
い
て
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
は
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
発
効
し
た
。「
こ
れ
を
受
け
て
一
九
九
九
（
平
成

一
一
）
年
に
は
、『
新
日
韓
（
韓
日
）
漁
業
協
定
』
が
結
ば
れ
ま
し
た
が
、
竹
島
が
ど
ち
ら
の
国
に
属
す
る
か
が
解
決
し
て
い
な
い
た
め
排

他
的
経
済
水
域
の
ラ
イ
ン
が
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
『
新
日
韓
（
韓
日
）
漁
業
協
定
』
で
は
、
竹
島
や
そ
の
周
り
の
海
は
日

本
と
韓
国
（
韓
国
と
日
本
）
が
共
同
で
管
理
す
る
『
暫
定
水
域
』
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
『
暫
定
水
域
』
内
で
は
、
日
本

と
韓
国
（
韓
国
と
日
本
）
の
漁
船
が
漁
業
す
る
期
間
を
約
束
し
て
漁
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
24
）

」
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
両
国
漁
民
の
対
立
は
氷
解
し
て
は
い
な
い
。

「
新
日
韓
（
韓
日
）
漁
業
協
定
」
締
結
前
後
に
、
両
国
で
は
竹
島
（
独
島
）
の
領
有
権
を
主
張
す
る
運
動
が
対
立
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

鬱
陵
島
で
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
光
復
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、「
独
島
博
物
館
」
を
開
館
し
た
。
そ
こ
で
は
独
島
（
竹
島
）
の
み

な
ら
ず
、
対
馬
の
領
有
を
主
張
す
る
展
示
物
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
は
、
独
島
博
物
館
よ
り
一
回
り
大
き
な

「
安
龍
福
記
念
館
」
を
開
設
し
て
い
る
。
安
龍
福
に
つ
い
て
は
、「
漁
夫
の
安
龍
福
は
一
六
九
三
年
、
鬱
陵
島
近
郊
で
漁
業
を
し
て
い
て
見

つ
け
た
日
本
漁
民
を
問
い
詰
め
た
と
こ
ろ
日
本
に
連
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
、
江
戸
幕
府
な
ど
に
独
島
と
鬱
陵
島
が
自
分
た
ち
の
土

地
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
幕
府
は
鬱
陵
島
・
独
島
が
朝
鮮
領
土
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
書
契
（
外
交
文
書
）
を
書
い
た
」
人
物
と

二
六
三



し
て
、
韓
国
で
は
独
島
（
竹
島
）
の
韓
国
領
土
で
あ
る
事
実
を
日
本
に
認
め
さ
せ
た
英
雄
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）

年
六
月
に
も
、
安
龍
福
が
帰
国
し
た
後
、
鬱
陵
島
と
独
島
（
竹
島
）
を
守
る
た
め
に
二
・
三
年
ご
と
に
派
遣
し
た
「
捜
討
使
」
を
再
現
す

る
行
事
、「
蔚
珍
捜
討
使
再
現
行
事
」
を
行
っ
て
い
る

（
25
）

。

島
根
県
議
会
は
、「
二
月
定
例
議
会
の
最
終
日
（
平
成
一
七
年
三
月
一
六
日
）
に
、
二
月
二
二
日
を
「
竹
島
の
日
」
と
す
る
議
員
提
案
条

例
「
竹
島
の
日
を
定
め
る
条
例
」
を
賛
成
多
数
で
可
決
」
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「『
二
月
二
二
日
』
は
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
の
閣

議
決
定
に
基
づ
き
、
竹
島
を
島
根
県
隠
岐
島
司
の
所
管
と
す
る
旨
を
島
根
県
知
事
が
公
示
し
た
日
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
は
公
示
の
日
か

ら
一
〇
〇
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
」
た
め
で
あ
り
、
県
議
会
が
「
竹
島
の
日
」
を
制
定
し
た
の
は
、「
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
竹
島

問
題
に
対
す
る
県
民
と
国
民
の
理
解
と
関
心
を
更
に
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い
、
全
国
的
に
竹
島
領
土
権
確
立
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図

り
、
領
土
権
の
確
立
を
目
指
す
」
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
島
根
県
議
会
の
動
き
に
対
し
て
、「
三
月
二
二
日
、
大
韓
民
国

慶
尚
北
道
議
会
議
長
か
ら
島
根
県
議
会
議
長
に
あ
て
に
、
慶
尚
北
道
議
会
国
際
親
善
議
員
連
盟
と
島
根
県
日
韓
親
善
議
員
連
盟
と
の
交
流

協
力
合
意
書
を
破
棄
し
た
旨
の
通
知
が
届
き
」、「
四
月
一
三
日
、
島
根
県
議
会
議
長
か
ら
大
韓
民
国
慶
尚
北
道
議
会
議
長
に
あ
て
友
好
交

流
の
継
続
を
望
む
返
書
を
送
っ
て
」
い
る
。
両
国
の
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
島
根
県
も
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
か
ら
「
竹
島
問
題
研
究
会
」
を
設
置
し
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
る
調
査
・
研

究
を
進
め
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
県
が
所
有
す
る
竹
島
関
係
の
歴
史
的
公
文
書
や
こ
の
研
究
会
の
研
究
成
果
と
収
集
資
料
を
公
開
し
、

広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
よ
り
一
層
の
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
四
月
に
竹
島
資

料
室
を
開
設
し
、
竹
島
（
独
島
）
問
題
に
関
す
る
国
民
的
な
啓
蒙
を
図
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
二
〇
一
六
年
六
月
一
日
に
は
、
隠
岐
の
島

に
竹
島
に
関
す
る
住
民
の
証
言
や
資
料
の
収
集
を
目
的
と
し
た
「
竹
島
資
料
収
集
施
設
・
久
見
竹
島
歴
史
館
」
を
開
館
し
て
い
る
。「
町

二
六
四



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

で
は
、
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
関
係
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
竹
島
に
関
す
る
記
録
や
記
憶
を
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を
、
よ
り

一
層
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
し
て
、
そ
の
心
意
気
を
強
調
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
自
治
体
単
位
で
の
活
動
の
た
め
、
韓
国
に
比
べ
て
規
模

も
内
容
も
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
将
来
に
向
け
て
き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
は
伝
わ
っ
て
く
る

（
26
）

。

5
．
日
本
と
韓
国
の
国
境
線
に
絡
ん
で
見
え
て
く
る
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
の
国
際
海
洋
法
条
約
に
よ
っ
て
、
沿
岸
国
が
資
源
調
査
と
開
発
の
権
利
を
得
る
Ｅ
Ｅ
Ｚ
（
排
他
的
経
済
水
域
）

が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
沿
岸
国
が
水
産
資
源
や
海
底
鉱
物
資
源
な
ど
に
つ
い
て
排
他
的
管
轄
権
を
行
使
し
う
る
水
域
で
あ
り
、
領
海
を

越
え
て
こ
れ
に
接
続
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
領
海
基
線
か
ら
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
範
囲
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
お
い
て
沿
岸
国
は
、
水

中
な
ら
び
に
海
底
と
地
下
の
天
然
資
源
の
探
査
、
開
発
、
保
存
、
管
理
の
た
め
の
主
権
的
権
利
、
な
ら
び
に
海
水
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
生

産
等
の
経
済
的
な
探
査
、
開
発
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
主
権
的
権
利
を
有
し
、
さ
ら
に
人
工
島
や
構
築
物
の
設
置
や
利
用
、
科
学
的
調

査
、
海
洋
環
境
の
保
全
や
保
護
に
関
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
設
定
さ
れ
て
以
来
、
黄
海
、
東
シ
ナ
海
、

日
本
海
で
も
、
日
本
と
中
国
、
韓
国
、
台
湾
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
周
辺
海
域
を
舞
台
に
、
平
和
的
解
決
を
求
め
た
交
渉
を
行
っ
て
い
る
反
面
、
衝

突
や
資
源
争
奪
戦
を
繰
り
返
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
た
な
海
の
時
代
が
到
来
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
明
確
な
対
応

が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
27
）

。

Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
め
ぐ
り
日
韓
両
国
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
「
新
日
韓
漁
業
協
定
」
を
締
結
し
た
。
協
定
は
「
領

土
問
題
を
切
り
離
し
、
境
界
を
確
定
せ
ず
に
竹
島
（
独
島
）
周
辺
を
両
国
が
共
同
で
利
用
す
る
暫
定
水
域
と
す
る
こ
と
で
合
意
」
し
た
。

し
か
し
こ
の
交
渉
の
結
果
、「
暫
定
水
域
の
範
囲
が
漁
業
者
の
想
定
を
上
回
る
広
域
に
及
び
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や
イ
カ
な
ど
の
好
漁
場
も
含

二
六
五



ま
れ
た
」
こ
と
か
ら
、「
日
韓
関
係
に
配
慮
し
て
韓
国
に
譲
歩
し
た
と
さ
れ
、
漁
業
者
は
猛
反
発
し
た
」
と
い
う
事
実
と
、「
し
か
も

一
九
九
九
年
の
協
定
発
効
か
ら
一
四
年
後
の
二
〇
一
三
年
、
暫
定
水
域
は
、
共
同
利
用
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
質
的
に
韓
国
漁
船
が
占

拠
」
し
、「
乱
獲
な
ど
に
よ
り
資
源
減
少
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
」
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
28
）

。

竹
島
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
対
立
の
背
景
の
一
つ
に
、「
竹
島
周
辺
海
域
は
豊
富
な
漁
場
」
で
あ
る
と
す
る
説
明
も
多
い
。「
日
韓
で
そ
の

領
有
権
を
巡
っ
て
争
わ
れ
て
い
る
竹
島
／
独
島
は
、
日
本
と
韓
国
の
本
土
か
ら
概
ね
等
距
離
に
あ
る
日
本
海
／
東
海
上
に
位
置
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
両
国
の
日
本
海
／
東
海
漁
業
と
の
関
わ
り
で
議
論
さ
れ
や
す
い
特
性
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
領
土
と
い
う
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
喚
起
し
や
す
い
性
向
と
結
び
つ
き
、
そ
の
価
値
は
い
さ
さ
か
過
大
に
付
与
さ
れ
が
ち
な
傾
向
が
あ
る
。
…
略
…
と
こ
ろ
が
、

実
際
に
は
『
豊
富
な
漁
場
』
で
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
資
料
の
存
在
が
少
な
く
な
い

（
29
）

」
と
の
説
明
は
、
実
態
を
少
し
冷
静

に
見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
韓
漁
業
協
定
で
設
定
さ
れ
た
「
暫
定
水
域
」
は
、
竹
島
を
韓
国
領
と
し
て
設
定
し
た
場
合

の
中
間
線
よ
り
日
本
側
に
広
い
。
し
か
も
竹
島
か
ら
離
れ
た
水
域
の
端
に
位
置
す
る
大
和
堆
や
浜
田
沖
の
通
称
「
浜
田
三
角
」
や
「
隠
岐

北
方
」
な
ど
が
韓
国
漁
船
の
漁
場
と
な
っ
て
お
り
、
漁
場
確
保
の
争
い
が
新
協
定
の
締
結
を
遅
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る

（
30
）

。

同
様
の
動
き
は
尖
閣
諸
島
周
辺
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。
日
本
と
台
湾
両
国
（
一
国
と
一
地
域
）
と
で
は
、「
日
台
漁
業
協
定
」
締
結
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
四
月
一
一
日
に
「
一
部
水
域
で
の
操
業
ル
ー
ル
」（
日
台
漁
業
協
定
）
が
締
結
さ
れ
た
。
協

定
で
は
、
台
湾
が
春
の
マ
グ
ロ
漁
の
絶
好
の
漁
場
で
の
漁
業
権
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
漁
民
に
あ
る
程
度
の
譲
歩
を
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
こ
の
協
定
に
対
し
て
は
両
国
漁
民
の
不
満
は
残
っ
て
お
り
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
月
二
四
日
に
第
三
回
日
台
漁
業
委

員
会
が
台
北
市
で
開
か
れ
、
協
定
合
意
水
域
に
お
け
る
操
業
ル
ー
ル
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
八
重
山
諸
島
北
側
の
三
角
水
域
と
久
米

島
西
側
の
「
特
別
協
力
水
域
」
の
一
部
で
日
本
漁
船
の
操
業
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
日
台
漁
業
委
員
会
第
四
回
会
合
が
東
京
で
開

二
六
六



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

か
れ
、「
特
別
協
力
水
域
」
と
、
八
重
山
北
方
の
「
三
角
水
域
」
の
ル
ー
ル
見
直
し
で
合
意
し
た
。
こ
の
結
果
当
分
の
間
八
重
山
地
域
の

日
台
間
の
平
和
な
漁
業
の
営
み
は
確
保
さ
れ
る
見
通
し
が
つ
い
た
と
い
え
る

（
31
）

。

こ
う
し
た
状
況
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
が
資
源
の
乱
獲
と
中
国
漁
船
の
進
出
で
あ
る
。「
尖
閣
諸
島
か
ら
北
東
に
一
五
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
日
本
海
。
竹
島
周
辺
の
海
域
は
日
韓
両
国
が
共
同
管
理
す
る
暫
定
水
域
だ
が
、
現
実
は
竹
島
を
実
力
支
配
す
る
韓
国

側
の
漁
船
が
占
拠
し
て
い
る
状
況
だ
。　

…　

略　

…　

取
材
し
た
韓
国
の
漁
業
関
係
者
は
『
捕
る
漁
場
が
少
な
く
な
っ
た
』
と
口
を
そ

ろ
え
た
」
と
い
う
事
実
は
、
韓
国
漁
民
の
乱
獲
の
実
態
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し
、「『
夜
操
業
す
る
と
、
明
か
り
を
頼
り
に
よ
っ
て

き
て
、
網
で
バ
ー
ッ
と
も
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
』。
イ
カ
釣
り
を
営
む
韓
国
・
浦
頂
水
産
漁
業
協
同
組
合
の
林
鶴
珍
組
合
長
（
七
〇
）
の

怒
り
は
収
ま
ら
な
い
。
矛
先
は
中
国
漁
民
だ
」
と
い
う
現
実
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
中
国
漁
船
の
進
出
の
激
し
さ
の
一
端
を
物
語

る
も
の
と
い
え
る
。
沖
縄
で
の
調
査
で
も
、
台
湾
漁
民
の
乱
獲
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
中
国
漁
船
を
問
題
視
す
る
声
も
高
か
っ
た

（
32
）

。

漁
獲
高
や
漁
船
数
な
ど
を
総
合
的
に
見
た
各
国
の
「
漁
業
勢
力
」
の
強
弱
が
、
資
源
獲
得
競
争
に
色
濃
く
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は

漁
業
勢
力
の
強
い
国
が
資
源
管
理
に
抵
抗
し
乱
獲
が
進
む
、
い
わ
ゆ
る
「
共
有
地
の
悲
劇
」
と
い
っ
た
現
象
が
北
東
ア
ジ
ア
海
域
で
進
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。「
東
シ
ナ
海
を
中
心
に
見
た
日
中
韓
の
漁
業
勢
力
は
、
一
九
八
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
最
大
勢
力
だ
っ
た
日
本
は
現
在
は

最
小
。
増
勢
か
ら
縮
小
に
転
じ
た
韓
国
が
二
番
手
、
漁
食
文
化
が
爆
発
的
に
広
が
る
中
国
が
最
大
と
な
っ
た
」
と
い
う
現
実
は
、
今
後
東

シ
ナ
海
ば
か
り
か
日
本
海
周
辺
で
の
中
国
漁
船
の
進
出
を
懸
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
醸
成
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
33
）

。
中
国
の
海
洋
進
出

を
前
提
に
し
た
場
合
、
特
に
中
国
と
北
朝
鮮
、
中
国
と
ロ
シ
ア
共
和
国
の
間
に
何
ら
か
の
漁
業
協
定
が
締
結
さ
れ
、
中
国
漁
船
団
の
北
東

ア
ジ
ア
海
域
で
の
乱
獲
が
進
め
ば
、
日
台
韓
の
漁
業
や
海
洋
資
源
に
重
大
な
影
響
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。
三
つ
の
国
と

地
域
が
共
同
し
て
事
態
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
今
後
の
協
定
を
変
更
し
て
い
く
必
要
が
高
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

二
六
七



い
事
実
で
あ
る
。

6
．
中
国
の
海
洋
進
出
と
混
乱
す
る
北
東
ア
ジ
ア

海
上
の
国
境
線
あ
る
い
は
排
他
的
経
済
水
域
の
設
定
に
つ
い
て
は
一
定
の
基
準
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
が
二
〇
〇
海
里
以
内
で
複
数
の

国
家
が
向
き
合
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
複
数
の
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
が
紛
争
や
対
立
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
大
き
く
大
別
す

れ
ば
、
大
陸
棚
を
基
準
と
す
る
自
然
延
長
論
に
つ
ら
な
る
「
衡
平
な
解
決
」
と
、
多
国
間
の
中
間
を
原
則
と
す
る
「
等
距
離
・
中
間
線
原

則
」
の
二
つ
と
な
る
。
海
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
関
係
国
の
中
間
線
を
境
界
と
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
陸
棚

が
陸
地
の
延
長
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
に
は
、
関
係
国
の
陸
地
か
ら
み
た
大
陸
棚
の
位
置
が
境
界
線
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
陸
棚
が

「
大
陸
の
一
部
が
海
面
上
昇
に
伴
っ
て
没
し
た
も
の
で
、
地
理
学
的
に
は
大
陸
周
辺
の
推
進
約
二
〇
〇
ｍ
ま
で
の
浅
海
を
指
す
」
こ
と
か

ら
き
て
い
る

（
34
）

。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
中
国
は
、「
北
か
ら
南
へ
、
黄
海
、
東
シ
ナ
海
（
東
海
）、
南
シ
ナ
海
（
南
海
）
の
順
に
隣
接
し
、
一
万
八
〇
〇
〇

キ
ロ
を
超
え
る
海
岸
線
と
計
五
〇
〇
平
方
キ
ロ
よ
り
大
き
い
六
五
〇
〇
以
上
の
島
嶼
を
保
有
す
る
」
海
洋
大
国
で
あ
る
が
、
周
辺
国
と
の

海
上
国
境
は
ト
ン
キ
ン
湾
を
除
き
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
大
陸
と
朝
鮮
半
島
の
間
に
位
置
す
る
黄
海

で
は
、「
中
国
が
大
陸
棚
の
自
然
延
長
と
衡
平
原
則
を
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
韓
国
が
『
中
間
線
』
の
原
則
を
主
張
し
て
」
お
り
、
対

立
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
「
総
面
積
七
七
万
平
方
キ
ロ
の
広
が
り
を
持
つ
」
東
シ
ナ
海
は
、「
中
国
、
日
本
、
韓
国
の
陸
地

に
囲
ま
れ
た
『
半
閉
鎖
』
海
域
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
も
「
東
シ
ナ
海
東
部
の
大
陸
棚
に
関
し
て
は
、
中
日
、
中
韓
、
日
韓
の
間
で

重
複
面
積
が
大
き
い
」
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
中
国
は
、「
一
九
七
〇
年
代
か
ら
沿
岸
国
の
領
土
自
然
延
長
の
原
則
の
も
と
に

二
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竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

大
陸
棚
の
境
界
を
策
定
す
る
こ
と
を
主
張
」
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
と
韓
国
は
「
大
陸
棚
の
中
間
線
原
理
の
適
用
」
を
主
張
し
て

き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
東
シ
ナ
海
に
つ
い
て
中
国
は
約
五
六
万
平
方
キ
ロ
の
管
轄
権
を
主
張
し
て
」
い
る
が
、「
中
日
の
主
張
重
複
が

約
二
一
万
平
方
キ
ロ
、
中
韓
の
主
張
重
複
は
約
一
二
万
平
方
キ
ロ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
立
の
平
和
的
な
解
決
が
こ

の
地
域
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
35
）

。

「
日
韓
の
ト
ラ
ブ
ル
？
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。
い
か
漁
で
問
題
な
の
は
北
朝
鮮
海
域
で
出
漁
し
て
い
る
中
国
漁
船
だ
」
と
い
う
発
言
の

真
意
を
、「
中
国
漁
船
が
日
本
海
／
東
海
に
お
い
て
不
法
操
業
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
話
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
北
東
ア
ジ
ア
に
等
し
く

拓
か
れ
た
海
洋
が
、
例
え
ば
日
韓
の
よ
う
な
二
国
間
の
関
係
で
し
か
秩
序
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
両
国
で
い
く
ら
漁
業
秩

序
を
討
議
し
定
立
さ
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
外
部
的
要
因
の
影
響
か
ら
、
そ
の
両
国
の
漁
業
は
免
れ
得
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
発
言

で
あ
る
」
と
説
明
し
た
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
日
韓
だ
け
で
決
定
す
れ
ば
済
ん
だ
も
の
が
、
中
国
、
場
合
に
よ
っ
て
は
北
朝
鮮
も
含
ん
だ
関

連
の
中
で
解
決
策
を
模
索
す
る
必
要
が
出
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
36
）

。
事
実
、
韓
国
と
中
国
と
の
間
で
は
、「
近
年
中
国
と
韓
国
の
間

で
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
蘇
岩
礁
に
つ
い
て
帰
属
問
題
が
起
き
て
い
る

（
37
）

」
こ
と
は
中
国
も
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
仁
川
沖
の
黄

海
で
一
〇
月
七
日
（
二
〇
一
六
年
・
筆
者
注
）、
違
法
中
国
漁
船
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
仁
川
海
洋
警
察
安
全
本
部
の
警
備
艇
（
警
備
艦
「
太

平
洋
三
〇
〇
五
」
搭
載
艇
）
が
漁
船
の
体
当
た
り
を
受
け
て
沈
没
し
た

（
38
）

」
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
今
後
日
本
に

も
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
と
中
華
民
国
（
台
湾
・
臺
灣
）
は
島
国
（
地
域
）
で
あ
る
。
韓
国
は
現
在
半
分
程
度
し
か
支
配
権
を
保
有
し
て
は
い
な
い
が
半
島
国

家
で
あ
り
、
国
境
の
多
く
は
海
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
日
台
（
臺
日
）
間
に
は
尖
閣
諸
島
の
帰
属
問
題
が
、
日
韓
（
韓
日
）
間
に
は
竹
島

の
帰
属
問
題
が
存
在
す
る
が
、
近
年
の
日
台
（
臺
）
韓
の
三
つ
の
国
と
地
域
の
間
に
は
中
国
の
影
響
力
の
増
大
と
い
う
問
題
が
認
め
ら
れ

二
六
九



る
。
そ
れ
ゆ
え
三
つ
の
国
と
地
域
に
は
紛
争
を
早
急
に
し
か
も
平
和
的
に
解
決
し
、
相
互
理
解
に
基
づ
い
た
今
後
の
基
本
的
な
関
係
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
中
国
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
形
で
平
和
を
維
持
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

7
．
柔
軟
な
国
境
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
今
後
の
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和

北
東
ア
ジ
ア
を
含
む
環
太
平
洋
地
域
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う
な
集
団
的
な
経
済
や
防
衛
等
に
関
す
る

組
織
は
存
在
し
な
い
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
は
存
在
す
る
も
の
の
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
も
あ
り
明
確
な
組
織
だ
っ
た
動
き

は
見
ら
れ
な
い
。
安
全
保
障
関
係
で
は
ア
メ
リ
カ
と
の
個
別
関
係
を
中
心
と
し
た
も
の
が
多
い
。
一
九
五
一
年
に
は
、
四
月
に
米
比
相
互

防
衛
条
約
が
、
九
月
に
は
日
米
安
全
保
障
条
約
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
太
平
洋
安
全
保
障
条
約

（
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
）
が
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
に
は
米
韓
相
互
防
衛
条
約
が
、
一
九
五
四
年
九
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
の
間
で
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
、

一
二
月
に
は
米
華
相
互
防
衛
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
が
、
太
平
洋
同
盟
と
い
っ
た
広
範
な
防
衛
組
織
は
創
設
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ

カ
が
構
想
し
た
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
・
韓
国
・
中
華
民
国
（
台
湾
・
臺
灣
）
に
よ
る
北
東
ア
ジ
ア
条
約
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
も
実
現
し
て

い
な
い
。

特
に
日
台
（
臺
日
）
で
は
尖
閣
列
島
の
帰
属
問
題
が
、
日
韓
（
韓
日
）
で
は
竹
島
の
帰
属
問
題
が
あ
る
。
中
華
民
国
（
台
湾
・
臺
灣
）
は

日
本
と
の
漁
業
協
定
に
お
い
て
日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
黙
認
す
る
よ
う
な
形
で
漁
業
協
定
を
結
ぶ
代
わ
り
に
、
日
本
か
ら
の
大
き
な

譲
歩
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
日
韓
（
韓
日
）
で
は
竹
島
問
題
を
先
送
り
す
る
形
で
漁
業
協
定
を
締
結
し
、
安
全
操
業
を
確
保
し
て
い
る
。

二
七
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竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

し
か
し
今
後
は
、
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
、
黄
海
、
日
本
海
に
お
い
て
、
中
国
の
影
響
力
が
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
日
本
と
韓

国
と
中
華
民
国
（
台
湾
・
臺
灣
）
の
漁
民
に
と
っ
て
問
題
は
、
協
定
に
よ
っ
て
逆
に
漁
業
可
能
な
区
域
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
由
に
操
業
が
で
き
て
い
た
海
域
に
規
制
線
が
ひ
か
れ
、
操
業
が
一
部
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
不

満
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
一
九
九
九
年
の
新
日
韓
漁
業
協
定
で
設
定
さ
れ
た
、
日
本
海
の
日
韓
暫
定
水
域
が
日
本
の
不
利
な
形
で
設
定
さ
れ
、

か
つ
韓
国
漁
船
の
占
拠
が
続
い
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
、
当
時
の
韓
国
漁
業
に
勢
い
が
あ
り
、
日
本
海
沿
岸
の
一
二
カ
イ
リ
近
く
ま
で
来

て
操
業
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
暫
定
水
域
に
よ
っ
て
漁
場
が
狭
め
ら
れ
た
韓
国
漁
民
に
と
っ
て
、
よ
り
広
い
暫
定
水
域
の
設
定

が
目
的
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
仮
に
竹
島
を
韓
国
領
と
し
て
境
界
線
を
想
定
す
る
と
、
韓
国
漁
船
が
集
中
す
る
数
少
な
い
好
漁
場
の

「
浜
田
三
角
」
や
「
隠
岐
北
方
」
な
ど
は
領
海
外
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
韓
国
漁
民
は
「
独
島
を
自
国
領
と
位
置
づ
け
て
境
界
線
を
主
張
し

な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
竹
島
問
題
は
「
敏
感
問
題
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
「
民
間
交
渉
」
を
強
調
し
、
好
漁
場
に
対
す

る
既
得
権
の
確
保
を
画
策
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
と
い
う
解
説
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る

（
39
）

。
こ
れ
ま
で
は
自

由
に
操
業
で
き
た
地
域
に
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
三
つ
の
国
家
と
地
域
の
漁
民
の
不
満
は
強
い
の
で
あ
る
。

領
土
問
題
の
平
和
的
な
解
決
手
段
を
類
型
化
す
る
と
以
下
の
四
点
に
整
理
で
き
る
。
そ
れ
ら
は

第
一
に
相
手
国
と
直
接
交
渉
し
、
合
意
点
を
見
出
す
こ
と
。

第
二
に
国
連
等
の
政
治
的
取
決
め
に
依
存
す
る
こ
と
。

第
三
に
国
際
司
法
裁
判
所
な
ど
国
際
的
な
司
法
に
解
決
を
委
ね
る
こ
と
。

第
四
に
紛
争
の
生
じ
う
る
可
能
性
の
あ
る
相
手
国
と
地
域
機
構
を
構
成
し
、
紛
争
の
対
象
よ
り
も
は
る
か
に
利
益
の
大
き
い
協
力
関
係

二
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を
築
く
こ
と

（
40
）

。

と
な
る
。
日
韓
（
韓
日
）
関
係
に
お
い
て
は
、
第
四
項
目
を
前
提
に
、
い
か
な
る
地
域
の
協
力
関
係
を
築
い
て
い
け
る
か
が
カ
ギ
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

冷
戦
時
代
の
三
つ
の
国
家
（
地
域
）
の
政
治
状
況
を
見
る
と
、
日
本
は
民
主
政
治
が
回
復
さ
れ
て
は
い
た
が
、
日
本
型
二
大
政
党
制
と

も
い
え
る
自
由
民
主
党
と
日
本
社
会
党
に
よ
る
政
治
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
自
由
民
主
党
の
一
党
支
配
体
制
が
長
く
継
続
す
る

と
と
も
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
激
し
く
、
現
実
的
で
合
理
的
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
韓
国
で
は
李
承
晩
の
独
裁
体
制
が

継
続
し
た
後
は
軍
事
独
裁
体
制
と
な
り
、
民
主
政
治
へ
の
移
行
は
大
幅
に
遅
れ
た
。
中
華
民
国
（
臺
灣
・
台
湾
）
で
は
蒋
介
石
・
蒋
経
国

と
続
く
、
国
民
党
に
よ
り
一
党
支
配
が
続
い
た
。
領
土
問
題
の
影
響
も
あ
り
三
つ
の
国
家
（
地
域
）
の
相
互
交
流
は
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
。

韓
国
で
は
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
盧
泰
愚
大
統
領
に
よ
り
民
主
政
治
が
実
現
し
、
台
湾
で
は
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
李
登
輝
総

統
に
よ
っ
て
民
主
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
両
国
（
地
域
）
の
経
済
発
展
も
目
覚
ま
し
く
、
国
境
を
越
え
た
相
互
交
流

の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

島
嶼
部
の
帰
属
に
関
し
て
は
、
三
国
（
地
域
）
の
共
通
の
財
産
で
あ
り
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
解
消
さ
せ
、
Ｅ
Ｕ
型
の
つ
な
が
り
を

確
立
し
て
相
互
発
展
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
三
国
（
地
域
）
が
核
と
な
っ
て
、
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
な
ど
と
の

協
力
体
制
を
構
築
し
、
最
終
的
に
は
三
国
（
地
域
）
が
中
心
と
な
っ
て
Ａ
Ｃ
（A

sian C
om

m
unity

）
の
構
築
を
考
え
て
も
い
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
中
国
が
民
主
化
す
る
ま
で
は
、
三
国
（
地
域
）
の
協
力
関
係
は
、
地
域
の
安
定
と
平
和
お
よ
び
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の

と
い
え
る
一
面
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
価
値
は
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
七
二



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

註
こ
の
論
文
は
縦
書
き
の
た
め
、
数
字
に
つ
い
て
は
必
要
な
部
分
は
筆
者
が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
等
を
漢
数
字
に
変
換
し
て
表
記
し
た
。
ま
た
二
国
間
問
題

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
日
韓
に
は
（
韓
日
）
を
、
竹
島
に
は
（
独
島
）
を
、
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
で
も
筆
者
の
判
断
で
原
文
に
付
け
加
え
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。
筆
者
の
独
断
で
修
正
・
加
筆
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
等
に
若
干
問
題
が
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
の
視
点
で
必
要

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
慎
重
に
行
っ
た
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
、
お
許
し
願
い
た
い
。

（
1
） 

岩
下
明
裕
著
『
入
門
国
境
学
』
中
公
新
書
二
三
六
六
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
二
二
頁

（
2
） 

岩
下
・
前
掲
書
・
五
四
│
五
五
頁

（
3
） 

岩
下
・
前
掲
書
・
七
四
頁

（
4
） 

西
牟
田
靖
著
『
日
本
の
国
境
』
光
文
社
新
書
五
三
〇
、
二
〇
一
一
年
七
月
、
二
一
頁
参
照
。
な
お
西
牟
田
氏
は
現
在
の
国
境
の
状
態
を
、
ブ

ル
ー
ス
・
バ
ー
ト
ン
著
『
国
境
の
誕
生　

大
宰
府
か
ら
み
た
日
本
の
原
型
』
を
引
用
し
て
紹
介
し
て
い
る
（
西
牟
田
・
前
掲
書
・
二
四
│
二
五
頁
）。

（
5
） 

西
牟
田
・
前
掲
書
・
二
一
│
二
二
頁
。
西
牟
田
氏
は
百
年
戦
争
（
一
三
三
七
│
一
四
五
三
年
）
と
三
十
年
戦
争
（
一
六
一
八
│
一
六
四
八
年
）

そ
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
が
確
定
し
た
明
確
に
線
引
き
さ
れ
た
領
地
を
「
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」、
近
代
化
以
前
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
あ
け
す
け
な

国
境
を
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ん
で
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。（
西
牟
田
・
前
掲
書
・
二
二
│
二
三
頁
）

（
6
） 

尖
閣
諸
島
と
竹
島
に
関
す
る
「
無
主
地
先
占
」
の
時
期
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
林
博
史
著
「
領
土
問
題
と
歴
史
認
識
」（
第
一
二
回
「
歴
史
認

識
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
光
州
会
議　

二
〇
一
三
年
五
月
一
七
日
か
ら
一
九
日
）（http://w

w
w
.ritsum

ei.ac.jp/acd/re/ssrc/

result/m
em

oirs/kiyou32/32-01.pdf

）
三
│
五
頁
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
7
） 

原　

知
章
著
「
八
重
山
諸
島
か
ら
み
た
日
本
／
沖
縄
『
国
境
の
島
々
』
の
歴
史
（
三
）」『
人
権
二
一
：
調
査
と
研
究
』
一
六
一
号
、
三
八
│

三
九
頁
参
照
。

（
8
） 

西
牟
田
・
前
掲
書
・
四
六
│
四
七
頁
、
保
坂
正
康
著
『
歴
史
で
た
ど
る
領
土
問
題
の
真
実　

中
韓
ロ
に
ど
こ
ま
で
言
え
る
の
か
』
朝
日
選
書

三
〇
九
、
二
〇
一
一
年
、
二
六
頁
、『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
参
照
。

二
七
三



（
9
） 

『
岩
波
日
本
史
辞
典
』・「
満
州
国
」、「
満
州
事
変
」、「
日
中
戦
争
」
等
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
10
） 

塚
本
孝
著
「
竹
島
領
有
権
問
題
の
経
緯
」
調
査
及
び
立
法
考
査
局
編
『
調
査
と
情
報
』
第
七
〇
一
号
、
国
立
国
会
図
書
館
【
島
根
県
総
務
部
総

務
課
、W

eb

竹
島
問
題
研
究
所
編
『
竹
島
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
平
成
二
三
年
度
版
）、
島
根
県
総
務
部
総
務
課
、
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
）
年
三
月
転
載
】
一
三
七
│
一
三
九
頁
参
照
。
な
お
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
（S

uprem
e C

om
m
ander for the A

llied P
ow

ers D
irective

）

を
外
務
省
は
連
合
国
総
司
令
部
覚
書
と
し
て
い
る
が
、
連
合
国
最
高
司
令
官
指
令
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
指
令
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
指
令
あ

る
い
は
対
日
指
令
と
い
っ
た
訳
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。（http://w

w
w
.w

eblio.jp/content/S
C
A
P
IN

）

（
11
） 

竹
島
の
概
要
は
外
務
省
「
日
本
の
領
土
を
め
ぐ
る
情
勢
」「
竹
島T

akeshim
a

」（http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/takeshim

a/g_

senkyo.htm
l

）
を
中
心
に
整
理
し
た
。
両
国
と
の
距
離
に
つ
い
て
は
「
山
陰
中
央
新
報
」
平
成
二
五
年
一
〇
月
三
一
日
に
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。

な
お
（　

）
内
の
数
字
は
内
藤
正
中
「
2 

竹
島
（
独
島
）
問
題
」
環
日
本
海
学
会
編
『
北
東
ア
ジ
ア
事
典
』（
環
日
本
海
学
会
創
立
十
周
年
記
念
事

業
）、
国
際
書
院
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
六
七
頁
を
参
照
し
た
。

（
12
） 

岩
下
・
前
掲
書
・
一
一
七
│
一
一
八
頁
。
な
お
岩
下
氏
は
、
こ
の
内
容
が
福
原
裕
二
著
「
竹
島
問
題
で
海
域
が
見
え
な
い
こ
と
の
罠
」、
岩
下

編
著
『
領
土
と
い
う
病
』、
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
の
原
案
と
実
際
に

つ
い
て
、
一
一
八
頁
の
「
図
2　

独
島
が
外
れ
た
李
承
晩
ラ
イ
ン
の
原
案
（
破
線
）
と
実
際
の
ラ
イ
ン
（
実
践
）」
の
出
典
が
、
池
鐵
根
著
『
水
産

富
国
の
野
望
』
韓
国
水
産
新
報
社
、
一
九
九
二
年
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
13
） W

eb

竹
島
問
題
研
究
所
編
『
竹
島
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
平
成
二
三
年
度
版
）
一
三
九
頁

（
14
） 

外
務
省
・
前
掲
資
料
・「
爆
撃
訓
練
区
域
と
し
て
の
竹
島
」
参
照

（
15
） 

外
務
省
・
前
掲
資
料
・「
日
本
の
領
土
を
め
ぐ
る
情
勢
」
参
照

（
16
） 

池
内
敏
著
『
竹
島　

│
も
う
一
つ
の
日
韓
関
係
史
』
中
公
新
書
二
三
五
九
、
孫
崎
享
『
日
本
の
国
境
問
題
│
尖
閣
・
竹
島
・
北
方
領
土
』
ち
く

ま
新
書
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
〇
│
一
五
三
頁
参
照

（
17
） 

孫
崎
・
前
掲
書
・
一
四
七
│
八
頁
参
照

（
18
） 

保
坂
・
前
掲
書
・
六
三
│
六
四
頁

二
七
四



竹
島
（
独
島
）
を
め
ぐ
る
日
本
・
韓
国
・
近
隣
諸
国
の
関
係
と
北
東
ア
ジ
ア
の
現
状
（
山
田
）

（
19
） 

保
坂
・
前
掲
書
・
一
〇
九
│
一
一
〇
頁

（
20
） 

山
田
義
彦
著
『
日
本
の
国
境
』
新
潮
新
書
一
〇
七
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八
│
一
九
頁

（
21
） 
西
牟
田
・
前
掲
書
・
七
〇
│
七
一
頁
。
な
お
西
牟
田
は
こ
の
内
容
を
、
原
貴
美
恵
著
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
盲
点
』
溪
水
社
、

二
〇
〇
五
年
を
参
照
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

（
22
） 

西
牟
田
・
前
掲
書
・
一
八
六
│
一
八
九
頁
。
な
お
西
牟
田
は
こ
の
内
容
を
、
ロ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル
著
『
竹
島
密
約
』
草
思
社
、
二
〇
〇
八
年
を
参

照
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

（
23
） 

鳥
取
県
Ｈ
Ｐ
「
鳥
取
県
公
式
サ
イ
ト
」
と
り
ネ
ッ
ト
、
水
産
課
、
歴
史
的
経
緯
参
照
（http://w

w
w
.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?m

enuid=

44932

）

（
24
） 

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
発
行
「
ふ
る
さ
と
教
育
副
教
材
…
竹
島
に
関
す
る
記
述
の
抜
粋
」
竹
島
問
題
研
究
会
編
『
竹
島
問
題
に
関
す
る
調
査

研
究　

最
終
報
告
書
』
島
根
県
総
務
部
総
務
課
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
、
二
〇
六
頁

（
25
） 

独
島
博
物
館
、
安
龍
福
記
念
館
、「
捜
討
使
再
現
事
業
」
等
に
つ
い
て
は
、
韓
国
「
中
央
日
報
日
本
語
版
」
を
中
心
に
整
理
し
た
（http://

japanese.joins.com
/article/866/176866.htm

l?servcode=A
00&

sectcode=A
10

）。

（
26
） 

島
根
県
Ｈ
Ｐ
、
歴
史
的
経
緯
Ｈ
Ｐ
・「
竹
島
資
料
収
集
施
設
開
設
に
つ
い
て
」（http://w

w
w
.tow

n.okinoshim
a.shim

ane.jp/w
w
w
/

contents/1465433733102/index.htm
l

）

（
27
） 

こ
の
内
容
は
、
琉
球
新
報
・
山
陰
中
央
新
報
著
『
環
り
の
海　

竹
島
と
尖
閣　

国
境
地
域
か
ら
の
問
い
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
一

頁
や
、
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
「
排
他
的
経
済
水
域
」（https://kotobank.jp/w

ord/

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
28
） 

琉
球
新
報
他
・
前
掲
書
・
一
〇
二
│
一
〇
三
頁
参
照

（
29
） 

福
原
裕
二
著
「
漁
業
問
題
と
領
土
問
題
の
交
錯
」
島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
三
号
、

二
〇
一
二
年
三
月
、
琉
球
新
報
他
・
前
掲
書
・
六
五
│
七
〇
頁
参
照

（
30
） 

琉
球
新
報
他
・
前
掲
書
・
一
〇
二
│
一
〇
三
頁
参
照
。
な
お
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
・
前
掲
書
に
は
「
新
隠
岐
堆
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
31
） 

川
島
貢
著
「『
歴
史
的
』
日
台
漁
業
協
定
の
締
結　

│
そ
の
以
後
と
課
題
」（nippon.com

:http://w
w
w
.nippon.com

/ja/currents/

二
七
五



d00081/

）、
櫻
井
よ
し
こ
著
「
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
の
日
台
漁
業
協
定
『
沖
縄
県
が
政
府
に
抗
議
』
の
真
相
」『
週
刊
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
』
二
〇
一
三

年
四
月
二
七
日
・
五
月
四
日
合
併
号
参
照
、『
琉
球
新
報
』、「
日
台
漁
業
委
員
会
で
一
部
水
域
で
の
操
業
ル
ー
ル
に
合
意
」（http://

ryukyushim
po.jp/new

s/prentry-218346.htm
l

）
日
刊
漁
業
経
済
新
聞
（http://w

w
w
.suikei.co.jp

）
等
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
32
） 
琉
球
新
報
他
・
前
掲
書
・
六
六
│
六
七
頁
参
照

（
33
） 

琉
球
新
報
他
・
前
掲
書
・
六
七
│
六
八
頁
、
一
〇
三
頁
参
照

（
34
） 

稲
森　

守
著
「
東
シ
ナ
海
紛
争
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
日
本
大
学
生
物
資
源
学
部
『
人
間
科
学
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
四
八

│
四
九
頁
参
照

（
35
） 

李　

国
強
著
、
劉
旭
訳
「
中
国
と
周
辺
国
家
の
海
上
国
境
問
題
」『
境
界
研
究
』
№
1
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年

（http://src-h.slav.hokudai.ac.jp/publictn/japan_border_review
/no1/03_li_guoqiang.pdf

）
参
照

（
36
） 

福
原
・
前
掲
論
文
・
六
五
頁
参
照

（
37
） 

李
・
前
掲
論
文
・
四
八
頁

（
38
） pelicanm

em
o

（http://japan.hani.co.kr/arti/politics/25356.htm
l

）

（
39
） 

琉
球
新
報
他
・
前
掲
書
・
七
〇
頁
参
照

（
40
） 

孫
崎
・
前
掲
書
・
一
七
九
頁

二
七
六



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
七
七

1
．
は
じ
め
に

独
島
・
竹
島
に
対
す
る
韓
国
及
び
韓
国
人
の
思
い
は
、
日
本
及
び
日
本

人
の
そ
れ
に
対
す
る
思
い
と
は
比
べ
に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
力
で
、
根
強
い
。

韓
国
人
は
、
独
島
・
竹
島
が
日
韓
ど
ち
ら
の
領
土
で
あ
る
か
と
い
う
問
い

自
体
に
拒
絶
反
応
を
見
せ
て
い
る
。
独
島
・
竹
島
は
言
う
ま
で
も
な
く
韓

国
の
領
土
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
議
論
す
る
こ
と
自
体
を
受
け
入
れ
よ

う
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
韓
国
人
が
独
島
・
竹
島
に
対
し
て
強
力
で
過

剰
な
関
心
を
見
せ
て
い
る
背
景
に
は
、
韓
国
人
が
独
島
・
竹
島
問
題
を
領

土
問
題
で
は
な
く
、
歴
史
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
独

島
・
竹
島
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
慰
安
婦
問
題
や
靖
国
神
社
参
拝
問
題
と

は
異
な
り
、
韓
国
側
が
同
島
を
実
効
支
配
し
て
い
る
た
め
に
有
利
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
だ
け
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
と
い
う
強
い
思

い
が
反
日
感
情
と
繋
が
っ
て
噴
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
韓
国
に
お
い
て
は
、
政
府
関
連
の
研
究
機
関
を
は

じ
め
、
大
学
の
付
属
研
究
所
、
市
民
団
体
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
独

島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
、
教
育
、
保
護
、
お
よ
び
広
報
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
こ
う
し
た
韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島

に
関
す
る
研
究
や
市
民
団
体
の
活
動
や
実
態
に
関
し
て
オ
フ
ラ
イ
ン
、
そ

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
網
羅
し
て
ま
と
め
て
み
る
。

韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

孔　
　
　
　
　

義　
　

植

崔　
　
　
　
　

永　
　

鎬



二
七
八

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
及
び
広
報
、
独
島
関
連
教
材
の
開
発
と
出
版
、
教
員
の

独
島
訪
問
及
び
教
育
、
独
島
守
護
拠
点
学
校
及
び
独
島
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運

営
支
援
、
東
海
・
独
島
関
連
の
国
内
外
の
民
間
団
体
へ
の
支
援
）、
④
東

海
・
独
島
表
記
の
誤
謬
の
是
正
（
表
記
名
称
の
調
査
及
び
古
地
図
の
収
集
、

東
海
表
記
の
普
及
に
向
け
た
交
渉
と
海
外
専
門
家
の
招
聘
、
学
術
会
議
の

開
催
及
び
海
外
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
）、
⑤
独
島
体
験
館
の
管

理
及
び
運
営
（
独
島
体
験
館
の
施
設
と
従
業
員
の
管
理
、
展
示
品
の
解
説

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
、
独
島
体
験
館
の
教
育
・
広
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運

営
、
国
内
の
関
連
機
関
と
の
協
力
、
展
示
資
料
の
収
集
・
研
究
・
展
示
）

の
五
点
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
学
術
著
書
は
、『
東
ア
ジ
ア
領
土
問
題

と
独
島
』、『
韓
日
古
文
書
か
ら
見
る
独
島
』、『
我
が
地

│
独
島
に
会

う
』、『
鬱
陵
島
・
独
島
日
本
資
料
集
Ⅰ
』、『
鬱
陵
島
・
独
島
日
本
資
料
集

Ⅱ
』、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
独
島
認
識
』、『
歴
史
と
地
理
か
ら
見
る
鬱
陵
島
・

独
島
』、『
独
島
研
究
』、『
独
島

│
鬱
陵
島
か
ら
見
え
る
』、『
近
代
移
行

期
に
お
け
る
韓
日
境
界
に
関
す
る
認
識
研
究
』、『
国
土
の
表
象
』、『
鬱
陵

島
・
独
島
研
究

│
歴
史
・
考
古
、
地
理
学
的
考
察
』、『
独
島
と
韓
日
関

係

│
法
・
歴
史
的
接
近
』、『
独
島
問
題
の
学
際
的
研
究
』、『
世
界
紛
争

の
解
決
路
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、『
世
界
の
領
土
紛
争
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
植
民
侵
奪
の
事
例
』、『
日
本
軍
部
の
独
島
侵
奪
史
』、『
韓
日
歴
史
関
連

の
国
際
法
論
文
選
集
』、『
独
島
論
文
翻
訳
選
1
』、『
独
島
論
文
翻
訳
選

2
．
政
府
関
連
の
研
究
機
関

⑴　

独
島
研
究
所

独
島
研
究
所
は
、
政
府
基
金
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
東
北
ア
ジ
ア
歴
史

財
団
」
の
第
三
研
究
室
の
組
織
と
体
制
を
拡
大
・
改
編
し
て
、
二
〇
〇
八

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
独
島
研
究
に
お
い
て
、
研
究
員
の
数
や
組
織
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
資
金
な
ど
の
規
模
の
面
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
調
査
や
教

育
、
学
術
交
流
、
出
版
な
ど
の
研
究
の
面
で
も
他
の
研
究
機
関
を
圧
倒
し

て
い
る
。

こ
の
研
究
所
の
設
立
目
的
は
、
独
島
に
関
す
る
長
期
的
・
総
合
的
な
研

究
と
分
析
、
体
系
的
・
戦
略
的
な
政
策
の
策
定
と
遂
行
、
東
海
・
独
島
表

記
に
関
連
す
る
体
系
的
な
誤
謬
の
是
正
活
動
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
主
な

事
業
と
し
て
は
、
①
領
土
・
海
洋
関
連
の
政
策
対
応
（
独
島
関
連
の
中
長

期
総
合
対
応
戦
略
の
開
発
と
政
策
の
諮
問
、
国
内
関
係
機
関
と
の
協
力
体

制
の
構
築
、
海
外
研
究
者
の
領
土
・
海
洋
関
連
の
主
張
に
対
す
る
バ
ク

ア
ッ
プ
）、
②
領
土
・
海
洋
関
連
の
調
査
と
研
究
（
国
内
外
で
の
学
術
交

流
及
び
学
術
書
籍
・
雑
誌
の
発
行
、
独
島
に
関
す
る
歴
史
資
料
の
調
査
研

究
、
独
島
関
連
の
外
国
政
府
文
書
の
調
査
と
分
析
、
領
土
・
海
洋
に
関
す

る
国
際
判
例
及
び
国
際
法
の
研
究
、
独
島
関
連
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
）、

③
独
島
関
連
の
教
育
と
広
報
（
独
島
に
関
す
る
統
合
広
報
体
制
の
構
築
、

東
海
・
独
島
に
つ
い
て
の
広
報
資
料
の
制
作
及
び
展
示
、
東
海
・
独
島
の



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
七
九

事
例
な
ど
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
独
島
を
は
じ
め
と
す
る

韓
国
が
抱
え
る
領
土
問
題
に
体
系
的
に
対
応
す
る
た
め
の
法
的
・
論
理
的

方
策
を
開
発
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
政
府
か
ら
独
島
の
持
続
可
能

な
利
用
の
た
め
の
研
究
機
関
に
指
定
さ
れ
、
今
後
、
海
洋
水
産
政
策
の
観

点
か
ら
独
島
に
対
す
る
研
究
調
査
を
行
う
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

⑷　

独
島
博
物
館

独
島
博
物
館
は
、
一
九
九
七
年
八
月
に
独
島
を
管
轄
す
る
鬱
陵
郡
に
設

置
さ
れ
た
。
韓
国
唯
一
の
領
土
博
物
館
で
あ
り
、
日
本
の
独
島
領
有
権
主

張
に
反
駁
す
る
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
独
島
及
び
朝

鮮
海
（S

ea of K
orea

）
に
関
す
る
関
連
資
料
の
発
掘
・
収
集
・
研
究
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
展
示
・
教
育
・
広
報
活
動
を
実
施
し
て
、

韓
国
人
の
領
土
意
識
と
民
族
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
博
物
館
の
二
階
に
は
、
鬱
陵
島
と
独
島
周
辺
の
漁
場
を
日
本
人
か

ら
守
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
安
龍
福
を
記
念
す
る
記
念
館
を
設
け
て

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
開
設
）、
彼
の
業
績
と
関
連
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
ソ
ウ
ル
に
位
置
す
る
ソ
ウ
ル
歴
史
博
物
館
の
中
に
は
、
独
島
体
験

館
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
政
府
関
連
の
機
関
以
外
に
も
、
韓
国
学
中

央
研
究
院
や
国
史
編
纂
委
員
会
な
ど
の
学
術
機
関
で
も
、
独
島
に
関
す
る

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2
』、『
独
島
論
文
翻
訳
選
3
』、『
独
島
資
料
集
1
』、『
独
島
資
料
集
2
』、

『D
okdo

独
島
』
に
加
え
て
、
英
文
のD

okd
o: A

 K
orean

 Islan
d

 

R
ed

iscovered

、C
on

flict R
esolu

tion
 a

n
d

 P
ea

ce B
u

ild
in

g

、

T
erritorial Issu

es in
 E

u
rope an

d
 E

ast A
sia

、D
okd

o: K
orean

 

T
erritory S

in
ce th

e 6th
 C

en
tu

ry

が
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
六
七
六

本
の
論
文
、
一
六
七
本
の
古
資
料
、
二
六
本
の
法
律
資
料
、
一
一
本
の
レ

ポ
ー
ト
、
一
二
本
の
独
島
研
究
資
料
が
こ
の
研
究
所
か
ら
発
表
さ
れ
て
い

る
。⑵　

韓
国
海
洋
科
学
技
術
院
東
海
研
究
所

韓
国
海
洋
技
術
院
東
海
研
究
所
は
、
一
九
九
六
年
に
韓
国
海
洋
科
学
技

術
院
の
下
部
機
関
と
し
て
、
東
海
開
発
及
び
海
洋
科
学
技
術
を
研
究
す
る

目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
東
海
の
環
境
研
究
と
海
洋
資

源
開
発
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
環
境
保
全
と
安
全
確
保
を
追
求
し
た
環

東
海
圏
で
の
総
合
的
な
海
洋
資
源
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
独

島
と
鬱
陵
島
を
連
携
さ
せ
た
う
え
で
の
持
続
可
能
な
利
用
を
独
島
専
門
研

究
機
関
か
ら
情
報
を
得
て
推
進
し
て
い
る
。

⑶　

韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
独
島
・
海
洋
領
土
研
究
セ
ン
タ
ー

韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
独
島
・
海
洋
領
土
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
韓
国
海

洋
水
産
開
発
院
（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
）
の
下
部
機
関
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
発
足

し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
海
洋
領
土
に
お
け
る
領
土
主
権
の
強
化
策
を

研
究
し
て
い
る
。
国
際
法
や
諸
外
国
の
領
土
紛
争
で
の
領
土
主
権
強
化
の



二
八
〇

守
護
意
志
・
独
島
研
究
所
」
な
ど
の
民
間
研
究
機
関
も
あ
る
。

4
．
大
学
の
独
島
関
連
研
究
機
関

⑴　

嶺
南
大
学
校
独
島
研
究
所

嶺
南
大
学
校
で
は
独
島
が
属
す
る
行
政
区
域
で
あ
る
慶
尚
北
道
に
位
置

す
る
大
学
で
あ
る
と
い
う
縁
も
あ
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
研
究
者
個

人
レ
ベ
ル
で
独
島
の
歴
史
と
文
化
の
み
で
は
な
く
、
地
理
や
生
態
系
な
ど

を
中
心
と
す
る
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
二
〇
〇
五
年
、

島
根
県
の
「
竹
島
の
日
」
制
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
独
島
が
韓
国
の
領

土
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
か
ら
、
大
学
の
付
属

研
究
所
と
し
て
現
在
の
独
島
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
所
の
設
立
目
的
は
、
竹
島
を
は
じ
め
東
海
岸
文
化
圏
に
関
す

る
資
料
の
収
集
・
整
理
と
そ
の
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
所
の
事

業
と
し
て
は
、
①
独
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
岸
の
文
化
と
歴
史
の
研
究
、

独
島
遠
近
海
の
生
態
系
と
資
源
の
調
査
及
び
研
究
、
海
洋
資
源
関
連
の
法

律
に
関
す
る
研
究
、
②
日
本
側
の
基
礎
資
料
及
び
研
究
資
料
の
収
集
と
研

究
、
③
独
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
海
岸
文
化
圏
に
関
す
る
研
究
、
④
研
究

成
果
の
出
版
、
⑤
独
島
問
題
に
関
す
る
対
外
広
報
活
動
、
⑥
外
部
関
係
機

関
と
の
協
力
、
⑦
国
内
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
注
、
⑧
そ
の
他
、
本
研

究
所
の
目
的
と
関
連
す
る
事
業
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
．
民
間
研
究
機
関

⑴　

社
団
法
人　

韓
国
独
島
研
究
院

韓
国
独
島
研
究
院
は
、
二
〇
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
韓
日
間
で
争
点

と
な
っ
て
い
る
独
島
問
題
の
平
和
的
な
解
決
の
た
め
、
従
来
の
制
限
的
か

つ
消
極
的
な
政
府
間
の
議
論
か
ら
脱
皮
し
て
、
純
粋
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を

通
じ
て
相
反
す
る
歴
史
認
識
を
再
整
理
し
て
、
国
際
法
的
・
歴
史
的
資
料

を
中
心
と
す
る
論
理
展
開
だ
け
で
な
く
、
安
保
お
よ
び
軍
事
面
で
の
愛
国

心
の
高
揚
と
安
保
意
識
の
向
上
に
資
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

究
極
的
に
は
独
島
を
守
る
た
め
の
方
策
を
探
す
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
独
島
に
対
す
る
安
保
概
念
の
整
理
、
②
著
作

活
動
、
③
主
要
国
と
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
④
独
島
関
連
学
術

大
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
⑤
世
界
規
模
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
た
め
の
基
盤

構
築
、
⑥
市
・
道
教
育
庁
と
の
協
調
体
制
の
構
築
、
⑦
中
高
生
や
軍
人
に

対
す
る
独
島
安
保
教
育
、
⑧
世
界
韓
国
学
大
会
へ
の
参
加
、
⑨
鬱
陵
島
と

独
島
の
探
訪
、
⑩
米
国
・
中
国
同
胞
に
対
す
る
特
別
講
義
、
⑪
中
長
期
的

な
研
究
基
盤
の
構
築
、
⑫
独
島
守
護
国
民
運
動
の
展
開
、
⑬
学
術
報
告
大

会
、
⑭
「
独
島
・
対
馬
の
家
」
の
開
館
、
⑮
独
島
死
守
の
広
報
及
び
決
議

大
会
、
⑯
世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
大
会
へ
の
参
加
と
協
調
体
制
の
構
築
な
ど
を
掲
げ

て
い
る
。

こ
の
他
に
も
「
領
土
研
究
所
」
や
「
又
石
韓
国
領
土
研
究
所
」、「
領
土



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
一

タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

微
生
物
』、『
独
島
天
然

保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

鳥
類
像
』、

『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告

書
│

植
物
像
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜

二
〇
一
四
）
報
告
書
│

総
論
』
な
ど
の
論
文
と
報
告
書
を
発
行
し
て
い
る
。

⑶　

大
邱
大
学
校
独
島
領
土
学
研
究
所

こ
の
研
究
所
は
、
設
立
目
的
に
お
い
て
、
独
島
領
土
に
関
し
て
は
否
定

で
き
な
い
歴
史
的
な
権
原
が
あ
り
、
そ
の
権
原
に
基
づ
い
た
国
際
法
的
地

位
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
こ
う
し
た
歴
史
的
な

権
原
を
無
視
し
、
独
島
に
対
す
る
領
有
権
を
主
張
し
て
独
島
に
対
す
る
韓

国
の
歴
史
的
な
権
原
や
国
際
法
的
な
地
位
を
深
刻
に
歪
曲
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。
日
本
の
主
張
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
独
島
に
関
す
る
歴
史
的

な
資
料
を
発
掘
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
独
島
の
歴
史
的
な
権
原
と
国
際
法

的
な
地
位
を
考
証
し
、
こ
う
し
た
結
果
を
対
内
外
的
に
広
報
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
の
活
動
と
し
て
は
、
①
独
島
講
座
の
開
設
、
②
独
島
関
連

講
師
の
養
成
、
③
独
島
関
連
の
専
門
書
発
行
、
④
独
島
関
連
の
啓
蒙
書
発

行
、
⑤
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
⑥
独
島
・
鬱
陵
島
の
文
化
の

発
掘
、
⑦
独
島
関
連
の
同
好
会
作
り
と
そ
の
支
援
、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

⑵　

慶
北
大
学
校
鬱
陵
島
・
独
島
研
究
所

慶
北
大
学
校
鬱
陵
島
・
独
島
研
究
所
は
、
鬱
陵
島
と
独
島
に
関
す
る
自

然
・
生
態
系
や
国
際
法
、
尋
問
者
会
的
側
面
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
て

鬱
陵
島
と
独
島
の
保
存
方
法
を
探
し
、
自
然
環
境
及
び
有
用
な
生
物
を
開

発
し
て
、
自
然
公
園
及
び
持
続
可
能
な
生
態
観
光
資
源
の
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
研
究
及
び
活
動
領
域
と
し
て
、
鬱
陵
島
と

独
島
に
関
す
る
自
然
・
生
態
系
、
国
際
法
、
人
文
社
会
に
関
す
る
研
究
、

な
ら
び
に
地
質
、
自
然
景
観
、
土
壌
、
植
生
、
植
物
像
、
昆
虫
像
、
鳥
類

像
、
無
脊
髄
動
物
像
、
微
生
物
像
、
線
虫
像
、
蘚
苔
類
像
、
土
壌
内
の
花

粉
の
分
析
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
の
主
な
活
動
は
、
①
鬱
陵
島
と
独
島
の
陸
上
生
態
系
に
関

す
る
研
究
と
保
存
戦
略
の
確
立
、
②
鬱
陵
島
と
独
島
の
有
用
生
物
及
び
生

態
観
光
資
源
の
開
発
、
③
鬱
陵
島
と
独
島
に
関
す
る
教
育
課
程
の
開
設
と

運
用
、
④
独
島
の
法
的
地
位
の
確
立
、
⑤
独
島
関
連
古
文
書
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
⑥
そ
の
他
、
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
、
が
あ
る
。

こ
の
研
究
所
で
は
、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

地
質
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

地
形
及
び
景
観
』、『
独

島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
四
）
報
告
書
│

原
生
生
物
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
二
〇
一
三
〜

二
〇
一
四
）
報
告
書
│

海
洋
無
脊
髄
動
物
』、『
独
島
天
然
保
護
区
域
モ
ニ



二
八
二

り
、
一
部
の
韓
国
人
は
こ
の
地
域
を
韓
国
の
領
土
だ
と
主
張
し
て
い
る
）

に
関
す
る
教
育
を
目
的
と
し
て
い
る
。
領
土
問
題
に
体
系
的
・
持
続
的
に

対
応
す
る
た
め
に
は
国
民
の
領
土
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
認
識
が

必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
実
は
多
く
の
国
民
が
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
な
い
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
独
島
と
間
島
に
対
す
る
研
究
結
果

と
知
識
を
国
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
領
土
問

題
に
関
す
る
教
育
と
現
地
訪
問
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

⑹　

慶
州
大
学
校
独
島
・
鬱
陵
学
研
究
所

二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
た
慶
州
大
学
校
独
島
・
鬱
陵
学
研
究
所
は
、

独
島
に
関
す
る
広
報
活
動
と
独
島
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
目
的
に
し

て
い
る
。
こ
の
研
究
所
で
は
、
主
に
芸
術
分
野
で
の
活
動
を
通
じ
て
独
島

の
重
要
さ
を
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
は

「
二
〇
〇
九
年
独
島
を
愛
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
制
作
・
配
布
す
る
な
ど

の
活
動
を
行
い
、
独
島
に
対
す
る
知
的
財
産
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

領
土
紛
争
で
の
日
本
に
対
す
る
優
位
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

⑺　

大
邱
漢
医
大
学
校
安
龍
福
研
究
所

大
邱
漢
医
大
学
校
安
龍
福
研
究
所
は
、
韓
国
と
日
本
か
ら
見
る
鬱
陵

島
・
独
島
に
対
す
る
認
識
の
比
較
、
日
韓
の
共
同
認
識
に
よ
る
安
龍
福
像

の
確
立
、
鬱
陵
島
・
独
島
周
辺
地
域
の
調
査
、
安
龍
福
に
関
す
る
資
料
の

発
掘
に
よ
る
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

⑷　

世
宗
大
学
校
独
島
総
合
研
究
所

世
宗
大
学
校
独
島
総
合
研
究
所
は
、
独
島
に
対
す
る
日
本
の
挑
発
に
対

応
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
領
土
で
あ
る
独
島
を
効
率
的
に
開
発

し
、
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
国
民
を
統
合
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。

既
存
の
独
島
領
有
権
の
研
究
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
、
国
際
法
的
研
究
に
加

え
て
、
国
内
法
的
な
観
点
か
ら
も
研
究
を
進
め
、
独
島
に
対
す
る
実
効
支

配
を
強
化
す
る
方
法
や
国
民
統
合
を
実
現
す
る
方
法
、
海
外
同
胞
社
会
を

独
島
問
題
を
通
じ
て
結
束
さ
せ
る
方
法
な
ど
を
研
究
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
所
が
対
象
と
し
て
い
る
研
究
分
野
は
、
①
独
島
領
有
権
問
題

に
関
す
る
歴
史
的
・
地
理
的
・
国
際
法
的
研
究
、
②
独
島
問
題
を
媒
介
と

し
た
国
内
外
の
国
民
統
合
方
法
の
研
究
、
③
独
島
に
関
す
る
国
内
法
の
研

究
、
④
独
島
開
発
研
究
（
独
島
の
地
形
、
地
質
、
建
設
問
題
、
接
岸
施
設

補
修
問
題
、
環
境
に
優
し
い
開
発
研
究
、
海
底
研
究
な
ど
）、
⑤
鬱
陵

島
・
独
島
の
観
光
開
発
研
究
、
の
五
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
研
究
所
の
基

本
事
業
と
し
て
は
、
①
学
術
研
究
を
通
じ
た
国
民
統
合
、
②
資
料
収
集
と

探
査
、
③
国
内
外
に
お
け
る
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
④
対
外
広

報
・
出
版
事
業
・
多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
⑤
そ
の
他
本
研
究
所

の
目
的
に
適
し
た
事
業
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

⑸　

慶
一
大
学
校
独
島
間
島
研
究
所

二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
た
慶
一
大
学
校
独
島
間
島
研
究
所
は
、
独
島

及
び
間
島
（
中
国
東
北
部
に
あ
る
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
に
あ
る
地
域
で
あ



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
三

的
と
し
て
い
る
と
同
時
に
、
独
島
を
は
じ
め
東
海
関
連
の
生
態
系
の
研
究

も
行
っ
て
い
る
。

主
な
活
動
に
は
、
東
海
関
連
の
国
内
外
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
だ
け
で

は
な
く
、
国
連
地
名
専
門
家
会
議
、
国
連
地
名
標
準
化
会
議
、
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

（International H
ydrographic O

rganization; 

国
際
水
路
機
関
）
総

会
な
ど
の
地
名
関
連
会
議
に
代
表
団
を
派
遣
し
て
、
東
海
地
名
関
連
の
広

報
資
料
及
び
地
図
の
制
作
・
配
布
な
ど
が
あ
る
。

6
．
市
民
団
体

オ
フ
ラ
イ
ン
上
の
市
民
団
体

⑴　

独
島
守
護
国
際
連
帯

独
島
守
護
国
際
団
体
は
二
〇
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
、
大
学
生
ら
に
独
島

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
教
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
独
島
知
識
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
運
営
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
現
在
ま
で
に

二
一
七
〇
人
の
大
学
生
が
こ
の
課
程
を
修
了
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
独
島

本
部
と
韓
国
詩
人
協
会
独
島
支
部
な
ど
で
独
島
を
広
報
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
団
体
は
、
独
島
関
連
の
教
育
課
程
を
運
営
す

る
と
同
時
に
、
各
大
学
に
独
島
関
連
の
サ
ー
ク
ル
を
組
織
し
、
活
動
す
る

よ
う
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

⑵　

財
団
法
人　

独
島
財
団

独
島
財
団
は
、
官
民
共
同
で
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
民
間
レ
ベ
ル

5
．
学
会

⑴　

独
島
学
会

独
島
学
会
は
、
一
九
九
六
年
に
独
島
に
関
す
る
客
観
的
な
研
究
を
通
じ

て
独
島
が
韓
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
独
島
に
対
す
る
主
権

的
レ
ベ
ル
で
の
政
策
施
行
に
役
に
立
つ
学
術
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
発
足
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
独
島
領
有
権
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
②
独
島
研
究
叢
書
の
発
刊
、
③
独
島
領
有
権
関
連
の

資
料
の
発
刊
事
業
に
対
す
る
支
援
、
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
学
会
で
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
一
八
回

の
独
島
領
有
権
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
一
〇

冊
の
独
島
研
究
叢
書
と
二
冊
の
独
島
領
有
権
広
報
資
料
（
な
ぜ
日
本
の
独

島
領
有
権
主
張
は
誤
り
な
の
か
）、
二
冊
の
独
島
領
有
権
広
報
漫
画

（L
ove Y

ou, D
okdo

）、
な
ら
び
に
九
ケ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
独
島
領
有

権
案
内
資
料
も
出
版
し
た
。
独
島
や
領
土
関
連
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る

学
者
や
研
究
者
の
み
で
な
く
、
政
府
基
金
の
国
策
研
究
所
の
関
係
者
や
公

務
員
な
ど
も
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

⑵　

東
海
研
究
会

東
海
研
究
会
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
鬱
陵
島
と
独
島
が
属
す
る
「
東

海
」
の
地
名
を
回
復
す
る
た
め
、
一
九
九
四
年
一
一
月
に
設
立
さ
れ
た
非

営
利
団
体
で
あ
る
。
東
海
と
い
う
地
名
を
研
究
し
、
広
報
す
る
こ
と
を
目



二
八
四

の
保
存
と
継
承
、
④
領
土
と
海
洋
に
関
す
る
事
業
、
⑤
国
と
社
会
を
よ
く

す
る
事
業
、
⑥
以
上
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
に
対
す

る
支
援
、
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
「
独
島
を
正
し
く
知
る
運
動
本
部
」
や
「
独
島
を

生
か
す
国
民
運
動
本
部
」、「
独
島
運
動
本
部
」、「
独
島
守
り
国
民
行
動
本

部
」
な
ど
の
数
多
く
の
市
民
団
体
が
あ
る
。

⑷　

独
島
を
愛
す
る
本
部

独
島
を
愛
す
る
本
部
は
、
多
様
な
形
で
独
島
を
愛
す
る
活
動
を
通
じ
て

国
民
の
国
土
愛
と
歴
史
意
識
を
高
め
る
と
同
時
に
、
独
島
が
韓
国
の
領
土

で
あ
る
こ
と
を
世
界
に
広
報
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。

主
な
事
業
と
し
て
、
朝
鮮
戦
争
参
戦
国
連
軍
の
子
孫
に
対
す
る
独
島
訪
問

の
斡
旋
、
独
島
広
報
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
、
独
島
を
愛
す
る
内
容

の
駐
車
ス
テ
ッ
カ
ー
装
着
運
動
、「
竹
島
の
日
」
撤
廃
運
動
、「
独
島
の

日
」
記
念
行
事
、
独
立
軍
の
子
孫
に
対
す
る
独
島
訪
問
の
斡
旋
、
独
島
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
独
島
記
者
団

の
運
営
、
町
で
の
独
島
広
報
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
国

民
の
独
島
訪
問
運
動
（W

elcom
e T

o D
okdo

）
を
展
開
し
て
、
独
島
に

対
す
る
韓
国
の
実
効
支
配
を
強
化
す
る
運
動
を
続
け
て
い
る
。

⑸　

独
島
研
究
保
存
協
会

独
島
研
究
保
存
協
会
は
、
一
九
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
鬱
陵
郡
管
轄
の

独
島
の
領
有
権
問
題
を
研
究
す
る
た
め
の
民
間
団
体
で
あ
る
。
設
立
目
的

で
の
独
島
守
護
事
業
及
び
国
内
外
へ
の
広
報
活
動
と
独
島
領
土
主
権
強
化

を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
国
民
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
国
内
外
の
学
校
な

ど
を
訪
問
し
て
独
島
に
関
す
る
歴
史
的
な
事
実
を
教
育
し
て
、
領
土
守
護

意
志
を
固
め
る
）、
②
広
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
独
島
を
テ
ー
マ
と
し
て
多
様

な
文
化
行
事
と
創
作
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
島
を
芸
術
の
島
と

し
て
い
く
）、
③
現
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
独
島
守
護
の
た
め
の
国
民
的

共
感
の
醸
成
、
独
島
の
歴
史
に
関
す
る
認
識
の
共
有
、
鬱
陵
島
と
独
島
の

訪
問
体
験
を
通
じ
た
安
龍
福
思
想
と
国
土
守
護
意
志
の
拡
散
）、
④
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
の
独
島
に
関
す
る
挑
発
に
対
し
て
国

民
が
心
を
一
つ
に
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
連
携
事
業
の
強

化
）、
⑤
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
に
よ
る
独
島
の
地
域
紛
争
化
戦
略
に

効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
の
独
島
領
土
主
権
に
関
す
る
客
観
的
な
資
料
の

収
集
と
発
掘
、
独
島
関
連
の
各
種
の
国
内
外
の
資
料
の
収
集
と
研
究
成
果

の
提
供
）、
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

⑶　

独
島
本
部

独
島
本
部
は
、
独
島
の
領
土
主
権
を
完
全
に
回
復
し
、
国
民
の
領
土
意

識
を
高
め
、
領
土
保
存
の
基
礎
に
な
る
歴
史
と
民
族
精
神
・
民
族
文
化
を

回
復
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①
領
土
主
権
の
関
連
事
業
、
②
韓
民
族
の
文
化

的
・
歴
史
的
な
境
界
に
関
す
る
研
究
・
調
査
・
広
報
事
業
、
③
伝
統
文
化



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
五

施
し
て
い
る
。
ま
た
義
勇
隊
記
念
館
建
立
推
進
事
業
も
進
め
て
い
る
。

⑺　

独
島
守
護
隊

独
島
守
護
隊
は
、
独
島
を
守
護
す
る
た
め
、
独
島
に
関
す
る
学
術
探
査

や
水
中
探
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑻　

独
島
義
兵
隊

独
島
義
兵
隊
は
、
独
島
を
広
報
す
る
方
法
と
し
て
署
名
運
動
を
展
開
し
、

す
で
に
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
署
名
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
毎
年
、

全
国
で
独
島
を
愛
す
る
文
芸
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

⑼　

独
島
有
人
化
国
民
運
動
本
部

独
島
有
人
化
国
民
運
動
本
部
は
、
一
九
八
七
年
に
創
立
さ
れ
た
「
克
日

運
動
市
民
連
合
」
を
母
体
と
し
て
、
一
九
九
七
年
二
月
に
独
立
・
発
足
し

た
。
独
島
に
戸
籍
を
移
す
運
動
と
独
島
の
有
人
島
化
運
動
を
推
進
し
て
い

る
。⑽　

独
島
歴
史
探
し
運
動
本
部

「
韓
民
族
独
島
探
し
運
動
本
部
」
を
母
体
と
し
て
発
足
し
た
独
島
歴
史

探
し
運
動
本
部
は
、
五
〇
あ
ま
り
の
団
体
を
束
ね
て
組
織
し
た
連
合
体
で

あ
る
。
独
島
問
題
に
関
す
る
声
明
書
や
新
聞
広
告
、
独
島
訪
問
な
ど
、
独

島
問
題
の
全
般
に
関
す
る
大
衆
の
関
心
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

⑾　

緑
色
の
鬱
陵
・
独
島
作
り
会
（
社
団
法
人
）

鬱
陵
島
の
現
地
で
組
織
さ
れ
、
長
い
歴
史
を
持
つ
緑
色
の
鬱
陵
・
独
島

と
し
て
、
独
島
が
韓
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
歴
史
的
に
研
究
し
、
そ
の

正
当
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

こ
の
協
会
の
主
な
活
動
と
し
て
、
独
島
が
韓
国
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
研
究
を
強
化
し
て
、
そ
の
結
果
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同

時
に
、
独
島
関
連
の
文
献
や
資
料
を
体
系
的
に
収
集
・
編
集
し
て
資
料
集

を
発
刊
し
て
い
る
。
年
一
回
、
学
術
大
会
や
討
論
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
術
研
究
集
や
単
行
本
、
資
料
集
、
広
報
物
な
ど
を
発
行
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
政
府
に
Ｅ
Ｅ
Ｚ
問
題
、
専
管
水
域
問
題
を
提
起

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
協
会
で
は
、
独
島
に
埠
頭
施
設
や
人
工
地
盤

を
作
る
な
ど
の
開
発
を
行
い
、
鬱
陵
島
住
民
の
漁
業
前
進
基
地
を
建
設
す

る
と
と
も
に
、
観
光
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
九
七
年
に
は
『
独
島
領
有
権
の
歴
史
と
国
際
関
係
』
を
は
じ
め
と
し

て
、
四
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
独
島
領
有
権
資
料
の
探
求
』
な
ど
の
出
版

物
を
発
刊
し
て
い
る
。

⑹　

独
島
義
勇
守
備
隊
記
念
事
業
会

独
島
義
勇
守
備
隊
記
念
事
業
会
は
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま

で
民
間
人
の
身
分
で
志
願
し
て
、
独
島
を
守
っ
た
三
三
人
の
義
勇
守
備
隊

を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
生
存
し
て
い
る
隊
員
と
遺
族
に
対

す
る
支
援
事
業
や
独
島
に
対
す
る
教
育
、
広
報
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
中
高
生
を
対
象
と
し
て
独
島
義
勇
守
備
隊
青
少
年
名
誉
隊
員
を
募

集
し
て
、
夏
休
み
に
独
島
を
訪
問
し
て
独
島
を
探
訪
す
る
教
育
事
業
を
実
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六

の
基
本
的
立
場
や
日
本
の
独
島
領
有
権
主
張
に
対
す
る
反
論
を
は
じ
め
、

独
島
に
対
す
る
慶
尚
北
道
の
管
理
状
況
や
方
針
、
独
島
の
自
然
な
ど
、
独

島
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
広
報
を
韓
国
語
だ
け
で
な
く
英
語
、
日
本

語
、
お
よ
び
中
国
語
で
行
っ
て
い
る
。

⑶　

バ
ン
ク
（
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）

バ
ン
ク
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
韓
国
を
世
界
に
知
ら
せ
る
「
サ
イ

バ
ー
外
交
使
節
団
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
バ
ン
ク
と
い

う
名
前
は
、“V

oluntary A
gency N

etw
ork of K

orea ”

の
略
で
あ
る
。

こ
の
サ
イ
ト
は
、
一
九
九
九
年
に
外
交
官
と
の
ペ
ン
パ
ル
を
斡
旋
す
る
サ

イ
ト
と
し
て
開
設
さ
れ
、
現
在
は
民
間
部
門
で
の
韓
国
の
対
外
広
報
を
担

当
す
る
代
表
的
な
団
体
の
一
つ
で
あ
る
。
全
世
界
の
八
億
の
ネ
テ
ィ
ズ
ン

を
対
象
と
し
て
、
韓
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
主
に

ネ
ッ
ト
上
で
の
韓
国
関
連
情
報
の
誤
謬
の
是
正
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、「
独
島
を
正
し
く
知
る
」
と
い
う
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
団
体
で
は
「
サ
イ
バ
ー
外
交
官
養
成
課
程
」
と
「
独
島

士
官
学
校
」
と
い
う
課
程
を
設
け
て
、
独
島
が
な
ぜ
韓
国
の
領
土
で
あ
る

か
な
ど
、
独
島
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
画
像
な
ど
を
通
じ
て
教
育
し
て

い
る
。

⑷　

独
島
を
愛
し
て
守
る
会

独
島
を
愛
し
て
守
る
会
は
、
サ
イ
ワ
ー
ル
ド
の
サ
イ
ト
で
活
動
す
る
同

好
会
で
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
独
島
問
題
を
共
有
し
、

作
り
会
は
、
独
島
の
有
人
島
化
事
業
と
造
林
事
業
、
青
少
年
教
育
、
独
島

生
態
系
保
存
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑿　

コ
リ
ア
独
島
緑
色
運
動
連
合

江
源
道
の
江
凌
に
本
部
を
置
く
コ
リ
ア
独
島
緑
色
運
動
連
合
は
、
定
期

的
に
独
島
探
訪
団
を
募
集
し
て
、
独
島
を
探
訪
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
団
体

⑴ 　

国
民
安
全
庁
海
洋
警
備
安
全
本
部
（
元
海
洋
警
察
庁
）
の
「
独
島

の
海
を
守
ろ
う
」

国
民
安
全
庁
海
洋
警
備
安
全
本
部
が
運
営
す
る
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
独

島
の
正
確
な
位
置
や
古
文
献
の
記
録
か
ら
見
る
独
島
、
独
島
を
守
っ
て
い

る
人
々
の
物
語
、
さ
ら
に
、
独
島
に
関
す
る
日
本
の
政
策
変
化
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
独
島
に
照
点
を
当
て
て
い
る
。
七
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
成
る
こ
の
サ
イ
ト
内
の
日
韓
の
争
点
比
較
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
韓
国
と
日

本
の
独
島
領
有
権
に
対
す
る
主
張
や
論
拠
が
時
期
ご
と
に
一
目
瞭
然
に
整

理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
類
似
す
る
他
国
の
領
土
紛
争
の
事
例
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
海
洋
警
察
の
活
動
や
独
島
の
入
島
情
報
、
独
島
の
天
気
な
ど

も
発
信
し
て
い
る
。

⑵　

慶
尚
北
道
サ
イ
バ
ー
独
島

慶
尚
北
道
サ
イ
バ
ー
独
島
は
、
独
島
が
属
し
て
い
る
慶
尚
北
道
が
運
営

す
る
独
島
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
独
島
に
対
す
る
韓
国
政
府



韓
国
に
お
け
る
独
島
・
竹
島
に
関
す
る
研
究
及
び
市
民
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
（
孔
・
崔
）

二
八
七

な
い
団
体
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
団
体
も
数
多
く
存
在
す
る
。

政
府
関
連
の
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
研
究
所
や
団
体
の
設
立

目
的
や
事
業
内
容
は
、
独
島
に
関
す
る
資
料
の
発
掘
や
調
査
、
研
究
、
広

報
、
教
育
、
領
土
主
権
守
護
、
探
訪
、
学
術
交
流
、
出
版
な
ど
、
大
同
小

異
で
あ
っ
て
、
多
く
の
研
究
所
や
団
体
が
ほ
ぼ
同
じ
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
独
島
・
竹
島
関
連
の
研
究
所
や
市
民
団
体
が
本
来

の
設
立
目
的
や
趣
旨
に
該
当
す
る
事
業
や
活
動
を
実
際
に
や
っ
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。
政
府
基
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
「
東
北
ア
ジ
ア
歴
史
財

団
」
傘
下
の
「
独
島
研
究
所
」
の
よ
う
に
、
専
門
の
研
究
員
や
組
織
、
資

金
を
持
っ
て
体
系
的
に
研
究
や
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
研
究
所
が
あ
る

反
面
、
実
際
に
は
開
店
休
業
状
態
に
あ
る
研
究
所
も
多
数
存
在
す
る
。
大

学
の
独
島
・
竹
島
関
連
研
究
所
に
お
い
て
も
、
領
土
問
題
や
独
島
・
竹
島

問
題
を
専
攻
す
る
専
任
教
員
や
研
究
員
に
よ
っ
て
研
究
所
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
関
連
分
野
を
専
攻
し
て
い
る
一
人
の
教
員
を
中
心
と

し
て
、
こ
れ
に
一
〜
二
名
の
助
手
を
加
え
た
形
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
さ
ら
に
、
独
島
・
竹
島
関
連
の
市
民
団
体
も
持
続
的
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
も
あ
れ
ば
、
看
板
だ
け
を
掲
げ
て
活
動
を
や
っ
て
い
な
い
団

体
も
多
い
。
稀
で
は
あ
る
が
、
独
島
へ
の
渡
航
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、

一
時
的
に
こ
う
し
た
団
体
を
立
ち
上
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑸　

独
島
を
愛
す
る
同
好
会

独
島
を
愛
す
る
同
好
会
は
、
一
九
九
八
年
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
千
里
眼

に
開
設
さ
れ
た
韓
国
初
の
独
島
関
連
の
通
信
同
好
会
と
し
て
、
国
内
で
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

⑹　

美
人
独
島

美
人
独
島
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
青
少
年
と
一
般
人
に
、
独
島

の
歴
史
や
地
理
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
に

釜
山
教
育
支
援
庁
か
ら
青
少
年
向
け
推
薦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
選
ば
れ

た
。こ

れ
ら
の
他
に
も
、
国
土
交
通
部
傘
下
の
国
土
地
理
情
報
院
が
運
営
し

て
い
る
「
独
島
地
理
ネ
ッ
ト
」
や
海
洋
水
産
部
が
運
営
し
て
い
る
「
独
島

総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
」、
海
洋
水
産
部
傘
下
の
国
立
海
洋
調
査
院
が
運
営

し
て
い
る
「
我
が
領
土
独
島
」、「
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
独
島
同
好
会
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
）」、

「
大
韓
民
国
独
島
を
愛
す
る
会
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
）」、「
独
島
守
護
カ
フ
ェ

（
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）」
な
ど
、
数
多
く
の
独
島
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

7
．
お
わ
り
に

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
韓
国
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
独
島
・
竹

島
関
連
の
政
府
や
民
間
の
研
究
所
や
市
民
団
体
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在

し
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
研
究
所
や
市
民
団
体
以
外
に
も
登
録
さ
れ
て
い



二
八
八

独
島
研
究
保
存
協
会　

http://ulleung.grandculture.net/

東
海
研
究
会　

http://ulleung.grandculture.net/

独
島
守
護
国
際
連
帯　

http://w
w
w
.dokdonetw

ork.or.kr/gnuboard4/index.
php

（
財
団
法
人
）
独
島
財
団　

http://w
w
w
.koreadokdo.or.kr/

独
島
本
部　

http://w
w
w
.dokdocenter.org/

独
島
を
愛
す
る
本
部　

http://w
w
w
.dokdosarang.org/

独
島
義
勇
守
備
隊
記
念
事
業
会　

http://w
w
w
.dokdofoundation.or.kr/

独
島
守
護
隊　

http://w
w
w
.tokdo.kr/

独
島
義
兵
守
備
隊　

http://w
w
w
.dokdofoundation.or.kr/

独
島
有
人
化
国
民
運
動
本
部　

http://cafe.daum
.net/anadok/_album

/

独
島
歴
史
探
し
運
動
本
部　

http://w
w
w
.dokdocenter.org/

国
民
安
全
庁
海
洋
警
備
安
全
本
部
（
元
海
洋
警
察
庁
）
の
「
独
島
の
海
守
り
」

http://w
w
w
.kcg.go.kr/m

ain/user/cm
s/content.jsp?m

enuS
eq=522

慶
尚
北
道
サ
イ
バ
ー
独
島　

http://w
w
w
.dokdo.go.kr/pages/m

ain/

バ
ン
ク
（
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）　http://prkorea.com

/

独
島
を
愛
し
て
守
る
会　

http://ilovedokdokorea.com
/

独
島
を
愛
す
る
同
好
会　

http://w
w
w
.dokdolove.net/

美
人
独
島　

http://m
yhom

e.naver.com
/m

iintokdo/m
ain.htm

Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
独
島
同
好
会
（
Ｄ
Ａ
Ｕ
Ｍ
）http://w

w
w
.dokdolove.net/

独
島
守
護
カ
ペ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
）http://cafe.naver.com

/cafeinfom
ate/1997

外
交
部
独
島　

http://dokdo.m
ofa.go.kr/kor/

独
島
地
理
ネ
ッ
ト　

http://dokdo.ngii.go.kr/dokdo/
我
が
領
土
独
島　

http://w
w
w
.khoa.go.kr/dokdo/

独
島
綜
合
情
報
シ
ス
テ
ム　

http://w
w
w
.dokdo.re.kr/

サ
イ
バ
ー
独
島　

http://w
w
w
.dokdo.go.kr/pages/m

ain/

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
に
お
い
て
独
島
・
竹
島
関
連
の
研
究
所
や
市
民
団

体
が
乱
立
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
現
象
は
い

か
に
韓
国
人
が
独
島
・
竹
島
に
対
し
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
を
物

語
っ
て
い
る
。

＜

参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＞

独
島
研
究
所　

http://w
w
w
.dokdohistory.com

/kor/gnb06/sub03.do

韓
国
海
洋
科
学
技
術
院
東
海
研
究
所　

http://w
w
w
.kiost.ac.kr/lab.do

韓
国
海
洋
水
産
開
発
院
独
島
・
海
洋
領
土
研
究
セ
ン
タ
ー　

http://w
w
w
.

m
arinecom

.re.kr/

（
社
団
法
人
）
韓
国
独
島
研
究
院　

http://place.m
ap.daum

.net/17377521

独
島
博
物
館　

http://w
w
w
.dokdom

useum
.go.kr/

韓
国
学
中
央
研
究
院　

http://w
w
w
.aks.ac.kr/hom

e/index.do

国
史
編
纂
委
員
会　

http://w
w
w
.history.go.kr/

領
土
研
究
所　

http://w
w
w
.jdokdo.com

/

又
石
韓
国
領
土
研
究
所　

http://k2.dankook.ac.kr/user/territory/

嶺
南
大
学
校
独
島
研
究
所　

http://dokdo.yu.ac.kr/?ckattem
pt=1

慶
北
大
学
校
鬱
陵
島
・
独
島
研
究
所　

http://w
w
w
.dokdoknu.com

/

大
邱
大
学
校
独
島
領
土
学
研
究
所　

http://dokdoterritory.daegu.ac.kr/

世
宗
大
学
校
独
島
綜
合
研
究
所　

http://cquune.blog.m
e/70094867675

慶
一
大
学
校
独
島
間
島
研
究
所　

http://w
w
w
.kiu.ac.kr/korean/m

ain/

慶
州
大
学
校
独
島
・
鬱
陵
学
研
究
所　

http://w
w
w
.gju.ac.kr/

大
邱
漢
医
大
学
校
安
龍
福
研
究
所　

http://w
w
w
.dhu.ac.kr/korean/

独
島
学
会　

http://w
w
w
.dokdoinkorea.or.kr/
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二
九
一

亜
細
亜
大
学
非
常
勤
講
師　

淵
脇　

千
寿
保

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
六
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）同
一
の
被
害
者
に
対
し
一
定
の
期
間
内
に
反
復
累
行
さ

れ
た
一
連
の
暴
行
に
よ
っ
て
種
々
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
事
実
に
つ
い

て
包
括
一
罪
と
さ
れ
、
包
括
一
罪
を
構
成
す
る
一
連
の
暴
行
に
よ
る

傷
害
に
つ
い
て
訴
因
の
特
定
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例

（
最
決
平
成
二
十
六
年
三
月
十
七
日
刑
集
六
八
巻
三
号
三
六
八
頁
）

弁
護
士　

立
石　

有
作

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日（
水
）午
後
二
時
四
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
四
六
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

刑
法
に
お
け
る
主
体
性韓

国
・
中
央
大
学
校
名
誉
教
授　

朴　
　

貞
根

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
日（
金
）午
後
五
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
六
三
講
堂

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八
年
度
研
究
会
報
告

法
学
研
究
所

憲
法
・
行
政
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
五
六
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「
国
民
の
司
法
参
加
」（
第
八
一
回
日
本
公
法
学
会
部
会
報
告
プ
レ
報

告
）

准
教
授　

柳
瀬　
　

昇

刑
事
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
九
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
三
号
館
）　

三
二
六
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）組
織
的
犯
罪
に
お
け
る
「
団
体
」「
組
織
」
の
意
味　

（
岡
本
倶
楽
部
事
件
）│
最
決
平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日（
刑
集

六
九
巻
六
号
二
七
一
頁
）



二
九
二

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

過
失
犯
の
事
実
認
定
│
最
判
平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日（
裁
判
所

時
報
一
六
四
八
号
四
頁
）│元

日
本
大
学
法
学
部
教
授　

船
山　

泰
範

民
事
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
一
十
月
二
十
日（
木
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
八
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

解
除
に
よ
る
原
状
回
復
と
目
的
物
の
減
失
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分

│
売
主
の
契
約
不
適
合
責
任
と
買
主
の
リ
ス
ク
引
受
け
の
射
程
│

助
教　

野
中　

貴
弘

商
事
法
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
六
日（
土
）午
後
二
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
出
席
者
の

人
数
分
を
越
え
て
購
入
し
た
こ
と
が
政
治
資
金
規
正
法
上
禁
止
さ
れ

る
寄
附
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例（
東
京
地
判
平
成
二
十
七
年

五
月
二
十
八
日
・
金
判
一
四
七
二
号
三
四
頁
）

洗
足
学
園
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師　

田
上　

雄
大

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
六
日（
土
）午
後
二
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

（
判
例
研
究
）公
認
会
計
士
試
験
に
は
合
格
し
て
い
た
が
、
実
務
が
終

了
し
て
お
ら
ず
、
税
理
士
登
録
し
て
い
な
い
者
が
、
税
理
士
の
補
助

業
務
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い
て
い
た
場
合
、
労
基
法
三
八
条
の
三
所

定
の
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
例

│
レ
ガ
シ
ィ
ほ
か
一
社
事
件
│（
東
京
高
判
平
成
二
十
六
年
二
月

二
十
七
日
・
労
働
判
例
一
〇
八
六
号
五
頁
）

関
東
学
院
大
学
非
常
勤
講
師　

松
井　

丈
晴

経
営
法
学
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
三
月
十
九
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

消
費
税
の
本
質
的
性
格
と
輸
出
還
付
金
制
度
・
軽
減
税
率
の
問
題
点



事　

業　

報　

告

二
九
三

元
静
岡
大
学
人
文
学
部
法
学
科
教
授
・
税
理
士　

湖
東　

京
至

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

法
の
究
極
性
等
の
基
本
的
な
問
題
点
と
税
法
等
の
体
系
性
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て

元
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
教
授　

弓
削　

忠
史

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

中
小
企
業
会
計
基
準
の
複
線
化
に
伴
う
公
正
処
理
基
準
の
再
検
討

大
東
文
化
大
学
経
営
学
部
教
授　

高
沢　

修
一

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

法
人
税
法
二
二
条
四
項
の
公
正
処
理
基
準
に
つ
い
て

│
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
事
件
を
題
材
と
し
て
│

大
東
文
化
大
学
経
営
学
部
非
常
勤
講
師　

本
村　

大
輔

（
第
五
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

国
税
庁
「
税
務
調
査
手
続
き
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
に
つ
い
て
の
検
討

教
授
・
税
理
士　

阿
部　

徳
幸

（
第
六
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十
六
日（
土
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

日
本
の
居
住
福
祉
制
度
の
必
要
性
と
関
連
税
制
の
問
題
点
に
つ
い
て

一
級
建
築
士
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
推
進
機
構
・
理

事
長 

倉
田　
　

剛

（
第
七
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

日
本
国
憲
法
と
大
日
本
帝
国
憲
法（
明
治
憲
法
）の
比
較
に
お
け
る
税

務
調
査
の
分
析

税
理
士　

福
重　

利
夫



二
九
四

（
第
八
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

不
公
平
税
制
の
是
正
に
よ
る
増
収
試
算

│
福
祉
と
ぜ
い
き
ん
二
八
号
を
題
材
と
し
て
│

税
理
士
・
税
制
経
営
研
究
所
副
所
長
・
不
公
正
な
税
制
を
た
だ

す
会
事
務
局
長 

荒
川　

俊
之

（
第
九
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
三
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

資
金
の
会
計
学　

│
財
産
の
確
定
申
告
│

税
理
士　

境　
　

鎭
治

（
第
十
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
三
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

中
小
企
業
の
税
制
を
め
ぐ
る
論
点

白
鴎
大
学
名
誉
教
授
・（
一
社
）中
小
企
業
研
究
所
理
事
長

樋
口　

兼
次

（
第
十
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日（
土
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

英
国
所
得
税
法
の
現
状
お
よ
び
課
題

嘉
悦
大
学
経
営
経
済
学
部
専
任
講
師　

酒
井　

翔
子

（
第
十
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
一
日（
土
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
四
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

質
問
応
答
記
録
書
と
は
何
か

白
鴎
大
学
法
学
部
教
授
・
日
本
租
税
理
論
学
会
理
事
長

石
村　

耕
治

政
経
研
究
所

政
治
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
三
講
堂



事　

業　

報　

告

二
九
五

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

保
守
主
義
と
は
何
か

│
反
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
の
現
代
日
本
ま
で
│

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授　

宇
野　

重
規

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
十
四
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
三
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

西
洋
政
治
思
想
を
通
史
的
に
叙
述
す
る
こ
と
の
今
日
的
意
義
と
限
界

と
新
た
な
可
能
性

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

堤
林　

剣

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日（
金
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
九
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

現
代
政
治
哲
学
の
方
法
に
つ
い
て

関
西
大
学
政
策
創
造
学
部
准
教
授　

松
元　

雅
和

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日（
火
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
九
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

集
合
論
か
ら
見
え
る
政
治
学
方
法
論
の
展
開
可
能
性

│
比
較
連
立
研
究
の
刷
新
に
お
い
て
考
え
る
│

上
智
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
客
員
所
員　

新
川　

匠
郎

（
第
五
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
九
日（
木
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「〈
政
治
的
な
も
の
〉
は
〈
社
会
的
な
も
の
〉
を
語
る
の
か
？
」

茨
城
大
学
人
文
学
部
准
教
授　

乙
部　

延
剛

経
済
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
五
日（
金
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
六
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

T
ax,spend,and dem

ocracy indices in Japan

九
州
大
学
経
済
学
研
究
院　

瀧
本　

太
郎



二
九
六

公
共
政
策
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日（
金
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
三
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

電
子
政
府
の
現
状
と
課
題

前
総
務
省
行
政
管
理
局
長　

上
村　
　

進

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日（
木
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
実
践
に
つ
い

て

首
都
大
学
東
京
准
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
理
事

室
田　

信
一

政
経
研
究
所
共
同
研
究
研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
一
時
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
二
四
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
熟
議
民
主
主
義
」

名
古
屋
大
学
法
学
部
教
授　

田
村　

哲
樹

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
二
時
四
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
二
四
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

関
係
性
の
憲
法
理
論

│
結
社
の
自
由
と
社
会
関
係
資
本

白
鴎
大
学
法
科
大
学
院
教
授　

岡
田　

順
太

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
四
時
二
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
二
四
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

社
会
関
係
資
本
の
計
測

│
時
間
を
代
理
変
数
と
し
た
検
証
│

東
京
都
庁
・
職
員　

須
田　

光
郎

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日（
金
）午
後
四
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者



事　
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告

二
九
七

社
会
地
区
分
析
か
ら
み
た
東
京
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
学
研
究
科
国
際
日
本
研
究
専
攻
・

博
士
課
程
前
期
二
年 

戸
川　

和
成

比
較
法
研
究
所

英
米
法（
公
法
）研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日（
火
）午
後
六
時
か
ら

一
、
法
学
部（
二
号
館
）　

二
二
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

関
係
性
の
憲
法
理
論
一
概
略
と
展
開
可
能
性

白
鴎
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授　

岡
田　

順
太

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
四
月
二
日（
土
）午
後
四
時
か
ら

一
、
法
学
部（
四
号
館
）　

第
四
会
議
室

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
け
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示

│brady

法
理
を
巡
る
議
論
を
中
心
に
│

助
教　

三
明　
　

翔

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日（
金
）午
後
四
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
本
館
）　

一
七
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
憲
法
史姫

路
大
学
副
学
長（
特
任
教
授
）　

野
畑
健
太
郎

英
米
法（
私
法
）研
究
会

（
第
一
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日（
金
）午
後
三
時
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
四
二
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

フ
ラ
ン
ス
企
業
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論
と
実
践

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授　

亀
井　

克
之

（
第
二
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
三
月
八
日（
火
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
三
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

企
業
集
団
内
部
統
制
と
し
て
の
海
外
子
会
社
管
理

弁
護
士
・
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
社
外
監
査
役　

長
谷
川
俊
明



二
九
八

（
第
三
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
日（
土
）午
後
四
時
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
九
一
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
：
最
近
の
動
向
と
今
後
の

展
望

（C
lass A

ctions in the U
nited S

tates:R
ecent D

evelopm
ents 

and F
utre P

rospects
）

K
irby M

cInerney L
L
P

（
法
律
事
務
所
）・
パ
ー
ト
ナ
ー
米
国

弁
護
士

C
hristopher S

. S
tudebaker

（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー　

Ｓ
．
ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
）

（
第
四
回
例
会
）

一
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日（
金
）午
後
五
時
か
ら

一
、
法
学
部（
一
〇
号
館
）　

一
〇
六
三
講
堂

一
、
テ
ー
マ
及
び
報
告
者

「
米
国
証
券
法
の
概
要
と
証
券
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
近
年

の
動
向
」

“Introduction to U
.S
. S
ecurities L

aw
 and R

ecent T
rends 

in S
ecurities C

iass A
ctions ”

K
irby M

cInerney L
L
P

（
法
律
事
務
所
）・
パ
ー
ト
ナ
ー
米
国

弁
護
士

C
hristopher S

. S
tudebaker

（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー　

Ｓ
．
ス
チ
ュ
ー
ド
ベ
ー
カ
ー
）

（
※
平
成
二
十
八
年
二
月
〜
平
成
二
十
九
年
一
月
末
日
現
在
）

平
成
二
十
七
年
度
学
内
学
会
・
研
究
所
合
同
研
究
会

一
、
日
時　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日（
金
）午
前
十
時
三
十
分
開
会

一
、
場
所　

法
学
部
本
館
二
階
第
一
会
議
室

司
会
・
進
行　

西
原　

雄
二
・
大
岡　
　

聡

喜
多　

義
人
・
岡
山　

敬
二

野
村　

和
彦　
　
　
　
　
　

一
、
自
由
論
題

①
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
合
憲
性
に
つ
い
て 

玉
蟲　

由
樹

②
著
作
権
法
裁
判
例
に
お
け
る
「
規
範
的
主
体
論
」 

藤
田　

晶
子

③
解
除
の
契
約
改
訂
効

│ 

目
的
物
が
返
還
不
能
の
場
合
に
お
い
て
賠
償
さ
れ
る
べ
き
価
値

を
め
ぐ
っ
て
│ 

野
中　

貴
弘

④
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
『
エ
セ
ー
』
に
お
け
る
、
政
治
の
理
論
と
実
践

志
々
見　

剛

二
、
日
本
大
学
法
学
部
学
術
賞
授
賞
式



事　

業　

報　

告

二
九
九

①
選
考
経
過
報
告
・
授
与
式

②
受
賞
者
講
演　

討
議
民
主
主
義
の
憲
法
理
論
と
民
主
的
討
議
の
社

会
実
践 

柳
瀬　
　

昇

三
、
退
任
記
念
講
演

①
振
り
返
え
れ
ば
情
報
社
会　
　
　

 

│
情
報
を
生
か
す
戦
略
的
視
点
と
メ
デ
ィ
ア
史
の
重
要
性
│

伊
藤　

英
一

②
日
本
の
結
婚

│
日
本
に
お
け
る
結
婚
の
固
有
の
形
態
│ 

小
林　

忠
正

③
通
商
問
題
と
法 

野
木
村
忠
邦

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八
年
度
定
期
無
料
法
律

相
談
会

平
成
二
十
七
年
度
・
二
十
八
年
度
定
期
無
料
法
律
相
談
会
は
、
校
友
弁

護
士
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
定

期
無
料
法
律
相
談
会
の
趣
旨
で
あ
る
地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
り
、
学
生

達
の
法
学
の
実
践
教
育
を
行
う
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
、
日
時

【
平
成
二
十
七
年
度
】

（
第
六
回
）平
成
二
十
八
年
二
月
十
三
日（
土
）

【
平
成
二
十
八
年
度
】

（
第
一
回
）平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日（
土
）

（
第
二
回
）平
成
二
十
八
年
七
月
十
六
日（
土
）

（
第
三
回
）平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日（
土
）

（
第
四
回
）平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日（
土
）

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
後
一
時
〜
午
後
三
時

二
、
場
所　

法
学
部
三
号
館
及
び
五
号
館

三
、
参
加
者（
敬
称
略
）

（
専
任
教
員
）

内
山　

忠
明
・
清
水　

恵
介
・
関　
　

正
晴
・
野
中　

貴
弘

藤
村　

和
夫

（
校
友
弁
護
士
）

今
井　

勇
太
・
大
森　

浩
司
・
大
谷
部
雅
典
・
神
頭　

正
光

和
田　

光
史

（
補
助
学
生
）

参
加
教
員
担
当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
等　

各
回
四
名

四
、
相
談
件
数
・
内
容

①
件
数 

三
十
九
件

②
内
容

扶
養
、
相
続
関
係（
遺
言
・
遺
産
分
割
） 

六
件

貸
金
、
そ
の
ほ
か
の
債
権
回
収 

二
件



三
〇
〇

借
地
借
家 

六
件

不
法
行
為（
名
誉
毀
損
・
器
物
損
壊
な
ど
） 

二
件

近
隣
問
題（
道
路
・
境
界
な
ど
） 

十
件

労
働
関
係（
従
業
員
の
ト
ラ
ブ
ル
・
解
雇
な
ど
） 

二
件

家
族
関
係（
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
） 

三
件

売
買
そ
の
ほ
か
の
契
約
関
係 

三
件

そ
の
他 

三
件

（
※
平
成
二
十
八
年
二
月
〜
平
成
二
十
九
年
一
月
末
日
現
在
）

平
成
二
十
八
年
度
巡
回
無
料
法
律
相
談
会

平
成
二
十
八
年
度
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
栃

木
県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ
に
お
い
て
、
県
・
市
当
局
並
び
に
地
元
校
友

会
・
校
友
弁
護
士
等
の
協
力
を
得
て
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
た
。
前
日
に
開
催
し
た
打
合
せ
会
に
は
、
大
塚
𠮷
兵
衛

学
長
を
は
じ
め
、
佐
野
日
本
大
学
の
関
係
者
も
参
加
さ
れ
、
現
地
弁
護
士

等
と
の
懇
親
を
深
め
た
。

開
催
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
の
趣

旨
で
あ
る
地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
り
、
学
生
達
の
法
学
の
実
践
教
育
を

行
う
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
、
日
時　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日（
日
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

二
、
場
所　

栃
木
県
宇
都
宮
市　

栃
木
県
青
年
会
館
コ
ン
セ
ー
レ

三
、
参
加
者（
敬
称
略
）

（
専
任
教
職
員
）

関　
　

正
晴
・
岡
島　

芳
伸
・
清
水　

恵
介
・
野
中　

貴
弘

塚
本　

俊
久
・
芳
賀　
　

豊
・
戸
塚　

浩
行
・
守
塚　

隆
司

髙
倉　

久
弥

（
現
地
弁
護
士
）

佐
藤　
　

勝
・
青
井　

芳
夫
・
立
石　

有
作

（
校
友
弁
護
士
）

神
頭　

正
光
・
大
川　

康
徳
・
大
森　

浩
司
・
坂
井　
　

愛

鶴
岡　

拓
真

（
補
助
学
生
）

参
加
教
員
担
当
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
等
十
六
名

四
、
相
談
件
数
・
内
容

①
件
数 

二
十
八
件

②
内
容

借
金
、
保
証
そ
の
ほ
か
の
金
銭
債
務（
含
む
破
産
） 

四
件

借
地
借
家 

二
件

近
隣
問
題（
道
路
・
境
界
・
騒
音
な
ど
） 

三
件

家
族
関
係（
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
） 

五
件



事　

業　

報　

告

三
〇
一

扶
養
、
相
続
関
係（
遺
言
・
遺
産
分
割
） 

七
件

そ
の
他（
契
約
関
係
・
不
法
行
為
・
行
政
事
件
な
ど
） 

七
件

平
成
二
十
八
年
度
行
政
な
ん
で
も
相
談

平
成
二
十
八
年
度
行
政
な
ん
で
も
相
談
は
、
法
桜
祭
期
間
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
た
。
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

行
政
相
談
に
本
学
部
の
学
生
を
陪
席
さ
せ
、
行
政
相
談
を
通
じ
て
日
本
の

現
代
行
政
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
し
、
そ
こ
に
あ
る
問
題
点
及
び
そ
の

解
決
方
法
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
た
。

一
、
日
時　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
日（
木
）〜
十
一
月
五
日（
土
）

※
時
間
は
、
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

（
但
し
、
五
日
は
午
前
の
み
・
午
後
は
相
談
委
員
と
の
懇
親

会
）

二
、
場
所　

法
学
部
十
号
館
二
階　

学
生
ホ
ー
ル　

三
、
主
催　

日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所

四
、
後
援　

東
京
行
政
相
談
委
員
協
議
会

五
、
協
力　

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所

六
、
相
談
員

東
京
行
政
相
談
委
員
協
議
会
行
政
相
談
委
員

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
官

七
、
補
助
学
生　

 

行
政
科
研
究
室
所
属
学
生
及
び
公
募
に
て
募
集
の
法
学

部
生

八
、
相
談
項
目

・
行
政
制
度
に
つ
い
て

・
道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

・
駐
車
・
駐
輪
等
に
つ
い
て　
　
　

等
々

九
、
相
談
件
数　

三
十
五
件

平
成
二
十
八
年
度
法
律
討
論
会

第
三
十
九
回
法
律
討
論
会
は
、
日
本
大
学
法
学
会
と
日
本
大
学
法
曹
会

に
よ
る
共
同
開
催
、
並
び
に
日
本
大
学
法
学
部
校
友
会
と
日
本
大
学
法
学

部
法
学
研
究
所
の
後
援
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日（
土
）

十
二
時
三
十
分
か
ら
法
学
部
十
号
館
一
階
一
〇
一
一
講
堂
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

（
出
題
者
）

前
田　

雅
英
教
授

（
審
査
員
）

小
西　

威
夫
検
察
官
・
伊
藤　

康
博
裁
判
官

大
塚　

康
貴
弁
護
士

（
進
行
・
時
計
）



三
〇
二

田
口　

晃
子
弁
護
士
・
溝
口　
　

懸
弁
護
士

◆
問
題（
刑
法
）

甲
の
罪
責
に
つ
い
て
検
討
し
な
さ
い（
特
別
法
に
つ
い
て
は
触
れ
な
く

て
よ
い
）。

1　

甲
は
暴
力
団
に
所
属
し
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
元
指
定
暴
力
団
Ｉ

会
の
組
員
で
あ
る
Ｒ
や
Ｗ
な
ど
複
数
の
暴
力
団
員
と
交
友
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
甲
の
弟
で
あ
る
乙
は
Ｊ
一
家
に
所
属
す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
。

Ｖ
、
Ｙ
、
Ｗ
、
Ｓ
及
び
Ｕ
は
、
指
定
暴
力
団
Ａ
一
家
の
組
員
で
あ
り
、

Ｓ
は
Ｈ
付
近
の
地
域
を
取
り
仕
切
る
Ｔ
組
の
組
長
で
あ
る
。
Ｈ
付
近
の

暴
力
団
員
の
間
で
は
「
Ｈ
」
と
言
え
ば
Ａ
一
家
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て

い
た
。

甲
及
び
乙
と
Ｖ
及
び
Ｙ
は
、
本
件
に
至
る
ま
で
直
接
の
面
識
は
な

か
っ
た
。

2　

甲
は
身
長
一
六
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
五
六
．
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

乙
は
身
長
一
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
四
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｖ
は

身
長
一
七
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
九
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｙ
は
身
長

一
六
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
体
重
八
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

3　

甲
は
、
平
成
二
六
年
一
月
二
日
の
昼
頃
か
ら
乙
及
び
Ｒ
と
甲
方
で
酒

を
飲
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
Ｒ
が
午
後
二
時
頃
に
、
乙
が
午
後
五
時
過
ぎ

頃
に
そ
れ
ぞ
れ
甲
方
か
ら
帰
宅
し
た
。

一
人
に
な
っ
た
甲
は
、
Ｗ
に
対
し
て
約
六
〇
万
円
を
貸
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
貸
し
て
い
た
金
を
返
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
、
Ｗ

と
連
絡
を
と
る
た
め
に
、
同
日
午
後
八
時
四
八
分
、
Ａ
一
家
の
本
部
事

務
所
に
電
話
を
か
け
た
。
同
事
務
所
で
は
、
一
月
二
日
か
ら
一
月
三
日

に
か
け
て
の
夜
に
か
か
っ
て
く
る
電
話
は
総
長
秘
書
を
し
て
い
る
Ｕ
の

携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
お
り
、
上
記
甲
か
ら
の
電

話
も
Ｕ
の
携
帯
電
話
に
転
送
さ
れ
た
。

甲
は
、
同
電
話
に
お
い
て
、「
甲
で
す
け
ど
。
Ｗ
と
連
絡
が
取
れ
な

い
ん
で
、
連
絡
と
れ
ま
す
か
。」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
Ｕ
は
「
じ
ゃ
あ
、

Ｗ
に
伝
え
ま
す
。」
と
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

4　

Ａ
一
家
に
所
属
す
る
暴
力
団
員
で
あ
る
Ｖ
及
び
Ｙ
は
、
甲
が
正
月

早
々
に
本
部
事
務
所
に
電
話
を
か
け
て
き
た
こ
と
を
聞
い
て
腹
を
立
て
、

同
日
午
後
九
時
一
二
分
頃
、
甲
と
の
電
話
で
怒
鳴
っ
た
と
こ
ろ
、
甲
は
、

Ｖ
及
び
Ｙ
に
対
し
、
Ａ
一
家
を
軽
ん
ず
る
よ
う
な
激
し
い
発
言
や
、

「
今
か
ら
来
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た
。

こ
れ
に
憤
激
し
た
Ｖ
及
び
Ｙ
は
、
Ｗ
を
呼
び
出
し
て
甲
方
ま
で
案
内

さ
せ
、
同
日
午
後
九
時
三
〇
分
頃
、
Ｍ
市
Ｆ
Ｇ
番
地
所
在
の
甲
方
敷
地

内
に
普
通
乗
用
自
動
車
で
乗
り
入
れ
た
。

一
方
、
甲
は
、
同
日
午
後
九
時
一
四
分
頃
、
甲
の
弟
で
暴
力
団
員
で

あ
る
乙
に
対
し
、
Ａ
一
家
の
者
と
電
話
で
言
い
合
い
に
な
り
、
来
る
か

も
し
れ
な
い
旨
を
伝
え
、
乙
が
甲
方
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5　

Ｖ
、
Ｙ
及
び
Ｗ
は
、
甲
方
敷
地
内
の
玄
関
前
に
勝
手
口
方
向
を
向
け



事　
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告

三
〇
三

て
車
を
停
め
た
と
こ
ろ
、
勝
手
口
前
の
植
え
込
み
の
南
端
付
近
に
、
乙

が
Ｖ
使
用
車
両
の
方
を
見
て
立
っ
て
い
た
。
Ｖ
は
車
を
降
り
て
乙
に
近

寄
り
、「
Ａ
一
家
の
者
だ
。
て
め
ー
か
、
Ａ
組
を
馬
鹿
に
し
た
の
は
。」

と
言
い
、
こ
れ
に
対
し
乙
は
「
甲
の
弟
で
Ｊ
一
家
の
乙
だ
。」
と
の
み

返
事
を
し
た
。
そ
の
後
、
Ｖ
が
先
に
乙
を
つ
か
み
、
こ
れ
に
対
し
て
乙

も
Ｖ
の
服
を
つ
か
み
返
し
た
。

Ｖ
は
、
乙
の
頭
部
及
び
顔
面
を
五
回
前
後
殴
り
、
乙
の
襟
首
を
つ
か

ん
だ
ま
ま
勝
手
口
前
の
棚
付
近
ま
で
同
人
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
移
動
し
、
再

び
同
人
の
顔
面
及
び
頭
部
を
五
回
前
後
殴
っ
た
上
、
同
人
の
腰
や
太
も

も
付
近
を
五
回
前
後
蹴
っ
た
。

6　

Ｖ
に
蹴
ら
れ
た
乙
は
崩
れ
落
ち
、
尻
あ
が
り
の
四
つ
ん
ば
い
の
よ
う

な
姿
勢
に
な
っ
た
。
Ｖ
は
、
乙
の
襟
首
を
も
っ
て
二
回
程
ゆ
さ
ぶ
っ
た

後
、
踏
み
つ
け
る
よ
う
に
同
人
の
背
中
付
近
を
蹴
っ
て
い
た
。
こ
の
と

き
乙
は
、
手
で
頭
を
抱
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
乙
は
足
を
伸
ば
し
て
う

つ
ぶ
せ
に
な
り
、
Ｖ
は
乙
の
背
中
に
右
足
を
乗
せ
、
左
手
で
乙
の
頭
を

押
さ
え
た
。
乙
は
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
す
み
ま
せ
ん
。」
と
繰
り
返
し

謝
っ
た
。
Ｖ
は
、
乙
が
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
か
ら
は
殴
る
蹴
る
の
暴
行

は
止
め
、
乙
を
抑
え
つ
け
た
ま
ま
「
こ
の
や
ろ
う
、
連
れ
て
い
く
。」

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た
。

7　

Ｙ
及
び
Ｗ
は
、
Ｖ
が
車
か
ら
降
車
し
て
し
ば
ら
く
し
た
後
、
Ｖ
車
か

ら
降
り
、
甲
方
勝
手
口
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
甲
が
勝
手
口
付

近
で
「
何
だ
て
め
え
。」「
て
め
え
ら
何
だ
。」
と
い
い
な
が
ら
迫
っ
て

き
た
。

そ
こ
で
、
Ｙ
が
先
に
甲
を
つ
か
み
、
甲
も
Ｙ
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
み
か

え
し
た
。
Ｙ
は
、
甲
の
頭
部
及
び
顔
面
を
五
回
殴
り
、
甲
を
ひ
っ
ぱ
っ

て
勝
手
口
か
ら
出
し
、
甲
の
足
を
五
回
程
度
蹴
り
、
植
え
込
み
の
方
に

移
動
し
、
甲
に
足
を
掛
け
て
同
人
を
横
向
き
に
倒
し
、
さ
ら
に
同
人
を

蹴
っ
て
う
つ
ぶ
せ
に
さ
せ
た
。
Ｙ
は
、
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
る
甲
の

背
中
や
腰
、
頭
部
な
ど
を
足
で
踏
み
つ
け
る
よ
う
に
五
回
前
後
蹴
っ
た

後
、
甲
の
背
中
を
手
で
押
さ
え
つ
け
た
。

8　

Ｙ
は
、
Ｖ
と
乙
の
会
話
を
聞
い
て
、
電
話
を
す
る
た
め
Ｖ
使
用
車
両

に
向
か
っ
た
。
Ｙ
は
Ｗ
に
「
押
さ
え
て
お
け
。」
と
命
じ
、
Ｗ
が
Ｙ
に

代
わ
っ
て
甲
の
背
や
腰
付
近
を
両
手
で
押
さ
え
た
。

甲
は
う
つ
ぶ
せ
の
ま
ま
、
ほ
ふ
く
前
進
で
勝
手
口
に
向
か
っ
た
。
Ｗ

は
、
甲
が
家
の
中
に
逃
げ
る
の
だ
と
思
い
、
甲
が
勝
手
口
の
た
た
き
に

入
る
と
き
に
は
手
を
離
し
た
。

甲
は
勝
手
口
の
た
た
き
で
ほ
ふ
く
前
進
を
止
め
、
左
手
を
伸
ば
し
て

右
方
の
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
下
に
、
甲
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
い
た
、

シ
ー
ス
ナ
イ
フ（
刃
体
の
長
さ
は
約
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
体
の

幅
は
最
大
約
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
刃
体
上
面
部
分
に
ス

ウ
ェ
ッ
ジ
と
呼
ば
れ
る
物
を
突
き
刺
し
や
す
く
す
る
た
め
に
加
工
さ
れ

た
鋭
利
な
部
位
が
あ
る
も
の
。）を
持
ち
出
し
、
そ
れ
を
つ
か
ん
で
取
り
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出
し
、
立
ち
上
が
っ
た
。

9　

甲
は
、
同
日
午
後
九
時
三
五
分
頃
、
Ｙ
を
探
す
そ
ぶ
り
や
Ｗ
に
目
を

向
け
る
こ
と
な
く
、
乙
の
背
中
付
近
に
右
足
を
の
せ
て
立
っ
て
い
た
Ｖ

の
方
に
向
か
っ
た
。
甲
は
、
Ｖ
の
右
後
方
に
立
ち
、
刃
が
地
面
と
水
平

に
な
る
よ
う
に
し
て
本
件
シ
ー
ス
ナ
イ
フ
を
右
手
で
持
ち
、
左
掌
を
柄

じ
り
に
そ
え
、
自
分
の
腹
で
押
し
出
す
よ
う
に
し
て
Ｖ
の
右
脇
腹
を
刺

し
た
。

10　

Ｖ
は
、
同
日
午
後
一
一
時
三
二
分
頃
、
同
市
内
の
Ｐ
病
院
に
お
い
て
、

同
人
を
腹
部
刺
創
に
よ
る
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
死
亡
し
た
。

討
論
会
は
三
人
一
組
で
十
組
が
出
場
し
、
各
チ
ー
ム
一
人
の
立
論
者
が

十
分
以
内
の
論
旨
を
発
表
し
、
他
の
二
人
が
他
の
出
場
チ
ー
ム
や
傍
聴
者

の
質
疑
に
対
し
て
五
分
間
で
応
答
す
る
方
法
で
行
わ
れ
た
。

討
論
に
先
だ
ち
、
日
本
大
学
法
学
会
会
長
の
代
わ
り
に
、
日
本
大
学
法

学
部
法
学
研
究
所
所
長
・
日
本
大
学
法
学
部
司
法
科
研
究
室
運
営
委
員
長

で
あ
る
関
正
晴
教
授
並
び
に
日
本
大
学
法
曹
会
会
長
鈴
木
三
郎
弁
護
士
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
進
行
の
田
口
晃
子
弁
護
士
か
ら
発
表
の
手
順
と
審

査
基
準（
論
旨
内
容
六
十
点
、
発
表
態
度
十
点
、
質
疑
応
答
内
容
・
態
度

三
十
点
）等
の
説
明
が
な
さ
れ
た
あ
と
討
論
会
が
開
始
さ
れ
た
。

討
論
終
了
後
、
審
査
員
を
代
表
し
て
大
塚
康
貴
弁
護
士
か
ら
審
査
結
果

が
発
表
さ
れ
た
の
に
続
き
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
法
曹
会
、
法
学
部
校
友
会

か
ら
優
勝
チ
ー
ム
に
法
曹
杯
・
法
学
部
校
友
会
杯
、
法
曹
会
か
ら
優
勝
、

準
優
勝
、
第
三
位
の
各
チ
ー
ム
に
盾
、
並
び
に
法
学
部
校
友
会
か
ら
副
賞

と
し
て
図
書
カ
ー
ド
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
学
部
校
友
会
か
ら
出
場

者
全
員
に
メ
ダ
ル
及
び
図
書
カ
ー
ド
、
優
秀
質
問
者
に
は
法
学
部
校
友
会

か
ら
図
書
カ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
来
場
者
全
員
に
法

学
部
並
び
に
法
学
部
校
友
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

な
お
、
法
律
討
論
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト

に
お
い
て
出
場
者
・
関
係
者
全
員
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

成
績
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
括
弧
内
は
学
科
・
学
年
）

優　

勝（
第
七
組
）

大
沼　

光
貴（
法
律
三
年
）・
田
島　

聖
也（
法
律
三
年
）

霧
生　

圭
代（
法
律
三
年
）

準
優
勝（
第
二
組
）

小
畠　

恭
世（
法
律
四
年
）・
田
村　

鈴
華（
法
律
三
年
）

三
科　

和
成（
法
律
三
年
）

第
三
位（
第
九
組
）

今
井　

綾
香（
法
律
二
年
）・
髙
橋　

慶
悟（
法
律
二
年
）

高
橋　
　

毅（
法
律
二
年
）

参
加
賞（
順
不
同
）

柴
田　

美
香（
法
律
三
年
）・
佐
藤
み
ん
と（
法
律
三
年
）

小
林　

理
乃（
法
律
三
年
）・
小
畠　

恭
世（
法
律
四
年
）
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田
村　

鈴
華（
法
律
三
年
）・
三
科　

和
成（
法
律
三
年
）

山
中　

康
代（
法
律
四
年
）・
植
山
美
和
子（
公
共
政
策
四
年
）

瀬
田　

大
悟（
法
律
四
年
）・
池
上　
　

遼（
法
律
四
年
）

中
西　

明
樹（
法
律
四
年
）・
岩
本　

英
敏（
二
部
法
律
四
年
）

田
中　

祐
介（
法
律
四
年
）・
小
沢　

静
香（
法
律
四
年
）

松
永　

延
征（
法
律
四
年
）・
平
山　

裕
貴（
法
律
三
年
）

村
上　

茉
穂（
法
律
三
年
）・
工
藤
ひ
か
る（
法
律
三
年
）

大
沼　

光
貴（
法
律
三
年
）・
田
島　

聖
也（
法
律
三
年
）

霧
生　

圭
代（
法
律
三
年
）・
濱
田　
　

潤（
通
信
法
律
四
年
）

三
浦　
　

恵（
通
信
法
律
四
年
）・
加
藤　

天
宇（
通
信
法
律
四
年
）

今
井　

綾
香（
法
律
二
年
）・
髙
橋　

慶
悟（
法
律
二
年
）

高
橋　
　

毅（
法
律
二
年
）・
飯
田
龍
之
介（
法
律
三
年
）

森　
　

隆
行（
法
律
三
年
）・
舩
戸　

一
成（
法
律
三
年
）

優
秀
質
問
賞（
五
十
音
順
）

大
沼　

光
貴（
法
律
三
年
）・
工
藤
ひ
か
る（
法
律
三
年
）

森
田　
　

遥（
公
共
政
策
四
年
）・
青
木
悠
一
郎（
法
律
三
年
）

中
村　

知
之（
法
律
三
年
）

平
成
二
十
八
年
度
国
家
試
験
合
格
者

◆
司
法
試
験
予
備
試
験　

一
名

　

佐
藤　
　

久（
昭
和
六
〇
・
法
律
学
科
卒
業
）

◆
司
法
書
士
試
験　

三
名

　

姜　
　

允
淳（
平
成
二
十
六
・
法
律
学
科
卒
業
）

　

柏
崎
美
紀
子（
平
成
二
十
六
・
通
信
教
育
部
法
律
学
科
卒
業
）

　

野
村　
　

碧（
平
成
二
十
・
法
律
学
科
卒
業
）　

◆
弁
理
士
試
験　

一
名

　

村
野　

直
仁（
平
成
二
十
三
・
法
律
学
科
卒
業
）

◆
公
認
会
計
士
試
験　

三
名

　

小
島　

祥
人（
平
成
二
十
七
・
公
共
政
策
学
科
卒
業
）

　

草
苅　

雄
大（
平
成
二
十
六
・
経
営
法
学
科
卒
業
）

　

久
野　

正
幸（
平
成
十
八
・
法
律
学
科
卒
業
）
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執
筆
者
紹
介　
　
　
　

掲
載
順

岡　

田　

俊　

幸

日
本
大
学
大
学
院

法
務
研
究
科
教
授

船　

山　

泰　

範

日
本
大
学
前
教
授

信　

夫　

隆　

司

日
本
大
学
教
授

荒　

井　

祐　

介

日
本
大
学
専
任
講
師

川　

又　
　
　

祐

日
本
大
学
教
授

佐
渡
友　
　
　

哲

日
本
大
学
教
授

孔　
　
　

義　

植

日
本
大
学
教
授

横　

田　

将　

志

日
本
大
学
助
教

佐
渡
友　
　
　

哲

日
本
大
学
教
授

山　

田　

光　

矢

日
本
大
学
教
授

孔　
　
　

義　

植

日
本
大
学
教
授

崔　
　
　

永　

鎬

日
本
大
学
法
学
部

政
経
研
究
所
研
究
員

編
集
委
員

関　
　

正
晴

川
又　
　

祐

池
村　

正
道

小
田　
　

司

高
橋　

雅
夫

楠
谷　
　

清

水
戸　

克
典

渡
辺　

容
一
郎
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